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第4章 自然科学分析
第 1節 遺構出土及び土器付着炭化物の放射性炭素年代測定
第 1項 放射性炭素年代測定（竪穴住居跡出土試料 ・土器付着試料）

第4危第1節

（株）加速器分析研究所

1 測定対象試料

水上(2)造跡は、青森県中津軽郡西目屋村大字砂子瀬字水上（北緯40°31'52”、東経140°14'55") 

に所在し、岩木川（旧美山湖）右岸の河成段丘上（湯ノ沢川が合流する付近）に位世する。測定対

象試料は、 SI115特殊施設の掘り込み内堆籾士出土炭化物 (12Mizu(2)-1-SIOl 15: IAAA-122401)、

SI3001 ・ 2居出土炭化材(12Mizu(2)-2-SI3001:IAAA-122402)、SI3014床面出土炭化材(12Mizu(2)-3-

SI3014:IAAA-122403)、SI-1060土器埋設炉の埋設土器（第528集 ・図64-1)付着炭化物(12Mizu(2)-4-

SI1060:IAAA-J22404)、SI-1039土器埋設炉の埋設土器（第528集 ・囮34-1)付着炭化物 (12Mizu(2)-

5-SI1039: IAAA-122405)、SI-3101床面 P-1（第528集 ・図66-1)付着炭化物 (12Mizu(2)-6-SI-3101:

IAAA-122406)の合計6点である（表 l)。

竪穴住居跡堆積土からは 3点の試料を採取した。SI115では特殊施設が検出され、炭化物はその掘

り込み内堆和土から採取した。SI3001• 3014は焼失住居の可能性がある。

出士士器からは 3点の試料を採取した。いずれも炉など竪穴住居跡内出士の土器から採取したもの

で、時期は12Mizu(2)-4-SI1060が円筒上屈 c式（縄文時代中期中莱）、 l2Mizu(2)-5-SI1039が大木10式

併行（縄文時代中期末菓）、 12Mizu(2)-6-SI-3101が縄文時代後期初頭とされる。 3点とも土器の外面

から採取したもので、煮沸時に生じたおこげに由来すると考えられている。

2 測定の意義

試料が採取された竪穴住居跡の時期及び土器の年代を明らかにする。

3 化学処理工程

(1)メス ・ピンセットを使い、根 ・土等の付着物を取り除き、必要址の試料を採取、乾燥させ、秤

植する（付表「処理前試料址」）。

(2)酸 ーアルカリ ー酸 (AAA: Acid Alkali Acid)処理により不純物を化学的に取り除く。その後、

超純水で中性になるまで希釈し、乾燥させ、秤星する（付表「処理後試料堡J)。AAA処理にお

ける酸処理では、通常lmol/!/,(lM)の塩酸 (HCl) を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリ

ウム (NaOH)水溶液を用い、 0.001MからlMまで徐々に濃度を上げながら処理を行う。

(3)必要藷を採取、秤址（付表 「燃焼拭」）した試料を燃焼させ、 二酸化炭素 (CO2)を発生させる。

(4)真空ラインで二酸化炭素を精製、定批する。この二酸化炭素中の炭素相当絋を箕出する（付表「精

製炭素址」）。

(5)精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で遥元し、グラファイト (C) を生成させる。

(6) グラファイトを内径 1mmのカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、

測定装佃に装荘する。
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4 測定方法

加速器をベースとした14C-AMS専用装置 (NEC社製）を使用し、 14cの計数、,3c談度 (13c/12c)、14c

濃度 (14c/”c）の測定を行う。測定では、米国国立標準局 (NIST)から提供されたシュウ酸 (HOxIl) 

を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。測定回数と叱

カウン ト数を付表に示す。

5 算出方法

(1) 汀Cは、試料炭素の叱濃度 (13C/12C)を測定し、基準試料からのずれを千分偏差 (%o)で表

した値である（表l)。AMS装位による測定値を用い、表中に「AMS」と注記する。13c/'2c比は

付表に記載する。

(2) 11c年代 (LibbyAge : yrBP)は、過去の大気中14c濃度が一定であったと仮定して測定され、

1950年を基準年 (OyrBP)として遡る年代である。年代値の算出には、Libbyの半減期 (5568年）

を使用する (Stuiverand Polach 1977)。IヽIC年代は o13cによって同位体効果を補正する必要

がある。補正した値を表lに、補正していない値を参考値として表2に示した。14c年代と誤差は、

下l桁を丸めて10年単位で表示される。また、 "c年代の誤差（土la)は、試料の1.1C年代がそ

の誤差範囲に入る確率が68.2％であることを意味する。

(3) pMC (percent Modern Carbon)は、標準現代炭素に対する試料炭素の℃楼度の割合である。

pMCが小さい (14Cが少ない）ほど古い年代を示し、pMCが100以上 ("cの鈷が標準現代炭素と

同等以上）の場合Modernとする。この値も o13cによって補正する必要があるため、補正した

値を表 lに、補正していない値を参考値として表2に示した。

(4)暦年較正年代とは、年代が既知の試料の"c濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過

去の14c談度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、14C年代に対応

する較正曲線上の暦年代範囲であり、1標準偏差 (la=68. 2%）あるいは2標準偏差 (2a 

=95. 4%）で表示される。グラフの縦軸が"c年代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正プ

ログラムに入力される値は、o'3c補正を行い、下一桁を丸めない℃年代値である。なお、較

正曲線および較正プログラムは、データの紫秋によって更新される。また、プログラムの種類

によっても結果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要

がある。ここでは、暦年較正年代の計箕に、IntCal09データベース (Reimeret al. 2009)を

用い、OxCalv4.1較正プログラム (BronkRamsey 2009)を使用した。暦年較正年代については、

特定のデータベース、プログラムに依存する点を考慮し、プログラムに入力する値とともに参

考値として表2に示した。暦年較正年代は、 "c年代に基づいて較正 (calibrate) された年代

値であることを明示するために「calBC//¥D」（または「calBP」)という単位で表される。

6 測定結果

試料の℃年代は、S1115特殊施設の掘り込み内堆積土出土炭化物12Mizu(2)-l-S10115が4520士20yrBP、

S13001 • 2層出土炭化材12Mizu(2)-2-S13001が4130士20yrBP、S13014床面出土炭化材12Mizu(2)-3-S13014

が4290士20yrBP、SI-1060土器埋設炉の埋設士器付沿炭化物12MiZU (2)-4-S11060が4510士20yrBP、SI-
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第4危第1節

1039士器埋設炉の埋設土器付珀炭化物12Mizu(2)-5-SI1039が3890士20yrBP、SI-3101床面 P-1付沼炭

化物12Mizu(2)-6-SI-3101が3880土20yr8Pである。

暦年較正年代(1(J）は、 12Mizu(2)-l-SI0115が3347~ 3118cal BCの間に 3つの範囲、 12Mizu(2)-
2-S13001が2858~ 2634ca 1 BCの問に5つの範囲、 12Mizu(2)-3-SI3014が2909~ 2892ca 1 BCの範囲、
12Mizu (2)-4-S11060が3343~ 3116cal BCの問に4つの範囲、12Mizu(2)-5-S11039が2457~ 2345cal 
BCの間に2つの範囲 12Mizu(2)-6-SI-3101が2454~ 2299cal BCの間に3つの範囲で示される。
12Mizu (2)-1-SIOl 15、12Mizu(2)-4-S11060が縄文時代中期前薬から中菓頃、 12Mizu(2)-2-SI3001が縄

文時代中期中菓から後猿頃、 12Mizu(2)-3-S13014が縄文時代中期中策頃、12Mizu(2)-5-SI1039が縄文

時代後期初頭頃、12Mizu(2)-6-SI-3101が縄文時代後期初頭から前雖頃に相当する（小林編2008)。

試料の炭素含有率はすべて50％を超え、化学処理、測定上の問題は認められない。

表1

ぶ℃補正あり

測定番号 試料名 採取場所
試料 処理 o "c（知）
形態 方法 (AMS) Libby Age 

pMC (%) 
(yrBP) 

IAAA-122401 12Mizu (2)-1 -SI0115 
Slll5 特殊施設の

炭化物 AAA -24.99土0.20 4,520士20 56.98士0.14 
掘り込み内堆和土

IAAA-122402 l2Mizu(2)-2-SI300l SI3001 2居 木炭 AAA -24.94士0.19 4,130士20 59. 79士0.15 

IAAA-l22403 l2Mizu(2)-3-SI3014 S13014 床面 木炭 AAA -22.97土0.24 4,290土20 58.64土0.15 

SI-1060 土器埋設炉
土器付

IAAA-122404 12Mizu(2)-4-SI1060 
（第528集ー図64-1)

芍炭化 AAA -23.08土0.20 4,510士20 57.01土0.15 
物

SI-1039 土器埋設炉
土器付

IAAA-122405 12Mizu(2)-5-SIL039 
（第528集ー図34-l)

莉炭化 AAA -23.85土0.21 3,890土20 61. 63土0.16 
物

Sl-3101 床面P-L
土器付

IAAA-122406 !2Mizu(2)-6-SI-310! 
（第528集—図66-1)

秤炭化 AAA -24.80土0.21 3,880土20 61. 72土0.15 
物
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表2

o "c補正なし
暦年較正用

測定番号
(yrBP) 

l(J暦年代範囲 2o暦年代範囲
Age (yrBP) pMC (%) 

3347calBC-3324calBC (12. 2%) 335 lca lBC-3308calBC (18. 2%) 

IAAA-122401 4,520士20 56. 98±0. 14 4,517士 20 3234calBC-3173calBC(31. 4%) 3303ca lBC-3264calBC (9. 6%) 

316lcalBC-3l 18calBC(24. 6%) 3241calBC-3104calBC(67. 5%) 

2858caIBC-2833calBC(l4. 6%) 

2819calBC-2810calBC(4. 7%) 
2868ca lBC-2803calBC (27. 6%) 

IAAA-122402 4,130士20 59 80士0.15 4, 131士20 275lcalBC-2723calBC (16. 1%) 
2778calBC-2620calBC (67. 8%) 

2700ca lBC-2660calBC (23. 6%) 

265lcalBC-2634calBC (9. 1%) 

IAAA-122403 4,250土 20 58.89土 0.14 4,287土 20 2909calBC-2892calBC(68. 2%) 2917calBC-2886calBC(95.4%) 

3343calBC-3322calBC(IO. 5%) 

IAAA-122404 4,480士20 57.24士0.14 4,513士20
3272calBC-3269calBC(1. 4%) 3349calBC-3264calBC(29.3%) 

3235calBC-317lcalBC(32. 2%) 324lcalBC-3103calBC(66. 1%) 

3!62calBC-3116calBC(24 l%) 

IAAA-122405 3,870土 20 61. 77土 0.15 3,888土 20
2457calBC-2417calBC(26. 8%) 

2464c<11BC-2299c<11BC (95. 4%) 
2410calBC-2345calBC (41. 4%) 

2454calBC-2420calBC(l9. 3%) 

IAAA-122406 3,870土 20 61. 75土 0.15 3,875土 19 2406calBC-2377calBC(l8. 0%) 246lcal8C-2293ca !BC (95. 4%) 

2350calBC-2299calBC (30. 9%) 

［参考値］

文献

Bronk Ramsey C. 2009 Bayesian analysis of radiocarbon dates, Nadiocarbon 51(1), 337-360 

小林達雄編 2008総覧縄文土器，総覧縄文土器刊行委員会 ，アム ・プロモーション

Reimer, P. J. et al. 2009 IntCal09 and Marine09 radiocarbon age calibration curves, 0-50, 000 

years cal BP, Radiocarbon 51(4), 1111-1150 
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第2項 放射性炭素年代測定（配石遺構出士試料 ・士器付着試料）

株式会社パレオ ・ラボ

1 はじめに

青森県中津軽郡西目屋村に位置する水上(2)造跡より出土した試料について、加速器質址分析法(AMS

法）による放射性炭素年代測定を行った。さらに織物圧痕付炭化物の年代および起源物質を推定する

ために、放射性炭素年代測定と炭素 ・窒素の安定同位体比を測定した。また、炭素含有杖と窒素含有

量を測定して試料のC/N比を求めた。

2 試料と方法

測定試料の情報、調製データは表 lのとおりである。

表1 測定試料および処理

試料データ
考古学的手法に

前処理デタ 前処理測定番号 遺跡デタ
よる想定年代

前処理前重益 ：95.10Ing 
超音波洗浄試料No.巨石掘方C-12 種類炭化材

縄文時代中期 燃焼最：5.30mg 
酸 ・アルカリ ・酸洗浄（塩酸 ：I2N, PLD-28812 遺構 ；60号配石掘方 試料の性状 ：不明

中葉～末莱 精製炭素羹 ：352咄
水酸化ナトリウム ION,塩酸：I.2N) 層位 ：第6層 状態 dry

炭索回収筵 ．I14咄

前処理前狐泣：10230mg 
超音波洗浄試料No.巨石掘方C-21 禰類 ：炭化材

縄文時代中期 燃焼最 ：5.30mg 
酸 ・アルカリ ・酸洗浄（塩酸 ，I.2N, PLD-28813 遺構 ：60号配石掘方 試料の性状 ．不明

中築～末葉 精製炭索黛 3.66mg 
水酸化ナトリウム I.ON,塩酸：t.2N) 層位 ：第6局 状態 dry

炭素回収嚢 ・1. 18mg 

前処理前重品 ：55.10mg 
超音波洗浄試料No.巨石掘方C-22 種類炭化材

縄文時代中期 燃焼呈 ：5.40mg 
酸 ・アルカリ ・酸洗浄（塩酸 'I.2N, PLD-28814 遺構 ：60丹配石掘方 訳料の性状 ・不明

中莱～末葉 精製炭素量 ．3.49mg 
水酸化ナトリウム ：ION,塩酸：l．2N)層位：第6層 状態 ，dry

炭索回収最 ，I12mg 

前処理前重:Ji!::87. 90mg 
超音波洗浄遺構 ：56号配石 種類 ：炭化種実（ト

縄文時代後期初頭
燃焼量：5.67mg 

酸 ・アルカリ ・酸洗浄（塩酸 I.2N, PLD-32012 グリッド ：Vl!M・VIIN-Slチノキ炭化子薬）
楼製炭素最 ．3.53mg 

水酸化ナトリウム I.ON,塩酸 ：l.2N)庖位 ：構築土 状態 'dry
炭素回収且・o.93mg 
前処理前直砿：16.40mg 

有機溶剤処理 アセ トン
グリッド ：1，1lY-76 

種類織物圧痕付
縄文時代後期初頭 燃焼量 ：2.20mg 

酸 ・アルカリ ・酸洗浄（塩酸 I.2N, PLD-32013 炭化物
～前葉 精製炭素量：I.10mg 

水酸化ナトリウム ：I.ON.塩酸：1.2N) 
層位： ］層

状態 ，dry
炭素回収量：0.84mg 

試料は、石棺幽A群に位饂する60号配石の掘方（第 6附）から出土した炭化材3点と56号配石構築

土から出土したトチノキ炭化子莱 1点、VlDY-76から出土した織物圧痕付炭化物 l点である。

試料は調製後、加速器質枯分析計（バレオ ・ラボ、コンパクト AMS: NEC製 1.5SDM) を用いて測定

した。得られた"c浪度について同位体分別効果の補正を行った後、11c年代、暦年代を算出した。

織物圧痕付炭化物について最初の測定では、放射性炭素年代測定と炭素 ・窒素安定同位体比分析用

に27.51mg採取して測定したところ、考古学的な推定年代より古い6935士25 14C BPという年代値が

得られた。残ガスを用いて再測定した結果も6950土25 14C BPと古かった。測定自体には問題が見ら

れなかったため、試料に付着した水性顔料ペンの炭素の影糊が考えられた。次に水性顔料ペン（三菱

鉛筆 水性ペン POSCA茶色） 自体を乾燥させて測定したところ、41950士30014C BPの年代が得られ、

水性顔料ペンの影密の可能性が裔くなった。試料から再度測定用の試料を採取し、3日間アセトンに

浸けて乾燥し、さらに上面の白い付培物を顕微鏡下で観察して削り取り、残存した部分を測定試料と

した。
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［織物圧痕付炭化物の炭素 ・窒素安定同位体比分析］

酸 ・アルカリ ・酸洗浄 (HCl: 1. 2N, NaOH : 1. ON) を施して試料以外の不純物を除去した後、測定を

行った。炭素含有醤および窒素含有最の測定には、EA（ガス化前処理装腔）である FlashEAl 112 (Thermo 

Fisher Scientific社製）を用いた。スタンダー ドは、アセ トニ トリル（キシダ化学製）を使用した。

炭素安定同位体比(613c叩ll)および窒素安定同位体比(015NAir)の測定には、例位分析計 DELTAV (Thermo 

Fisher Scientific社製）を用いた。スタンダードは、炭素安定同位体比には IAEA Sucrose (ANU)、

窒素安定同位体比には IAEANlを使用した。

測定は、次の手順で行った。スズコンテナに封入した試料を、超森純度酸素と共に、EA内の燃焼

炉に落とし、スズの酸化熱を利用して麻温で試料を燃焼、ガス化させ、酸化触媒で完全酸化させる。

次に遠元カラムで窒素酸化物を遠元し、水を過塩素酸マグネシウムでトラップ後、分離カラムで CO2

とN2を分離し、 TCDでそれぞれ検出 ・定最を行う。この時の炉および分離カラムの温度は、燃焼炉温

度1000℃、遥元炉温度680℃、分離カラム温度45℃である。分離した CO2およびN2はそのまま Heキャ

リアガスと共にインターフェースを通して質絋分析計に舜入し、安定同位体比を測定した。得られた

炭素含有品と窒素含有絨に基づいて C/N比を勾出した。

3 結果

［放射性炭素年代測定］

表 2に、胴位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比 (813C)、同位体分別効果の補正を行って暦

年較正に用いた年代値と較正によって得られた年代範囲、恨用に従って年代値と誤差を丸めて表示し

た14c年代を、因1に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下］桁を丸めていない

値であり、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載した。

14c年代は AD1950年を基点にして何年前かを示した年代である。 "c年代 (yrBP) の節出には、 14c

の半減期として Libbyの半減期5568年を使用した。また、付記した℃年代誤差（土la) は、測

定の統計誤差、標準偏差等に基づいて箕出され、試料の"c年代がその叱年代誤差内に入る確率が

68.2％であることを示す。

なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

暦年較正とは、大気中の14c浪度が一定で半減期が5568年として箕出された14C年代に対し、過去の

宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の1ヽIC漿度の変動、および半減期の違い (19ICの半減期5730

表2 放射性炭素年代測定および暦年較正の結果

測定番号 測定回数
8'’c 暦年較正用年代 "c年代 "c年代を暦年代に較正した年代範囲

（知） (yrBP土l(1） (yrBP+ I(J） 1(J肘年代範囲 2(J府年代範囲

PLD 28812 
7 -27. 76土0.26 8322士33

（訳料No.巨石掘方C-12)
8320土35 7458-7351 cal llC (68. 2%) 7506-7304 cal BC (95. 4%) 

PLD-28813 
7 -25. 04土0.31 

8599-8585 ca I BC (6. 1 %) 
8627-8423 cal BC (90. 3%) 

（試料No.巨石掘方c-21)
9281士35 9280士35

8573-8470 c~J BC (62 1%) 8405-8392 cal BC (l. 4%) 
8377-8350 ca 1 BC (3. 8%) 

PLD-28814 7 -26 18土0.27 9273士34
8593-8589 ca J BC (I 3%) 

8622-8422 cal BC (87. 7%) 

（試料No.巨石掘方C-22)
9275士35

8572-8459 cal BC (66 9%) 
8<107-8389 cal BC (2. 3%) 
8381 8349 cal BC (5. 4%) 

PLD 32012 2333-2326 ca 1 BC (0綿）
（試科No..56-1;•配石トチノキ 10 -20. 02士0.20 3808士20 3810士20

2285-224 7 ca 1 BC (37. 7l) 
2300-2196 cal BC (89. 5%) 

炭化子葉）
2235-2205 cal BC (30. 5'1¥) 

2171 2147 cal BC (5. 1%) 

PLD-32013 
10 -29. 58土0.22 

2021-1992 cal BC (26．甜）
（織物圧痕付炭化物）

3615土25 3615土25
1984-1941 cal BC (41 4%) 

2034-1900 ca I BC (95. 4%) 
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±40年）を較正して、より実際の年代値に近いものを箕出することである。

14C年代の暦年較正にはOxCal4.2（較正曲線データ： IntCall3)を使用した。なお、1(J 暦年代範

囲は、OxCalの確率法を使用して鍔出された14C年代誤差に相当する68.2％信頼限界の暦年代範囲で

あり、同様に2o暦年代範囲は95.4％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その

表3 各測定での％／12c比 （％） 範囲内に暦年代が入る確率

測定番号 PLD-28812 PLD-28813 PLD-28814 PLD-32012 

l 1. 095 l. 096 1. 096 1. 096 

2 1. 095 l. 098 L. 097 1. 097 

3 l. 095 1. 098 l. 097 1. 096 

4 1. 094 l. 098 l. 096 1.096 

5 l. 094 1. 098 l. 096 1.096 

6 1. 094 l. 098 l. 096 I. 096 

7 1. 094 1. 097 l. 096 1. 096 

8 1. 096 ， 1. 095 

10 J. 096 

［織物圧痕付炭化物の炭素 ・窒素安定同位体比分析］

PLD-32013 

1. 083 

1. 083 

1. 083 

1. 083 

1. 083 

l. 083 

1. 083 

L 083 

1. 083 

1. 084 

を意味する。グラフ中の縦

軸上の曲線は"c年代の確

率分布を示し、二重曲線は

暦年較正曲線を示す。

織物圧痕付炭化物の年代

測定の結果、2oの暦年代

範囲は2034-1900cal BC 

(95. 4%）の年代範囲を示し

た（表 2)。

表 4に、炭素安定同位体比、窒素安定后l位体比、炭素含有量、窒素含有量、 C!N比を示す。なお、

織物圧痕付炭化物の窒素安定同位体比については、窒素含有砧が少なく適正出力が得られなかったた

め、通常よりも誤差範囲の大きい値と予想される。図2には炭素安定同位体比と窒素安定同位体比の

関係、図 lには炭素安定同位体比と C/N比の関係を示した。

図2において、織物圧痕付炭化物はら植物の位置にプロットされた。図3においては、図中のC/N

比の範囲外であるため、図中にはプロットされていない。

表4 織物圧痕付炭化物の安定同位体比分析の結果

試料番号

PLD-32013 

4 考察

o l3CPDB 
(%o） 

-26. 3 

o 15NAir 炭素含有散 窒素含有祇
(%o) I (%) I (%) 

3. 32 56.8 0. 358 

C/N比

185.0 

以下、2a暦年代範囲（確率95.4%)に着目して結果をまとめる。縄文土器編年と11c年代（暦年代）

との対応関係については、小林 (2008) と工藤 (2012)を参照した。

C-12 (PLD-28812)は、 1,c年代が8320土3511C BP、2a暦年代範囲が7506-7304cal BC (95. 4%) 

であった。この年代は縄文時代早期中築に相当する。

C-21 (PLD-28813)は、 1,c年代が9280土351'C BP、2a暦年代範囲が8627-8423cal BC (90. 3%)、

8405-8392 cal BC (1. 4%）、8377-8350cal BC (3. 8%）であった。この年代は縄文時代早期前莱に相

当する。

C-22 (PLD-28814)は、 1,c年代が9275土351'C BP、2o暦年代範囲が8622-8422cal BC (87. 7%)、

8407-8389 cal BC (2. 3%）、 8381-8349cal BC (5. 4%）であった。この年代は縄文時代早期前棄に相

当する。
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56号配石から出士したトチノキ炭化子菓 (PLD-32012)は、 14C年代が3810士201・1cBP、2o暦年代

範囲が2333-2326cal BC (0.8%）、2300-2196cal BC (89.5%)、2171-2147cal BC (5. 1%）であった。

この年代は縄文時代後期初頭～前菓に相当する。

織物圧痕付炭化物の炭素 ・窒素安定同位体比分析の結果、図 2でら植物に相当する位四にプロッ

トされ、図3では図の範囲外であったが、ら植物に由来する炭化物と推定される。この織物圧痕付炭

化物は、放射性炭素年代測定の結果、 2034-1900cal BC (95.4%)の暦年代範囲を示した。小林(2008)

による縄文土器編年と暦年代の対応関係を参照すると、縄文時代後期前業に相当する暦年代である。

調査所見による推定時期である縄文時代後期初頭～前策に対して整合的であった。
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図2 炭素・窒素安定同位体比
（吉田・西田 (2009)に基づいて作製）

図3 炭素安定同位体比と C/N比の関係
（吉田・西田 (2009)に基づいて作製）
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第4危第2節

第 2節 土器種実 ・昆虫圧痕と敷物圧痕、織物圧痕付炭化物の観察

および植物種の同定
株式会社パレオ ・ラボ

1 はじめに

青森県西目屋村に所在する水上(2)迫跡の縄文時代の土器に、種実もしくは昆虫の圧痕と思われる

痕跡や土器底部に敷物圧痕が確認された。ここでは、レプリカ法による種実 ・昆虫圧痕の同定と敷物

圧痕の観察、織物圧痕付炭化物の同定を行った。なお、ヒメフナムシの同定については森勇ー氏（金

城学院大学）と春沢圭太郎氏（大阪市立自然史博物館友の会）、緒方箔人氏（愛知県環境審議会専門

調査員）、ヒメフナムシの考察については森氏、織物圧痕付炭化物については、鈴木三男氏 ・小林和

費氏 ・米倉浩司氏（東北大学植物園）、鯨骨痕については山崎健氏（奈良文化財研究所）にご教示い

ただVヽた。

2 分析資料と方法

以下、分析資料および方法を種別ごとに示す。資料の抽出は、吉森県埋蔵文化財調査センターによ

って行われた。

［士器圧痕］

圧痕の検討を行った百料は、破片土器56点と、完形土器53点、土器底部40点の、計149点である。

土器の抽出は、胄森県埋蔵文化財調査センターによって行われた。

同定方法は、最初に、目視および実体顕微鏡下で種実または昆虫の圧痕の可能性がある土器を破片

土器では14点、完形土器では9点、土器底部では3点抽出した (1次同定）。さらに土器底部では敷

物圧痕の編組技法が良好に観察できる個体ないし特徴的な個体を 8点抽出した。

土器圧痕ついては以下の手順で圧痕のレプリカを作製した。圧痕内を筆と流水で水洗し、乾燥条件

下でプロアーを用いて付培物を除去した。レプリカ法は、丑野 ・田川 (1991)等を参考にして以下の

手順で行った。資料の保護のため、パラロイド 872の5％アセ トン溶液を離型剤にして土器に含浸させ、

印象剤に用いるシリコン樹脂 (Blシリコンレギュラータイプもしくはアグサ ・ジャバン（株）製ブ

ルーミックスソフト）を医療用注射器に入れ、圧痕部分に充填してレプリカを作製した。

さらに、走査型電子顕微鏡での観察が必要と判断した部分について、レプリカを整形した後、金蒸

着を行い、走査型軍子顕微鏡 (KEYENCE社製 VE-9800)で観察および写真撮影を行い、同定した (2

次同定）。また、現生標本を粘土板に押し当て、施文の再現実験を試み、比較検討を行った。採取し

たレプリカおよび土器は、青森県埋蔵文化財調査センターに保管されている。

［織物圧痕付炭化物］

グリッドVIIIY-76の1屈から出土した織物圧痕付炭化物は、片側（凹面）全面に織目が観察できた炭

化物である。まずは、デジタルマイクロスコープ（ハイロックス社製 KH-7700)で全体および細部の

観察を行った。織目は下地塗りが注記部分（ポスターカラーのように塗れる水性顔料ペン（三菱鉛筆

水性ペン uniPOSCA)で下地が塗られた上にインクジェット式注記マシーンによって書かれている）

に残りの良い部分が残存していたため、下地および注記を除去してから再観察を行った。注記部分
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はエタノールで除去できたが、下地塗り部分が除去できなかったため、アセトン100％に10分程度含

浸させた。下地途りのうちオレンジ色はアセトンに浸けた後にすぐに落ちたが、白色顔料が残った。

この白色顔料の除去には、湿水や石鹸水中で筆を使ったクリーニングを行った。ただし、第4窄第

1節第 2頁で述べたようにこの作業中に注記部分から剥がれた白色顔料が炭化物の部分に付着した。

その後、織物圧痕付炭化物全体を無蒸着の状態で、走査型電子顕微鏡（以下、SEM) を用いて平面お

よび断面の観察を行った。SEM観察は、東北大学総合学術博物館に設置されているキーエンス社製

VHX-D500で行った。SEMの加速電圧は0.9KVとl.2KVである。

3 結果

［土器圧痕］

后I定結果、種実圧痕では、木本植物のミズキ核の 1分類群、 草本植物のササゲ屈アズキ亜屈種子、

マメ科種子、マメ科子棄、ササ属種子、セリ科果序の 5分類群、計6分類群が確認された。また、科

以上の詳細な同定ができなかった不明種実が得られた。種実以外では、木材と固定不能が得られた（表

2)。昆虫圧痕では、ヒメフナムシとコクゾウムシ属？が得られた。

敷物圧痕は、すべて割り裂いた植物を素材としているが、素材の植物は不明であった。鯨骨痕は確

認できなかった。施文具では、草本植物のオオバコ花序が同定された。特徴的な圧痕の同定結果を表

3に示す。

次に、産出した分類群の記載と図版を掲載し、同定の根拠とする。

(1) ミズキ Swidacontroversa (Hemsl. ex Prain) Sojak 核 ミズキ科（圧38:園版1-5)

楕円形～ゆがんだ球形。基部に裂けたような大きな珀点がある。縦にやや流れるような深い溝と隆

起が走る。

表1 土器圧痕の同定結果 （括弧は破片値、単位 (mm))
拭料．~o. 図番り・ 符雌池 出1:｛切rt M(，t 1_(痕部位 分類群 祁位 偏号 長さ 船 厄さ

圧02 5-I叫52-6 3732 ¥I V-66 3~ u絃外而 1,;1;io-1；能

"゚4 3734 II V-66 3b ・ C)r1 II絃外lhi マメ科 r-依 (7. 20) 4. 73 

Jf05 3735 11 f-69 21;1 11松外而 X 

庄07 3737 ＼冒T-lぅ4 3妍 胴部外血 X 

LIi09 3739 II T-66 II・ 1111,;,l 鳥枯5外iijj X 

ff 10 5-図87-8 :1740 ＼●ヽ-67 3灼 II絃外ui ササゲ屈アズキ亜屈 種(・ 3 !lO 2. 70 2. 86 

圧15 5-1吋IOiも 3745 II 1'-65 2~ 鳥i郊外itii 不191 Au• 
庄17 3747 II V-66 3!1'l 底部断面j X 

JJi29 5—図93-12 3759 ¥I T-64 2k1 底部内1ni 同定，，＜能

Jf3J :3761 II S-61 2削柑‘』i 鳥4部外flij X 

U38 3768 ¥I l-66 3凶 胴部外面 ミズキ 核 (1. 60) 5. 82 1. 90 

/F.39 3769 ¥I X-71 I ・ !Of.ii 鳥i部断面 マメ科 種(・ 6. 50 (4. 00) 3. 30 
)£,17 3—図208-5 3777 ¥I R-63 イくりI 尉部外副 マメ科 桶—f 5. 57 3. 98 (3. 26) 

If.52 3782 3討 底部外ilii ィ<199 木材

R02 3—図137-1 2139 SR52 埋没 胴祁内dri 同定，，；能

R05 3-1"3138-2 2142 SR55 埋，没 枷部外17ii l991定不能

RlO :1-図139-2 2117 SR62 雌，没 ＇佑部内面 ササ屈 拙 f 7. 00 3. 66 

R14 ,;-1"'173-1 2151 ¥I X-iO 3M 糾部外ilii ササ払 種(・ 5. 96 2. 80 

R27 3ー図1,12-6 2161 SR邸 雌汲 胴部内IKi コクゾウムシ屈？ ＂りlし 3.邸 I. 73 

R28_1 3-l刈1<13-4 216i; SR87 判．，没 9H部内1fii X 

R28 2 3—図） ,13-4 2165 SR87 埋設 胴部外面 x 
R29 3-I対11,1-1 2166 SR88 川H，没 n松内lfti 不199 種実 5. 62 3. 52 

R32 2169 SR91 i聾設 胚祁外,fii 4<199 木材？

R63 3-1::41,12-3 2200 SRSO 埋没 糾祁内lfli X 

庇15 3539 II I’-65 2討 庇祁外,w 介剛 '，りlり役き材 2本もじり

底16 3510 ¥I Y-69 2c 10 底祁外ffii +199 割り宍き材 2本もじり

底19 5ー図93-11 3543 I●V -65 3.lrl 底祁外1id 4;"’ '，りlり裂き材 2本もじり

底24 3—図2,11-9 3548 底部外面 小199 ＇，"''り裂き材 2本もじり

底27 :l-1::4242-3 :)552 ¥1 0_72 ィ渭,,1 底部外1/ii 不191 広鋲樹 木菜Iii

底28 5—図93-13 3551 2M 底部外1fii 小明 植物？ 鯨ftではない

底37 3562 ¥I W-67 2M 庇祁外1面 不I99 広鯰樹 木菜ii

底39 5ー図108-7 3561 IIじ-66 3M 底部断9酎 X 
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第4危第2節

表2 土器圧痕および炭化物の同定結果
分析＼O, 図岱サ 行理1f;り・ 挿別 グリッド 析9屯 圧1iけ郊9,t 時！りI・印式 I叩と結米 分折n的

l レ1£-01 5ー凶93-15 N.3787 k器圧9ii IX A-ijl 2hi 馴部断面 "憫J.:崩d~eべ開I ヒメフナムシ 幼虫と恩われる圧級の,,，J定
2 レlt-02 ふ9313 上器)I；痕 ¥I M-82 1/(<i 鳥部外（針 縄文9Mや1澳月木菜？ セリ科呆1ヤ？ 花介様の9紅'{のI,il定

3 レII:-03 5— 図68-3 No.2399 l謁119n’{ ¥I J-67 3削 UIゑ部外l；,iIり訂 ド府d2式JOI ＊＊パコ花r オオパ::,と恩われる199痕の伝1定

,1 レ/f:--0,1 地3663 l沿＇紅E杖： LX A-79 2ki 底郎外llii 縄文峠代後期り）頭～後期前染 I,,1；E小oo（航物？） 飯↑i椎↑只と思われる圧9i{IT)|9•I定

5 レ圧--05 5-l,<176-7 四 911 土器IF.Iii. IXll-77 2k、i nlゑ部外面 1り筒＿U~h 穴閲I 絡条体旋文具（左撚り） 刹突I：具の1が造杷保

6 レII：咽 炭化物 ¥J Y-76 Ihi 内面？ 縄文9S(t後期切頒～後期前菜 和91繊物Ii；叙を持つ炭9ヒ物 織り II様 I：痕の情近把掘

(2)ササゲ屁アズキ亜屈 Vigna angularis spp. 種子 マメ科（圧10:固版1-1)

上面観は方形に近い円形、側面観は方形に近い楕円形。謄は小畑ほか (2007)に示されたアズキ亜

屈の特徴である、長楕円形のへその内部に厚膜 (Epihilum)が残存する。へそは全長の半分から2/3

ほどの長さ。小畑 (2008)に示された現生種と大きさを比較すると、野生種のヤブツJレアズキに近い。

(3)マメ科 Fabaceae sp. 種子（圧39:図版1-3・圧4:7図版1-2)

上面観はいびつな杓円形、側面観は幅広い腎形。表面は平滑。片側側面の中央は窪む。開は確認で

きない。

(4)マメ科 Fabaceaesp. 子菓 マメ科（圧04:図版1-4)

側面観は楕円形か。マメ科の子葉の半分が残存している。

(5)ササ属 Sasa sp． 種子 イネ科 (RlO:図版2-6• Rl4 :図版2-7)

狭卵形体で、やや扁平。両端がやや細い。背面はわずかに曲線をなすが、腹面はよく湾曲し、下端

に円形の胚がある。

(6)セリ科？ Apiaceae sp.？ 果序（レ圧-02:図版4-13)

1本の茎状から分岐し、確認できるだけで15本の約のような形態に分かれる。先端は楕円形で縦方

向に緩やかな溝がある。形状からは単独の花ではないようにみえる。単独の花であればあるはずの雄

蕊の痕跡が無く、雄蕊のように見える器官の配列にも規則性がみえない。雄蕊のように見える先端の

形態も、蒟隔が見えないため、雄蕊とは考えにくい。

形状からはセリ科植物の果序の一部の可能性がある。唯一の難点は、セリ科の果実であれば先端に

花弁や柱頭の痕跡があるが、それが見えない。 しかし、先端部分が保存されていないようにも見える。

セリ科の果実で平滑なものはいくつか考えられるが、属や種のレベルまで同定するには材料が足りな

し‘
゜
(7)オオバコ Plantago asiaticaし． 花序（レ圧ー03:囮版4-14)

ロ縁部に押圧して施文された形状から、穂状花序と推定された。施文の 1つの突起の大きさは、長

杓円形で、長さ2.5mm、幅l.8mm程である。 1単位の圧痕につき3つの突起が三角形を形成している様

子が観察された。突起はオオバコの果実ではなく 、オオバコ果実の基部の背軸側に位置する薄片3枚

に相当すると推定される（図版5-15c,15h)。以上の特徴からオオバコの花序と同定した。

(8)不明 Unknown 種実

いびつな倒卵形。下端部はやや尖り、小さい腑がある。表面は平滑か網目があるがはっきり区別で

きなかった。

(9) ヒメフナムシ ligidium japonicum Verhoeff フナムシ科（レ圧-01:図版3-12)

残存長8.88mm、幅5.12mm、厚さ2.70m叫圧痕試料は、多数の体節で構成される。体節数は頭部およ

び末端節を含め、計13ないし14節である（全体像が観察される腹側から見た体節数）。背側は凸に膨
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らみ、腹側は平面で構成され、全体として両端の丸い木薬形である。

多数の体節で枯成される体つきから、節足動物であることは確実であるが、これが成虫であるか幼

虫であるか定かでなく 、分類 ・同定は難しい。節足動物の中でも多様化が著しく 、最も進化した分類

群とされる昆虫類の多くは、卵→幼虫→サナギの3世代を経て、成虫となる完全変態をする。そのため、

昆虫類の個体発生の途中段階である幼虫世代と、他の節足動物では形態的に似るものが多い。

次に、分類学的な検討を進める。①体の中央は同形 ・同大の体節で構成され、体側はほぼ平行であ

る。②背面の体節の形状が不明瞭である。これは、やや脆弱な体節で構成され、キチン化が弱いこと

の反映であると考えられる。③頭部は、前方へ弧状に張り出した体節で形作られる。①～③の分類学

的特徴より、昆虫綱コウチュウ（甲虫）目シデムシ科オオヒラタシデムシEusilphajaponicaないし

この近縁種の幼虫である可能性は退けられる。なお、オオヒラタシデムシの幼虫はつやのある黒色で

あり、前半部で幅が広く 、尾端に向かうにつれて細くなり、体全体がくさび型を呈する。オオヒラタ

シデムシの幼虫の各体節はキチン化が著しく 、乾燥に耐える丈夫で厚みのある板状体節片で構成され

ている。また、オオヒラタシデムシの生活場所は、人里に近い畑作地や砂地の地表面上である。

形態的な特徴としては、以下の特徴がある。A.体全体が、両端とも丸みを帯びた木築形ないし小

判型であり、体節数は13~14である。B.キチン化が十分でなく 、柔軟性のある柔らかい体節で構成

されているように見える。 C.虫体全体は長さ10mm以下で、厚さわずか2.7mm、腹側が平滑である。

A~Cの形態的特徴から、節足動物甲殻網等脚目に所属する生物圧痕であると考えられる。

等脚目の体は、一般に背腹に偏圧され、胸部は7節よりなり、第 1節は頭部と癒合してその肢は顎

脚となる。節側縁は第 1自由胸節をのぞき、基節板または側板を分化するが、しばしば体節と癒合す

る。腹部は6節である。末節は尾節と合ーして腹尾節を形成する。胸肢は 7対、腹肢は 5対である。

岡田ほか(2004)によれば、日本に生活する等脚目は計60種記載されている。グソクムシやミズムシ、

フナムシなど海中や水辺に生息するものがほとんどであるが、ダンゴムシやワラジムシなど一部は陸

上生活者である。等脚目は甲殻類中、きわめて生態の変化に富み、なかでもワラジムシ亜目は陸生で、

沿岸のみならず湿地や森林 ・洞穴にわたり、一部は人類の住居にまで侵入するものもいる。

ワラジムシ亜目のうち、最も身近な生物はオカダンゴムシ Armadi 11 id i um vurgareとワラジムシ

Parcell io scaberである。前者は、体長約14rrun、後者は体長llmmで、いずれも人家周辺に生活し、

土器の製作過程で紛れ込む可能性が高い生き物である。形態的にも圧痕試料に似る。両者とも世界共

通種で汎世界的な分布を有することから、帰化生物とされているが日本に侵入した時期や経路などは

よく分かっていない。 山梨県狐原追跡では古墳時代後期から奈良 • 平安時代の土器に刻印された虫体

圧痕について、形態からワラジムシである可能性が指摘されている（森， 2015)。水上(2)迎跡の圧痕

は、縄文時代中期後築以降とされ、体長は8.88mmであり、帰化生物とされるオカダンゴムシ ・ワラ

ジムシのいずれよりも小さく、生息した時代と大きさなどからこれらに同定される可能性は低い。

圧痕試料とほぼ同一の形態的特徴を有し、体サイズのうえでも矛盾のない等脚目生物として、ヒメ

フナムシ ligidiumjaponicum Verhoeffがあげられる。ヒメフナムシの体長は、 4~7mm（岡田ほか，

2004)、約13mm（皆越， 2005)。暗褐色に淡色の斑紋を有し、体表は光沢に富む（岡田ほか， 2004)。

本種はニホンヒメフナムシとも呼ばれ、種名にjaponicumとあるようにわが国固有のフナムシの仲間

である。
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(lo) コクゾウムシ属？ Si tophi lus sp. 甲虫（圧27:図版2-11)

形状からコクゾウムシ属の甲虫の可能性がある。ただし、レプリカでみると、前胸部と羽の境は明

瞭ではなく、表面の点刻列も観察されない。このため、同定には至らなかった。

(11)絡条体施文具（レ圧ー05:図版7-21)

刺突工具の推定を目的として採取した施文具は、縄をU字状に押した後、それと直交するように縄、

さらに斜め方向に縄を押しており、 3方向ともに左撚りの縄で構成されていた。

［敷物圧痕］

(1)同定不能 Un identification（レ圧ー04:図版6-18,19) 

土器底部の鯨骨痕と椎定された圧痕であるが、現生のマイルカ科のハナゴンドウGrampusgri seus 

の椎体板と比較すると、内面と外面ともに形状が異なるため、敷物とした対象物は同定不能であった。

(2)不明広薬樹 Unknown broad leaved tree（底27:図版6-16)

互生の広葉樹の莱であるが、科以上の詳細な同定はできなかった。

(3)不明 Unknown 割り裂き材（底15：同版8-22・底16: I図版8-23・底19:國版8-24・底42:囮版

8-25) 

単子築植物もしくは木材木部を割り裂いてへぎ材にしている。底15と16、19は2本もじり、底24は

ござ目で作られている。素材植物を同定する特徴はみられないが、底24のヨコ材に節と推定される段

差（図版8-25d)があり、これが節ならばスズタケなどの径が細く 1段の節の植物が該当する可能性

がある。なお、士器底部との付沼面はいずれもヨコ材は表皮側、タテ材は内面側が使用されていた。

［織物圧痕付炭化物（レ圧ー06)の構造観察］

デジタルマイクロスコープならびにSEMによる観察では、凹側（内面？）のみに平織と推定される

織物の窪みが等間隔に付いており、織物圧痕と推定された（図版9-26e, f、図版10-27a~ g)。注記

除去後の観察では、所々に太さ20~ 40μm程の繊維のようなものが観察できた（図版9-26gの光沢部

分）。凹面のSEM観察では、一定方向に畝状の構造が見られ、経糸間隔は209~282μmで、平均は231

μm程度であった。緯糸は密であるが、凹みの幅は93~117μ mで、平均は105μ mであった。

凸側には、凹み面に見られた様な規則的な構造は観察できなかった（図版9-26h)。 2条の窪みと 2

条の台形状の陸起が観察された（図版10-27g, h)。両面ともに斑点状に赤色顔料？が観察された（図

版9-26e~ h)。

経糸方向の断面のSEMによる観察では、畝状に陥起している部分の断面に楕円形状の構造が観察で

きた（図版ll-28e,f)。拡大して観察しても、組織構造は全く見えなかった。断面部分の樹脂包埋切

片を作成し、観察したところ、黒色の塊や白色の円形の空隙が親察されたが、植物体の構造は全く鋭

察できなかった（図版ll-28g, h)。

4 考察

種実圧痕では、縄文時代の土器から食用可能なミズキとアズキ亜屈が各l点、ササ屈が3点得ら

れた。行森市三内丸山追跡ではミズキは香辛料として利用された可能性が推定されている（辻ほか，
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水上(2)遺跡m

2006)。ササ屈は三内丸山追跡のほか、行森県では縄文時代前期以降に炭化種子が得られており、利

用されたことが示唆される（佐々木 ・バンダリ， 2015)。

アズキ亜屈の大きさは、長さ3.90mm、幅2.70mm、原さ2.86mmで、小畑 (2008)で示された現生種

と比較すると野生種のヤブツルアズキに近かった。この他にマメ科の種子が 2点あり、長さ6.50mm 

と長さ5.57mmであった。アズキ亜屈よりは大きく、ダイズ属に近い大きさであったが、詳細な同定

はできなかった。マメ科の子菓も残存長7.20mmと比較的大きかった。セリ科？の果序は、低湿地追

跡のような通常生の植物迫体が残存する場所でも迫存しない部位であり、これまでの出土例は確認さ

れていない。また現生の対照標本がないため、詳細な同定はできなかった。セリ科？の果序の圧痕は、

生の植物辿体でも残存しない植物の部位が圧痕としては残ることを示している。

昆虫圧痕では、縄文時代中期中菓の土器にヒメフナムシ、時期不明の土器にコクゾウムシ？が得ら

れた。圧痕は、通常見逃してしまいがちな体側面や腹側についての詳細な拡大画像が観察できる反面、

体表面の色や光沢、キチン化の程度などの情報は失われている場合が多い。色や光沢、キチン化の程

度についての情報は、生物の分類群の特定や、生活場所、ライフスタイルなどを考察する上で、きわ

めて重要な情報である。昆虫圧痕の観察に際しては、これらに依存しない分類方法の確立が急務であ

る。それとともに、土器に刻印された分析対象は、古生物学における生痕化石と飼じく 、その生物が

他の場所から移動して化石化したのではなく、土器の製作場所に存在したことを示す確実な証拠とな

るため、圧痕試料が得られた土器や迫跡が存在した哀炭、時代背景などの情報が何より重要であると

考える。

ヒメフナムシは海岸近くから山地におよぶ各地の涸地に生息し、森林の枯れ菓の堆秋の下などから

見いだされる（岡田ほか， 2004)。湿り気の多い場所を好み、乾燥した場所には生息せず、落ち菓や

枯れ木など腐りかけたものを食べるという（皆瀬， 2005)。圧痕が検出された水上(2)迫跡は、岩木川

とその支流湯ノ沢川合流点付近の標高171~182mの河岸段丘上に位四していて、周囲を森林に囲ま

れた立地環境にある。こうした自然条件は、ヒメフナムシが生活する環境特性ともよく合致し、昆虫

圧痕が同種であることを、体長 ・形態的特徴のみならず生息環境のうえでも裏付ける。

施文具では、現生オオバコ花序を押した粘土板からレプリカを採取し、走査型電子顕微鏡で撮影を

行い分析賓料と比較した結果、果実 1個体の大きさや配列、先端が尖る形状がオオバコの果実と一致

し、さらに芍片とみられる 2つの突起が観察されたため、オオバコ花序と判断した。

絡条体施文具については、 3方向の左撚りの縄で構成されていたが、原体の形状は不明であった。

レプリカ法は、施文部を立体的に採取可能なため、施文具の検討には有効な手段であるが、これまで

施文具についてレプリカ法で検討した類例が少なく、現生および迫物での比較対照標本が少なかった

ため、現段階では施文具の形状を詳細に推定するには至らなかった。また縄の素材の同定は植物組織

が観察できないため、非常に困難であった。今回のオオバコの花序など、植物体そのものを施文具と

した場合は、形態からある程度の推定が可能である。今後、施文具のレプリカを採取して比較試料が

増えれば、土器に利用された施文具をより詳細に分析可能になると期待される。

織物圧痕付炭化物の凸面には二条の稜、凹面には織物の痕跡が全体に見られた。デジタルマイクロ

スコープと走査型電子顕微鏡による観察、樹脂包埋切片法による経糸の断面を作製したが、素材植物

は不明であった。走査型顕微鏡観察の結果、織物の目と推定される部分に凹みが形成されており、世l
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第4危第2節

みは規則的に付いていた。この追物の凸面の先端（写真の左下）には2条の稜があり 、稜の上側は本

来の製品の端部の可能性がある。織物の可能性がある圧痕の経糸は、凸面の隆起方向と垂直方向にみ

られた。炭化物は湾曲しており 、容器のようなものであったとすると、傾きから考えて図の方向でタ

テ方向とヨコ方向が推定できる。矢印の方向の長さは29mm、幅は34mm、犀さは17mmであった。

この織物圧痕付炭化物は放射性炭素年代測定の結果、 2034-1900cal BC (95. 4%）の暦年代範囲を

示している（第4章第1節第2項参照）。また、縄文時代後期前菓に相当する本試料のような細かい

織物と推定される圧痕の存在はこれまでに知られておらず、当時の織物技術を考える上でも璽要な迫

物と考えられる。

（佐々木由香 ・ 米田恭子 ・ バンダリスダルシャン ・ 山形秀樹 • 藤根 久）
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水上(2)遺跡m

一ーパん—--1.ササゲ属アズキ亜属種子（圧10(5ー因87-8)）、 2.マメ科種子（圧47(3ー図208-5)）、 3.マメ科種子（圧39)、

4.マメ科子葉（圧04(3734)）、 5. ミズキ核（圧38(3768))

図版 1 水上(2)遺跡の土器圧痕から復元された原体のレプリカの走査電子顕微鏡
写真(1)
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6.ササ属種子 (RIO(3ー図139-2)）、7.ササ属種子 (R14(5ー図73-1)）、8.不明種実(R29(3ー図144-1)）、9.不明木材（圧

52(3782)）、 10.不明木材？ （R32 (2169)）、 11. コクゾウムシ属？甲虫 (R27(3ー図142-6))

図版 2 水上(2)遺跡の土器圧痕から復元された原体のレプリカの走査電子顕微鏡

写真
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水上(2)遺跡m

r,．へ・が＇名
・.,..～一牙ら、i• ヽゞ之
．と9;
江笠こ［か

i., -'―,--,--,-,-,,r,―I I IJ1 1 9• II-,． 
12. ヒメフナムシ（レ圧ー01(5ー因93-15)、a:士器胴部外面、 b.圧痕部拡大、 le-le.ヒメフナムシ圧痕レプリカ

の走査型電子顕微鏡写真）、 13.セリ科？果序（レ圧ー02(9313)、a:土器胴部外面、 b.圧痕部拡大）

図版 3 水上(2)遺跡出土土器および土器圧痕から復元された原体のレプリカの走
査電子顕微鏡写真(1)
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13.セリ科？果序（レ圧ー02(9313)、c-f.圧痕レプリカの走産型電子顕微鏡写真）、 14.オオバコ花序（レ圧

-03(5ー図68-3)、a:土器胴部外面、 b.圧痕レプリカ全体、 c.圧痕レプリカの拡大、 d.圧痕レプリカの走査型電

子顕微鏡写真）レプリカ写真内の白枠は拡大写真の位置を示す

図版 4 水上(2)遺跡出土土器および土器圧痕から復元された原体のレプリカとそ

の走査電子顕微鏡写真
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水上(2)遺跡m

15a 15b 

"'"'!l""l'"!l""'""'""l'"ll"''l"'!(IIIIJIIIIJIIIIJIIIIJIIIIJIIIIII 

15.現生オオバコ花序 (2014/5/28埼玉県戸田市川岸採集） （a:花序、b,C:花序の拡大、 d:圧痕の粘土板、 e:

圧痕の粘土板拡大、f.：花序圧痕レプリカ、 g．圧痕レプリカ拡大、 h．圧痕レプリカの走査型電子顕微鏡写真）

図版5 現生オオバコ花序と現生オオバコ花序の圧痕から復元された原体のレプリ
力とその走査電子顕微鏡写真
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19a 

1cm 

一

16.不明広葉樹（底27(3一因242-3)）、17.不明広葉樹（底37(3562)）、 18.同定不能（底28(5ー図93-13)、a:土器、

b:圧痕レプリカ）、19．同定不能（レ圧ー04(3663)、a：士器、b:圧痕レプリカ） 20.ハナゴンドウの椎体板内面（奈

良文化財研究所環境考古学研究室保管、 b.内面の圧痕レプリカ、 c:外面の圧痕レプリカ）

図版6 水上(2)遺跡出土土器および土器圧痕から復元された原体のレプリカ
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水上(2)遺跡m

21.絡条体をもつ士器（レ圧ー05(5ー図76-7)、b:圧痕レプリカ、 c:絡条体の拡大、 d-g:絡条体の圧痕レプリカ、

h：圧痕レプリカの走査型電子顕微鋭写真）レプリカ写真内の黒枠は拡大写真の位低を示す

図版 7 水上(2)遺跡出土土器および土器圧痕から復元された原体のレプリカとそ

の走査電子顕微鏡写真
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22.不明割り裂き材（底 15(3539) : 2本もじり）、 23.不明割り裂き材（底16(3540) : 2本もじり）、 24.不明割

り裂き材（底19(5ー図93-11): 2本もじり、 a：圧痕レプリカ全体、拡大の走査型電子顕微鏡写真）、 25.不明割り

裂き材（底24(3ー図241-9)：ござ目、 a:底部全体、 b:圧痕レプリカ全体、 c,d:圧痕レプリカの部分拡大）

図版 8 水上(2)遺跡出土土器および土器圧痕から復元された原体のレプリカとそ
の走査電子顕微鏡写真
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26.織物圧痕付炭化物レ圧ー06(a-c,e-g：凹面、d,h:凸面、 b:注記除去後、 c,d:アセトン含浸後、e-h:拡大）

矢印は製品の上方向と推定される方向

図版 9 水上(2)遺跡の織物圧痕付炭化物全体写真とデジタルマイクロスコープ写真

-26 -



第4章第2節

27.織物圧痕付炭化物（a-f:凹面拡大、 g,h:凸面拡大）

図版10 水上(2)遺跡の織物圧痕付炭化物の走査型電子顕微鏡写真
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水上(2)遺跡m

28g 

28a.年代測定および安定同位体比測定試料採取範囲（白枠部分）、28b．年代測定試料採取後および断面観察位

置（矢印の断面、白枠は再測定の年代測定試料採取範囲）、28c.断面の走査型電子顕微鏡写真（白枠が拡大部分）、

28d.断面の拡大（白矢印が経糸断面？、 黒矢印が緯糸断面？）、28e,f.経糸断面の拡大、 28g,h:断面の樹脂包

埋切片

図版11 水上(2)遺跡の織物圧痕付炭化物の年代測定試料採取位置と断面構造の走
査型電子顕微鏡・樹脂包埋切片の光学顕微鏡写真
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第3節 56号配石出土炭化種実の同定分析

株式会社パレオ ・ラボ

1 はじめに

青森県中津軽郡西目屋村に位性する水上(2)迫跡は、縄文時代前期末莱から後期初頭を中心とした

追跡である。ここでは、石棺硲A群に伴う縄文時代後期初頭頃の配石迫構から大量に出土した炭化種

実の同定を行い、配石に伴う植物利用の一端を明らかにする。なお、試料の一部を用いて放射性炭素

年代測定も行っている（第4章第 1節第2項参照）。

2 試料と方法

試料は、 56号配石関連土尼から採取された炭化種実である。56号配石は石棺磁A群南西側のVIIIM • 

¥IJII N-81グリッドに位置し、 20~30cm程度の円礫や楕円礫を南北2.5m、東西l.5mの範囲で集禎した配

石追構である。集籾範囲からは、炭化材や炭化種実が大量に出土した。追構の時期は、出土土器型式

から縄文時代後期初頭以降と推定されている。

試料の採取および水洗、炭化種実の抽出は、青森県埋蔵文化財調査センターによって行われた。パ

レオ ・ラボでは、炭化種実を水洗するために超音波洗浄機を使用した。種実の抽出 ・同定 ・計数は1劫

眼および実体顕微鏡下で行った。計数の方法は、完形または一部が破損していても 1個体とみなせる

ものは完形として数え、 1個体に満たないものは破片とした。計数が難しい分類群については、おお

よその数を記号（＋）で表記した。オニグルミ炭化核とトチノキ炭化子業は、破片の重姑から完形個

体に換符した数を求めた。なお、トチノキ炭化子猟は約半分以下の破片の重贔から復元した完形個体

重砧である1.82gの値を基準として求めた。同定された試料は、斉森県埋蔵文化財調査センターに保

管されている。

3 結果

同定した結果、木本植物では針築樹のイヌガヤ炭化種子 1分類群、広菓樹のオニグルミ炭化核とク

リ炭化果実 ・炭化子築、 トチノキ炭化種子 ・炭化子築、ブドウ屈炭化種子、ニワトコ炭化核の5分類

群、草本植物ではサナエタデーオオイヌタデ炭化果実とイヌタデ属炭化果実の2分類群の、計8分類

群が得られた。この他に、科以上の詳細な同定ができなかった炭化種実を不明 A炭化種実とした。種

実以外には、炭化した子襄菌が得られた（表 1)。さらに、未炭化のアスナロ棄とスギ種子、マツ屈

複維管束亜属種子、ハンノキ果実、クワ属核、イ ロハモミジ近似種果実、タラノキ核、ニワ トコ核、

イヌタデ果実、タニソバ果実、アカザ属種子、キンポウゲ属果実、クサノオウ種子、カタバミ属種子、

エノキグサ属種子、スミレ属種子、ウ ド核、ヤエムグラ属種子、キランソウ屈果実、ヒエ屈有ふ果、

ヌカキビ有ふ果、エノコログサ属有ふ果、イネ科有ふ果、スゲ属果実、カワラスガナ果実、昆虫追体

が得られたが、遺跡の立地から推定して、縄文時代当時の生の種実は残存しないと考えられるため、

現生の種実と判断した。炭化種実のうち、 トチノキ炭化子菓 l点を用いて放射性炭素年代測定 (PLD-

32012)が行われた。

以下に、炭化種実の出土｛項佑］を記載する（同定不能炭化種実、虫えい、 子罷苗を除く）。
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トチノキ種子 (14.74g) と子額 (280.53g) 

が多く、オニグルミ核 (10.14g)がこれに次

いだ。さらに、クリ果実(0.04g)と子莱(3.2g) 

が少撼得られた。イヌガヤ種子とブドウ屈種

子、ニワトコ核、サナエタデーオオイヌタデ

果実、イヌタデ屈果実、不明 A種実がそれぞ

れわずかずつ得られた。 トチノキ子紫は、完

形個体に換鍔して154個分弱、オニグルミ核

は6個分弱の紐であった。

次に、炭化種実の記載を行い、図版に写真

を示して同定の根拠とする。

(1)イヌガヤ Cephalotaxusharringtonia 

(Knight ex Forbes) K. Koch 炭化種子イ

ヌガヤ科

完形ならば上面観は両凸レンズ形、側面観

は長楕円形。縫合線をもつが、稜がない。先

端部がわずかに突出する。種皮は硬く、顆粒

状の低い隆起が全面にある。残存長4.8mm、

残存幅6.lrn叫

(2)オニグルミ Jugl ans mandshurica Maxim. 

var. sieboldiana (Maxim.) Makino 炭化核

クルミ科

すべて1/2以下の破片である。完形ならば

側面観は広卵形。本来は縦方向の縫合線があ

るが、残存していない。表面には浅い溝と凹

凸が不規則に入る。壁は緻密で硬く、ときど

き空隙がある。断面は角が尖るものが多い。

最大の破片で、残存庇8.0mm、残存幅8.0mm、

残存厚3.2m叫

表 1 56号配石から出土した炭化種実

（括弧内は破片数、 gは破片重量）

グリッド
屈

時期

分類群 水洗章

•1IAl · I,IllN-81 ...．．．.．.．．．．．．．．.．．-•ー・・・ー・・・ ・

構築土．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
縄文後期初頭以降............................... 

イヌガヤ 炭化種子 (2) 
・---------------------------------------------------------------------・ 
オニグルミ 炭化核 ii: 6※ 10. 14g 

クリ 炭化果実 (13) 0. 04g 

炭化子葉 (78) 3. 20g 

トチノキ 炭化種子 1ヽI.74g 

炭化子薬 ii: 154※ 280. 53g 

プドウ属 炭化種子
ニワトコ 炭化核 I 
·---------------------------—ー・·--・ ----·~ -----------------·~—尋• ·~―ー・~．~ーーー・~ー ・

サナエクデーオオイヌタデ 炭化果実 1 

イヌタデ屈 炭化果実 4 

:~ ~~~:::: ::: :: : :::::: :::: ::：極匝~~::::::ー・―.： : : ： :i:: :::::::::::::::::: 不明A

子嚢菌 炭化子嚢 1093 

未炭化
アスナロ 葉 I 

スギ 種子 2 

マツ屈複維管束亜屈 種子
ハンノキ 果実
クワ屈 核
イロハモミジ近似種 果実
タラノキ 核 2 

ニワ トコ 核
イヌタデ 果実
タニソバ 果実 4 

アカザ属 種子 61 

キンポウゲ属 果実
クサノオウ 種子 31 

カタバミ属 種子 I 

エノキグサ屁 種子 36 (9) 

スミレ属 種子 3 

ウド 核
ヤエムグラ屈 種子
キランソウ屁 果実
ヒエ屈 有ふ果 3 

ヌカキビ 有ふ果 5 

エノコログサ屈 有ふ果 3 

イネ科 有ふ果 2 

スゲ屈 果実
カワラスガナ 果実
--------------------------------------------------------------------―ー・
昆虫 (++) 

+: 1-9, H:  10-19 

※ 以下の完形閥i位）if(はから求めた完形りi体の換箕数
オニグルミ炭化核： I糾体の頂拭 I.56" 
トチノキ炭化＋槃： I訊休の屯俎 I.82g 

(3)クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. 炭化果実 ・炭化千葉 プナ科

果実は、完形ならば側面は広卵形。表面は平滑で、細い縦筋がみられる。殻斗着痕は残存していな

い。不規則で微細な丘状の突起が密にある。果皮内面にはいわゆる渋皮が厚く付着する。最大の破片

で、残存長3.4mm、残存幅3.6mm。子菓は、完形ならば側面観が広卵形で、 表面一面に縦方向のしわ

状の溝がある。しわ以外の面は平坦でやや光沢があり、硬質。最大の破片で、残存長6.4mm、残存幅

6. 1mm、残存原2.7呻。

(4) トチノキ Aesculus tui・bina ta Blume 炭化種子 ・炭化子莱 ムクロジ科

種子は微小な破片である。完形ならば楕円形で、下半部は光沢がなく、 上半部には光沢がややある。
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上下の境目の下に少し突出した行点がある。種皮は薄く、やや硬い。種皮は3陪からなり、各陀で細

胞の配列方向が異なる。種皮表面には指紋状の微細模様が密にある。最大の破片で、残存長5.6mm、

残存幅7.3mm。子策は円形だが、基部が平らでやや凹みがみられる。残存翻16.1mm、残存幅17.6mm、

残存犀8.0m叫

(5)プドウ屈 Vitis sp. 炭化種子 プドウ科

完形ならば上面観は楕円形、側面観は下端が尖る倒広卵形。背面の基部寄りに円形の着点があり、

腹面には縦方向の2本の深い溝がある。背面のみが残る。残存長4.5mm、残存幅2.5mm。

(6)ニワトコ Sambucus racemosa L. subsp. sieboldiana (Miq.) H. Hara var. sieboldiana Miq. 

炭化核 レンプクソウ科

上面観は扁平、側面観は杓円形で基部がやや尖る。基部に小さな着点があり 、縦方向にやや反る。

波状の凹凸が横方向に走る。長さ2.5mm、幅1.2m叫

(7)サナエタデーオオイヌタデ Persicariascabra (Moench) Mold. -P. ]apathifolia (L.) S. F. Gray 

炭化果実 タデ科

上面観は扁平で両凸レンズ形、側面観は広卵形で先端が尖る。表面は平滑で、やや光沢がある。全

体的に発泡する。残存長1.7mm、幅I.lm叫

(8)イヌタデ屈 Polygonumspp. 炭化果実 タデ科

上面観は三稜形、側面観は卵形。先端はやや突出し、表面には微細な網目模様がある。長さ1.4mm、

幅l.1mm。

(9)不明A Unknown A 炭化種実

上面観は方形に近い円形、側面親は方形に近い楕円形。表面はざらっく。長さ4.5mm、幅3.2mm、厚

さ2.7mm。

(10) -=r-漢菌 Ascomycetes 炭化子襄

球形で、表面には微細な網目状隆線がある。径0.7rlll11o 

4 考察

縄文時代後期初頭以降と推定された56号配石関連土層から出土した炭化種実を同定した結果、ほと

んどが トチノキで、オニグルミとクリが混ざる組成であった。クリとトチノキは食用になる子葉だけ

でなく 、子薬を包む果実や種子も出土しており、クリは果実、 トチノキは種子の状態で炭化した可能

性もある。 トチノキの子菓は、全て破片であったが、完形個体に換箕して154個体分得られた。3分類

群共に、青森県では縄文時代後期に多産する種である。炭化材と共に配石の集石範囲から得られてい

る点や食用部位が多く含まれている点をみると、有用植物を供献する意固で炭化した可能性もある。

岩手県一戸町御所野遺跡では、縄文時代中期後半の竪穴建物内の石囲炉周辺や柱穴内埋土からトチノ

キの炭化種子を中心としてオニグルミとクリが大拡に産出しており、種子内部まで完全に燃焼させて

いることから、蒸し焼きの状態から偶発的に炭化したのではなく、意図的に炭化されたと推定されて

いる（辻2015）。これによれば、 トチノキ炭化種実群の炭化例は、東北地方から関東地方の縄文時代

中期後半から晩期前半におよび、 トチノキ種実追体群の炭化には特別な意図があって、その可能性の

ひとつとして トチノキ種子のもつ強い海性をもって邪悪を追い払うという意図が考えられている。今
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回の水上(2)追跡の56号配石から出士した炭化種実群も状態や組成が類似するため、意図的に炭化さ

れた可能性を考えておきたい。

トチノキとオニグルミ、クリ以外はごくわずかな産出量で、食用などに利用可能なイヌガヤとプ ド

ウ属、ニワトコ、種によっては食用にできるイヌタデ属、利用された可能性が低いサナエタデーオオ

イヌタデが得られた。これらは、偶発的に混入 ・炭化した可能性が考えられる。子骸菌は、炭化材な

どに伴って追構に持ち込まれた可能性がある。

（バンダリスダルシャン ・佐々木由香）

引用文献

辻 圭子 2015「植物迫体群」『御所野迫跡v総括報告苦』 ：142-154,一戸町教育委員会．
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スケール 1,3, 8-13: 1mm, 2, 4, 5, 7:5mm, 6: 10mm 

1. イヌガヤ炭化種子、2.オニグルミ炭化核、3.クリ炭化果実、4. クリ炭化子葉、 5. トチ

ノキ炭化種子、6. トチノキ炭化子葉、 7. トチノキ炭化子葉 (PLD-32012)、8.ブドウ属炭化

種子、9.ニワトコ炭化核、 10.サナエタデーオオイヌタデ炭化果実、 11. イタタデ属炭化果実、

12.不明 A炭化種、13.子艇菌炭化子艇

図版1 水上(2)遺跡の56号配石出土の炭化種実
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第4節骨同定分析

株式会社パレオ ・ラボ

1 はじめに

青森県中津軽郡西目屋村に位骰する水上(2)迫跡の発掘調査では、捨て場などから縄文時代前期末

から中期後築を中心とする動物追体が採取された。ここでは、動物迫体の同定結果について報告する。

2 試料と方法

試料の採取位四は捨て場が69試料（うち36試料は細分ベルトから）、焼士辿樅が 2試料、竪穴住居

跡が2試料、盛土迫構が2試料、迫構外が 7試料の計82試料である。試料の選別は青森県埋戯文化財

調査センターにより行われた。

同定は肉眼および実体顕微鏡下で現生標本との比較により行った。試料は、青森県埋蔵文化財調査

センターで保管されている。

3 結果と考察

同定の結果、ニホンジカ (Cervusnippon) と哺乳綱の2分類群が后l定された（表 l)。

ニホンジカは、捨て場第 2膀で、左距骨の破片が 1点（骨 1036)のみ見られた。ニホンジカ左距

骨は白くなるまで良く焼けていた。その他の骨片もほとんどが白くなるまで良く焼け、 1 cmに満たな

い細かい破片となっていた。そのため、同定が哺乳綱の部位不明破片に留まる試料が多かった。哺乳

綱とした試料の多くは、ニホンジカなど大型陸生哺乳類の破片と思われるが、固定には至らなかった。

ニホンジカは、狩猟で採取され、食用などで焼けた後、捨て場に廃棄されたと考えられる。

1cm 

一1. ニホンジカ左距骨（骨ー1036) 2.現生標本

図版1 出土骨と現生標本の比較
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表1 試料一覧
試料名 出 1.Iiliyt グリッド 粕位 分類群 部Iヽ91: A:4」 部分 ・状態 数{,t 伯i朽'
•i,' -91 桔て場 13ペルト IXC-73 第 3g刑 哺乳綱 不111 不191 破）i 20 焼

'i"i"-93 括て楊 13ペルト IXC-71 第 3dcfK1 哺乳綱 --FIJI 不191 破片 I 焼

•,;· -94 恰て楊 13ペルト IXC-71 第 3dcf~'1 哺乳紺l 不明 不191 破片 l 焼

il-95 捨て均 13ペルト IXC-71 第 3dcr~"l 哺乳綱 イ；191 ,t;IJI 破片 3 焼

fi• -96 捨て楊 13ペルト IXC-7-1 第 3d~fA'i 哺乳綱 ,t~IJI イ；199 破片 91 焼

119 -1 00 捨て場 13ペルト IXC-73 第 3<lef9i 哺乳網 小IJI 小191 破片 6 焼

1↑ -101 捨て場 13ベルト IXC-73 第 3dcf~,,, 哺乳紺 イ~I月 +1引 破Jt 5 焼

1'i• -102 括てlj,l13ペルト IXC-73 第 3dcfA"i 哺乳糾 イ<1!II イ述1" 破片 l 焼

1↑ -106 捨て場 13ベルト IXC-74 第 3dcfKi 哺乳紺 イ~I!1l イ:1,1 破｝ヤ I 焼

fl・ -l07 括て楊 13ペルト IXC-73 第 3def粕 哺乳綱 不明 不IJI 破｝i 2 焼

f i• -l08 括て楊 13ペルト IXC-73 第 3def1M 哺乳稼l イミIJI 不191 破｝i 2 焼
•J'J• -!09 括て楊 13ペルト IXA→74 第 3h附 哺乳綱 不191 不IJI 破Ji 7 焼

1・1・ーIll 栴て場 13ペルト IXC-73 第 3defA'1 哺乳綱 イ＜明 不191 破）t 2 焼

1'i・ー113 袷て場 13ペルト IXC-73 第 3dcfkl 哺乳綱 ィ<r" 不191 破片 I 焼

11・ -1 1 4 括て楊13ペルト IXC-73 第 3defA•i ＇▲;.ィi I 軟竹、白色

'l'r-115 桧て場13ペルト IXC-73 第 3dcf妍 哺乳紺 イ；明 イ191 破片 5 焼

骨 ー116 捨て場 13ペルト IXC-73 第 3dcf悩 哺乳綱 +111 イ渇＂ 破片 I 焼

1'l・ -118 岱て楊 13ベルト IXC-74 第 3dcf灼 哺乳紺 イ~I月 4<191 破Jt 3 焼

fl・ -122 栴て楊 13ペルト IXC-73 第 3dcrl;1 哺乳糾 イ；IJJ イ;111 破片 I 焼

1')・ -123 捨て場 13ベルト IXC-73 第 3dcr駁 哺乳紺 イ:11)J +111 破Jヤ 2 焼

11• -1 24 栴て楊 13ペルト IXC-71 第 3dcf~'1 哺乳綱 イ;191 不191 破｝i’ 6 焼

f i• -125 桔て楊 13ペルト IXC-73 第 3MfK'l 哺乳綱 不明 不191 破Ji' 2 燒

1'i'-1 27 括て場 13ペルト IXD-73 第 3i陪 哺乳綱 不191 不191 破）i I 焼

1'i'-129 括て場 13ペルト IXC-73 第 3dcfA"i 哺乳綱 不191 ,fl月 破）t 2 焼

’i:t -1 33 括てらl13ペルト IXC-73 第 3defA'i 哺乳綱 不明 不191 破片 Iヽ 焼

1・1・ -131 括て楊 13ペルト IXC-73 第 3defK1 哺乳綱 不明 ,t;IJI 破）t 3 焼

1'1'-136 捨て島 13ペルト I XIi-73 第 3d~fA"i 哺乳糾 イJ91 イ；＂＇ 破片 I 焼

'l'l'-137 捨て場 13ペルト IXll-73 第 3def屈 哺乳綱 イ<191 +111 破片 、1 焼

1・r -139 捨て場 13ペルト IXA-73 第 3ik1 哺乳綱 イ~111 4孔19l 破｝t 4 焼

fl・ -140 括て場 13ベルト I X B-7•t 第 3defK1 哺乳糾 イ<l!II イ~I!ll 破片 4 焼

1'J--1,11 桔て場 13ベルト IXB-n 第 3defKサ 哺乳綱 イ逍n イ;1J1 破｝ i• I 焼

骨 ー142 括て楊 13ペルト IXC-73 第 3def):1 哺乳綱 不明 不199 破｝i I 焼

1・1・ -113 栴て楊 13ペルト IXC←73 第 3deff:'1 哺乳綱 不IJI 不191 破｝i I 焼

'「i•-1 46 桔て場 13ペルト IXC-71 第 3def附 哺乳綱 不IJI 不191 破片 3 焼

11’ ー 1~8 栴て楊 13ペルト IXC-73 第 3fA'! 哺乳綱 不明 不199 破片 3 焼

1'J・ -151 桧て場 13ペルト IXC-71 第 3fM 哺乳綱 1<r" 不199 破片 5 焼

','i'-1001 捨てJ扮 IXB-76 第 2kV 哺乳綱 千明 不191 破）t 3 焼

1'i・ -I 002 捨て場 IXC-77 第 2M 哺乳綱 イ；，＂ イ<191 破片 I 焼

1'/'-1003 捨て場 IXC-77 第 2M 哺乳綱 イ<191 ,t-1引 破片 2 焼

竹・-1004 捨て場 IXC-76 第 2M 哺乳紺l ,1~1JJ 介く191 破J-:- 12 焼

i'I・ -1oos 捨てJl,I IXC-77 第 2糾 哺乳綱 イ道明 介1" 破片 、1 焼

1-;--1010 捨て場 IXB-77 第 2k、i 哺乳綱 イ,IJJ イ;[99 破片 3 焼

'ft-IOI I 捨て場 IXR-77 第 2M 哺乳紺 イ道1月 4<1" 破Jヤ 3 焼

'ii'-1013 捨て場 I XB-77 第 2k1 哺乳紺 イ逍IJI 4;19 破｝ヤ I 燎

‘け'-1014 捨て楊 IXB-77 第 2肪 哺乳綱 不191 不191 破Ji I 焼

骨•-1015 捨て場 IXB-77 第 2附 哺乳綱 ~ 191 不199 破Ji 6 焼

1t-101s 捨て場 IXB-78 第 2彬 哺乳綱 不l91 不199 破｝i 2 焼

、(j・-1019 栴て楊 IXB-78 第 2~i 哺乳綱 イこ明 ,t;IJI 破片 I 焼

・,i・ -1022 捨て出 IXB-79 第 2kVi 哺乳綱 不明 ,j-:1引 破Jt I 焼
・,・;--1026 捨て楊 IXB-78 第 2k'i 哺乳綱 不明 不199 破）t 6 焼

i't-1031 捨て場 IXC-77 第 2k¥＇i 哺乳綱 イ;1月 イJ9l 破片 5 焼

i'l'-1032 捨てJl,! IXC-77 第 2M 哺乳網 イJ91 イJ" 破片 I 焼

i'i・ -I 033 捨て場 IXfl-77 第 2M 哺乳綱 イ;1y1 イり1 破片 I 焼

1t -1034 捨て場 IXB-77 第 2M 哺乳紺 イ逍11 ,1;111 破Ji― I 焼

1;・ -1035 捨て場 I XB-77 第 2m 哺乳紺 イ;i!l1 ,FIJI 破Ji― 4 焼

・fl・ -1036 捨て場 IXB-77 第 2妍 ニホンジカ 距竹' l£ 半欠 I 焼

竹・-1040 捨て楊 IXll-79 第 3K'l 哺乳綱 此iei 不191 fi・幹破）i' I 焼

ft -1 04 l 捨て楊 IXB-79 第 3倍 哺乳紺 指,i•? 不191 破片 7 焼

fi・ -1 04 2 括て場 IXll-79 第 3k? 哺乳綱 イ明 +191 破）「 2 焼

・(j・ -1013 拾て場 1Xll-i9 第 3kヽ 哺乳綱 イJ明 不明 破）t I 焼

}fi'-1 04 4 捨て楊 IXB-79 第 3kVi 哺乳綱 指•ti 不191 近位端 I 焼

1;・ -1045 捨て場 IXB-79 第 3k1 哺乳紺 イ<1!1l イ<191 破J,・ 4 焼

1't-l046 捨て場 IXB-79 第 3k1 岩ふ”> 破9ヤ I 軟竹、白色

残j：① 捨て場 哺乳糾 イ道n ,t:I月 破）ヤ 10 焼

残 1：③ 捨て場 哺乳綱 不111 不191 破片 4 焼

残 1：① 捨て場 哺乳綱 不明 和99 破Ji• 24 焼

残 I・@ 袷て楊 哺乳綱 イ<I91 -1~1JI 破）t I 3 焼

残 i：⑨ 捨て楊 哺乳綱 ,fCllfl +1引 破）「 ， 焼

残 K⑩ 捨て楊 哺乳綱 不明 介IJI 破｝ヤ II 焼

残士⑫ Sヽ1002 焼土 哺乳綱 イ道明 ,t:IJI 破片 多数 (22.9g) 焼

11 SX4002 焼J:f-9 哺乳綱 イ,JYJ イ；＂＇ 破片 6 焼

9a-ll1 追情外 1'II Iと•84 II 哺乳紺 4<191 ,t-lJI 破）す )100 焼

9a-R2 SI 503<1 雄積土 哺乳紺 イ<191 イ孔191 破｝t 5 焼

9a-ll3 S15017 堆積＿l：（炭M) 哺乳糾 イ<1月 ,f~IJI 破｝ i• I 焼

9a-A•I 盛 t．迫情 Ill ()j£梨~1)5-3 哺乳綱？ イ道II イ;191 破｝t I 焼

9a-B5 盛 1．辺構 1'IID-87 Ill（廃棄K1)4-5 沿石 ll 
9a-ll6 Jl'l楕外 1'II炉87 第Ill附 哺乳綱 不l月 不191 破Ji I 焼

9a-ll7 辺枯外 1'IIE-87 第Ill附 哺乳綱 不IJI 不191 破）「 I 焼

9a-ll8 辺枯外 ＼冒 D-86 第Ill削 哺乳綱 不I!11 ,flJI 破）t I 焼

9a-ll9 誼栴外 1111)-86 第11ulki 哺乳綱 1~r11 不IJI 破片 2 焼

9a-ll10 辺枯外 1'IllC-86 第111k1 哺乳綱 不明 不191 破片 I 焼

9>t-llll 辺枯外 1'II炉86 哺乳綱 長竹・ ィく199 11'幹破Ir I 焼
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第 5節 竪穴住居跡堆積土の自然科学分析

パリノ ・サーヴェイ株式会社

はじめに

岩木川上流域右岸の河岸段丘上に位置する水上(2)迫跡では、縄文時代前期末莱から後期初頭まで

とされる竪穴住居跡や石棺砥群などの追構が多数検出され、大量の土器や石器などが出土した捨て場

とされる迫構なども確認されている。

検出された竪穴住居跡の中には、堆籾土の上部中に多量の炭化物を包含する追構が確認されており、

発掘調査所見では、焼失住居の灰を捨てた跡であるなどの推定がなされている。本報告では、このよ

うな炭化物を比較的多く含む住居跡堆租土を対象として、その性格に関わる情報を得ることを目的に、

植物珪酸体分析、微細物組成分析および土壌理化学分析の各分析を行う。植物珪酸体分析では、堆粕

土中にイネ科植物に由来する植物体が含まれているか否かを検証し、また、当時の周辺植生に関わる

汽料も得る。微細物組成分析では、特に種実迫体など大型植物迎体の堆稜土中における状況を明らか

にし、その種類梢成などから、性格を考察する。土壌理化学分析では、有機炭素品、全窒素鼠、全リ

ン酸砧などの各値を測定し、植物辿体や動物迫体の痕跡を検証することにより、その性格を検討する。

1 現地調査

現地調査および試料採取は、当社技師2名が2013年9月10日に現地に赴き実施した。基本屈序、住

居跡堆秋土について現地で観察 ・記録を行い、試料を採取した。

基本附序は過去の調査成果を鑑み観察を行い、I恩からW庖に分肘し観察・記録を行った。その内、

II a層、 IIb層、旧層の各層から試料を採取した。住居跡は4軒の住居跡を対象として観察 ・記録を

行い、各肪から試料を採取した。住居跡から採取した試料は計16点である。

2 試料

分析の対象とした住居跡は、いずれも縄文時代の住居跡とされている SI5050とSI5042の2軒であ

る。SI5050の堆栢土屈は上位より 1思から10恩まで分屁され、うち6思から試料No.2～試料No.7が採

取されている。本分析では4恩の試料No.5、10陪の試料No.7の2点を選択する。SI5042では、堆積土恩

は上位より 1罰から 6b阿まで分庖され、各府から試料No.8～試料No.11までが採取されている。本分

析では、5層の試料No.IOと6b層の試料No.11の2点を選択する。

さらに本分析では、比較対照試料として、基本荊序とされた断面より採取された試料も分析の対象

とする。選択した試料は、IIb層の試料No.18とm層の試料No.19の2点である。加えて（主居跡直上に形

成された盛士逍枯も対象とし、ill13-1)¥'!'iから試料No.lを採取した。

以上 7点の選択した試料は、いずれも褐色系の色調を呈するシルト質の土壌であるが、詳細は野外

土性として後述する。
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3 分析方法

(1)植物珪酸体分析

各試料について過酸化水素水 ・塩酸処理、沈定法、重液分離法（ポリタングステン酸ナ トリウム，比

重2.5)の順に物理 ・化学処理を行い、植物珪酸体を分離 ．涙集する。これをカバーガラス上に滴下 ・

乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラートを作製する。400倍の光学顕微鏡下

で全面を走査し、その間に出現するイネ科築部（策身と菓鞘）の菓部短細胞に由来した植物珪酸体（以

下、短細胞珪酸体と呼ぶ）および莱身機動細胞に由来した植物珪酸体（以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ）

を、近藤(2010)の分類を参考に同定し、計数する。

分析の際には、分析試料の乾燥諏虻、プレパラート作成に用いた分析残演拮を計紬し、乾士 1gあ

たりの植物珪酸（本含拡（同定した数を乾土lgあたりの個数に換鍔）を求める。

結果は、植物珪酸体含最の一覧表で示す。その際、 100個／g未満は 「<100」で表示する。各分類群

の含砧は10の位で丸め(100単位にする）、合計は各分類群の丸めない数字を合計した後に丸めている。

また、各分類群の植物珪酸体含砿を試料毎に図示する。

(2)微細物組成分析

土壊試料から炭化種実を可能な限り壊さず回収するために、以下の方法を実施した。

l)水洗前抽出

試料を常温乾燥後、肉眼観察で確認された炭化種実や炭化材などの炭化物を抽出する。

2)水洗 ・抽出

乾燥後の試料を、水を満たした容器に投入し、容器を條けて浮いた炭化物を粒径0.5mmの飾に回

収する。容器内の残土に水を入れて軽く撓拌し、容器を傾けて炭化物を回収する作業を炭化物が浮

かなくなるまで繰り返す(20~30回程度）。残土を粒径0.5mmの飾を通して水洗する。飾内の試料を

粒径別に常温乾燥後、双眼実体顕微鏡下で観察し、ヒ ン゚セットを用いて、同定が可能な種実追体や

炭化材（主に径4mm以上）、土器片などの追物を抽出する。

3)同定

種実遺体の同定は、現生標本および石JII(1994)、中山ほか(2000)などを参考に実施し、個数およぴ

重拡、最大径を求めて結果を一貌表で示す。分析後は、抽出物、分析残演等を容器に入れて返却する。

(3)土壌理化学分析

有機炭素はチューリン法、全窒素紐は硫酸分解ー水蒸気蒸留法、全リン酸は硝酸 ・過塩素酸分解ーバ

ナドモリプデン酸比色法（土壌標準分析・測定法委員会，1986)に従った。以下に各項目の操作工程を示す。

1)分析試料の調製

試料を風乾後、土塊を軽く崩して 2mmの飾で飾い分ける。この飾通過試料を風乾細土試料とし、

分析に供する。また、風乾細士試料の一部を乳鉢で粉砕し、 0.5mm飾を全通させ、粉砕士試料を作

成する。風乾細土試料については、105℃で4時問乾燥し、分析試料水分を求める。

2)有機炭素

粉砕土試料0.100~. 0. 700 gを100ml三角フラスコに正確に秤とり、0.4Nクロム酸 ・硫酸混液10ml

を正確に加え、約200℃の砂浴J:.で正確に5分間煮沸する。冷却後、 0.2％フェニルアン トラニル酸

液を指示薬に0.2N硫酸第一鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値および加熱減品法で求めた水分虻
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から乾士あたりの有機炭素拡(Org-C乾士％）を求める。これに1.724を乗じて腐植含鈷(%)を箕出する。

3)全窒素

粉砕土試料1.00 gをケルダール分解フラスコに秤とり、分解剤約3.0gと硫酸10mlを加え加熱分

解する。分解後、蒸留水約30mlを加え放冷した後、分解液全星を供試し水蒸気蒸留法によって窒

素を定址する。この定址値と加熱減拡法で求めた水分址から乾土あたりの全窒素絋(T-N%）を求める。

また、有機炭素最を全窒素量で除し、C/N（炭素率）を箕出する。

4)リン酸含品

粉砕士試料1.00 gをケルダール分解フラスコに秤祉し、はじめに硝酸(I-INO3)約10mlを加えて加

熱分解する。放冷後、過塩素酸(HCl叫）約10mlを加えて再び加熱分解を行う。分解終了後、水で

100mlに定容し、

よりリン酸（応05)談度を測定する。

ン酸含絋(P205mg/g)を求める。

4
 
結果

ろ過する。

(1)植物珪酸（本分析

結果を表 l、図 lに示

す。各試料からは植物珪

酸体が検出されるもの

の、保存状態が悪く 、表

面に多数の小孔（溶食痕）

が認められる。

SI5050堆租土の 2点及

び盛土追構の 1点は、植

物珪酸体含伍が5,000~

6,000個／gである。いず

れの試料も検出される分

表1

ろ液の一定量を試験管に採取し、 リン酸発色液を加えて分光光度計に

この測定値と加熱減誡法で求めた水分械から乾士あたりのリ

植物珪酸体含量

分 類 群

盛土遺構

ill13-1房

No.1 

$15050 

4房 10屠

No.5 No.7 

$15042 

5屈 6b陪

No.10 No.11 

（個 ／g)

基本層序

lib歴 皿陪

No.18 No.19 

イネ科葉部短細胞珪酸体

クマザサ属

タケ亜科

ススキ虞

不明

イネ科葉身機動細胞珪酸体

クマザサ閾

タケ亜科

不明

合計

イネ科葉部短細胞珪酸体 3,300 2,600 

イネ科葉身機動細胞珪酸体 3,000 2,500 

埴物珪酸体含量 6, 300 5, 100 

含量は、 10の位で丸めている (100単位にする ）
合計は各分類群の丸めない数字を合計した後に丸めている

く100:100個 ／g未満

類群が少なく、主にクマザサ屈を含むタケ亜科

が見られる。S15042堆積土の2点も、 S15050堆

粕土及び盛土追梢と同様な植物珪酸体含星であ

る。また主にマザサ屈を含むタケ亜科が見られ

る点でも共通する。なお、試料No.11ではススキ

属もわずかに認められる。

基本層序試料の植物珪酸体含絋は、試料No.19

0
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500 

700 
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1, 100 

2,600 

2. 400 

5,000 

500 

700 

900 

2,200 
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4,300 

(rn層）が約4,300個 ／g、

5,000個／gである。

試料No.18(II b層）が約

これらの試料でも主にマザ

サ属を含むタケ亜科が見られる。なお、試料No.

18ではススキ屈もわずかに認められる。

“
紐
辻
踏
悶
蕊
要

4屑 5
S15050 10層 7

S15042 

5隈 10
6b層 II

基本層序
llb層 18
m隅 19

」 L

I. 000個／g

乾土 lgあたりの偲数で示す。●は100但未涵を定性的に示す。

図 1 植物珪酸体含量
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(2)微細物組成分析

結果を表2に示す。また、各試料より確認された迫物や分析残演、飾を通り抜けた試料等の組成を

表3に示す。 7試料全量(2,950g)を通じて、炭化種実132個(0.54g)、炭化材(3.86g)、不明炭化物 1個

(0. 001g末満）、菌類の菌核46個(0.004g)、縄文土器の士器片 4個(17.3g)、頁岩および珪質頁岩の剥

片類の可能性がある岩片71個(20.7g)が抽出された。分析残溶は、砂礫類(689.9g)を主体とし、炭化

材主体の微細片(5.8g)や、後代の混入の可能性が嵩い炭化していない植物片(1.24g)が確認された。

炭化種実は、落築広菓樹で裔木になるオニグルミの核（破片）が82個(0.43g）、トチノキの種皮（破片）

が48個(0.llg）、森木または低木のウルシ屈の核が 1個(0.001g)、低木のニワトコの核が1個(0.001g 

末禍）確認された。

表2 微細物洗い出し ・種実同定結果
遺構名／地点名 盛土退9員 515050 Sl5042 基本隈序

検出門位 m 13-1 4 10 5 6 b Dbl¥!I m房

試料No No.1 No. 5 枷 7 No.10 ぬ11 ぬ18 No.19 

分類群 ，部位 状態 t? 巴 （僭）

” 
巴 （個）

＂ 
巳（鱈）

” 
巳（僭）

” 
梵 （園） 慧 巴 （鱈） 想 胚 （僭）

炭化種実

オニグルミ核 破片 0. 22 5 7 33 0. 06 8 5 7 0. OJ 5. 8 7 <0.001 1. 2 3 0 00 J. 5 7 0 04 6.5 17 0 07 8. 4 8 

ウルシ虞核 完形 - 0.001 3. 7 I 

トチノキ種皮 破片 0. 05 6. 6 24 - 0, 05 7.0 23 - 0,01 4. 7 I 

ニワ トコ桟 完形 -<O. 001 I. 9 I 

不明炭化物 -<O. 001 2 0 1 

園核 0.四 1.1 38 -<O 001 0 8 8 

炭化材 4mn以上 1 32 10.0 + 0 71 10 5 + I 38 8. 6 + 0.01 3. 9 + 0 12 9 3 + 0 24 7.1 + 0. 08 6 0 ＋ 

土器片 （縄文土器） 17 3 50 2 4 

関片類？ （頁岩および珪買頁岩） 20 1 20 5 30 0. 3 15 6 I 0 3 10. 3 27 0.0 2 3 1 0 0 4 2 1 0.1 10. 0 4 0.0 4 6 1 

分析残漬

炭化材主体 2-111111 1, 8 - 0. 1 

1--08m 2、6 - 0 2 - 0 6 

砂礫主体 年以上 94 2 - 15 0 - 13 3 - 49 4 - 54 3 - 27. 2 

4-21nn 51.0 - 15. 1 - 22 7 2. 2 - 10 3 - 49.0 - 21. 8 

2-11!111 37. 1 - 13 3 - 14.4 3 9 - 13 3 - 23. 3 - 28. 9 

1-0.S... 32. 1 - 11 6 - 13. 9 2 1 - 11 3 - 30 8 - 28 7 

絹物片 （輿炭化） 0. 22 - 0. 02 - 0, 04 - 0, 57 - 0.39 

分析量 800 - 300 - 400 100 300 600 450 

堅果類のオニグルミは、全7試料から確認され、炭化種実全体の個数で約6割、重拡で約 8割を占

める。S15042、基本居序よりも S15050及ぴIll13-1屈がわずかに多い傾向を示す。同じく堅果類のトチノ

キは、 S15050の10層、 IIll3-I層、基本層序のIIb層より確認された。ウルシ屁とニワトコは、 Ilb層よ

り確認された。いずれの炭化種実も、炭化や破損、泥の付珀などにより、保存状態は極めて不良である。

炭化材は、全7試料から確認され、最大l.1cm (S15050の4屈）を測る。S15050より多産し、 4陪よ

りもIO肪及び田13-1肘で多いイ項向を示す。縄文土器片は盛士追構のm1 3-1~から確認され、最大 5cm 

を測る。頁岩および珪質頁岩の岩片は、割れ方が人工的であるため、石器等に由来する剥片類の可能

性がある。岩片は全7 表3 堆積物に含まれる遺物類の組成

試料から確認され、最

大2.1cmを測る（盛土追

栴Ill13-1府）。オニグ

ルミや炭化材と同様に

S15050及び盛土追柄で

多いが、上位に向かっ

て多い傾向を示す。

遺構名 ／地点名

検出房位

試料No.

炭化種実

炭化材

炭化材主体の微細片

縄文土器片

頁岩および珪質頁岩（剥片類？）

砂礫主体

0 51T111の師を通り抜けた試料

合計

盛土遺構 Sl5050 

田13-1 4 10 

No.1 No.5 No.7 

0.03% 0.02% 0.02% 

0. 17% 0.24% 0.35% 

0.55% 0.05% 0.32% 

2. 17% 
2.51% 0. 11% 0.06% 

26. 80!',¥ 18. 33% 16.04% 

67. 77% 81. 25% 83.21i 

100椅 100% 100椅

Sl5042 

5 6b 
No.10 No.11 

0.00% 0.01% 

0.01% 0.04% 

0.00% 0. 01% 

8. 12% 28.08% 
91. 86% 71. 86% 

100¥1¥ 100'1¥ 

炭化種実各分類群の写真を図版2に示し、形態的特徴等を以下に述べる。
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基本陪序

II b唇 m層
No.18 No.19 

0.01% 0. 01% 

0.04% 0.02% 

0 01% 0.00% 

26 24悩 23.68% 

73 71怜 76.29% 

100% 100% 
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・オニグ）レミ (Juglansmandshurica Maxim. var. sachalinensis (Miyabe et Kudo) Kitamura) 

クルミ科クルミ属

核は炭化しており黒色を呈す。完形ならば、長さ3~4cm、径2.5~3cmの広卵体で頂部が尖り、 1 

本の明瞭な縦の縫合線がある。核は硬く緻密で、表面には維管束の痕跡である縦網状の彫紋があり、

ごつごつしている。内部には子莱が入る 2つの大きな窪みと隔壁がある。出土核は全て破片で、最大

8. 5mmを測る（盛土追構； 田13-1層）。

・ウルシ屎(Rhus) ウルシ科

核（内果皮）は炭化しており黒色、長さ2.0mm、幅3.0mm、厘さ1.5mmのやや偏平で歪な横杓円体を呈し、

背腹両面中央が凹み繭状となる。腹面中央に長径0.6mmの長楕円形の』齊がある。内果皮表面は粗面で

ある。

・トチノキ(Aesculusturbinata Blume) トチノキ科トチノキ屈

種子は炭化しており黒色、完形ならば、径2.5 ~ 4cm程度の偏球体で、表面にはほぼ赤追面を蛇行

して一周する曲線を境に、不規則な流理状模様がある光沢の強い黒色の上部と、粗面で光沢のない灰

褐色の下部の珀点に別れる。種皮は薄く硬く、不規則に割れる。出士種皮は全て破片で、最大7.0mm

を測る(S15050; 10恩）。

・ニワトコ(Sambucusracemosa L. subsp. s ieboldiana (Miq.) Hara) スイカズラ科ニワトコ屈

核（内果皮）は炭化しており黒色、長さ1.9mm、幅］．0mm、厚さ0.7mmのやや偏平な広倒卵体。背面

は丸みがあり、腹面の正中線上は鈍稜をなす。基部は尖り、腹面正中線上に長径0.2mmの孔がある。

内果皮表面には横徽状模様がある。

(3)土壌理化学分析

理化学分析結果を表4に示す。以下に追構または地点ごとに述べる。

1) S15050 

野外土性（ペドロジスト懇談会編，1984)は、全試料でCL（埴壌土）であり、土色は試料No.7で

10YR3/4暗褐、試料No.5で10YR4/3にぶい黄褐とやや暗色である。腐植含量は試料No.5で2.07%、試

料No.7で3.15%である。全窒素は試料No.5で0.09%、試料No.7で0.13％であり 、C/N比は試料No.5で

13、試料No.7で14である。リン酸含批は試料No.5で9.06mg /g、試料No.7で12.8mg /gと多い。

2)SI5042 

野外土性は、試料No.IOでCL、試料No.11でLiC（軽埴土）であり、土色は試料No.IOで5YR4/6赤褐、試

料No.11で10YR4/4褐である。試料No.IO試料はやや赤色である。腐植含琵は試料No.IOで0.62%、試料

No.11で2.64%である。全窒素は試料No.10で0.06%、試料No.11で0.13%であり、C/N比は試料No.10で6、

試料No.11で12である。リン酸含量は試料No.10で8.63暉 ／g、試料No.11で8.35眺 ／gと多い。

3)盛土迫構

野外土性（ペドロジスト懇談会編，1984)は、全試料でCし（埴壌土）であり、土色は10YR3/4暗褐、

腐植含鮎は4.59%、全窒素0.14%、C/N比19、リン酸含拮8.24mg /gと多い。

4)基本府序

野外土性は、試料No.18でL（壌土）、試料No.19でSL（砂壌土）であり、土色は両試料共に10YR2/3黒

褐である。腐植含品は試料No.18で4.93%、試料No.19で2.12%である。全窒素は試料No.18で0.24%、試
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料No.19で0.12%であり、 C/N比は試料No.18で12、試料No.19で10である。 リン酸含械は試科No.18で

3. 90mg /g、試料No.19で3.66mg /gである。

表4 土壌理化学分析結果

遺構名 土性 有機
層位 試料No. 土色 腐植 全窒素

・地点名 （指頭法） 炭素

盛土遺構 皿13-1層 No. 1 CL 10YR3/4 暗褐 2.66 4. 59 0. 14 

4層 No. 5 CL 10YR4/3 にぶい黄褐 1. 20 2.07 0.09 
$15050 

10YR3/4 10層 No. 7 CL 暗褐 1. 83 3. 15 0. 13 

5層 No. 10 CL 5YR4/6 赤褐 0.36 0. 62 0.06 
$15042 

6b層 No. 11 LiC 10YR4/4 褐 1. 53 2. 64 0. 13 

基本層序
II b層 No. 18 L 10YR2/3 黒褐 2.86 4 93 0. 24 

m層 No. 19 SL 10YR2/3 黒褐 1. 23 2. 12 0. 12 

備考

(1)土性：土壌調査ハンドブック （ペドロジスト懇談会編， 1984)の野外土性による。

L・・・壌土（粘土0~ 15%、シルト 20~ 45%、砂40~ 65%) 
SL・・・ 砂壌土 （粘土0~ 15%、シルト 0~ 35%、砂65~ 85%) 
CL・・・埴壌土 （粘土 15~ 25%、シルト 20~ 45%、砂3~ 65%) 
LiC・・・軽埴土（粘土 25~ 45%、シルト 0~ 45%、砂10~ 55%) 

C/N 

19 

13 

14 

6 

12 

12 

10 

(2)土色：マンセル表色系に準じた新版標準土色帖 （農林省農林水産技術会議監修， 1967)による。

(3)腐植；有機炭素量 X1. 724 

(4) C/N :有機炭素量＋全窒素量

全リン酸
P205 
(mg/g) 

8. 24 

9.06 

12. 8 

8. 63 

8. 35 

3. 90 

3. 66 

l)から4)までの結果により、リン酸含量は住居跡と盛土追構試料で盆いことが示された。また、

腐植含枯は土性や土色に相応する値である。

5 考察

微細物組成分析では、炭化種実や炭化材、土器片などの追物が確認された他に、剥片類の可能性が

ある頁岩および珪囲頁岩の岩片が確認された。

炭化種実については、落菓広菓樹のオニグルミ、ウルシ属、 トチノキ、ニワ トコが確認された。オ

ニグルミ、 トチノキは、）1|沿い等の涅潤な肥沃地に生育する森木で、基本屈序のIIb思より確認され

たニワ トコは、森林の林縁や伐採地、崩壊地などの明るく開けた場所に生育する低木である。これら

は、本造跡が立地する岩木川とその支流である湯ノ沢）1|の合流点付近の河畔やその林縁部などに生育

していたと考えられる。

炭化種実の中でもオニグルミは、核内部の種子が生食可能である。また、盛土迫構のIII13-l荊、

SI5050の10層、基本層序のIIb層より確認されたトチノキは、灰汁抜きすることで種皮内部の子業が

食用可能である。これらの堅果類は、収姑も多く、長期保存も可能な有用植物であることから、古く

より植物質食料として利用され、縄文時代の迫跡出土例も多い（渡辺， 1975など）。当時の本追跡周辺

域の森林から持ち込まれ、利用された植物質食料であった可能性がある。特に今回の分析で検出され

たオニグルミや トチノキの出土部位は、食用にならない核や種皮の破片であることから、可食部の子

築を取り出した後に廃棄された食料残滓と考えられる。炭化した出土状況を考え合わせると、食料残

滓がその後に燃料材として利用された可能性もあると考えられる。
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ここで、今回の分析における堆籾士の理化学性を検討してみたい。土嬢中に普通に含まれるリン酸

秘、いわゆる天然賦存砧については、いくつかの報告事例があり (Bowen,1983;Bolt・Bruggenwert, 1980; 

川崎ほか， 1991；天野ほか，1991)、これらの事例から推定される天然賦存量の上限は約3.0mg/g程度

である。また、人為的な影響（化学肥料の施用など）を受けた黒ボク土の既耕地では5.5mg/g（川崎ほ

か， 1991)という報告例があり 、当社におけるこれまでの分析調査事例では、骨片などの痕跡が認め

られる土壌では6.0mg/gを越える場合が多い。一方、カルシウムの天然賦存批は普通1~ 50mg/g（藤
貰，1979)といわれ、含拭幅がリン酸よりも大きい傾向にある。これら天然賦存紐は、動物追体の痕

跡を判断する際の目安とされている。

今回の分析では、基本恩序に比べても、上述した天然賦存虻の目安と比べても、住居跡堆和土のリ

ン酸含址は、いずれも特徴的に商い値が得られた。基本屈序試料においても、天然賦存絋を若干上回

るリン酸含量を保持していることから、この地域周辺の土壌は元来リン酸を多く含むと考えられるが、

それを考慮しても、この住居跡堆積土試料のリン酸含枯は、商い値であると言える。さらに、腐植含

址は、それほど裔い値ではないことから、リン酸は、植物追体由来ではなく 、動物迫体あるいは排泄

物などの由来が考えられる。

上述したように、微細物組成分析からは、燃料材にされた食料残滓の可能性がある炭化種実や、剥

片および土器片などが混在する状況が認められたことから、祁いリン酸含量も考邸すれば、住居跡内

には、いわゆる生活残滓（ゴミ）が捨てられた可能性があると考えられる。なお、各住居跡における炭

化種実や炭化材の恩位的な産状やリン酸含址の屈位的な差異はあまり顕著ではないが、SI5050では、

炭化種実や炭化材は10層で多く 、土器片は直上の盛土層で増える傾向が得られた。炭化種実や炭化材

が最下府である10@と住居埋没後に形成された盛土恩に多くみられることから、SI5050では生活残溶

の廃棄が、住居跡廃絶直後(10層）、住居跡上部埋没途中（盛土迫構）と、少なくとも2回は行われてい

ることが考えられる。この廃棄の時期差については、発掘調査で出士した士器等の追物の年代を含め

た検証や、炭化材試料を対象とした"C年代測定を実施し検証する必要があると考えられる。

なお、当時の周辺植生に関しては、基本層序のm層やIIb層での植物珪酸体の産状から、縄文時代

には周辺にはクマザサ属を含むタケ亜科をはじめとしてススキ属などのイネ科植物が生育していたと

思われる。またSI5050やSI5042が埋栢した頃も、同様なイネ科植物の生育がうかがえる。湯ノ沢川

を挟んだ対岸の河岸段丘に立地する砂子瀬追跡では、当社による植物珪酸体分析により 、縄文時代に

クマザサ屈やススキ屈とともに、ヨシ属やイチゴツナギ亜科などの生育が指摘された。そのため、今

回の調査区の周辺にも同様なイネ科植物が生育していた可能性が考えられる。この点については、今

後さらに周辺に分布する当該期の堆和物を調査して検討することが望まれる。

また、微細物組成分析により基本層序のIIb層より確認されたウルシ屈は、本地域には、籐本のツ

タウルシ、 小高木のヌJレデ、ヤマウルシが分布するほかに、中国原産で裔木のウルシ(R. verniciflua 

Stockes)の4種が分布する（佐竹ほか，1989)。近年の研究では、縄文時代の追跡から漆製品やウルシ

の木材、内果皮、花粉化石の出士が確認され、古くからの利用が指摘されている。本分析では非破壊

での記録保存を優先したが、今後は走査型電子顕微鏡(SEM)による内果皮表面および壁樅造の詳細な

観察が望まれる。

（馬場健司・松元美由紀 ・芝口 怜）
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1．クマザサ属短細胞珪酸体(SI505010層；7)
3．クマザサ属短細胞珪酸体（基本層序III層；19)
5．クマザサ属機動細胞珪酸体(Sl505010庖；7)
7クマザサ属機動細胞珪酸体（基本層序III層；19)

50μm 50μm 

(1-4) (5-7) 

2．クマザサ属短細胞珪酸体(SI50426b層；11)

4．ススキ属短細胞珪酸体（基本層序IIb層；18)
6．クマザサ属機動細胞珪酸体(Sl50425屈；10)

図版 1 植物珪酸体
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1．オニグルミ核（盛土遺構皿13-1層；1)

3.オニグルミ核(S150504層5)

5.トチノキ種子(S15050 10層7)
7．ニワトコ核（基本層序IIb層 18)

2mm 2mm 1mm ---(1,2,5) (3,6) (4,7) 

2．オニグルミ核（基本層序IIb層 18)

4.ウルシ属核（茎本層序IIb層 18)

6.トチノキ種子(SI505010患；7)

図版2 炭化種実
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第4 ~ 第6節

第6節 石棺墓堆積土の土壌分析
パリノ ・サーヴェイ株式会社

はじめに

水上(2)迫跡で検出された石棺墓は、内部に土が充填していたことから、発掘調査所見ではその堆

和過程について、人為的に埋められた可能性と自然に周囲からの土壌が流入したということの2通り

が考えられている。本報告ではこの課題に対して現地調究を行い、基本庖序、石棺羞構築土（石棺墓

の構築に伴う士）、棺内堆和士について観察を行う。その上で、棺内堆和士に含まれる砕屑物の鉱物

組成と粒径組成分析を実施し、石棺羞内におけるそれらの陪位的な変化や石棺募間の違いおよび基本

層序との違いなどを比較検討し、その状況から、埋和過程について考察を行う。同時に現地調査では

辿体埋葬の痕跡についても観察を行い、その上で脂肪酸分析、各種理化学分析を行い検証する。

1 現地調査

現地調査および試料採取は、当社技師2名が2013年 8月19日と20日に現地に赴き実施した。基本翔

序、石棺墓構築土、棺内堆秘土について現地で観察 ・記録を行い、試料を採取した。以下に現地調査

における観察記載及び、今回の目的に対する所見を述べる。

(1)基本肘序

基本層序の観察 ・試料採取は層相の異なる 2ヵ所で行った。 1地点は追跡の基本層序のうち、第I

~m)罰を含む断面であり、第 I~m府にかけて5cm連続でNo.1~13の計13点の試料を採取した。

2地点は基本層序のうち、第IV層を含む断面であり、 5cm連続でNo.14~23の計10点の試料を採取し

た。

(2)石棺笙構築土ほか

石棺墓構築土は、石棺臨A群南東部に位位する東西方向の断面において観察 ・試料採取を行った。

対象とした堆積土については現地調査時、個別石棺墓への帰属が不明で、藝域を形成する一連の盛土

と考えていたが、その後の粕査により、 No.29~31・ 33 • 34が8号葛関連土、 No.32が1号墓関連土、 No.

35 • 36はSI5502関連の堆籾土であることが判明した。8号砥関連士およびSI5502関連士は黒褐色の

粘土質シルト、また 1号募関連土は黄褐色のシルトである。計12点の試料を採取した。

(3)棺内堆和土

現地では3~9号墓、 12~14号墓の10基の石棺墓内堆積土について観察 ・試料採取を行った。

3 号臨（4- 図23A-A' • B-B')

棺内堆積土は大きく 3恩に分けられる。上恩は暗褐色の粘土質シルトで、径1~2cn)の礫を少砧含み、

堆秋土最上部に簿＜堆粒する（第 l阿）。中恩は暗装褐色の砂質シルトで、径3~3cmの礫を少址含み、

石棺涎の堆籾土の大半を占める（第 3恩）。なお分屈されていないが、最下囮は灰黄褐色のシル ト質砂

で、径1~ 2cmの礫を少砧含み、堆租土の最下部に薄く堆積する。堆精土の大半を占める第 3同では

層理構造は見られず、均質である。試料は上 ・中 ・下の各層で 1点ずつ3点(No.39~41)を採取した。
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4号臨（4-図20C-C')

棺内堆稜土は黒色や褐色の粘土質シルトで、径1~5cmの礫を多秘に含む。恩理構造が認められず均

例である。試料は堆籾土の上部と下部で2点(No.42・ 43)を採取した。

5号墓（4-図25C-C')

棺内堆秋土は黒褐色の粘土質シルトで、径1~2cmの礫を多拡に含む。屈理構造が認められず均質で

ある。試料は堆秘土の上部と下部で2点(No.57・ 58)を採取した。

6号臨（4-図25A-A')

棺内堆籾士は大きく 3附に分けられる。上陪は暗黄褐色の砂質シルトで、径I~5cmの礫を多祉に含

むほか、下部には径10cm以上の礫が多砧に含まれる。下附（同第3附）は黒褐色ないしは暗褐色の粘

土質シルトで、径I~2cmの礫を少量含み、堆秘土の大半を占める。上、下層とも層理構造は見られず、

均質である。試料は上陪で 1点、下恩で2点の計 3点(No.49~51)を採取した。なお第 3荊下位の第4

層については、現地調査時に未検出であったため試料は採取していない。

7号紘（4-図25A-A')

棺内堆積土は大きく 3附に分けられる上陪は暗褐色の粘土質シル トで径1~5cmの礫を多枯に含み、

堆籾土最上部に苅＜堆稜する。中屈（第8屈）は黒褐色の砂質シルトで、径1~2cmの礫を中批含み、堆

籾土の大半を占める。下恩（第9恩）は暗褐色の粘土質シルトで、黒褐色の粘士質シルトで礫はほとん

ど含まず、堆積土の最下部に薄く堆積する。堆積土の大半を占める中翔には恩理構造が認められず均

質である。試料は上層で 1点、中層で3点、下層で 1点の計5点(24~28)を採取した。なお現地観察

時では第9)何を棺内堆積土と捉えていたが、その後の調査で石棺墓構築に伴う土府と判断した。よっ

て埋葬時の棺内底面は第2層下面と見られる。

8号墓（4-図29B-B')

棺内堆稜土は大きく 2居に分けられる。上恩（第 1屈）は黒褐色の砂例シルトで、径10cm以上の礫を

多秘含み、崩落した蓋石の上に堆籾する。下恩（第 2恩）は暗褐色の粘土質シルトで径1~5cmの礫を中

砧含み、堆積土の大半を占める。上膀、下府ともに陪理構造が認められず均質である。試料は上肘で

1点(No.56）、下層で 2点(No.54・ 55)の計3点を採取した。

9号羅（4-図31B-B'）

棺内堆梢土は大きく 2居に分けられる。ともに黒褐色の粘土質シルトで、径1~2cmの礫を多絋、径

5clll以上の礫を多量に含む。層理構造が認められず均質である。試料は堆秋土の中央部で 1点(No.38)

を採取した。

12号邸（4-図36B-B')

棺内堆積土は黒褐色の粘土質シルトで、径1~5cu]の礫を中～下部に多品含むが、最上部にはほとん

ど含まれない。）即理構造が認められず均質である。試料は堆籾土中部、下部で2点(No.47・48)採取した。

13号磁（4-図36E-E')

堆積土は2府に分けられ、最下屈に分居できない薄い居が堆積する。上府（第 1爵）は黒褐色の粘土

例シルトで、径l~2clllの礫を微量含み、堆和土上位に蒋＜堆栢する。中層（第 2層）は暗黄褐色の砂例

シルトで、径1~3cmの礫を中址含み、堆積土の大半を占める。下陪は薄く分陪こそできていないが、

黒褐色の粘土質シル トで、径1~2cmの礫を少絋含み、底面上に苅＜堆和する。堆秋土の大半を占める
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中陪には恩理構造が認められず均例である。試料は中岡で2点(No.44• 45)、下陪で 1点(No.46)の計 3

点を採取した。

14号墓（4-図340-0')

棺内堆籾士は黒褐色の粘土質シルトで径1~5cmの礫を多枯含む。堆籾土に恩理構造は認められず均

質である。試料は上部と下部から計2点(No.52• 53)を採取した。

(5)現地調査所見

上記のように基本府序、棺内堆積土、石棺墓構築土ほかについて観察、試料採取を行った。下記す

る目的について現地調査における所見を述べ、それぞれの目的について検証するため分析調査を実施

する。

棺内堆栢土が人為的な堆和か自然堆稼かについては、現地の親察において、 主たる堆秋土に屈理構

造が全く確認できなかったことから、いずれの石棺葛も短時間による人為的な埋和が想定された。

この点については黒色や褐色の粘土質シルトで埋まる 4号墓、上府が暗褐色粘土質シルト、中荊が

黒褐色砂質シル ト、下陪が暗褐色粘土質シルトで埋まる 7号型、崩落した蓋石上に黒褐色砂例シルト

が堆栢し、下恩は暗褐色粘士質シルトが堆籾する 8号臨の、それぞれ堆精士の様相が異なる石棺墓を

対象に重鉱物組成分析、粒径組成分析を行い検証する。また、比較試料とするため、基本恩序および

石棺墓構築土から採取した試料について分析を行う。

また、現地調査において 3号砥、 7号砥、13号墓の堆租士最下部に薄い恩が確認され、堆籾士の主

体をなす）詈とは様相が異なることから、迫体の痕跡を示す可能性が考えられた。この点については、

このような堆籾状況を示す7号墓の他に、これの見られない4号墓、 8号葛を対象として脂肪酸分析、

土壌理化学分析を行い、迫体埋葬の痕跡について検証する。なおこちらの目的についても、比較試料

とするため、基本屈序および石棺墓構築土から採取した試料について分析を行う。

以下に分析の対象とした試料について述べる。

2 試料

分析の対象とした石棺墓は、 4号器、 7号羞、8号幽の各石棺墓である。4号墓は堆積土上部より

No.42、下部よりNo.43の試料をそれぞれ採取した。分析には2点ともに供する。7号墓では、堆秋土は

3恩に分恩され、上位より No.24~ 28までの試料を各恩よりそれぞれ採取した。これらのうち、士嬢
理化学分析は 5点全点を対象とし、他の分析は上府のNo.24、中阿のNo.26、下罰部のNo.28の3点を選択

し実施する。8号幽では、堆和土は2層に分層され、上層よりNo.56を、下層よりNo.54• 55の試料をそ

れぞれ採取した。 3点全点を対象として重鉱物組成、土壊理化学分析、粒径組成分析を実施する。

さらに本分析では、比較対照試料として、基本層序とされた断面より採取された試料と石棺磁構築

士も分析の対象とする。基本府序のうち、第Ill恩中部から採取したNo.11と第IV府下部から採取したNo.

21の2点を選択する。

石棺墓構築土は、8号墓関連の構築土(No.33)と、これより下層の 1号幽関連の構築土(No.32)を対象

に土壌理化学分析を、No.33を対象に重軽鉱物分析およぴ粒径組成分析を実施する。

以上の各分析で選択した試料の点数は、重軽鉱物分析が11点、脂質分析が6点、土壌理化学分析が

14点、粒径組成が11点である。表 1に試料の詳細と分析項目を示す。なお、選択した試料の外観はい
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ずれも褐色系の色調を呈するシルト質の士壊であるが、詳細は土性として後述する。

3 分析方法

(1)重軽鉱物分析

試料約40gに水を加え超音波洗浄装腔により分散、250メッシュの分析飾を用いて水洗し、粒径

l/16mm以下の粒子を除去する。乾燥の後、飾別し、得られた粒径l/4mm-l/8mmの砂分をポリタングス

テン酸ナトリウム（比軍約2.9 6)により重液分離、重鉱物と軽鉱物をそれぞれ250粒に達するまで偏光

顕微鏡下にて同定する。重鉱物の同定の際、不透明な粒については、斜め上方からの落射光下で黒色

金屈光沢を呈するもののみを「不透明鉱物」とした。「不透明鉱物」以外の不透明粒および変質等で

同定の不可能な粒子は、 「その他」とした。「その他」は軽鉱物中においても同様である。また、火山

ガラスは、便宜上軽鉱物組成に入れ、その形態によりバプル型・中間型・軽石型の3タイプに分類した。

各型の形態は、バプル型は薄手平板状、中間型は原手平板状あるいは比較的大きな気泡持つ塊状、軽

石型は小気泡を非常に多く持つ塊状および繊維束状のものとする。

(2)脂質分析

分析は、坂井ほか(1996)に基づき、脂肪酸およびステロール成分の含鈷測定を行う 。試料が浸る

に十分なクロロホルム ：メタノール(2:1)を入れ、超音波をかけながら脂質を抽出する 。ロータリー

エバポレーターにより、溶媒を除去し、抽出物を塩酸ーメタノールでメチル化を行う 。ヘキサンに

より脂質を再抽出し、セップパックシリカを使用して脂肪酸メチルエステル、ステロールを分離す

る。脂肪酸のメチIレエステルの分離は、キャヒ°ラリーカラム(ULBON,HR-SS-10,内径0.25mm,長さ30m)

を装着したガスクロマ トグラフィー(GC-14A,SHIMADZU)を使用した。注入口温度は250℃ 、検出器は水

素炎イオン検出器を使用する 。ステロールの分析は、キャピラリーカラム(J&WSCIENFIC, DB-1,内径

0. 36mm、長さ30m)を装着する 。注入口温度は320℃、カラム温度は270℃恒温で分析を行う 。キャリア

ガスは窒素を、検出器は水素炎イオン化検出器を使用する 。

(3)土壌理化学分析 ・粒径組成

有機炭素はチューリン法、全窒素砧は硫酸分解ー水蒸気蒸留法、全リン酸は硝酸 ・過塩素酸分解一

バナドモリブデン酸比色法、カルシウム含絋は硝酸 ・過塩素酸分解ー原子吸光法、粒径組成はヒ°ペッ

ト法（土壌棟準分析 ・測定法委員会，1986)に従った。以下に各項目の操作工程を示す。

1)分析試料の調製

試料を風乾後、土塊を軽く崩して 2mmの節で飾い分ける。この飾通過試料を風乾細土試料とし、

分析に供する。また、風乾細土試料の一部を乳鉢で粉砕し、 0.5mm師を全通させ、粉砕土試料を作成

する。風乾細土試料については、105℃で4時間乾燥し、分析試料水分を求める。

2)有機炭素

粉砕土試料0.100 ~ 0. 600gを100ml三角フラスコに正確に秤とり、0.4Nクロム酸 ・硫酸混液10ml
を正確に加え、約200℃の砂浴上で正確に5分間煮沸する。冷却後、 0.2％フェニルアントラニル酸液

を指示薬に0.2N硫酸第一鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値および加熱減枯法で求めた水分似か

ら乾土あたりの有機炭素最(Org-C乾土％）を求める。これに1.724を来じて腐植含量（％）を箕出する。
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3)全窒素

粉砕土試料l.00 gをケルダール分解フラスコに秤とり、分解剤約3.0gと硫酸10mlを加え加熱分解

する。分解後、蒸留水約30mlを加え放冷した後、分解液全量を供試し水蒸気蒸留法によって窒素を

定虻する。この定撼値と加熱減撼法で求めた水分械から乾士あたりの全窒素祉(T-N%）を求める。また、

有機炭素址を全窒素拡で除し、 C/N（炭素率）を箕出する。

4)リン酸、カルシウム含量

粉砕土試料1.OOgをケルダール分解フラスコに秤紐し、はじめに硝酸(HN03)約10mlを加えて加熱

分解する。放冷後、過塩素酸(HC104)約10mlを加えて再び加熱分解を行う。分解終了後、 水で100ml

に定容し、ろ過する。ろ液の一定品を試険管に採取し、リン酸発色液を加えて分光光度計によりリン

酸(P2%）濃度を測定する。別にろ液の一定此を試験管に採取し、干渉抑制剤を加えた後に原子吸光

光度計によりカルシウム(CaO)濃度を測定する。これら測定値と加熱減量法で求めた水分最から乾土

あたりのリン酸含品(P205mg/g)とカルシウム含秘(CaOmg/g)を求める。

5)粒径組成（ヒ°ペット法）

風乾細士試料10.OOgに30％過酸化水素水を加え、熱板上で有機物を分解する。分解終了後、遠心洗

浄を行い、脱塩した後、蒸留水約400mlと分散剤（4％ヘキサメタリン酸ナトリウム）10mlを加え、撹

伴しながら20分間音波処理を行う。この懸濁液を500ml沈底瓶に移し、蒸留水で500mlに定容する。

沈底瓶を 1分間激しく振り、直ちに静四して所定の時間に5cmの深さから懸濁液10mlを採取する。

採取懸濁液は蒸発乾固させ、秤絋する（シルト ・粘土の合拡）。さらに、所定の時間が経過した後、沈

底瓶から懸濁液を5cmの深さから10ml採取し、蒸発乾固させ、秤鼠する（粘士含記）。沈底瓶に残っ

たシルト ・粘土はサイフォンを使ってすべて洗い流し、その残査を乾燥 ．秤砧する（砂含砧）。これ

を0.2mm<J>の飾で師い分け、飾J:.の残留物を秤量する（粗砂含贔）。これら測定値をもとに粗砂(2.0-

0. 2mm) ・細砂(0.2-0. 02mm)・シルト(0.02-0.002mm)・粘土(0.002mm以下） 4成分の合計を100とする各

成分の重拡％を求め、国際法によって土性区分を行う。

4 結果

(1)重軽鉱物分析

結果を表2、図 lに示す。重鉱物組成は、全試料ともにほぼ同様の組成を示す。すなわち、不透明

鉱物が非常に多く、少粘の斜方輝石と単斜輝石が伴われ、少砧または微砧の角IXI石と試料によっては

緑簾石などの鉱物が微星含まれる。なお基本層序の第IV層には微量ではあるがカンラン石も含まれる。

軽鉱物組成も、全試料ともにほぼ同様であり、「その他」とした風化変質粒がほとんどを占め、石

英と長石が微量含まれるのみである。なお試料によっては極めて微醤の中間型や軽石型の火山ガラス

が含まれる。

(2)脂質分析

結果を表3に示す。脂肪酸は6試料ともに末検出である。ステロールは、 No.21• 22ではコプロスタ

ノール、No.42ではエルゴステロール、No.43では、コプロスタノールとエルゴステロールが検出される。

コプロスタノールはコレステロールが腸内細菌によって変化したもので、便中等に認められることが

多い。エルゴステロールは、カビなど菌類由来のステロールである。
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一方、今回のように脂質の検出が悪く、 1~2種類のみが検出される場合、検出器がノイズや異なる

物質を誤同定してしまった可能性がある。したがって、今回脂質分析で得られた結果は、信頼性に乏

しく、試料に含まれていた脂例に由来する可能性は低い。

(3)土壌理化学分析 ・粒径組成

理化学分析結果および粒径組成を表4に示す。以下に、地点および迫構ごとに結果を述べる。

l)基本層序第1II層試料No.11

土色は、10YR2/2黒褐であり黒色味に富む土壊であり、腐植は4.28%と土色に相応する。窒素含絨

は0.19%であり、 C/N比は13である。リン酸含量は4.54mg/gと多く、カルシウム含量は1.22mg/gと少

ない。粒径組成は粘土が8.7%、シルトが16.3%、細砂が10.8%、粗砂が64.2%であり、土性はSL（砂壌土）

である。

2)基本層序第IV層試料No.21

土色は、2.5Y4/6オリープ褐であり黒色味が薄い土壌であり、腐植は0.95%と土色に相応する。窒

素含批は0.07％であり、C/N比は8である。リン酸含絋は1.50mg/g、カルシウム含絋は0.65mg/gと少

ない。粒径組成は粘士が11.7%、シルトが17.0%、細砂が44.0%、粗砂が27.3%であり、 士性はSLである。

3)石棺葛群構築土試料No.32• 33 

土色はNo.32で10YR4/3にぶい黄褐であり、 No.33は10YR2/3黒褐と黒色味に富む土壌であり、腐植はNo.

32で1.22%、No.33で5.05%と士色に相応する。窒素含拭はNo.32で0.08%、No.33で0.24%であり、 C/N比

はNo.32で9、No.33で12である。リン酸含址はNo.32で3.02mg/g、No.33で4.63mg/gである。カルシウム含

量はNo.32で0.79mg/g、No.33で0.99mg/gと少ない。粒径組成は粘土が10.0%、シルトが19.4%、細砂が

22. 4%、粗砂が48.2％であり、土性はSしである。No.32の野外土性（ペドロジスト懇談会編、 1984)はL（堪

土）である。

4) 4号砥試料No.42• 43 

土色はNo.42で10YR2/l黒、No.43で10YR4/4褐色であり、腐植含虻はNo.42で5.97%、No.43で4.09%であ

り土色に相応する。全窒素はNo.42で0.27%、No.43で0.19%であり、C/N比はNo.42で13、No.43で12と大差

ない。リン酸含砧は両試料で4.3mg/g程度で同様であり 、カルシウム含紐は0.75mg/gで同様である。

粒径組成はNo.42で粘土が14.3%、シルトが25.2%、細砂が23.0%、粗砂が37.5%であり、土性はLである。

No.43は粘土が13.0%、シルトが22.7%、細砂が26.2%、粗砂が38.1%であり、 土性はLである。両試料と

もに同様の試料である。

5) 7号羅試料No.24~28

土色はNo.24で10YR2/2黒褐、No.25~ 27 • 28で10YR2/3暗褐である。腐植含秘はNo.24で4.79%、No.25で

2.98%、No.26で2.65%、No.27で1.95%、No.28で2.40%とNo.24でやや腐い腐植量である。窒素含量はNo.24

で0.19%、No.25で0.13%、No.26で0.14%、No.27で0.10%、No.28で0.12%であり、C/N比はNo.24で15、No.25

で13、No.26で11、No.27で11、No.28は12である。リン酸含拡はNo.24で4.32mg/g、No.25で4.lOmg/g、No.26

で6.48mg/g、No.27で5.56mg/g、No.28で7.llmg/g と No.26~28で多い。 カルシウム含量はいずれの試料~

も1.OOmg/g以下と少ない。粒径組成はNo.24• 26 • 28の3試料とも同様であり、粘土が12.6-13.6%、シ

ル トが23.1-24. 2%、細砂が26.6-29.3%、粗砂が33.2-36.0%であり、土性はLである。No.25• 27の野外

士性は他の試料同様にしである。
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6) 8号臨試料No.54~56

土色はNo.54で10YR2/3黒褐で、 No.55• 56は10YR3/4暗褐である。腐植含砧はNo.54で5.00%、No.55で

3.93%、No.56で6.79%と土色に対してやや多い。窒素含量はNo.54で0.24%、No.55で0.17%、No.56で0.35%

であり、 No.54で12、No.55で13、No.56で11とC/N比に大きな差はない。 リン酸含誡はいずれの試料も

6.00mg/gを超えて多い値である。カルシウム含址はNo.56でl.26mg/gと今回の調査では最も多いが、

一般的には少ない。他の試料においてもl.OOmg/g以下と少ない。粒径組成は3試料とも同様であり、

粘土が10.1-12. 1%、シルトが20.6-25.6%、細砂が26.5-28.8%、粗砂が35.5-40.8%であり、土性はNo.

54,56でLであり、 No.55でSLである。なお、土性の差は細砂と粗砂を合わせた砂含量が65%を超えたNo.

55がSLとなったが、大きな差ではない。

5 考察

(1)棺内堆積土について

現地調査の結果からは調壺したいずれの石棺募についても、陪理構造が確認されなかった。このこ

とから、石棺墓の堆栢土は人為的に一括に埋和したものと推定された。

粒径組成分析の結果では、石棺器棺内での恩位的な違いおよび石棺幽間の違いがほとんど認められ

ないが、基本層序および石棺墓構築土は土性が砂壌土(SL)であるのに対し、石棺雌内の土性は壌土(L)

であり、砂分が少なく、シルト分、粘士分が多い結果となっている。なお棺内堆租士の粒径が、基本

屈や石棺墓構築土に比して砂分の割合が少なく、シルト、粘土の割合が多い理由は現在のところ不明

である。

重鉱物組成の結果からは、石棺幽の棺内堆稜土は周囲の土嬢に由来するということが言え、堆稜土

の母材は基本屈第m屁、第w思である可能性が麻く、これは石棺墓構築土も類似する。なお、不透明

鉱物の卓越する重鉱物組成は、風化変質に対する抵杭性の高い不透明鉱物が残存した結果であり、水

上(2)迫跡の立地する段丘表｝晋の土壌形成環境が比較的激しく鉱物の風化変質をもたらすような環境

であることを示唆している。

(2)追体埋葬の痕跡について

土壌中に普通に含まれるリン酸砿、いわゆる天然賦存拡については、いくつかの報告事例があり

(Bowen, 1983;Bolt・Bruggenwert, 1980;川崎ほか， 1991;天野ほか，1991)、これらの事例から推定され

る天然賦存絨の上限は約3.0mg/g程度である。また、人為的な影響（化学肥料の施用など）を受けた黒

ボク土の既耕地では5.5mg/g (J川崎ほか， 1991) という報告例があり、当社におけるこれまでの分析

調査事例では、骨片などの痕跡が認められる土坑では6.0mg/gを越える場合が多い。一方、カルシウ

ムの天然賦存量は普通1~ 50mg/g（籐貰，1979)といわれ、含量幅がリン酸よりも大きい傾伺にある。

これら天然賦存砧は、動物追体の痕跡を判断する際の目安となる。

今回の分析では、基本屈序と石棺羞群構築土の試料に比べて、 7号墓の試料No.26• 28および8号墓

の試料No.54~56は明らかに高いリン酸含量を示している。比較試料のリン酸が約4.5mg/gと高いこと

から、地域的に元来リン酸が多く含まれていると捉えられるが、 7号臨および8号羞の試料はそれを

考邸しても涵いリン酸含最であると言える。これらの試料に認められたリン酸窟化は動物迎体に由来

するものであり、石棺砥という迫構の状況を考えれば、埋葬された迎体の痕跡を示している可能性が
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高いと考えられる。なお、カルシウムは流亡しやすい元素であることから、今回の分析でカルシウム

秘がリン酸姑の冨化に対応しなかったことは、遺体埋葬を否定する根拠にはならない。また、脂肪酸

について今回の分析ではほとんど検出することができなかった。これは土壌中の脂肪酸が分解されて

しまった結果と考えられる。

現地調査では7号墓の最下部に蒋い居が確認され、これが迫体埋葬痕跡を示すものと推定した。リ

ン酸分析の結果、この層から採取したNo.28では7.lln悶／gと、特に多くリン酸含量が認められ、現地

調査における観察結果と調和する。一方、 8号墓においても裔いリン酸含品が認められることから、

このような茄層が認められない場合でも、追体埋納が行われていた可能性は否定できない。
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表1 試料一覧

採取試
遺揖名／地点名 時代 検出層位 該料No

料点数

基本層序1地点 縄文時代～近世 1層～m層 N~I ~ 13 13 

基本層序2地点 縄文時代以前 IV層 N~14 ~ 23 10 

S15502 縄文時代 堆積土 N~36、 37 2 

8号慕 縄文時代 揖築土 勘．29-31、33• 34、59-62 ， 
1号墓 構築土 N~32 

3号墓 縄文時代 上層 嵐39

中層 N~40 

下層 N~41 

4号墓 縄文時代 N~42、 43

5号墓 縄文時代 N~57、 58

6号墓 縄文時代 上層 No.49 

下層 N~50、 51

7号墓 縄文時代 上層 N~24 

中層 NQ25~27 

下層 N~28 

8号墓 縄文時代 上層 Na56 

下層 No.54、55

9号墓 縄文時代 N~38 

12号慕 縄文時代 下層 嵐47、48

13号墓 縄文時代 中層 Na44、45

下層 N~46 

14号墓 縄文時代 N~52、 53

合計

表2 重軽鉱物分析結果
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傭考

分析該料

No 
計

Na11 1 

N~21 I 

N~33 1 

N~42、 43 2 

N~24 I 

N~26 l 

N~28 I 

他56 1 

N~54、 55 2 
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0 14 8 228 

1 I 11 12 225 

1 I 7 9 232 

゜゚
8 10 232 

2 3 7 16 222 

0 50 IOO'lO 50 IOO'l 

図 1 重軽鉱物組成
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土壌化学分析II
脂肪酸 （窒素 ・炭素・リン・ 粒径組成

カルシウム）

分析試料 分析試料 計
伽

計 分析試料No 計
No 

Ho.11 1 No.11 1 No.11 1 

伽21 1 No.21 1 伽21 I 

No.33 1 嵐33 l 

No.32 1 

嵐42、432 No.42、43 2 No.42、432 

伽24 1 嵐24 1 

伽26 1 No.25、26、273 No.26 l 

伽28 1 No.28 1 Ho.28 1 

No.56 1 枷56 1 

No.54、55 2 No.54、552 

6 14 II 

t 

250 

250 

250 

250 

250 

250 

250 

250 

250 

250 

250 



水上(2)遺跡m

表3 脂質分析結果

種 類

基本陪序 7号墓 4号墓

m隈 N屠 棺内堆積土 棺内堆積土

試料名 No.11 No. 21 No. 26 No. 28 No. 42 No. 43 

脂肪酸組成

ミリスチン酸 (C14)

パルミチン酸 (C16)

パルミトレイン酸 (C16:1) 

ステアリン酸 (C18)

エライジン酸 (Cl8:1trans)

オレイン酸 (C18:1 c i s) 

リノール酸 (C18:2)

aリノレン酸 (C18:3)

アラキジン酸 (C20)

イコセン酸 (C20:1) 

アラキ ドン駿 (C20:4)

ベヘン酸 (C22)

ドコセン酸 (C22:!trans) 

エルカ酸 (C22leis) 

イコサペンタエン駿 (C20:5)

リグノセリン酸 (C24)

テ トラコセン酸 (C241) 

ドコサヘキサエン酸 (C22:6)

ステロール組成

コプロスタノール

コレステロール

エルゴステロール

カンペステロール

スティグマステロール

シトステロール

分析試料の重量 (g)

- 100. 0 100. 0 - 27. 9 

- -
- 100.0 72. 1 

87. 3 81. 9 66. 7 112. 1 93. 3 76. 2 

表4 土壌理化学分析結果

遺構名 温 賓機炭素 腐埴 全窒素
全，}ン酸 全力約りム 粒径組成

層位 試料No. 土色 C/N P205 cao 
繁地点名

法）
（怜） (¥) (S) 

(mg/g) (mg/g) 細砂 シルト 粘土 土性

基本層序 田層 No. 11 I/ 10YR2/2 黒褐 2. 48 4. 28 0. 19 13 4. 54 1.22 64 2 10.8 16.3 8, 7 SL 

基本層序 w層 No 21 2. 5Y4/6 オリープ褐 0 55 0 95 0 07 8 1. 50 0.65 27 3 44.0 17.0 11 7 SL 

1号墓 構築土 No. 32 L 10YR4/3 にぷい費褐 0, 71 1.22 0.08 ， 3. 02 0. 79 
8号墓 構築土 No 33 ／ 10YR2/3 黒褐 2 93 5 05 0 24 12 4. 63 0. 99 48 2 22.4 19. 4 10 0 SL 

4号墓 棺内堆積土
No. 42 V 10YR4/1 黒 3. 46 5. 97 0. 27 13 4. 37 0. 76 37. 5 23.0 25. 2 14. 3 L 

No. 43 10YR4/4 掲 2. 37 4. 09 0. 19 12 4. 30 0. 74 38. 1 26. 2 22. 7 13.0 L 

No. 24 ク 10YR3/3 暗渇 2 78 4 79 0 19 15 4. 32 0 72 33. 2 29. 3 24 2 13 3 L 

No. 25 L 10YR3/3 暗渇 1.73 2. 98 0. 13 13 4. 10 0. 70 

7号墓 棺内堆積土 No 26 ／ I 54 2 65 0 14 11 6. 48 0 87 36. 0 26 6 23 8 13. 6 L 

No. 27 L I. 13 I. 95 0. 10 11 5. 56 0. 60 

No. 28 ク IOYR3/3 暗褐 I. 39 2. 40 0. 12 12 7. II 0. 87 35.3 29. 0 23. 1 12. 6 L 

No 54 

V 
10YR2/3 黒褐 2 90 5 00 0 24 12 6. 35 0 93 37. 4 27. 4 23 6 11 6 L 

8号墓 棺内堆積土 No 55 2 28 3. 93 0 17 13 6. 96 0 94 40.8 26. 5 20. 6 12. I SL 

No. 56 IOYR3/4 暗渇 3 94 6 79 0 35 11 6 50 1 26 35. 5 28. 8 25 6 10. I L 

備考

(1)土性：土壌閲歪ハンドブック （ペドロジスト懇該会編．1984)の野外土性による。
L・・・ 壌土 （粘土0-15ふ シルト20~ 45%、砂40~ 65$) 
SL・・・ 砂壌土 （粘土0~ 15%.シルト0~ 35名、砂65~ 85$) 

(2)土色：マンセル表色系に準じた新版福準土色帖 （農林省農林水産技術会譲監修． 1967)による。
(3)腐捲：有機炭素量 X1. 724 
(4) C/N:賓機炭素量＋全窒素量
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V● 

1重鉱物（基本層第III層No.11) 2重鉱物（基本層第w層No.21)

c 

曹

3重鉱物(4号菜；No.42) 4重鉱物(7号茎；No.24)

5軽鉱物(7号墓No.26) 6．軽鉱物(8号墓；No.56)

0|．カンラン石． Opx斜方輝石． Cpx単斜輝石． Ho：角閃石． Ep緑レン石 Op：不透明鉱物

Vg：火山ガラス Qz石英 Pl斜長石

0.5mm 

図2 重軽鉱物
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第 7節 土器の胎土材料

株式会社パレオ ・ラボ

はじめに

土器の胎土分析は、一般的には製作地の推定を目的として行われる場合が多い。しかしながら、例

えば胎土中に含まれる岩石片の鉱物組成から、砂粒物の示す地域がいずれであるかを推定するのは容

易でない。土器は、基本材料と して粘土と砂粒などの混和材から構成されるが、粘土材料が比較的

良質とも思える粘土層から採取されていたことが、粘土採掘坑の調査から推察される（藤根 ・今村，

2001)。また、粘士自体に珪藻化石やプラント ・オパール、放散虫化石が混在している場合があり、

材料の粘土が生成された時の環境がわかる。

一方、混和材としての砂粒物は、粘土層から粘土を採取する際に、粘土層の上下層や周辺に分布す

る砂阿などから採取されたと予想される。東海地域の弥生時代後期の赤彩を施したバレススタイル土

器では、 3分の1程度の土器に、砂粒物として火山ガラスが多址に含まれている（藤根，1998)。これ

らの火山ガラスは、粘士採取場所の上下恩や周辺に分布するテフラ屈由来と考えられる。このように

胎土分析においては、粘土や混和材について微化石類およびテフラなどの鉱物を含めて検討する必要

がある。

水上(2)迫跡は、西目屋村に所在する岩木川と湯ノ沢）IIが合流する地点の標高171~182mの段丘

上の迫跡である。調査では、縄文時代前期と中期、後期の在地型式の土器のほか、同時期の北陸系、

東北南部系の土器が出土した。

ここでは、在地型式および非在地型式の土器について薄片の偏光顕微鏡観察による胎土分析を行った。

2 試料と方法

試料は、縄文時代前期～後期の在地型式土器10点と非在地型式の土器12点である（表1)。なお、

分析No.1~4の土器については、外側表面に施された化粧土の材料についても検討した。

表1 胎土分析試料とその詳細
分析ふ 囚ぶサ 脊翌凡等 出l：位蹴 層位 部位 芍式 分析II的 儡X

5 3-図164-2 N•10319)M ・破／； SR-1051 坪設 胴祁 rり閲下崩di 円符―f/lfdlべの駐； 1-構造把駐 w.HIの行地型式

2 2ー!,il91-3 、6396 SI珈 7 填紐J: IIヽゑ郎 1り問卜函d2 化粧J:のfn酎及びJ「在連性飴J:構恣のh憾 /F地翌式

6 3—凶157-5 氏・1002のIp1一破片 SR1019 埋設 馴部 "窃 1項§d2 1ヽJ笥 l・/ild2犬の胎上構込把視 {£Jt!!屯式

7 四 401 IN C-79 2冶 n紐祁 円間下粕心 非在地性船 I・情造の布焦 （i;地翌式

I 3-図211-5 浪 9 ¥11 G H-89 111 IIIA郎 朝11卜層 化粧ヒのh照及びJUじ連性胎J:構迄の打慧 北紐系

8 怜 2 ＼冒X-71 3層 尉祁 朝日日II? Jいと地性胎 U構造の(“懇 北位系， 2-図約1 血 IllのIn1` ク／t S15019 床直 口頸笥； 悧日下Kヽ 井I£地性胎1．情磁9)ij禦 北締系

10 サ図69-13 四 141 lmR-62 2lJ 層部 北9登糸？ A在地性胎J:情沿の打憾 北紐系

3 未在給 SI綴 2 堆積I. 口給部 円窃 I:属b 化粧 I"'{（慧＆び円笥ヒMb式の胎 I・構迄把駁 If地勺式

II 3--図212-7 心 170)同 t破A IX B-84 f明 口様部 大和8 升在地性胎 I•情辺の1i意 虹北ポ部妥•

12 債匹 ,¥＇1}-82 I II屈 いは～胴部 人c).c7h? 井1£地性胎と溝辺の4i需 瓶北南部系

1 5 2-1& 19-1 氏約OO3(/)|91 —破）； S11086 堆積 I. 馴瑯 r1窃 I:附d H筒LMd大の貼 1構造把紺 1£地屯式

1 4 2—図85-1 訟臨7の1，1・破）t S13028 堆 t: 刷祁 円悩 It9d• 大木紐 井在地代射9K情造のij慧 J!(北州部ー仔地折衝型式

13 2-1!18臼 臼12のI•~一破）r SI :,050 堆積．L いほ部 大木恥 A(£地性胎t溝造の9i需 東北1t1部系
17 2-ば10-3 N..61邸のl9,1一破片 Sil()69 堆積 I: 鳥樟9 大屈.? 招土地代胎1構造のイ9慧 東北,i郎系
21 3ー図la)_,1 ふ4位9の同破）； SMO26 険出面 馴祁 ばU 榎[+式祈段階の計9k構造把紺 在地翌べ

z 5—図 103- 1 樟辺叩7 IX 11-s; 2層 II駐部～胴郎 )9木没≫ ? 叫 FJ也性胎J.:情沿の＂黒 在地翌式？

I 5-L!l95-7 N凶 2、1 LX 1!•83 211l当W 口舷突起 大＊8b? 化駐1：の打慧及び井化地仕胎 1・情造の1i慧 東北l軒郎系

19 を•図 I03-1; 心 ll IXC-85 2H 頸郊 大木西う 井(f地往崖；卜1糞沼の1i烹 東北!ti部系

20 5ー図103-10 豆 10 IX C-83 2層 騎郎 人・木泌•? JI /F地性胎上情滋の打景 屯北南部系

23 ャ ll!!S8-9 邸1 610,1,，1 —破）t （邸） 1≪.J：射 引絹 1→ヶ沢 牛ゲ沢式の胎 I•構造把紺 後期初頭仕地屯式

24 3-仮190--¥l 立 120)同破）； SP5981 堆積t-. 馴祁 蛍沢 蛍沢式の胎七情造把'，-' 後期前娯在地屯式

分析方法は、土器蒋片の偏光顕微鏡観察を行い、胎土中の粘土および砂粒の特徴について調べた。

各士器片は、以下の方法で処理して土器薄片を作製した。
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(1)試料は、はじめに岩石カッターなどで整形し、恒温乾燥機により乾燥させた。全体にエポキシ

系樹脂を含浸させ、固化処理を行った。これをスライドグラスに接看し、接珀面と反対の面に平面

を作製した後、同様にしてその平面の固化処理を行った。(2)さらに、研磨機およびガラス板を用い

て研磨し、平面を作製した後、スライドグラスに接沿した。(3)その後、精密岩石薄片作製機を用い

て試料を切断し、ガラス板などを用いて研磨し、厚さ0.02mm前後の縛片を作製した。仕上げとして、

研磨剤を含ませた布板上で琢磨し、コーティング剤を塗布した。

これら土器薄片は、偏光顕微鏡を用いて薄片全面にみられた微化石類（放散虫化石、珪藻化石、骨

針化石など）と大型粒子の特徴およびその他の混和物について、観察と記載を行った。なお、ここで

採用した各分類群の記載およびその特徴などは、以下の通りである。

［放散虫化石］

放散虫は、放射仮足類に屈する海生浮遊性原生動物で、その骨格は硫酸ストロンチウムまたは珪酸

からなる。放散虫化石は、洵生浮遊生珪泌化石とともに外洋性堆積物中に含まれる。

［珪淡化石］

珪酸質の殻をもつ微小な藻類で、大きさは10～数百μm程度である。珪藻は、海水域から淡水域に

広く分布する。小杉(1988)や安藤(1990)は、現生珪泌に基づいて環悦指標種群を設定し、具体的な環

境復原を行っている。ここでは、種あるいは属が同定できる珪救化石（海水種、 淡水種）を分類した。

［骨針化石］

海綿動物の骨格を形成する小さな珪質、石灰質の骨片で、細い管状や針状からなる。海綿動物の多

くは海産であるが、淡水産としても23種ほどが知られ、湖や池あるいは川の底に横たわる木や貝殻な

どに付珀して生育する。 したがって、骨針化石は水成環境を指標する。

［植物珪酸体化石］

主にイネ科植物の細胞組織を充填する非晶笠含水珪酸体であり 、長径約10~ 50μm前後である。一

般にプラント ・オパールとも呼ばれ、イネ科草本やスゲ、シダ、 トクサ、コケ類などに存在する。

［胞子化石］

胞子は、直径約10~30μm程度の珪酸質の球状粒子である。胞子は、水成堆積物中に多く見られるが、

土壌中にも含まれる。

［石英 • 長石類］

石英およぴ長石類は、いずれも無色透明の鉱物である。長石類のうち、後述する双晶などのように、

光学的な特徴をもたないものは石英と区別するのが困難である場合が多く、 一括して扱う。

［長石類］

長石は、大きく斜長石とカリ長石に分類される。斜長石は、双晶（主として平行な縞）を示すものと

累帯構造（同心円状の縞）を示すものに細分される（これらの縞は組成の違いを反映している）。カリ

長石は、細かい莱片状の結晶を含むもの（パーサイト構造）と格子状構造（微斜長石構造）を示すものに

分類される。また、ミルメカイトは斜長石と虫食い状石英との連晶（微文象構造という）である。累帯

構造を示す斜長石は、火山岩中の結晶（斑晶）に見られることが多い。パーサイ ト構造を示すカリ長石

は、花岡岩などケイ酸分の多い深成岩などに産出する。
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［雲母類］

一般的には黒雲母が多く、黒色から暗褐色で、風化すると金色から白色になる。形は板状で、へき

開（規則正しい割れ目）にそって板状に剥がれ易い。苅片上では長柱状や層状に見える場合が多い。花

岡岩などのケイ酸分の多い火成岩に普遍的に産し、変成岩類や堆籾岩類にも産出する。

［輝石類］

主として斜方輝石と単斜輝石とがある。斜方輝石（主に紫蘇輝石）は、肉眼的にビール瓶のような淡

褐色および淡緑色などの色を呈し、形は長柱状である。ケイ酸分の少ない深成岩類や火山岩類、ホル

ンフェルスなどのような翻湿で生じた変成岩類に産する。単斜輝石（主に普通輝石）は、肉眼的に緑色

から淡緑色を呈し、柱状である。主としてケイ酸分の少ない火山岩類やケイ酸分の最も少ない火成岩

類や変成岩類中にも産出する。

［角閃石類］

主として普通角閃石であり、色は黒色から黒緑色で、薄片上では黄色から緑褐色などである。形は、

細長く平たい長柱状である。閃緑岩のような、ケイ酸分が中間的な深成岩類や変成岩類あるいは火山

岩類に産出する。

［ガラス質］

透明の非結晶の物例で、俎球のガラス破片のような苅＜洒曲したガラス（バプル・ウォール型）や小

さな泡をたくさんもつガラス（軽石型）などがある。主に火山咄火により咄出した咽出物（テフラ）である。

［片理複合石英類］

石英、長石類、岩片類などの粒子が集合し、片理構造を示す岩石である。雲母片岩や結晶片岩、片

麻岩や粘板岩などと考えられる。

［砂岩質 ・泥岩質］

石英、長石類、岩片類などの粒子が集合し、基笠部分をもつ。構成粒子の大きさが約0.06mm以上

のものを砂岩質、約0.06mm未満のものを泥岩質とした。

［複合石英類］

複合石英類は、石英の集合している粒子で、基質（マトリックス）の部分をもたないものである。個々

の石英粒子の粒径は、粗粒から細粒までさまざまである。ここでは便宜的に、個々の石英粒子の粒径

が0.01mm未漑のものを微細、 0.01~0. 05mmのものを小型、0.05~0. 10mmのものを中型、0.10mm以上

のものを大型と分類した。微細結晶の集合体である場合には、堆積岩類のチャー トなどに見られる特

徴がある。

［斑晶質 ・完晶質］

斜長石や輝石 ・角閃石などの結晶からなる斑晶構造を示し、基質は微細な鉱物やガラス牲物からな

る岩石である。

［流紋岩質］

石英や長石などの結晶からなる斑晶構造を示し、基質は微細な鉱物やガラス質物からなり、流理構

造を示す岩石である。

［凝灰岩質］

ガラス質で斑晶質あるいは完晶質構造を持つ粒子のうち、結晶度が低く 、直交ニコルで観察した際
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に全体的に暗い粒子である。

［不明粒子］

下方ポーラーのみ、直交ポーラーのいずれにおいても不透明な粒子や、変例して鉱物あるいは岩石

片として同定不可能な粒子を不明粒子とした。

3 結果および考察

以下に、土器胎土薄片の顕微鏡観察結果について述べる。

胎土中の粒子組成については、微化石類や鉱物 ・岩石片を記載するために、プレパラート全面を精

査 ・観察した。以下では、粒度組成や0.1mm前後以上の鉱物 ・岩石片の砂粒組成、計数も含めた微化

石類などの記載を示す。なお、表2における不等号は、おおまかな批比を示す。

3. 1 微化石類による粘土材料の分類

各土器（化粧土）の苅片全面の観察の結果、放散虫化石や珪燥化石あるいは骨針化石などの微化石類

が検出された。微化石類の大きさは、放散虫化石が数lOOμm、珪操化石が10～数IOOμm、骨針化石が

lO~lOOμm前後である（植物珪酸体化石が10~50μ m前後）。一方、砕屑性堆積物の粒度は、粘土が約

3. 9μm以下、シルトが約3.9 ~ 62. 5μm、砂が62.5μm ~ 2mmである（地学団体研究会 ・地学事典編集

委員会， 1981)。主な堆籾物の粒度分布と微化石類の大きさの関係から、微化石類は土器の粘士材料

中に含まれると考えられ、粘土材料中に含まれている植物珪酸体化石以外の微化石類の特徴は、粘土

の起源を知るのに有効な指標になると考える。なお、植物珪酸体化石は、堆籾物中に含まれてはいる

ものの、土器製作の場では灰質が多く混入する可能性が高いなど、他の微化石類のように粘土の起源

を指標する可能性は低いと思われる。

土器胎士は、粘士中に含まれていた微化石類により、a)海成粘士を用いた粘土、b)淡水成粘士を用

いた粘土、c)水成粘土、d)その他粘土、の4種類に分類された（表 3)。表 3において、●は極端に多い、

◎は非常に多い、0は多い、△は検出、空欄は未検出であることを示す。以下では、分類された粘土

の特徴について述べる。

a)海成粘士（胎土No.2 ~ 5, 8, 11 ~ 13, 15, 17, 19, 22, 23) 

これら土器胎土中には、放散虫化石あるいは海水種珪藻化石が特徴的に含まれていた。また、これ

らの胎土中には骨針化石も多く含まれていた。追跡周辺では、新第三紀鮮新世の笹岡層 ・東目屋層な

ど（図 1の凡例SS)や天徳寺府 ・舞戸府など（固1の凡例 Ts)、同中新世の早口）1|陀 ・大葛府 ・阿仁合

層上部 ・花輪層など（固 1の凡例Ht)、黒石沢層 ・阿仁合層下部など（図1の凡例Kt)が分布するが、い

ずれも海成恩である。士器の粘土材料は、こうした地肘のうち比較的軟質の海成荊を使用したと考え

られる。

b)淡水成粘土（胎土No.24、化粧土No.2,3,4) 

これらの土器胎土中には、淡水種珪泌化石が含まれていた。化粧土No.2では、沼沢湿地環境に生

育する珪藻化石など、淡水種珪藻化石の破片が著しく多く含まれ、珪藻土に近い様相を示す。
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図1 遺跡周辺の地質図 （大沢 ・須田 (1978)20万分の 1地例図幅「弘前および深浦」を編集）
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表2-1 土器胎土中の微化石類と砂粒組成の特徴
9)gIヽo. l'．器で！式 粒度 駁klil.抒 微fヒ石功d)',yill: 砂泣物岩石 ・亀内物組成

庁濱化ィ； （漏水種Oscimdisrus几alnssiosira鱗．ィ渭i積）．件 複合ィi英煩（微編）．ィ；英長4類〉ガラスR、 柑合イ•英項（大型〉 ．
5 f’1切 卜屈di 150μ“-280J1m 0. 78oa 91化6多産．植物綱胞／「多い 払炊岩質、カリ氏6 （バーサイト）．斜長石（以晶）、角閃石項．斜

方＂石

放散虫化七多径JI藻化七（油水楢Ca`rim“'·"•usIThh1.，ssio.，ira 斑品質）複合4t英類（小型）、複合イ9英類（微繍）．｛，英 ・仄七類）
2 fq問下Md2 350μ● -800J.l霞 1. 73 •• 属）、竹9tiヒ石多和 益灰it質、涎紋ffn、ガラス質、檀合石浜8l（大’r!）、I打讐筏合石灸凶、

宍母頴．斜只イ』（双品）．角閃ィ，類．爪斜輝-Ii.

6 n関 ~/old2 18011 ■ -I 0・11111 3.“油"
什針化6、植物繕胞）t多い 斑，II質≫馘仄お質．角閃石禎、斜氏石（以品 累術））・IIウス質、石

英長イ，g

1 n窃 卜I,!d2 l80µ• -520iI讚 2.沢
ほ物網抱）t 石天尺石碩、 ill炊沿賀≫角閃石泊、内合わ・炎類（微繍）、 ―え品質、複

合“英類（大型）、皿ぷ貨言ガラスn、斜氏ィ，（双品）、文母類

I 朝11卜層 220 /t ■ -800 μ II 16-
什針化6 :'!OJ類》石炎尺6碩．斑晶a、複合6炎m （微細））汝紋沿貸、ガラス貸．

凝灰冶貫、斜／と6 （双品 ・ 累術）、カリ l~.fi. ジルコン ． 角閃石紅

8 悧11卜層 応0µ•- 1 38- 3“  
放散虫化石、fl:藻化―6 （油水植Coscir心“・,rusn,91"ssiaゞげ99嵐）、筏介石炎却（大割）≫石英氏石象、楕介石炎切（微緬）、カリR6（ハー
廿針化石 サイ ト）、ガラス質、J.i[,I¥質．ジルコン、械紋iJ貫

， 悧11トJil 200µ• -1 18- lふ？
＂A［化6 （-l'~lltl 、 fttt化石 斑品質≫石英氏石類、¥灰め質）哀合石英頴（微細）、角閃6切、文

母Si

什針（ヒ6 石炎長石碩．洟合石炎泊（人:1'l））凝仄沿質、複合石炎頑（微綱）、
10 北［セ系？ 180,i■ -550p■ 1. a遍 斜此石（双品）、カリ！と石（パーサイト）．ffIOO石類、単斜輝石｀祖

母類

3 I’Im上層1, 200 μ • -400 μ m o.s,;., 
放散虫化石、汁洟化石（涵水樟Cosci“dIS9'US”haJ●ssiosir99属），石炎及石類》ガラス質、憤介石炎領（微編））斜仕石（以，~\)、宮糾製、
廿,t化イi亀店子化イ9 完，b質．減紋冶灯、磁灰i.”t.Ill合1,1/i顕（大型）

放散虫化石、J街驀化石（海水稽lbscimdiぶ usm“l•ssiosir8 属． 疑灰岩賀9石炎仕石珀、頑紋沿買）角閃石頑．斑品買、惰合石炎狛（微
II 大木7a 200jJ.●ー幽μII 3. OS- 9'yciote/1a属．1'1Jl憎多内）．什91it“ 緯）．複合ィ，英類（大登）．斜j;イi（双品）．ジルコン．文閑煩、斜）j

“ん

12 大木7b? 200μ●一咲!()p II 5.'°"' 
放散虫化ィ，多疫、井瀑化-1,（淘水憎lose/ood i sous/Thalnssiosi,.. 複合ィ，決頴（微繍）≫ 1,炎只•99類、 ガラス質）出爵頷．岨り../i矢類（人
属）．’’t化も多屹．偵物繹駐｝t多い 型）、カリ長ii(,ヽーサイト）．疑｝k沢質

IS r1問暉d 250μ II —函t10 1.52M 
放散虫化ィ，多疫、 升瀑化ィ，（洵水檜¢bscioodiぬUSIThaI•ssios”` 益灰91代）複合,,,呉類（微綱）、ガラス質），，！英長1ヽ類｀角閃ィ，顎．

属多泡）、件91化七多殺 穫合七炎煩（人'I'!)．点紋i}質．糾長も（以品 累帯）

, •I l'I切上層d・J.:.木枷 150μ11-1.25一 2. ll!D, 甘針fヒイ• 斑1o1,貨,''英長（，頓凝灰店質．複合99炎類（微絨）、斜長h （以品）．
角閃石項壌斜輝も、雲栂煩

放散虫化ィ，多疫、I知纂化,,（泊水樟¢bscmai、scus/Tha/nssios;,..疑灰沿質）楕合ィ，灸類（微織）、｛，英只 {9煩．ブIラス灯、斜只ゎ (7,/.,~,） 、
13 人・木＆ 230µ• -520、、II

IAB―̀ 
属多唖．Arachoodi.，rus属．淡水積／’innu/9r99属．ィ舅1憶）．件 カリ艮6（ハーサイト）
91化石多歴、植物n一般体化石

庄浅fヒる（油水IllCo心imゴisru・,Inm/”s.，io.drR械．千明1直）、件 七灸長ら額》凝仄牙質）賓合ら炎煩（捻繹） カ`リ［H,(,ヽーサイト）｀
1 7 人屈；， ？ 150µ• -300p11 1.“ 91化石 筏合石沢類（K咽）．ガラスit斜長石 (Jメ晶）、 Iヽ11l11石類、斜力輝石，

雲位狛

21 nq林 32011●ー⑲、III I. 57 .. 
石英氏石碩》ガラス質）柑合石炎穎（微編）、斜氏b （以品 ・累術）、

角閃石頑〉斑品質、凝灰岩貫、雲址珀、＇“斜輝＂

放散虫化6多産、 IJ:濱化石（油水潅G冗9•j"""’心uvnm/msiosin9 ガラス質．石英長石碩）複合石英類（微細）．完品貸、流紋i1質、斜
22 大屈b? SOu●ー函u• l.4&n 属多疫、 “̀ ch函 i心us属）0 竹針化石多南 lと石（以品）．カリ9と一（バーサイト）、角閃石ti.lj¥糾輝石．災給

類．

I 人木助？ 80 /I. -320 fl薗 0.00., 庄藻化石（海水舷Cosciヽ ,()disrus'TI埠／•ssiosir“ 属｀ 淡水樟 石炎／と石類〉穫介石灸ぃ（大J¥'!）、斜Iを石（双品・県術））複合石灸は（微
Pinnul紅 ia属｀不明種）、什9t化ィ，、 店子化1ぃ 椒物繹船片 繕） 、 角閃イ•項．文母頑． ガ；；ス質、 凝灰店賀

19 人木8b? 2001,● -600i1 Ill 2. 2̀--
珪藻化石（涵水絃Co沢 i瓜disa[S7埠lassi⑱ ir99属．淡水樟 益灰岩質9ガラス質．石灸Ianu、角閃石粕斑品質、斜此石（双，t,・
Oip／叩eis属｀/'fonu},rfo属.千明樟）、竹9tfヒイ..稔子化イi 累帯）、斜）i輝≪

20 人木8b? l20μ● -32011 Ill 1.9＆呵
什91化石、飽 It：石 石炎氏石頑、祖灰店質）ジルコン、ガラス質、内合石英類（微繕）、

れ長ィ，（以晶）．カリ長I,（ハーサイト）．角閃ィ」顎．斜）j鍔6

23 1・ヶ沢 500µ• -I IO.. l．悦遍 放散虫化石多度、 rt藻化石（海水積（bぷ imdis(99.＇バ加／ assiosimガラス貨）石英長石項、摺合石英碩（微頴））脚む只斜長石（以晶）、
誡多，，，、不明積）、骨91fヒ石多序 カリ貶石（ハーサイト）、Iり閃石穎

且茂fヒ石（浪水種Pi99nulm~i99 駈、 不明楡）、骨針ft石胞（化石、 石天Jそ6項、斜長石（杖品・累書））複合石炎碩（火郎）、内合石灸類（微
21 位沢 350"■ -訳μII 1. 53., 械物緯鯰｝t多い 綱））ガラス質、斑，I.I貨、凝灰出質．戒紋店質、カリ此石（ハーサイト）、

，，，閃も項｀斜Ji輝わ

表2-2 化粧土中の微化石類と砂粒組成の特徴
分析＼o． 1:芯型式 化粧l:面 虹 給火粒：径 微化ゎ類の特徴 砂泣物y：+,.鉱物糾成

I 哨II下層 内面 30μ● - so,, 11 0. 32•胃ー ガラス賃＼イ9灸尺ィ，類、文料珀

”茂lヒ石（沼沢泣地{•UVLEmou“ がqi加/i,;;- Mr. •ioor. f.呵unm;"”加;•ruprh
伍英長6碩〉ガラス質）複合七炎碩（微織）、

2 I’1回 ＂層d2 内直l 20p m ー玉hJJ＂I O.?&n 
I.ar. bidens̀  G曲 JJaas区心． 談水確EumuIJbiarofma言はmoii尋鼠．

惰合石英珀（K屯）、料長石（以晶）、角閃a町初"心属多唖．Pinnu/nriB属．C）心1/a属．4：り1種多111).骨91iヒ七．砲
石禎、雲母｀r化石多拒

3 円窃 le層b 内面 20μ● - Xiμ 隕 0. 12.. 片贔化（，（淡水械a呵かm直霜扇 ． Eunoli• 属、 イ渭1械） ． 胞ffヒ9, ”ラス質）ィ，英只ィ，類、文け頴

4 大木邸？ 内 ・外面 30μ● ーメ）μII 1.2ら口
庄茂化石（淡水種F.，911 ・ヽ'~in“、 Pfonulnr/＂属、 1項l檜）、 ~Jt化石、 胞 f•化石、 石英長石類、ガラス貸）檀合石炎ば（微編）、
植物暉f木化石 船Ji.岩質．1<JOO石泊

c)水成粘土（胎土No.1,6,9, 10, 14,20) 

これらの土器胎土中には、不明種珪救化石あるいは骨針化石が含まれていた。

d)その他粘土（胎土No.7,21、化粧土No.1) 

これらの土器胎土中には、堆秘環境を指標するような珪藻化石または骨針化石は含まれていなかっ

ヽ 0
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表3-1 土器胎土中の粘土および砂粒組成の特徴 （（） 付きは砂粒が少ない）
粘卜の符復： 砂粒の符徴＇ 鉱物の符徴

鰍.化.6 ． 爪' . • 96 t‘ 水荘淡．.化6 • ． 狂. 十化6 

[ i I 
そ

分祈

件”./化, 砧f化(, • 
)れ填,,.．し . 1成店~ ぷ

堆もは頴 店火山類
疑灰力 滋紋岩 ルジ 閃約

の

r器型式 g 盆 テフラ 英ィi
双“' ＾ ’‘ 輝穎心 宝製屈 房

)ヽ.
コン 石類 i 類 類類 . I 

-巣帯 サヽィ．卜．、

5 I’り日ド層di 涵成

゜
△ ◎ C △ 0 △ △ 0 △ △ △ △ 直紺1の1£地窄犬

2 円問下Md2 油成 ◎〇 ◎ h △ △ 0 0 △ △ △ 0 △ △ △ △ {£避利式

6 円窃 卜層d2 水成 △ I) ◎〇 △ △ 

゜ ゜
在地型ベ， ,,,窃 卜暦d2 その他 ＇： △ 0 △ ◎ △ △ ◎ △ 

゜
△ (f.地利ベ

I 朝nF屈 水成

゜
灰 0 0 △ △ △ 0 △ △ △ △ ◎ 北9や系

8 りIll下射？ 涵成 。 △ 0 u ◎〇 △ △ △ 

゜
〇△ △ 北98系， 朝B卜層 水成 △ △ I) △ ◎ 

゜ ゜
△ △ 北屈系

10 北玲系？ 水）と △ 8 〇△ △ 〇△ △ △ △ △ △ 北'*系

3 円窃l：柑b 涵成 △ 0 〇△ な △ 0 △ △ △ 0 ◎〇 〇△ 在地型大

" 
火木和 海成 △ 0 ◎〇 99 △ △ △ ◎ 〇△ 〇△ △ 0 △ △ JI(北内部系

12 大＊7b? 海成 @ 0 ◎ C △ ◎ △ 0 0 △ 

゜
虹北9甘郎系

lj 円窃I・吊d 涵 9戊 ◎ ◎ ◎ l: △ 0 〇△ 〇△ △ △ △ 在地咆大

14 1'11<1上榊rl・大木＆ヽ 水成 △, I) △ ◎ △ 〇△ △ △ △ 東北南部ー1い地折衝咽式

13 大木＆l 海成 c ◎ 〇△ ◎ (E) △ 

゜
△ △ △ △ 。 虹北南部系

17 人＊紐り 洒成

゜
△ 0 l; △ 0 

゜
△ ◎ △ 0 △ △ △ 東北市部系

21 榎林 その他 (G) 0 C. △ 〇◎

゜
〇△ △ △ {flt!!型式

泣 大＊8b 向成 ◎ @ ◎ (G) 〇△ △ 0 〇△ △ △ △ △ (£地'ti.I:?

•I 大＊Sb.? 泊 I:t △ △ △ △ △ (lie) 〇△ △ △ 0 

゜
△ △ △ J1(北州部系

19 人木8b? 而成 △ £し 〇△ △ l: △ ◎ 0 0 △ 〇△ ◎ JI(北州郎系

20 K*8b ? 水成 △ △ (E) △ 

゜
△ 0 △ △ 〇△ △ 

゜
虹北9柑部系

ね 'I-•ヶ沢 涵成 ◎ ◎ ◎ (C) 

゜
△ 0 0 △ △ △ 後期初頭在地型式

2I 蛍沢 淡水成 △.0  △ △ ＆ △ △ △ △ △ △ 0 0 △ △ △ 後期籠r蔓{F地翌べ

表3-2 化粧土中の粘土および砂粒組成の特徴
粘tの符徴 砂代の符徴 鉱物の符徴：

放散虫 海水f撞, 
楼;不 ! ［ 

i ！ 
そ
の

分桁¥o. t器咆式 樟煩 （頃I:i面 柘

＆ It必化ィ，・ 藻{化, 
針青化6 総化石(・ 盆 r,-頑店 深成沿珀 墳沿項情 火碩IW Ij 凝灰朴禎 紋9流碩i 

テ 石

品1,/.＾ ’‘ ルジコン 角閃イ碩i 鰭石類 ヨ碩母 農
頴 フフ 英 i 石化 浅化ム l 

マ帯訊 サイ、-ト

I 硼日下料 化訳1'. 内OO その悠 (G) △ △ 砂杞少ない

2 n問 ド層d2 化粒J: 内面 淡水成 0 . △ ● ≪) △ △ C. 0 △, △ △ 荘藻上．砂泣少ない

3 f引奇上~b 化軒I: 内面 淡水f反 △ 0 0 (Gl 〇△ △ 砂拉少ない

4 人木8b? 化農1土 内 ・外IIO 淡水成 △ △ △ △ (Cg) △ △ △ △ △ △ 砂代少ない

3.2 砂粒組成による分類

本稿で設定した分類群は、構成する鉱物種や構造的特徴から設定した分類群であるが、地域を特徴

づける源岩とは直接対比できない。そのため、各胎土中の鉱物と岩石粒子の岩石学的特徴は、地質学

的状況に一義的に対応しない。特に、深成岩類の可能性のある複合石英類の場合、構成する鉱物の粒

度が大きく、細粒質の砂粒からなる土器胎土の場合には深成岩類と推定するのが困難となる。

ここでは、比較的大型の砂粒について起源岩石の推定を行った（表3)。岩石の推定は、片岩質が片

岩類(A/a)、複合石英類（大型）が深成岩類(8/b)、複合石英類（微細）や砂岩例が堆粕岩類(C/c)、斑晶質・

完品質が火山岩類(Did)、凝灰岩質が凝
表4 岩石片の起源と組み合わせ

灰岩類(E/e)、流紋岩例が流紋岩類(F/f)、

ガラス質または軽石質がテフラ (G/g)で

ある。ただし、結晶度の低い斑晶例 ・完

晶質は、凝灰岩類と考えられる。推定し

た起源岩石は、表4の組み合わせに従っ

て分類した。以下に、胎土中の砂粒物の

第
2 

賞

＾ 片必JI
a)iなHii

b 深成A'｝知 Ab 

c Jif積応'”ti Ac 

(l 火山れ•HI Ad 

c 凝灰i’}煩 1¥c 

f 減紋i‘:•tii A f 

g テフラ Ag 

第1出及群

＇う C l) 

深Jぬ ＇渭1堆積；’｝類 火111沿類

IS. Ca oa 

Cb Db 

Ile 1)c 

Hd Cd 

恥 Ce Dc 

町 Cf― ¥)I― 

Bg Cg Dg 

岩石組み合わせについて述べる。なお、括弧付きは、砂粒物が少ないことを示す。
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1)主に深成岩類からなる B群（分析No.8,10) 

これらの胎土中の砂粒は、主に深成岩類からなる。分析No.8が北陸系の朝日下荊式、分析No.10が

北陸系？と見られる。

2)主に深成岩類と堆和岩類からなる Be群（分析No.4, 24) 

これらの胎土中の砂粒は、主に深成岩類と堆秋岩類からなる。分析No.4が東北南部系（大木8b式？）、

分析No.24が在地型式（蛍沢式）である。

3)主に堆積岩類からなる C群（分析No.5, 12) 

これらの胎土中の砂粒は、主に堆和岩類からなる。分析No.5が直前の在地型式（円筒下層 dl式）、

分析No.12が東北南部系（大木7b式？）である。

4)主に火山岩類からなる D群（分析No.6, 9, 14) 

この胎土中の砂粒は、主に火山岩類からなる。分析No.6が在地型式（円筒下層 d2式）、分析No.9 

が北陸系（朝日下府式）、分析No.14が東北南部ー在地折衝型式（円筒上罰 d式と大木8a式）である。

追跡周辺では、北側に位置する岩木山の火山岩類が分布するほか、第三紀鮮新世の輝石安山岩溶岩

および火砕岩（溶結凝灰岩を伴う）が分布する（図 lの凡例An2)。このD群のほか、 6)主に凝灰岩類か

らなる E群も同様に在地要素と考えられる。

5)主に火山岩と堆籾岩類からなる De群（分析No.1, 2) 

これらの胎士中の砂粒は、主に堆籾岩類からなる。分析No.lが北陸系（朝日下陪式）、分析No.2が

在地型式（円筒下阿 d2式）である。

6)主に凝灰岩類からなる E群（分析No.7, 11, 13, 15, 17, 19, 20) 

これらの胎土中の砂粒は、主に凝灰岩類からなる。分析No.7が在地型式（円筒下屈 d2式）、分析

No. 15が在地型式（円筒上層 d式）、分析No.11（大木7a式），No.13（大木8a式），No.17（大木8a式？），

No. 19（大木8b式？），No.20（大木8b式？）が東北南部系である。

7)主にテフラからなる G群（分析No.21（榎林式），22（大木8b?), 23（牛ヶ沢式））

これらの胎土中の砂粒は、主にテフラからなる。いずれも在地型式である。

8)主にテフラと堆積岩類からなる Ge群（分析No.3) 

この胎土中の砂粒は、主にテフラと堆稼岩類からなる。この土器は在地型式（円筒上同b式）である。

3. 3 在地型式、東北南部ー在地折衝型式、東北南部系、北陸系の材料

土器苅片の偏光顕微鋭観察を行った結果、粘土中に含まれていた微化石類により、粘土は、 a)海成

粘土(13試料）、 b）淡水成粘土(1試料、化粧土3試料）、 c）水成粘土(6試料）、d）その他粘土(2試料、

化粧土 1試料）の 5種類に分類された。

一方、岩石類の推定とその組み合わせから、1)主に深成岩類からなる B群(2試料）、 2）主に深成岩類と

堆和岩類からなる Be群(2試料）、 3）主に堆租岩類からなる C群(2試料）、4）主に火山岩類からなる D群(3

試料）、 5）主に火山岩と堆栢岩類からなる De群(2試料）、 6）主に凝灰岩類からなるE群(7試料）、 7）主に

テフラからなる G群(3試料）、 8）主にテフラと堆積岩類からなる Ge群(1試料）の8種類に分類された。

ここで検討した土器群は、在地型式、東北南部ー在地折衝型式、東北南部系、北陸系の4つの土器

群である。ここでは、各士器群の土器材料の特徴についてまとめる。
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［在地型式の土器（分析No.15)]

この土器材料は、海成粘土（放散虫化石含む）―E群である。

［在地型式の土器（分析No.2,3,6, 7,21,22,23,24)] 

これらの土器材料は、分析No.2が海成粘土（放散虫化石含む）ーDe群、分析No.3が海成粘土（放散

虫化石含む）ー Ge群、分析No.6が水成粘土ー D群、分析No.7 がその他粘土— E群、 分析 No. 21がそ

の他粘土ー G群、分析No.22が海成粘土（放散虫化石含む）ー G群、分析No.23が海成粘土（放散虫化石

含む）ーG群、分析No.24が淡水成粘土ー Be群である。

土器材料の特徴としては、海成粘土（放散虫化石含む）が目立ち、火山岩類を伴う De群やD群、疑

灰岩類からなる E群、テフラからなるG群が含まれていた。

［東北南部ー在地折衝型式の土器（分析No.14)] 

この土器材料は、水成粘土ー D群である。

［東北南部系の土器（分析No.4, 11, 12, 13, 17, 19, 20)] 

これらの土器材料は、分析No.4が海成粘土（放散虫化石含む）ー Be群、分析No.11が海成粘土（放

散虫化石含む）一E群、分析No.12が海成粘士（放散虫化石含む） 一C群、分析No.13が海成粘士（放散

虫化石含む）一E群、分析No.17が海成粘土— E 群、 分析 No. 19が洵成粘土— E群、 分析 No. 20が水成

粘土―E群である。

士器材料の特徴としては、海成粘士（放散虫化石含む）で、凝灰岩類からなる E群が目立つ。

［北陸系の土器（分析No.1, 8, 9, 10)］ 表5 粘土および砂粒組成と在地系土器の砂粒組成
から推定される在地要素

これらの土器材料は、分析No.1が水成

粘土ー De群、分析 No.8が洵成粘土（放散

虫化石含む）ー B群、分析No.9が水成粘土

-D群、分析No.IOが水成粘士―B群であ

る。

骨針化石を含む程度の水成粘土が目立

ち、他の土器群では見られない深成岩類か

らなる B群を含む。 分析ヽ ．

表5に、粘士および砂粒組成と在地型式士

器の砂粒組成から推定される在地要素を示

す。火山岩類からなる D群、火山岩類と堆

積岩類からなる De群、凝灰岩類からなる

E群、テフラからなる G群、テフラと堆籾

岩類からなる Ge群などは、造跡周辺の地

質学的喋境と調和的と言える。

砂粒組成 (£地要ぶ
粘j.：の種類

総 計
海成淡水1戎＊ 1戊その他

深／9i¥瑣I li群 I 
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2 

深成;,'t・堆積府類 Ile群

゜
I I 2 

堆積1浅I c群 2 2 

火山灼類 l)群

゜
3 3 

火IlIA'i．堆積府如 Dell! 

゜
I I 2 

凝灰府頚 E群 0 5 I 1 7 

テフラ c群

゜
2 I 3 

テフラ ・堆t,’fiぼ1 Ge群

゜
I l 

総，it 1:! I 6 2 22 

ュ

’’’ 
o
z
 

ら9 19 

6
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: hl 

"
m
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鯛歓
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1495• • 1.49計t 14●11 IS 

14953. I.son 1.-1碗 :1
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..  ↑ ・ • 1 9・・ 1

14"65 • 1.4い 14り18 19 

I IA9 9ゆI I ル''"れ,,.~ Jヽ10 いti

図2 土器胎土中の火山ガラスの屈折率測定

3.4 火山ガラスの屈折率測定

比較的火山ガラスを特徴的に含む在地型式土器の分析No.3, 21 ~ 23について、火山ガラスの屈折
率測定を行った。その結果、分析No.3（円箇上府b式）のと No.21（榎林式）およびNo.23（牛ヶ沢式）では、
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概ね1.4951 -1. 4990の範囲であり、類似した屈折率範囲を示していた。これらの屈折率範囲を示すテ

フラは、第四紀後期テフラでは見当たらないが、例えば、男鹿pmtテフラ(Ogaテフラ、軽石型ガラス ：

1. 496-1. 498、中部更新統の鮪川層（海成層）、模式地 ：男鹿市安田海岸）に近い値を示す（町田 ・新井，

2003)。なお、含有する火山ガラスの屈折率特性が類似することは、同一材料を用いたことを暗に示

しているとも考えられる。ただし、火山ガラスの含有址が多くなく、テフラを混和したとは言えない。

分析No.22は、他の火山ガラスと同じ屈折率を示すものの、邸い屈折率の火山ガラスも含まれていた。

4 化粧土の特徴

分析No.1 ~ No. 4の土器では、土器の表面(No.4が内 ・外面、その他は内面）に白色土が化粧土とし
て見られた。これらの化粧土について、苅片の偏光顕微鏡観察を行った。

その結果、いずれの化粧土も砂粒物が少ない粘土であった。特に、分析No.2（円節下層 d2式）の化

粧土中には、淡水種珪濠化石が著しく多く含まれ、珪濠土に近い粘土であった。この土器胎土は、放

散虫化石や海水種珪藻化石を含む海成粘土であるため、化粧土の材料は明らかに異なる粘土を使用し

ていることが理解された。同様に、分析No.3（円筒上恩 b式）と No.4（大木8b式？）も胎士が海成粘士

であるが、化粗土は淡水成粘土を用いていた。

5 おわりに

縄文時代前期～後期の在地および非在地土器について土器菊片の偏光顕微鏡観察を行った結果、粘

土中に含まれていた微化石類により、粘土が5種類、砂粒組成が8種類に分類された。在地型式や東

北南部系では海成粘土を用いた土器が多い傾向が見られた。在地型式とされる土器胎土は、迎跡周辺

の地質学的環境と調和的であった。なお、縄文時代前期および中期の化粧土が施された土器（一部北

陸系）では、その化粧土は、胎土の粘土材料とは異なる砂粒物の少ない白色粘士を用いたことが理解

され、一部の土器では珪涵土を利用していた。

（藤根久 ・米田恭子）
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(a：土器、 b：士器断面、c：解放ニコル、d：直交ニコル）

＿ 
5．分析No.5（円筒下陪dl) 2．分析No.2（円筒下屈d2) 6．分析No.6（円筒下冦d2) 7．分析No.7（円筒下層d2)

図版 1 分析試料と胎土の偏光顕微鏡写真(1)
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1a 
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-̀ - - 一(a：土器、 b：士器断面、c：解放ニコル、 d：直交ニコル）

1．分析No.l（朝日下居） 8．分析No.8（朝日下屈？） 9．分析No.9（朝日下恩） 10．分析No.10（北陸系？）

図版2 分析試料と胎土の偏光顕微鏡写真(2)
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゜I"＇’I19991’’’’l'’"1,'’'1999 19’'J99 119,r,1 "’l'’’l'’’ ? :-;t4!in7 R 

(a：土器、 b：士器断面、c：解放ニコル、 d：直交ニコル）

＿ 
3．分析No.3（円筒上展b) 11．分析No.11（大木7a) 12．分析No.12（大木7b?) 15．分析No.15（円筒上恩d)

図版 3 土器の断面写真と胎土の偏光顕微鏡写真(3)
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14a 

1 2 3 4 も6 7 8.. 9 9 

17a 

1
7
 

1
6
,
 ＇ 
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,
 

l
',
 一(a：士器、 b：土器断面、c：解放ニコル、 d：直交ニコル）

14．分析No.14（上d.大8a折衷） 13.分析No.13（大木8a) 17．分析No.17（大木8a?)

21．分析No.21（榎林）

図版4 分析試料と胎土の偏光顕微鏡写真(4)

-69 -
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＿ 
(a：士器、 b：土器断面、 c：解放ニコル、d：直交ニコル）

22．分析No.22（大木8b?) 4．分析No.4（大木8b?） 19．分析No.19（大木8b?) 20.分析No.20（大木8b?）

図版 5 土器の断面写真と胎土の偏光顕微鏡写真(5)
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23a 

"11991IIIIIIIIII’’’"’"’I'I IIII IIIIIIIII’"’l'IIIIIIIII’’ 

3 4 5 6 7 8 
9 .,  • I I ;.I 

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

つつ＾に、ミ 7 9 

2e 

(a：士器、 b：土器断面、 c：解放ニコル、d：直交ニコル）

23．分析No.23（牛ヶ沢） 24．分析No.24（蛍沢）

2e．分析No.2（士器切断面） 2f．プレパラー トの実体顕微鏡写真（合成）

2f 

図版6 分析試料と胎土の偏光顕微鏡写真と土器切断面の写真
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一



水上(2)遺跡m

一（スケール；8e,14e: 500 μ, m、12e,19e, 23e, 12g: 100 μ, m、le,2g, 3e, 4e, 12f, 22e, 13f: 50 μ, m、13e,2h, 2i: 20 μ, m) 

le．化粧土 2g．化粧土 3e．化粧土 4e．化粧土

8e．複合石英類（大型） 12e．複合右英類（微細） 14e．斑晶質 19e．凝灰岩質

23e.ガラス質 12f．放散虫化石 13e．珪藻化石Arachnodiscus属 22e．珪藻化石Coscinodiscus屈

2h．珪藻化石Eunotiapraerupta var. bidens（化粧土） 2i.珪藻化石Gomphonema属（化粧土）

13f．骨針化石 12g．植物細胞片

図版7 胎土の偏光顕微鏡写真
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第4危第8節

第 8節 黒曜石の産地推定分析
株式会社パレオ ・ラボ

はじめに

中津軽郡西目屋村大字砂子瀬字水上に所在する水上(2)迫跡から出土した縄文時代の黒曜石につい

て、エネルギー分散型蛍光 X線分析装岡による元素分析を行い、産地を推定した。

2 試料と方法

分析対象は、521点の黒曜石である（表 2左）。時期は、大半が縄文時代前期末から中期とみられて

いる。なお、既刊の第514• 528集の掲載迫物、及び報告済みの範囲から出土した黒曜石に関してもこ

こで分析を行っている。

試料は、測定前にメラミンフォーム製スポンジを用いて、測定面の表面の洗浄を行った。

分析装骰は、エスアイアイ ・ナノテクノロジー株式会社製のエネルギー分散型蛍光X線分析計

SEA1200VXを使用した。装附の仕様は、X線管ターゲットはロジウム(Rh)、X線検出器はSDD検出器

である。測定条件は、測定時間100sec、照射径8nm]、電圧50kV、電流1000μ A、試料室内雰囲気は真

空に設定し、一次フィルタにPb測定用を用いた。

黒曜石の産地推定には、蛍光X線分析による X線強度を用いた黒曜石産地推定法である判別図法を用

いた（望月，1999など）。本方法では、まず各試料を蛍光X線分析装置で測定し、その測定結果のうち、

カリウム (K)、マンガン（~In)、鉄(Fe)、ルビジウム (Rb)、ストロンチウム (Sr)、イットリウム (Y) 、 ジル

コニウム(Zr)の合計7元素のX線強度(cps;countper second)について、以下に示す指標値を計算する。

1) Rb分率＝Rb強度 X100/ (Rb強度＋Sr

強度＋Y強度＋Zr強度）

2) Sr分率＝Sr強度 X100/ (Rb強度＋Sr

強度＋Y強度＋Zr強度）

3) Mn強度 X100/Fe強度

4) log(Fe強度／k強度）

そして、これらの指棟値を用いた2つ

の判別図（横軸Rb分率一縦軸Mn強度 x

100/Fe強度の判別図と横軸Sr分率一縦

軸log(Fe強度／k強度）の判別図）を作成

し、各地の原石データと追跡出土追物の

I. I勺沌 21．塩慮
2.赤井川 22.羽船
3. l:J浄見 23.新発田

4.慨戸 24.新ilt
5.翌llli 25.麻JJj(山
6.旭川 26.和出

7．名寄 27．諏訪

8．秩父別28．鉗科
9.遠軽 29.箱根
10. 11・：田/J;(30.天城

データを照合して、産地を推定する。 こ I・~2 rぶ 憑 2ふ．，．こ、
II.留辺柴 31．神llt'1,
12.釧路 32.屈岐

13.木造

の方法は、できる限り蛍光 X線のエネル

ギー差が小さい元素同士を組み合わせて

指標値を算出するため、形状、厚み等の

影態を比較的受けにくく 、原則として非

破壊分析が望ましい考古辿物の測定に対

曇 T

M．深nIi
15.村森

16．男鹿
17.北上川
18.宮鯰

19.色麻
20.仙台

図 1 黒曜石産地分布図（東日本）
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水上(2)遺跡m

して非常に有効な方法であるといえる。なお、厚みについては、かなり薄くても測定可能であるが、

それでも0.5mm以下では影孵を免れないといわれる（望月，1999)。極端に薄い試料の場合、K強度が

相対的に強くなるため、log(Fe強度／k強度）の値が減少する。また、風化試料の場合でも、log(Fe

強度／k強度）の値が減少する（望月， 1999)。そのため、試料の測定面にはなるべく平滑な面を選んだ。

測定結果が判別群からかけ離れた値を示した場合は、測定面を変更するか、あるいはメラミンフォー

ム製スポンジで再度表面の洗浄を行った後、何回か再測定を行って検証した。

原石試料は、採取原石を割って新鮮な面を露出

させた上で、産地推定対象試料と同様の条件で禎lj表 1 東日本黒曜石産地の判別群

定した。表lに判別群一腕とそれぞれの原石の採

取地点および点数を、図 1に各原石の採取地の分

布図を示す。

3 分析結果

表2右に石器の測定値および箕出された指標値

を、図2• 3に黒曜石原石の判別図に石器521点の

指標値をプロットした図を示す。なお、図は視党

的にわかりやすくするため、各判別群を楕円で取

り囲んである。

分析の結果、4点が白滝l群（北海道、白滝工

リア）、3点が赤井）1|群（北海道、赤井川エリア）、

1点が上士幌群（北海道、上士幌エリア）、4点が

岡戸山群（北海道、置戸エリア）、 5点が所山群

（北海道、置戸エリア）、422点が出来島群（青森

県、木造エリア）、14点が八森山群（青森県、深浦

エリア）、25点が金ヶ崎群（秋田県、男鹿エリア）、

4点が北上折居 1群（岩手県、北上川エリア）、1 

点が北上折居2群（岩手県、北上）1|エリア）、2点

が櫛引群（山形県、羽黒エリア）、7点が星ヶ台群

（長野県、諏訪エリア）の範囲にプロットされた。

また、20点が図2では出来島群の範囲にプロット

されたが、圏3では出来島群のやや下方にプロッ

トされた。これは先述したように追物の風化によ

る影署と考えられ（望月， 1999)、出来島群に属す

る可能性が協い。残り 9点は合致する判別群がな

く、産地不明であった。産地不明の石器のうち、

No. 102、103の2点は互いに近い位置にプロット

都道府貼

北海道

計森

欣山

-<'lT, 

官城

山形

新氾

栃木

氏9f

神奈川

静岡

J1(京

島根

エリア

I‘1滝

赤｝卜91|

l:J::•Jt 

irt戸

翌nli

旭）11

名’仔

秩父別

遠軽

II _ III I);i 

貿辺栄

釧路

木砧

深Ili

＇サ森

男鹿

」ヒ l.9 1 | 

宮蛤

色麻

仙台

塩鼈

羽焦

折発III

新律

屈駆ll.I

和1"

源訪

ぷ科

箱根

夭城

神/lti~

応岐

判別群名

白滝I

(J滝2

赤Jり11

l・・ヒ11'¥

1代fり11

所山

翌h1i

旭Ill

々沿f

秩父別1

秩父別2

秩父別3

遠軽

,1:n11r,i 

留辺梁l

fti辺梁2

釧路

111来肋

八森111

け森

令ヶ鯰

脇本

北 1；折居I

北 1-．折居2

4t 1：折屈3

楊ノit

恨J;t

秋保1

秋保2

出鼈

Jl1l1 

櫛•；I

板III

令津

IJ•湯沢

七み沢

丙餅裕

咲111

小深沢

±屈函l

上屈協2

占峠

プドウ沢

牧ヶ沢

沿；松沢

i,＼ヶ台

冷111

芦ノ褐

畑布

鍛冶凩

」が多賀
柑峠

息馳島

砂紺鯰

久見

箕計i

原イ，＇採取 地

赤石lJIIU頂(43)，八サ沢露頭(15) 赤石山1Uffi,）¥

7の沢川文流(2),IKが屁Ji(IO)． り・沢露頭．I＼号

1 •勝石沢露li/111'［下河床(II) , 沢，患耀の沢

アジサイの滝露頭(IO) 船 Jll林道(36)

IIII川 ・ 1•水/II(21) 

1 •勝よ股(•I)．タウシュベッJII右枠 (42)，タウシュペ
ツ）Ill,:J',l{IO),I・えノ 沢(32)

骰I'1J.1(5)

所山(5)

登泉(JO)

近文台(8)．酎紛台(2)

忠烈布Jll(i9)

中111(66)

社名if:IJIIM床(2)

（一．＂＇iiijlliur床(10)

ケショマップ）III＇「床(9)

頷l蹄 Ijttスキーl.1,)(9)，和1寒）II右｝R（2)，H寒lll1E}}（6)
Ill来島海岸(15)，鶴 ヶ坂(10)

闘崎浜（7),八．森山公園(8)

人111印 11(6)

金ヶ鯰温泉(IO)

脇本海J;t(4)

北 I.J11(9)．真城(33)

沿ノ介(10)

恨le(-10)

1：謀 （18)

出磁(10)

J11l1il'riil(2,1)，大越沢(10)

たらのき代(19)

板111牧場(10)

令flt(7)

l「i枯沢(22)
七衿沢(3), •出｝11 (3) ． 枝持沢(:!)

又詐バーライ ト土砂集積場(30)

麿山(14),JI(餅hl(5,I)

小深沢(42)

上松紙t"i(IO)

折和Illトンネル北(20),J:屈釦印(58),±k澤洒(I)
和UI峠 トンネル1.(28)．古峠(:¥8）．:r11w峠スキー出(28)
プドウ沢(20)

牧ヶ沢下(20)

,ti松沢(19)

）l¥ヶ台(35),J,¥ヶ塔(20)

冷111(20)．よ1，t峠(20).);:I：［峠康(20)

芦ノ沿(20)

畑布(51)

鍛冶床(20)

J:多1'!<20)
拍峠(20)

息馳島(27)

砂糠鯰(20)

久見バーライ ト •1•(6) ， 久凡採恥J;!l.lJ.l(5)

箕nlI海炉（3） ， ~Ii父（4), 梓浜(3)

され、同じ判別群に属する可能性が裔く、ここでは不明 1群とした。表2右に、判別図法により推定
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第4危第8節

された判別群名とエリア名を示す。

4 おわりに

水上(2)造跡出土の黒曜石521点について、蛍光 X線分析による産地推定を行った結果、4点が北海

道の白滝エリア、 3点が北海道の赤井川エリア、 1点が北海遣の上士幌エリア、9点が北海道の置

戸エリア、 442点（可能性が私いとしたものを含む）が青森県の木造エリア、 14点が青森県の深浦エリ

ア、25点が秋田県の男鹿エリア、5点が岩手県の北上）1|エリア、2点が山形県の羽黒エリア、7点が

長野県の諏訪エリア産と推定された。残る 9点（うち、 2点は同一産地である可能性が高い）が産地不

明であった。

（竹原弘展）

引用文献

望月明彦 (1999)上和田城山迫跡出土の黒曜石産地推定．大和市教育委員会編「埋蔵文化財の保管と

活用のための基礎的賂理報告書2 一上和田城山追跡篇ー」：172-179,大和市教育委員会．

望月明彦 (2004)用田大河内辿跡出士黒曜石の産地推定．かながわ考古学財団編「用田大河内追跡」：

511-517, かながわ考古学財団．
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表 2 分析石器観察表・測定値および産地推定結果表(1)

|76 -

. ̀  -- .. 
分析石器観察表 測定値および産地推定結果表

分r出 図爵サ・ /iIL位沢 グリッド kilt 岱種 沿種繹分 ,1(1,l;(g) 伽行 分祈ヽ 0,
k強度 珈強度＇ I:＆姐 Rb浚度 Srガ1笈 ¥'強度' Zr強度

RI9分•お ¥h1*Fe 10<) Sr分乎•; log州 1•)げ1群 エリア 分祈No.
(cps) (cps) (,・ps) (cps) (C'ps) (cps) (<・ps) 

I 泣岱外 J托衷 ．．次）Iulぶ月）；• 6 6 黒1、[(i-1 I 210 (; 186. 3 1ヽI邸 8 181 8 531 0 :l29. 4 616. 3 24 79 12．邸 27. 14 0 79 Ill来ii 木造 I 

2 逍1鼻外 筍IIKi -．次｝JllJ：潟｝；• 12. 7 2 183. 5 110. 5 I磁 ，4 371. 2 113. 0 260. 2 191.1 21. 17 13. 18 祁．的 0. 76 ／1＼米島 木沼 2 

3 迅1昇外 第 IM 、次加」：刈It 0. 9 3 301. I 122. 8 4131. I 603. 6 71. 0 638. 7 3617. 4 12. 50 2. 97 I. 47 I. 13 八森III 探nli 3 

1 辺情外 第11Ki 二次加J：れIt 5, 4 Iヽ 277.8 181. 7 1127 I 854,6 526. 8 366. 6 673. 5 35. 29 16. 13 21. 75 0. 61 金ヶ鯰 男鹿 4 

5 追情外 第111Ki 一次加1―．料／i I 6 5 2.16. 0 180 4 1417 I 473. 2 515. 9 315. 0 617. 5 24 63 1 2. 73 26. 85 0. 78 /11来島 木沿 5 

（； 迅Ill外 第 1妍 次｝JUI―・れ片 89  6 225.0 171 8 1379, 9 4,13, 5 490. I 30'l.H "9. 4 24 84 12. 15 21.44 o. 79 出来島 木磁 6 

7 迅1昇外 第11kヽj -．次加じ材片 1, 8 7 201. I 1 54. 7 1212、3 392. 0 130. 2 263. I 181. 7 25. 02 12. 16 21.15 o. 78 /jI来品 木迄 7 

8 遺1青外 第 1kヽj →次）川［材片 1, 8 8 l認．R 120. 5 9•18. 0 3卯． 3 310.1 ⑳5. •I 3紺．6 25. 07 12. 71 27．郎 0. 78 出来島 木造 8 ， 辺情外 第11hi 二次）月11'.,1/;・ 8. I ， 200. 9 155. 0 1167 4 413 9 453. 4 284. 4 521. 2 24 74 13. 28 27. 10 0. 76 Ill来品 木造 ， 
10 迫9青外 第111k" ・次~IT,11/, 4 0 10 220. 3 16'5 1289 5 、162.7 碑．4 320. 7 602 4 24 •13 12. 75 26. 84 0. 77 Il＼来品 A<ill 10 

11 迫Ill外 第 1k" ・次）XIT~/, 8 3 II 232. 7 173 0 1314 0 、175.0 532. I 333. I 609 I 24 37 13. 17 27. 30 0. 75 II¥来島 木沿’ II 

12 辺情外 Jiff, ・次）XII•成1)t 7, I 12 1 8 1. 4 13(¥, 3 1056 5 ：瑯． 5 1:11.0 273. I 516. 6 2'1.01 12. 90 26. 95 0. 76 出来i.:， 木追 12 

13 欠番 13 欠番 I I 

14 迫情外(Rエリア） 第1IKYj 次）月It剖／i I 6 IヽI 2⑱.  l 156 8 1226 0 428 6 472. 0 291. 2 536. 7 2'1 80 12 79 27. 31 0. 77 III来島 Ada 14 

15 辺t11外（⑨エリア） 第1llk1 り次）月1Tふ1)r 14 9 15 263. 2 190 2 1500 2 512.6 553. 2 318. 3 683 0 24 11 12 68 26. 38 0. 76 tli来島 水迅• 15 

16 il'!l/li外（⑪エリア） 第川hi 剥）；• 3 7 16 275. 6 152 I 1166 8 459 5 528. 0 凶5.2 546. 5 25. 12 13 04 28. 87 0.6!1 出来品？ 人迄9 16 

17 ;t/f柑外 第lllkvj 剥片 0 I 11 167. 0 13:J I 1097, 9 3邸．0 398 5 2・16. 7 437 3 25. :37 12 12 21、11 0. 82 III来島 A<造 17 

18 逍i柑外（⑪エリア） 第111kヽj ,/JI),・ 1 4, 5 18 213. 3 16:)、6 1263. 5 120. :1 4“ぅ．8 2卵．2 522. 0 24 16 12 95 21. 50 0. 11 IJ.¥来島 A,滋 18 

19 迅情外（⑦エリア） 第11M 油1}；• 2 5 19 2認．6 174 6 1•138 5 468,1 506.0 317 4 585 5 2,1. 95 12 11 26 95 o. 15 "＼来島 Ad造 19 

20 辺111外（⑦エリア） 第llk:t れIt 24. 4 20 176.9 1公l6 988. 9 36.1 0 •123. 7 260.0 4即．9 23. 67 13. 10 27．邸 0 75 Ill来ib AJ沿 20 

21 辺構外（⑪エリア） 第111h1 ．．次/JUl汰q片 9 9 21 213. 5 178 6 1401 3 478 4 521 8 :l25. :1 598. I 24 87 12. 75 27. 12 0. 76 Ill来品 木込 21 

22 逍1骨外（⑪エリア） 第uM ：次JJIII’“片 1, 2 22 212. 5 187. 8 M75, 7 510. 2 祁5.5 317.1 6:16. 6 24, 77 12. 73 27. •15 0. 78 Ill来島 木店 22 

23 逍1角外 火採 -．次加 1'れ｝t 12. I 23 175. 7 、1218.5 3219, 2 278. 0 l la;, 5 112. 1 潤7.9 11.37 131．決 15. l6 1, 2{; -f'IJJ 1"JI 23 

2・1 辺情外(Rエリア） 第Ill妍 -．次加 l：禎9「 3 3 !！,"‘イ-i-2 2,1 251.8 192. 0 1512. 7 517. 6 畷．o 350. 3 635. 9 25. 02 12. 69 27. 31 0. 78 III来島 人迄 24 

25 迫情外（⑨エリア） 第II凩 一次ilIIT．,!/j 2 <I 25 222. 9 172 3 1368 2 438. 9 478. 9 297. 3 535. 8 25.07 12. 69 27. 35 0. 79 //1来品 人迄 25 

26 迂情外(Rエリア） 筍ll妍 必l} r 3. 7 26 233. 7 179 9 IヽMo9 477 0 525. 0 327. I 珈．0 21 61 12. •3 27. ()<) 0. 79 /JI来品 木込 26 

27 辺情外(Rエリア） 筍IIK" ．次hur．禎／； 13 9 27 25().0 181 3 ,,112 2 』199.9 r,53_ 7 315. ~ 6な．9 21 59 12. 52 21. 23 0. 77 出来品 木込 27 

28 辺1骨外 第11hi 1次）月II：潟It 0, 7 28 117. 6 85. 8 672, 9 221, 6 2』17.1 153. 7 282.1 24, 49 12. 15 Z1. 31 0. 76 出来島 Aふ迄 公

29 迅情外 第II駈 -，次）月IJ.:"4/i・ 3, 2 四 213. 9 177. 8 1380 6 472. 7 527. 3 327. 8 596. 3 24, 57 12. 88 27. 40 0. 75 III来A. .'， A9迄 29 

30 迅情外（⑥エリア） 第II脳 剥｝i~ 0, 5 “) 1&1.6 129,3 1051. 4 359. I 373. 4 235. 6 437. I 25. 55 12. 30 26. 57 0. 81 111来品 木辺 30 

31 辺情外（⑥エリア） 第11糾 一次）川 r．剥）；• 6 4 31 213. I 157 I 1250 8 431 4 <96. I 299. 7 556. 5 24 18 12．邸 27. 81 0. 77 tl1来μ, 木辺 31 

32 辺I青外（⑨エリア） 筍lIhi ．次加 I池1};• 2 2 :J2 231. 3 180. 6 Ml3 7 182. 9 529. ~ 333. 1 602. 5 2,1. 78 12. 77 27. 16 0. 78 ＂．＼来島 木込 :l2 

33 辺1月外 ¥I 11-87 第 IM -，次）月ll：剥）ヤ 4, I 33 218. 8 167. 0 1 2 7 2. 3 •158. 6 505. 0 315. 6 599. I 24.11 1 3. J 3 加．卵 0. 76 tli来島 木辺 33 

31 逍情外（⑨エリア） 笛llhi -、次）月II：剥）ヤ I. 9 31 26'1.6 178, 2 M56,、I 520.1 邸 3.3 352. I 652. I 24. 93 12. 2・1 26. 98 0. 14 出来島 木迄 34 

35 迫内外（⑥エリア） 第 l.¥'l 剥片 0 6 35 215. 5 171 3 1312 I 474 6 531. 8 321. 2 619 2 21. 27 13. 06 27 3.1 0. 78 Il1来島 水迄 35 

36 3-142述ー12追情外 ¥1. 1.-92 第1IIK 6鎧 つまみ 2.8 石磁；ー125 :l6 265.9 203 0 1570 4 547 9 598. 9 370. 5 691. I 24 8 l 12. 92 27. 12 0 77 Ill来島 木沿 36 

:j7 欠番 :n 欠番 I I 

胡 辺1昂外 111-91 第1lki 、次加 I・・剥/j• I 7 38 3OO.8 2⑱ 5 13⑲.2 931 5 565. 5 391. 2 6的．9 36 02 15.92 21.ao 0.61 金ヶ鯰 9J鹿 38 

39 逍情外 1直11--91 第11hVi 原イ :io. o 39 2・18.8 185. 4 1512. 4 、169.9 511. 3 姻．2 甜3.1 25.01 12. 26 27. •10 0. 78 出来島 木迄 39 

1131 2-19196-1 S140 kWJIB 111 W-71 第lit, 6鏃 煎1111 0. 5 1131 180.8 JOI. 3 2477. 0 374,1 497 5 332. 7 1016. 7 16. 85 409 22. 40 I 14 北 l：折柘l 北 1・.Jil 1131 

1868 2-1公1100-5Sl59 l\~)/,1//11 堆r~」: ：次/JUT．剥1; 9 3 1868 276. 5 207 7 1616 8 559 I 618. 7 378 7 694. 9 24 83 12. 85 27.48 0. 77 111来島 人造 1868 

40 閉;~｀ス：¢：9 迫構外 I~ K-88 第1lki 石鏃 熙IUJ 0. 3 40 156. 6 87 3 2091. 6 328 3 433. 3 29.1. 4 891. 7 16. 86 4 18 22. 25 I 13 .It l．．折屈l 北 1:}11 40 

11 9心墨1:¢.辺情外 ¥] s-,逍 筍Ilhi れ片 0,9 人籠’’Iii分項でIt楳形も岱か 、II 290.1 192. I 1216. 8 8%．ヽI 553. I 380. :l 706. 1 35. 3-1 15. 79 21.81 0、62 令ヶ崎 り）鹿 •I I 

42 逍Ill外（⑤エリア） 第uki 微繍糾頌材片 9, 3 •12 258. 4 103. 3 3585. 6 521. 8 65. 0 168. I 3141. I 12. 50 2. 88 I. 55 I 11 八森III 斥ili •12 

43 追情外 ¥IQ -87 第11JWi 禎I; 1.8 13 229. I 175. 8 1382. 9 186. 3 571 9 333. 7 623. 2 24 13 12. 72 28. 3ll 0. 78 Ill来“' A迅 、13

44 迫情外 ¥IV -86 不I99 二次hor球't,・ 21 3 4,1 15 I. 2 113 5 890 7 306. 2 3B7 8 22,1. 4 435. I 22. 62 12. 15 28．邸 0. 76 Ill来仙 木迅 44 

45 辺情外 ¥IM •84 第 1/l'l 二次11111：叔I; I 3 45 273. 2 187 2 1169 0 881 2 5•I 1 8 37•I. 9 600. I 35. 33 16. 01 21. 72 0. 63 金ヶ鯰 男胚 45 

16 辺情外 110 -87 第 J)i、i ィ，鏃 熙V11 1.0 16 56.6 33. 6 1715. 2 9 1, 2 35. 7 66. 2 111.1 29. 91 0. 71 11. 72 l. 92 不I91 千991 、16

4 7 辺I昇外 IIM -83 箱Inhi 剥／i• 23. 9 •1 1 2ね．o 169. 5 1362. 9 1,15, 9 S71. 7 3OO.6 5~5. 9 2 3, 32 12. 11 四．90 0. 79 Ill来島 木沼 47 

18 ィ｛棺煤群情築 1:-1,1 ¥IM -81 ili2/l'j 栽9「 I 8 18 212.1 161. 5 1321. 4 •162. 3 527. 3 317. 6 認I.8 21. 13 12.，1 5 27. 87 0. 79 Il1来島 木迅 18 

49 直情外 ¥1 1’-85 第 I/Ii -．次加r．潟片 12 6 19 315.6 126 5 1201 0 651 9 79. 8 592.8 3959. 7 12 34 3. 01 1.51 I 12 八森III 沈浦 419 

50 迫Ill外（⑧I、エリア） f'IJI 石鏃 !,11UJ 0 6 50 241. 4 92. 8 ぶ122 510 I 59. 6 45-1.6 3025. 0 12 60 2. 80 I. 47 l l•l 八森111 汗ili 50 

51 -1 $15050 堆積 I: -'．次）ffll；贔／t I 2 s-,. ~,;,集919 61-1 113. 6 137 6 1091 3 379 2 424. 2 263 9 493. 4 24:)0 12. 61 27. 18 o. 80 り＼来島 ＊造 51-1 

51-2 Sl5050 堆れ 1こ 一次）ffll：科It 4 I S-1、滋9i'應 Ì 51-2 261. 9 203 <I 1597 7 539. •I 認7.1 “う，I.3 659ヽI 25. 08 12. 13 2 1. 32 0. 78 tli米島 A,造 51-2 
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77 

.. 
分析石器観察表 測定値および産地推定結果表

分r出 図爵サ・ /iIL位沢 グリッド kilt 岱種 沿種繹分 ,r（駄(g) 伽行 分祈ヽ 0,
k強度 珈強度＇ I:＆姐 Rb浚度 Srガ1笈 ¥'強度' Zr強度

RI9分•お ¥h1*Fe 10<) Sr分乎•; log州 1•)げ1群 エリア 分祈No.
(cps) (cps) (,・ps) (cps) (C'ps) (cps) (<・ps) 

61-3 SISOSO 籍．f~ I: 材／i- I 2 S-1、机片集91’ 61-3 218. 7 171. 2 1312 I 9175. 3 526. 9 329.1 609. 9 24 48 12. 76 27. M 0, 79 /11来島 木造 61-3 

51-,1 S15050 堆偵 1, ．．次加1̂．刹i; I 4 s-1.叔）｝集919 51-1 160. 3 123 8 1011 8 :114 8 :M4 4 215. 5 392. 5 24 84 12. 2•1 27. 18 0 80 Ill来品 人迅• 51-4 

51-5 Sl5050 堆fa1; 材It I 3 S-1.叔）；集919 51-5 235. 2 181 5 1425 0 197 2 おI9 312.1 626. 7 24 64 12. 73 27. 35 0. 78 /11来品 人迄’ 51-5 

51-6 Sl5050 iftft J: こ次！IIllぶりt 09  s-,、贔）；＇熊 19 51-6 132. 7 103 2 809 8 2郎． 5 321 I 205. I 386.0 21 03 12. 71 26. 74 0. 79 出来島 木造 51-6 

Sl-7 ~15050 HUn l-- 一次｝IUL村Ji• 0, 9 S-1、州）ヤ熊I’ 51-7 157.0 118. I 931, I 320, 3 116.8 z-2,1. 6 155.1 22,60 12. 6-0 四．41 0. 78 出来島 木近 5 1 -7 

51-8 ~150切 Hl積 I: 剥片 0, 3 S-1、精片集91’ 51-8 18'1.8 115 2 1183, 2 382. 0 117. 7 2お．3 16:l 3 25. 16 12. 21 27. 51 0.81 出来島 木沿 51-8 

51-9 S15050 堆H I會 剥 片 0 I S-1、科／「集91’ 51-9 121. 0 100 2 810. •I 236. 0 251. 0 15•1. 2 267. 4 25. 89 12.祁 27. 65 0, 82 Ill来島 人迄 51--9 

51-10 Sl5050 堆積上 剥｝；• 0 9 Sー1.M)1船'I• 5 )• JO 236. 5 18-1 6 147 1 5 、194I 邸4.5 334. 9 632. 8 24 IS 12. l>I 邸．邸 0. 79 /i1来品 Aぷ沿 51-10 

51-1 I Sl5050 ＂「積上 次加 I”ì 片 2 2 S-1、れ片集919 5 1 -1 1 2邸．5 I邸．2 155(i. 2 501, 6 防3.2 311. 5 628. 9 21 76 12. 71 27. (;3 o. 78 出来砧 木造 51-11 

51-12 Sl50o0 紺積ヒ 剥）r I 3 S-1、内9t集919 5 1 _ 1 2 2：沿．6 187 7 1462. I 014, 6 ~78.8 347. 6 613. 3 24 69 12. R-1 27. 77 0. 79 出来島 木i3言 51-1 2 

5)-)3 Sl5050 維積 I: 44 }ヤ 0.1 S-1、揖'~集’I』 51-13 207. S 1邸．3 1366, 2 454, 6 198.0 302. I 553. 2 25.15 12. 32 27. 55 0. 82 II1来島 木迅• 51-13 

51-14 S15050 Jiikt 1. ：次）＇IT点Iii― I 3 S-1.州）t集919 51-1,1 187. I 144 5 1151 4 401 7 442.:l 282. 4 516. 2 21 45 12. 55 26. 93 0. 79 Il1来島 AJ3• 51-14 

51-15 S15050 堆積 t 剥｝t 0 2 s-,.渕9i集919 51-15 17'1.7 1 40・ 8 1145 7 簡03 413. 2 261. 2 1ヽ836 24 72 12凶 26邸 0. 82 111来品 Ai3 51ー15

51ー16 S15050 堆積上 剥片 0 2 Sー'・滋／け集919 51-16 1<6. 3 117 2 954 8 29-1. 7 310. ~ 19-0. 7 34 6 3 25.8:l 12泣 27. 20 0. 81 11¥来品 人ia 51-16 

51-11 SI杖150 Jfl積 I: 剥片 0. I S-1、囀9t集中 5 1 -1 7 226. I 17~ I M43 0 祁,,.3 526. 5 3祁． I 5切，6 25. 13 12. 11 27, 32 0. 80 出来島 木辺 5 1 -1 7 

51-18 Sl5-050 JfL積 I: 剥｝i 0, 3 S-1、絹9t集’l’ SJ-18 159. 9 126. 7 1006, 0 352.1 383. 7 2祁． I 411. 3 21．邸 12.,9 27, 12 0. 80 111来島 木迄 Sl-18 

51-19 SIS-050 JILi/ti: 剥）「 0. 3 S-1、絹9目IW 5)-)9 172. I 138, 2 1131. 3 謁 1.1 410. 6 2,3. 2 453. 8 25. 41 12. 21 27. 39 0. 82 111来島 木辺 5 1 -19 

51-20 S15-050 堆InJ- 剥｝1― 0 3 S-1、場Jt集9l’ 51-20 195. 7 156 9 1284 3 429.6 •1691 1 288. 2 532. 6 25. 06 12. 22 27. 07 0 82 Ill来島 人迅 51-20 

51-21 Sl5050 堆積上 二次nu1;;,iJ; 0 7 s-1.瀾／i船,,, 51-21 2•15. I 192 9 1521 9 5双．2 576. 5 359. •I 658. 7 24 95 12. 67 27. 13 0. 79 /h来“' 人沿 51-21 

51-22 Sl5050 椎積 1→^ 刈｝；• 0,6 S-1、．絹片集919 51-22 9 1 1. 9 1 3 3. 5 1081, 5 373. 8 、118.7 255. 0 469. 0 21，ば 12. 31 27. (>I 0. 80 出来島 木造 51-22 

51-23 S15050 堆積 1: 材／1・ 0. 7 S-l、潟片集中 51-23 249. 7 195. 9 15%、9 527. 9 638. I 355. 5 665. 5 24. 14 12. 75 匹． 18 0. 79 /11来島 木辺 51-23 

51-2,1 S15050 9ft1月J: ー：次加じH/i• 0. 5 S-1、．慎片集り’ 51-24 81. 5 妬 9 527. 0 176. 6 189, 3 120. 5 218. I 25, 07 12. 70 26邸 0. 79 II！来島 人近 51-21 

51-25 S15050 堆RII・ 剥,;・ 0 I s-1. ii!!片集91’ 51-26 192. 7 163 5 1262 6 426 6 46-L6 286. 9 515. 3 25. 19 12. 16 27. 43 0. 82 Ill来品 木沿 51-25 

51-26 Sl5050 Jft積J'. 剥｝;• 0 3 s-,.贔）t集919 51-26 203 9 165 6 1331 :1 9129 :｝ •166. 0 2船．0 511. 2 25.』16 12.41 27. 63 0. HI Ill来島 木込 51-26 

51-27 Sl5050 惰積上 剥｝;• 0 2 sー'・：絹）i'集919 51-27 205. 2 165 3 1307 2 433 I ・187. 5 凶3.5 537. 3 24 13 12. (¥5 21．糾 0. 80 Ill来品 木込 51-27 

51-28 Sl5050 ＂＂〇七 必l)i 0, 5 S-1、揖片態I’ 51-28 15,1.1 125. 0 1 0 1 1, 2 308. 3 331. ・1 201. S 362. 5 25. 55 12. 31 Z1. 71 0. 82 Ill来島 A＜辺 51-28 

51-29 SI5050 Jfu{ I, 剥片 0,ヽI S-1、れ9tJI.¥’I’ 51-29 16•1. 7 129. > 1017.6 330. I 414. I 219. 2 413. 0 24,00 12. 72 3-0.08 0. 79 911来i.1 A9迄 51-29 

51-30 S15050 堆積1; 剥li― 0 2 Sー1、禍9t集919 51-30 166. 4 135 3 1112 5 370. 9 39-L 2 246 8 448 I 25.41 12. 16 27.00 0. 83 911来仙 AJ迅 51-30 

51-31 S15000 堆iai: 剥｝i― 0 3 Sー1、.//jJ;・集919 51-31 180. 3 145 3 1163. 3 双39.6 430. 5 267. 9 ,188 0 24. 72 12.19 27. 32 0. 81 911来島 小迅• 51-31 

51-32 S15050 ＂げn-L: 必11;・ 0. I s-,、剥,..熊I1 51-32 173.1 139. 7 1 1IM O :l-03. 5 :190. 7 2・10 8 431 6 25 <8 12. 21 27. 39 0. R2 出来u:， 木込 51-32 

51-33 SI5050 維禎七 剥｝；• 0 3 S-1 、 ,IJl/j•集中 51-33 l邸．4 131 7 ＂)65 3 357. 5 3ll9. 8 211. I 446. 5 2,1 ~6 12祁 21. 11 0. 80 IJ.＂①， AJ磁 51-33 

51-31 Sl5-050 堆積 I: 剥｝；• 0. I S-1、州片集中 51-3•1 l邸．5 85. 5 694. 9 221.0 公;o.5 117. I 265. I 25.01 12. 31 28. 35 0. 81 "1来i]， Ad迄 51-34 

51-35 SIaso 壌積 1, 刺片 0 I S-1、科／,・Jll中 SJ-35 168. I 135 5 1116 I 317. 3 373. 0 225. 2 42.1 0 25 36 12 l4 27 24 0.82 tl＼来品 AJ迄 51-35 

5 1•祁 SJ5050 堆積 1二 必11,・ 0 I Sー1．剥9t集q, 51• 36 136. I 109 3 896 0 26-L 7 295 8 177. 7 367 9 23. 93 12 20 26. 1, 0. 82 tli来島 木滋 61-36 

51-~7 S]印50 堆積ヒ 必1)；• 0 I S-1、褐）t集中 5J-:l7 136. 7 110 5 903 0 217.6 公181 181. 6 3公)5 25. 55 12 2・1 27、13 0. 82 出来島 木迅 51-;!7 

51-~8 S]印50 堆積＿1こ 必l)1• 0 I S-1、絹片集,1, 51-38 106.fi 87 5 704 2 訟5.0 261 8 150. 9 277 6 2,1．邸 12 13 28. 61 0, 82 Ill来島 木沼 51-38 

52 Sl5053 錦認ilij 材／i• i9. 0 52 213.0 159.1 1258. 3 133. •I 、185.7 300.6 610.1 23. 69 12. 66 26.M 0. 77 /i1来島 木造 52 

53 l,il l・itlf,'/・Sl6028 布Ihi -．次加1:il-1/j・ 3 4 53 230. 9 175 5 14!0. 0 1<18 8 190. 2 302. 2 567. 2 24 82 12. 41 27. 11 0 79 III来品 木造 53 
;,, Sl50:ll 芍2駆i 石鏃 懇l"J I 2 51 印 I.5 101 2 927 0 7•17. l 251 2 350. 6 知．3 37. II 10. 92 12. -18 0 27 心91 +191 54 

55 S15()01 筍5妍 i1J;・ 3 9 邸 210. 4 162 0 1287 4 424 8 •198. 9 が5.4 515. 2 21 08 12.閲 沈．21 .゚79 出来島 ,f<j;'/ 55 

防 SK5013 確積l'. 刈｝； 16. 7 邸 21,1.8 1邸 7 1171 4 501 I 551 2 313. fi 6:J7. 0 24邸 12. 82 21. 12 0. 78 出来島 木砧 96 

57 S15001 筍5/l'i 必111・ 2, 1 57 218. 2 171. 6 1375. 8 <165. 9 510.6 323. 4 592. 9 24, 62 12. 17 26. 98 0. 80 Il1来島 木磁 57 

58 Sl5015 Jfifll I: I:附 ＿次hllJ：刈片 I I 邸 182. 5 132 5 1076. 4 370. 8 401.6 253. 2 469. 0 24 76 12. 31 27. 02 0. 77 111来島 A迄 58 

59 Sl50l5 填積 1;10附 ーり次加］達'". 0. 5 59 176.1 13•1 6 1111 0 365. 5 40.1. 2 244. 2 45-1. I 24 90 12. 12 27. 5.1 0. 80 111来品 A9造 59 

60 迅情外 II C•8<1 第111kヽj ..:次)月llぷ月9i’ 6. 2 60 25-1. 8 196. 2 1524 9 512 7 593. I 353. 0 668. 9 24 10 12. 86 27. 87 0. 78 Ill来島 木造 a) 

6 1 迅情外 ¥11_.-H4 第111k‘i が1)i亭 2, 9 61 zoo. 9 151. 2 12⑱,6 377, 8 、115.0 252. 0 485. 6 24, 69 12. 51 27. 12 0. 78 出来島 木辺 (ii 

62 迅Ill外 II E-87 第1llkVi -．次）NIJ'.t4片 2, 1 62 241. 8 186.1 M67, 2 ,196, I 517. 3 310. 9 62,1, 9 2,1. 69 12. 71 27. 21 0. 78 II＼来島 木辺 62 

63 迅I~外 ¥I F-81 第111kりj 必l)t 1.,1 63 163. 7 124, 6 1012. 7 拓3.6 415. 4 2お．4 •183. 9 23. 93 12. 31 27. 35 0. 79 tl＼来島 木造 63 

61 辺情外 ¥I E-85 布Ill討 -．次）＇II,i¥<1/j・ 2 6 61 24 1. 6 187 S 1503 I 5-05.1 572. 7 338. 9 627 S 21. 72 12. 47 28. 01 0. 79 Ill来g, 木迅 61 

65 迅!/II外 II F→応 第1UK1 一次）月IT．剥It I I 邸 209. 0 165 7 1323 3 4:l7 8 484. 2 幽 9 531 6 25. 10 12 52 27. 75 0. 80 Ili来品 木込＇ 65 

的 政情外 II F-86 第1UK9 湖片 2 3 妖i 182. 8 139 9 1120 3 385.2 4沿．4 266. 6 498ヽ9 24. 39 12 48 21. 18 o. 79 Ili来品 木追 邸

61 辺情外 II F-86 第nlkYj :ん|）ヤ 0. I 61 52. 8 4 2, 1 311, 9 88. 2 98. 2 認．2 109. I 2,1. 91 12. 32 27. 71 0.81 出来島 木逸 67 

68 辺f料外 II l:-86 第JJJ~•j 剥片 0. I l,1,¥1/1 ri -I 邸 97.1 78, 8 6'15, I 197. 5 213. 0 131. I 233. 4 25. 49 12. 21 27. •18 0. 82 Ij1来島 木迄 68 

69 盛 K近IRIII(9伐梨屑）2 III;-86 ＿次加「．必l}；— 16 8 69 190. 6 146 I 1101 9 379 9 437. 4 261 7 493 5 24. 11 13 26 27 76 0. 76 Il1来島 小i3 69 
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表2 分析石器観察表 ・測定値および産地推定結果表(3)
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分析石器観察表 測定値および産地推定結果表

分r出 図爵サ・ /iIL位沢 グリッド kilt 岱種 沿種繹分 ,1(1,l;(g) 伽行 分祈ヽ 0,
k強度 珈強度＇ I:＆姐 Rb浚度 Srガ1笈 ¥'強度' Zr強度

RI9分•お ¥h1*Fe 10<) Sr分乎•; log州 1•)げ1群 エリア 分祈No.
(cps) (cps) (,・ps) (cps) (C'ps) (cps) (<・ps) 

70 辺1丹外 11 E-88 第111Ki 材／i- 2 7 70 180.8 143 0 1175. 4 389 9 、1440 267. 3 495. 9 24 41 12. 16 27. 80 0, 81 /11来島 木造 70 

71 追情外 1116-8S 不I99 ．．次加1̂．刹i; I 8 71 236.4 18'14 1453 :1 503. 7 550. 7 312. 2 633. 8 24 81 12.69 27. 12 0 79 Ill来品 人迅• 71 

72 3-t,1252-6 凶情外 111 l'-87 第11Iht .fi鏃 4 I•,911 I 9 72 246.0 185 3 1,147 3 195. 6 5.15. I 335. 5 617. I 24 99 12.80 26. 98 0 77 /11来品 人迄’ 72 

7:1 辺情外 11 1’—邸 筍川州 渕／t 0 2 73 2⑯.2 163 2 1303 2 125. 0 4OO.8 280. 7 517. 5 25. 24 12. 52 21.：祐
▼゚80 
出来島 木造 73 

74 辺1鼻外 ¥II’-86 筍IIIKi 剥／t 0, I 74 102. ・1 82. 6 612, 5 199.0 215. 7 128. 9 235. 0 25. 55 12．沈 21. 10 o. 82 出来島 木近

＂ 75 逍1鼻外 ¥II:-86 第111Ki 必IIt 0, 1 75 107.1 83 7 ti91 I 202. I 217. I 136.1 210. 3 25. -10 12. 11 27. 211 o. 81 出来島 木沿 7S 

76 迅1骨外 II E-88 第111/i"i 剥片 0 9 76 186. 9 117. 6 "892 382. 9 413. 9 25•1. 4 457. 5 25. 38 12. 41 27. 44 0, 80 Ill来島 人迄 76 

77 辺I鼻外 II E-82 第111kYj 二次｝JIil・・,¥4/;・ 4 5 77 241. 7 186 I 1511 I 476. I 515. 6 316. :1 581. 7 25. 21 12. 29 27. 28 0. 80 /i1来品 Aぷ沿 77 

7R 逍I内外 II(;→H9 ィ；191 /i鋒 欠り1 I 8 78 180.0 130 7 1061 6 :1:111. 6 411. 7 2が｝．4 120. 8 21 02 12.:) 1 'ぷ．46 o. 77 出来砧 木追 18 

79 辺I鼻外 II F-R7 第川Kヽj 次加 I：,tl/j・ :J 3 79 230. 7 171. 5 I：J81, I 470, 5 5 1 4. I 328. 9 600. 4 21 58 12. :1-0 26. 8(i 0. 78 出来島 木i3言 79 

80 辺1号外 ¥IE一郎 第Ill糾 44 }ヤ 1, 9 80 31. I 18、5 201. 3 、16.8 131. 6 72. I 162. 6 11. 25 9. 17 32. 35 0. 81 心,1 心91 80 

81 辺情外 ¥I E-87 第111k1 剥／i• 0 6 81 176. 9 140 7 1135. 3 391 I 426. 9 265 6 491 I 21.83 12. 10 27. 11 0. 81 Il1来島 AJ3• 81 

82 迫Ill外 ¥I F-87 第Inki -．．次）HIT必II, 0 2 82 173. 6 133 0 1058 I 373. 3 414_8 257. 9 494 7 24. 23 12. 57 26 92 0. 79 111来島 Ai3 82 

83 迫9鼻外 ¥I F-83 第1Uh 剥片 I 6 83 1%. 6 150 0 1212 8 ~02 0 4:19. 9 2邸．3 501 8 24 91 12：祐 27. 29 0. 79 11¥来品 人ia 83 

8•1 迅111外 II G-8(i 第1UKYj '次）川 1．剥｝i 0 7 8•I 192. 6 1 4 7, 5 1189. 9 406.0 528. 8 公0.0 519 2 23 01 12.,o 凶．98 0. 79 出来島 木辺 81 

85 逍1柑外 II F-8•1 第111kYj 湖片 1, 8 85 2•12. 2 187, 2 1519. 6 520. 8 “辺．6 3認．9 680. 0 23．邸 12. 32 28. 53 0.80 111来島 木迄 85 

86 逍1柑外 II E-l灼 第1JIKYj 油1}i 1.9 86 174.9 138. 8 1112. I 375. 5 433. 9 261.,1 ,190, 9 21.01 12.18 27. 78 0. 80 111来島 木辺 86 

87 迫t1;外 II G-85 第1)IKi 二次｝月1T点l};• I 3 87 212. 2 161 0 1304 0 458. 7 498 8 314. 3 596. 9 24. 65 12 58 26. 69 0. 79 tl1来島 A,迅• 87 

88 辺淋外 II F-84 第lllh、1 ．次）月I「．剥）r 8 2 88 200. 9 15•1 、1 1218. 7 •117 3 •I茄． 6 286. 0 535. 5 2~ 17 12 67 27.：沿 0. 78 /h来μ, 人沿 88 

的 迂t1号外 11 F-87 第lll!M 刈｝；• 0. I 89 102.1 8:J. 7 6紐，7 223. 8 2,11. 1 153. 6 郡3.9 2 1, 78 12. 70 26. 71 0. 81 出来ib 木造 89 

90 逍Ill外 IIG-認 筍III析 材／1・ 3, 0 90 249.1 192. 7 1490. 4 515. 5 601. I 350. 5 657. 2 24. 26 12. 93 28. 30 0. 78 /11来島 木辺 90 

91 迅1'1外 III;-88 第111析 ~/j· 0.ヽl 91 173. 7 139. 4 1120. 4 涵 ．9 132. 6 271. 5 500. 6 24. 15 12.11 27. 13 0. 81 II！来島 人近 91 

92 辺情外 11 Y-81 ；；；1II妍 剥,;・ 3 2 92 2•12. 2 182 5 1•157 9 474 5 552. 6 323. 7 606. 2 24 25 12. 62 28. 2-1 0. 78 Ill来品 木沿 92 

93 3-t42認ー23心信外 Ì r-86 第Ill妍 “鐵 ,;鏃転i11 2.' 93 159. 2 ⑲ 6 21公．7 320. 5 116. 9 276. 6 818. 2 17. 21 4 22 22. :J9 I 13 北 I:/1il~I 北．lcJII 9:l 

9t 迅侶外 111:-85 第111hi 絹It 0, 7 91 23'1.N 182. 5 1 4 5 1. 8 、198.9 細 ．I 339. 3 637. 0 24,O1 12. 57 28. 91 0. 79 Ill来島 木迄 91 

95 辺111外 旧1:-87 第111hi 絹It 3, 9 95 2914. 9 1潤．5 1<126.8 505. 8 573. 6 3'15. I 632. 2 24, 59 13. 21 27.89 0. 77 Ill来島 木辺 95 

96 迅1骨外 IIG-8-1 第111h ーり次JJOI：対／i- 7, 3 96 175.0 68. 4 2331 3 3•11. I 1ヽ5.8 31•1.8 2075. I 12. 29 2. 93 I. 65 1、13 八森III 沢nli 96 

97 迫情外 II J-89 布 I厨 滋）j Ilヽ 97 219. 5 165 4 1308 7 M5. I 492. 3 301. 0 563. 3 24 70 12. 6-1 27. J2 0. 78 /JI米仙 人迅・ 97 

98 迫情外 II M-89 布 I図 剥｝i 2 5 98 247. 5 186 6 1•126. 2 501 8 552. 8 348. 2 634. 2 24 6-1 13. 08 27. 14 0. 76 /JI来u：) 木造 98 

叩 SI 1120 筍2kヽi 次/JUr禎｝； 3. 9 切 23 1. 4 119. 2 137,I 5 190 2 551. 5 39 9. 4 611. 0 2, 18 13. 01 27. 3.5 0. 77 出来9:， 木迅 灼

JOO Sl'l623 維積 I: 微繍剥楓渕It 5、5 100 卵．3 68. ・1 522 7 188. 6 208. 3 139. 2 260. 9 23. 67 13.⑱ l6. 11 0. 77 出来島 木迄 100 

IOI 辺情外 ¥IM-98 第111hi 二次i」0J..“It 8. 2 IOI 235. 5 176. 3 13切．9 478, 8 591. 5 330. 6 633. I 23. 51 12. 90 四．08 0, 76 III来A.b A'造 IOI 

102 迅情外 ¥IQ-97 第111Wi 湖片 20. 8 IO'l 168. 7 51 0 200,1 9 190. 8 750. 8 128 0 M6. 7 11 80 2. 5•1 16. 45 I IO イ'l911 ,t-:IJ] 102 

10:1 迫情外 11(1-97 第111ki 石I亥＇ 5,1 0 103 14-t 4 45 7 1853 8 179 0 714. 4 123.4 617 2 II 67 2. 46 46. 57 l II ィ'1JJ1 ,flJJ 103 

IQ.I 逍情外 II R-92 布mhi 剥片 4 6 IQ.I 224. 8 169 9 1315 7 1 72.』1 522. R 326. 3 6Ui tl 24. 47 12. 91 t1. ()<) (）. 11 出来g, 木砧 IQ.I 

105 3-li<l253-5 辺情外 II C}-91 不191 {iI(9 ィ，＼りぶ滋 7 7 105 310. 9 110 3 1923 5 7,19_ 6 :J,1.0 37 1. 7 774 9 33.:JI 5. 73 15. 73 o. 79 ,A>．JFJII が｝t）11 105 

106 3-11!1261-11 迅I~外 II W~7 mulh、i スク レイパー I •I· I 106 33 1. 4 131. > 1<191. 7 670. 3 81. I 612.1 II 15. 6 12. 23 3. 00 I. 53 I. 13 八森III 汗hll ＂沿

107 辺情外（沢I) II Q-92 沢Ih 札片 11. 7 107 233. 2 181 4 1460. 3 166. 5 560. 4 315. 7 602. 5 23. 98 12'12 28.81 0 80 /11来島 木造 107 

108 3- 1•1251- 2 迫情外（沢1) 1u:-91 沢1).,l 石鏃 懇l"J I 3 108 116. ti 73 3 613 0 263ヽ＼ 263. 7 141_ 2 函．9 27. 20 II 40 27. 2:l 0 74 櫛り1 材県 108 

I的 道情外（沢I) 11 M--¥16 沢1妍 i1J;・ 0 8 I的 :)93. 7 1 13 0 1:n.1 •193 6 s,12 2 339.0 655. 6 24 :l l 12. 61 26. 70 0. 51 Ill来島？ 木迅？ 109 
I 10 迅f暑外 Ì じ95 第111Ki 刈｝； 1 3. 2 110 202. I R0.1 963 4 Iヽ税,.8 213. 6 229;. 5 '75. 7 33 86 8.祁 15.12 0. 68 イ191 イ191 II() 

Ill 迅情外 ¥I l'-68 第111hVi 打It 0, 5 Ill 2914. 6 1 74. 5 1395. 6 4174 8 515. 8 321. 9 583. 6 25.01 12. 5-0 U.20 o. 76 Il1来島 木磁 Ill 

112 栴て出 IX C-791 第2ドi (i維 つまみ 5. 7 112 402. 9 186. 8 1 44 9 5 521 5 639. 5 356. 7 657. 5 23. 97 12.96 29 40 0. 55 111来iJ,? 小：造？ 112 
113 柁て出 II S-61 第3WI 一次加］：叔片 I 0 113 257. 9 143 7 1159 0 394 5 4'12.0 蕊 ．9 4即．3 24 74 12.，10 27. 72 0.65 ill来島？ A、•造？ 113 

IH 13ペルト（捨て場） LX A-73 窮3「Ki ..:次/julぷ月9i’ 16. I 114 21;l. I lf,I 2 1238 6 •134 5 478. 3 303. I 5邸．9 24.48 13. 25 26. 95 0. 76 Ill来島 ＊造 114 

115 13ペルト（店て場） IXIH1 筍3•·1ヽ hi が1)i亭 2, 0 115 234. 9 182. 0 1,112, 5 』16:1.9 お9.0 320. Y 631. 6 23, 37 12. 62 お．切 0. 79 出来島 水店 I JS 

I 16 岱て料 IXA-74 第1llkVi -．次）川l[:i-4fj• 3. 8 116 220. 8 166. 0 1301. 9 ,161. 3 姻．3 324. 9 639. 2 22. 77 12. 75 公．63 0. 77 出来島 木造 116 

117 13ベルト（恰て場） LXIHS 筍3rhi -．次）月II：科片 2 0 117 219. 4 165. 7 1332. 9 、165.I 523. 0 319. 2 591. 2 24, 50 12.13 27. 55 0. 78 tl＼来島 A泌t 117 

I 18 13ペルト（栴て場） IX C-73 第3c桝 -．次）月IT．潟ij• 8. 0 118 211. 8 162 7 1276. 4 137 I 488. 4 301 8 561 2 21 M 12. 75 27. 31 0. 77 Ill米g, 木迅 118 

119 5-1吋126-11枡て均 LX A-74 第3M 石匙 縦 16. 3 9り刃 119 267 5 87 3 1830. I 716. 9 315. 5 ”‘I.5 702. 4 33 83 4 77 M．的 0 84 I-．I9幌 .9:I7幌 119 

120 5-M143-5 枯て出 IX l!-72 筍2析 異形ィi器 2, /4 120 191. 5 IH.3 I 179. 7 394. 4 138. 7 272. 9 502. 5 24, 52 12. 18 27. 211 0. 78 Ill来島 木辺 120 

121 枯て出 以'C-72 第3Wi -．次｝JIlr．材Ji• I, 8 121 2<19. 3 192. 2 1511. 6 521. 5 590. 0 356. 6 切I.0 21. 16 12. 17 27. &7 0. 79 UI米i：， 木硲 121 

122 Sl64 維積 I: れIt 9, 6 122 四3.0 193. 0 1202. 5 904. I 552. 4 385. 6 702. 0 35. 51 16.05 21. 71 0. 61 金ヶば 男鹿 122 

123 S164 堆積上 点J;• 3. 6 123 237. 5 160 3 992 3 7 l 4 9 442.8 307. 3 珀 ．3 35. 23 16. 15 21.82 0. 62 金ヶじ 男鹿 123 
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表 2 分析石器観察表 ・測定値および産地推定結果表(4)
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.. 
分析石器観察表 測定値および産地推定結果表

分r出 図爵サ・ /iIL位沢 グリッド kilt 岱種 沿種繹分 ,1(11,;(g) 伽行 分祈ヽ 0,
k強度 珈強度＇ I:＆姐 Rb浚度 Srガ1笈 ¥'強度' Zr強度

RI9分•お ¥h1*Fe 10<) Sr分乎•; log州 1•)げ1群 エリア 分祈No.
(cps) (cps) (,・ps) (cps) (C'ps) (cps) (<・ps) 

124 5-1~129-13 栴てり｝トレンチ13 LX C-73 芍2M 石匙 横 16. 2 l"i)J 124 273. 2 208 5 16ぉ．3 539 I 628. I 369. 2 709. 9 24 00 12. 59 27. 96 0, 78 III米島 木造 124 

125 栴てお LX Ii-72 第3/c:i ．．次加1̂．刹i; 4 3 125 195.0 149 4 12蕊．9 397 7 441 3 268. 7 4的．5 24 74 12 16 27. 46 0 80 Ill来品 人迅• 125 

126 柁て沿 IX B-72 第3k'i ．．次加1：俎1; I 3 126 292. 9 178 9 1408 9 503 3 5-11 2 339. 0 634. 0 24 9S 12. 70 26.82 0邸 III米島？ 人・沿？ 126 

127 花て心 IX C-72 第3Rヽ .(i匙 欠It1 :) 2 127 2⑲.0 201 6 1575 0 517. 6 557 6 3・16. 9 619. 5 25. 35 12.80 27. 31 0 78 出来島 木造 127 

128 2ー似1109-・15ll()!j 雄閉 I: ィi鏃 懇lIll 0,8 128 259. 7 102. 0 1016, 6 %9.ヽI 2;1 3. 4 323. 2 61~. 6 35. 75 10.03 13. 20 0. 59 ),＼ヶ台 漏J/i 128 

I凶 杭て困 ¥I Y-71 第3il'i て次J111J:"1/l・ 7 5 129 226.6 112 1 13邸 7 Iヽ切 6 592 8 313. 3 碑．6 23. 32 12. 71 30. 01 o. 78 出来島 木沿 129 

130 枯て場 II Y-71 第3糾 石匙 欠柑 10. 5 130 251. 9 155 3 1361. 8 526. 9 529. 5 277. 9 679. 7 27. 53 11.Jll 27. 66 0. 73 櫛'）1 キI!!.i 130 

131 5・M116・11 枡てお IX A-71 布2・ 31M 6鏃 熙1u1 I. 2 131 四7.0 106 6 187:1 5 707 6 329. 0 352. 3 786. 2 32. 53 5 69 15. 12 0 80 AJI;JI| ,/t,JloJII 131 

1 32 Sl&1 ~rfaJ: 'IX/JU t:,':lfj導 7 3 132 :102. 3 202 I 1245. I 羽5.5 5,19. 7 3'!1. 5 細．5 :15 t沿 16. 23 21．邸 0 61 令ヶ鯰 りJ鹿 132 

13:l 辺Ill外 11 R-73 筍lllk、1 ィi鏃 熙凹 0, 7 133 2似．5 101. 5 IOO2,5 6I I. 8 2,11 7 :H9. 7 613. 2 35. 3：l 10. 12 13. :io 0 58 ),しヶ台 ぷ訪 133 

13'1 枯て柑 II V-62 第 I/0 異形イi器 2, 6 13'1 239. 9 183. 5 1507, 7 507. 7 5邸．9 319. i 612. 7 24, 5 1 12. 17 27. 50 0. 80 III米島 木造 131 

135 捨て）り LX C-72 芍；ihi 礼It 4 5 135 227. 4 168 2 1319 5 469. 3 61 I 0 323. 6 593. 9 24 73 12. 75 26. 93 0. 76 /11来島 人造 135 

136 枡てぬ ¥I T-6I 第3糾 叔｝； 3 0 I :l6 223. 2 173 2 1356. 2 458. 2 522. 5 320.2 518. 6 24 38 ,2. 11 27. 80 0. 78 Ill来島 人辺 136 

137 13ペルト（袷て場） IX C-73 ；；；凶～ fKi ー．次力1IT．絹／i 6 0 137 177 I 130 4 1013. 6 372. 6 420. 3 26•1.:l 506. 6 23. 83 12．郎 26 87 0. 76 ill来品 木沿 137 

1：渇 3ペルト（枯て場） IIT-M 筍3d、1 '次1111：~,;· 9 2 1:)8 2沿．2 11,1. 2 1359, 0 99 55 1 499. 6 313. ~ 585. 0 2, 58 12. 82 26. 9•1 0. 77 UI米i:， ＇い迄 138 

J 39 3ペルト(l:'iて場） II T-61 第3c糾 -．次加．じMIt 7,,1 139 212. 7 183. 9 1<123, 3 507, I 邸1.0 315. 6 612. 9 24,66 12. 92 27. 28 0. 77 Ill来島 人沿 139 

140 13ペルト（桧て！ll) lX II-73 ITT3f ~'j 剥9i I 6 1 •IO 232.1 180 5 M33 6 194 3 55-1. 7 343. 4 625. 5 24 49 12. 59 27. 49 0. 79 111来島 A,造 1-10 

141 店て場 LXl!-67 第J(Zc)糾 ＿次）月IT.．禎／； 3 3 141 255. 6 197 3 1501 0 528. I 575. 6 355. 9 655. 8 24 97 13. 12 27. 21 0. 77 tl1来島 A,迅• 1 4 1 

M2 括て出 111060 第2/i'i 二次hul-．絹fj I 5 142 193. :1 l•I(1. I 1146. 9 ↓123 6 •179. 5 300. 0 547.5 2~ 20 12 7,1 27. 39 0. 77 /h来品 人沿 142 

1 43 s;ヽ109 111-62 筍IKi ィi匙 欠Ui 3, 3 113 匹3.0 I邸．9 3875, 2 59H. I 65. 5 530. I 3•182. 9 12. 79 2. ~ , 1. •10 1.12 八森III 1'1:hll 1 43 

IM 9わて心 LX B-72 第3妍 材／1・ 13. 8 1 •14 209.1 I的．o 1263、2 ・128. I ~85. 6 303. 4 561.2 24. 07 12. 90 27. 31 0. 78 /11来島 木辺 141 

1,15 枕て心 LX C-72 第3hYj ー：次加じH/i• 2 9 MS 218. 9 1邸．2 1176. 8 520. 3 訟7.9 356. 5 670. 7 23. 92 12.14 28.86 0. 77 II！来島 人近 145 

146 栴て場 IX A-72 ~W1 石匙、 絞 5 3 '“)J 1 46 271. 5 207 7 1625. 3 550. 0 603 8 37'1.4 676. 7 24 95 12. 78 21. 38 0. 78 Ill来品 木沿 116 

147 括て出 ¥I X-10 筍3M 剥｝； 14. 6 M7 21 I. I 159 5 1251 I 9120 8 •162. 5 蹄9.7 555. 8 24 :l-1 12. 12 26. 75 0. 77 Ill来島 木込 M7 

118 栴て均 ¥J X-10 不,,1 ．`次ilul：剥｝； 3 lj I 18 213 1 190. I 1509 5 494 2 539.8 33-L 4 切I.9 25. 05 12. 59 21. 35 0. 79 Ill来品 木込 118 

1,19 枯て叫11、レ ¥I Y-71 箱22.23k'i 必l)i 0.1 1•19 219. 7 1 1 1. 6 1353, 6 、160,5 切7.I 317. 5 574. 9 24, 76 12. 68 27.26 0. 79 Ill来島 木辺 1 49 

150 れて出 IXl!-74 第3hi 剥片 3, 6 150 221.1 173. 2 1354 3 ,162. 0 503. 7 319.0 580. 8 24, 77 12. 79 27. 00 0. 78 III来i.1 Ac迅 150 

151 括て場 II Y-11 第3凶 ．次）nn••;/1/j 06  151 214.1 172 l 1ヽ100I 156. 5 500. 5 308.2 563. 7 2496 12. 29 27. 37 0. 82 /JI米仙 A'迅• 151 

152 5-I刈126-4枯て均 II W-70 "/13屈 石匙 縦 10. 2 )； ｝J 152 132. 2 99. 3 762. 2 267. 6 四7.9 193. 0 3邸． I 23. 96 13. 03 26. 68 0. 76 /JI来u：) 木造 152 

153 枯て均 ¥IT-臼 第3kヽi 必11;・ I 7 153 IY8. 2 1 48 4 1 1 62. 3 109. 5 462. (; 邸68 564 4 23 76 12. 88 26. 81 0. 76 出来9:， 木追 153 

I団 枯て出7トレンチ ¥I Y-71 ,i¥22 ・ 23/M 剥｝；• 12 I ISI 218. 9 16~ 9 1287, 5 111. 5 195. 7 302. 9 S邸．3 2,1．認 12. 73 21. 59 0. 77 IJ.1来品 AJ磁 151 

155 岱て坦 LX',-12 第3k、i 剥｝；• 6. 2 155 273. 8 l叩，9 1594. I 527. 2 563. 3 319. I 6紐．2 25. 37 12.M 21. 11 0. 77 出来品 Ad滋 155 

156 S~I09 布IM 一次J月1工ふ111・ 5 0 156 250. 0 91 2 3273 2 470. 1 49. 8 411.6 2720. 3 12 87 2 79 1.36 I 12 八森111 森浦 156 

157 SP2108 堆積 l: ,#JI,・ 5 I 157 179. 8 129 0 10IO 6 双iO7 388. 2 2・18. 9 4訊．5 24 25 12 76 お．8,1 0. 75 t11来島 A滋 157 

1邸 枯て出 仄 ll-75 筍3M {i鏃 lけ部欠 I I ＂ゞ 332. fi 132 5 1285 8 854Ai 320. o ~20. 7 811 5 :l5.17 10. 31 13. 28 0. 59 ），！ヶf; ぶ訪 158 

159 13ペルト（枯て場） IX (.-73 筍3d~rhi {i匙 欠i(i 10.0 159 256. fi l郭 4 9553 6 525.6 切I.I 3邸．7 662 I 24. 4 7 12 77 27. !19 o. 78 tli来品 木心 159 

160 3ベルト（枯て鳩） II T-61 第3c州 →次）月II池1)ヤ 17.6 160 205. 2 1 57, 4 1205. 6 411.1 4,12. 7 280. 0 525. 5 24, 77 13. OS 26.邸 0. 77 /i1来島 木造 160 

161 辺情外 IIJ~3 第111州 -．次｝JOl̂．れ1;• I 2 161 220. 9 171 8 1357 4 175 5 513. 4 318. 9 600. 6 24 53 12. 66 28. 01 0 79 III来i.b 木造 161 

162 3ペルト（枯て沿） 11 T-64 布3c•li'1 ・次｝Jul391; 9 3 162 206. 5 157 8 1283 9 425. 6 169. I 293. 0 邸I.8 24 3:1 12. 29 26.81 0 79 Ill来品 木造 162 

16:l 括て均 11 Y-11 筍：｝妍 ．．次加 r．叔｝；• 9 7 16:l 211.0 1部 5 1,131 8 •189 •I な38.8 :l28.8 612. 8 24 85 13. II 27. :)5 0 78 出来島 ,f<j;'/ 163 

16fl 枯て出 IX c,-12 第：ぅKi 微繍利簾潟｝；• 19.0 16'1 196.6 151 9 1260 S 、1010 •16l. 8 273. (i 切 I.8 21 12 12. 05 料． 18 0. 81 出来島 木砧 161 

165 枯て叫 LX C-72 第3/i'i 必111・ 1, 3 165 ね9.7 186. 9 1ヽI⑱.I 511. 8 認2.7 祁I.I 661. 2 24, 22 1 2. 1 3 27.58 0. 79 Il1来島 木磁 165 

166 5ー図11;-3;栴てJjl ＼冒T-66 第3!1"i イi鏃 煕尖 I 9 IOO 267 6 171 5 1101 5 839 7 515. 9 358.8 670. 4 35. 21 15 80 21. 63 0 62 金ヶ鯰 男鹿 166 

167 袷て掛 II P-61 第2h 二次加］：叔i;・ 9 4 167 212.1 185 I 1434 3 199 2 557 I 339. 4 635. 9 24 57 12. 90 27. 42 0 77 111来島 小；造 167 

168 枡てゆ 111T→沿 第3M こ次/JUl;．剥Ji 0、1 168 129. 2 80 8 645. 0 212 9 237 4 138. 5 253. 8 25. 27 12. 52 28. 17 0. 70 111来島？ 木迅？ ＂沼
I⑲ 枯てH} 111-63 第3M.I→.'"' -”次｝JU I:．~,;· 12.1 169 222. 2 167. 2 1261. 3 459. 2 52 1, 4 :322.Y 593. 6 24, 20 13. 26 27. 4H 0. 75 出来島 木硲 169 

170 岱て料 IX A-72 m3hVj 石匙 縦 3. 5 片JJ 170 251.0 191.9 1,193.4 522. 3 590. 6 362. 6 673. 0 24, 3 l 12．邸 27. 19 0, 77 出来島 木造 170 

171 枯て叫 ¥I X-70 m3kVi "4/j• 1.0 171 212. 5 189. 2 1502. 8 518. 6 570. 3 356. 3 617.5 24, 78 12. 59 27. 25 0. 79 出来島 木造 171 

172 栴て均3年度トレンチ ¥I lI-64 小I99 /i鏃 熊1111 0. 6 172 191.0 130 5 814 8 583. 6 35,1 5 切6.9 112.3 35. 86 16. 02 21. 78 0. 62 金ヶ崎 男鹿 172 

173 佗て掛 II附-69 第2.il'i ＂鏃 熙尖 I 5 173 206.8 1：)(, 9 8 7 2. 8 ぼ6.5 403. 9 281. 2 526. I 35. 15 15. 69 21. 63 0．鉛 金ヶ鯰 9J庇 1 73 

171 代て出 II W-70 ;;!2 ・ 3~~ ィi籟、 つまみ l, 7 1 1 1 函．3 198. 3 1233, 7 857. 0 522.2 360. 6 ⑱ I. 2 35. 35 16. 07 21. 51 0. 62 令ヶ鯰 男鹿 171 

115 枯て叫 II X-69 第2hi ィ，＇鎌 つまみ 6, 7 1 75 181.6 137. 3 10.16, 6 363. 8 410. 0 2引．o 、178. 2 21. 16 13. 12 21. 23 0. 76 UI米i：， 木硲 1 75 

176 迅情外 II S--66 第lll~•j 石鎌 煎(!JJ 0, 2 176 271.0 101.6 998, 3 650, 3 2,11. 3 32,1.0 627. 7 35. 17 10. 17 13. 37 0. 57 J~ヶ台 ~;u, 176 

177 栴て出 ¥I X-70 第3/1'1 ・次｝JOT.．,11;- 3. 0 177 230. 4 173 3 1311 3 480. 4 515. 8 331. 3 62 •I. 0 24 25 12. 89 27. 5,1 0. 77 Ill来品 小造 177 
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表2 分析石器観察表 ・測定値および産地推定結果表(5)
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分析石器観察表 測定値および産地推定結果表

分r出 図爵サ・ /iIL位沢 グリッド kilt 岱種 沿種繹分 ,1(1,l;(g) 伽行 分祈ヽ 0,
k強度 珈強度＇ I:＆姐 Rb浚度 Srガ1笈 ¥'強度' Zr強度

RI9分•お ¥h1*Fe 10<) Sr分乎•; log州 1•)げ1群 エリア 分祈No.
(cps) (cps) (,・ps) (cps) (C'ps) (cps) (<・ps) 

178 栴てり｝ LX C-73 :'j1;3紺 スクレイバー— 0, 6 178 326. 2 128 5 1247 7 800. 7 297. 8 393. 2 767. 3 35. 60 10. 30 13. 21 0, 58 9,＼ヶ台 以9切 178 

179 栴てお II Y- 7•1 不I99 ．．次加1̂．刹i; 3 9 •柘 179 225. 2 161 9 1319 9 159.ヽI 507 9 319. 2 619. 3 24 11 12. 19 26. 65 0 77 Ill来品 人迅• 179 

180 13ペルト（わてJij) IX C-14 第2~•i 微繍叔轄刈｝； 14. 7 180 196. 3 147 9 1111 6 102 0 4,13 4 邸I.5 525. 7 24 32 12. 9'l 26. 83 0. 77 /11来品 人迄’ 180 

181 花て均 II l'-70・71 +191 渕／t 2 7 181 23:1.0 178 I 1399 6 172. 5 513. 8 :l21. I 602. 5 24 74 12.7:l 26．切 0. 78 出来島 木造 181 

182 枯てIL} ¥I T-65 筍3/l'i 剥／t 0, I 182 143.6 108. I 857 4 285. 0 323.9 193.1 350. 3 24, 73 12. 61 28. 11 0. 78 出来島 木近 1~2 

183 杭て困 ¥I T-65 第3il'i 一次 JIIJ:'1/l・ 1 0 183 19'2.8 1 49 0 1171 7 397 0 、135.・1 276. 3 500. 5 24, 67 12. 71 27．仇 0. 78 出来島 木沿 lij3 

181 枯て場 II X-70 第Ill妍 1,i .. II. 2 181 226. 9 177. 8 1354, 6 460. 7 505. 2 316. 6 585. 8 24邸 13. 13 27. 01 0, 78 Ill来島 人迄 18・1 

185 杓て場 II Y• 71 筍2・ 3/t'I 剥｝；• 8 0 185 205.4 159 0 121n. 3 、105.6 幽．2 279. 9 536. 5 23. 55 12. 77 29. 04 0. 78 /i1来品 Aぷ沿 185 

186 括て均 LX,1-71 筍3h，1 必l)r I 5 I郎 210. 6 161 8 1284 0 、1:10,9 489. I 函．3 535. 7 21 59 12. fメ） 27. 91 o. 79 出来砧 木造 186 

187 辺I鼻外 II Q-69 第川Kヽj 次加 I：れ／t 0, 8 187 101. 8 75, 3 OO1 8 193. 3 195. I 125. 5 2公．6 26. 03 12. ol 26. 28 0. 76 出来島 木i3言 187 

188 約て叫 ¥I R-63 筍2析h1‘’1 44 }ヤ I. 2 I邸 233. I 91、8 2•157, I 563. 9 珈．5 319. 3 1057. 7 23.10 3. 71 20．切 1.02 沢戸111 irtri 188 

189 括て均 ¥IR咽 符2kiHÌ’i ：次）＇IT点Iii― 0 5 I的 215. 0 161 6 1315 3 417 9 620. :l 306. 8 571 0 21 26 12. 52 28 18 0. 79 Il1来島 AJ3• 189 

190 怯てぬ ¥I T-62 不191 -．．次）HIT必II, 10 2 190 243. I 188 6 1167 4 函 2 558. 6 348. 4 64 5 1 24 59 12 85 27." 0. 78 111来品 Ai3 190 

191 店て均 IX 1)-71 第11州・2k1 二．．次）月II滋I)；• I 6 19( 函．0 175 6 1337 2 ~85 9 522. 8 329. 3 590. 6 25. 19 13 13 27. 11 0. 65 II}来約？ 木沼？ 191 

192 枯て場トレンチ① 111-69 筍2chi 剥片 3 0 192 243. 5 181. 3 '』150.6 •158.6 幽．8 3的，9 56'. 7 25. 01 12 50 27, 31 0. 78 出来島 木辺 1~2 

193 岱て出 ＼冒 X・ Y-71 筍2・ 3/l'i -．次）Xll.'.必I/~ 0, 3 193 177. 9 1 31, 5 1050. 0 謁2.0 503. 7 269.,1 525. 2 22. 73 12. 80 四，97 0. 77 111来島 木迄 193 

191 岱て叫 II●-71 第3ki 剥）「 10, 9 191 161. 9 12•1, 5 968, 2 327. 9 361. 6 232. 0 429. 2 21．邸 12. 86 26. 77 0. 77 111来島 木辺 191 

195 13ペルト（栴て場） LX C-74 笥3d• c • r li'i 剥｝1― 0 I 195 181. 2 140 I 1123 0 371. 9 417 5 251 4 157 5 24 82 12 47 27 87 0. 79 tl1来島 A,迅• 195 

1邸 13ペルト（捨て場） IX C-71 ;¥3d・e・f/rl 必1)1― 0 I 196 157 5 126. 9 1031. 3 344 0 387 9 232. 9 431. 8 2~ 58 12 31 27. 72 0. 82 /h来μ, 人沿 196 

197 13ベルト（袷て山） Lx (ィ~-74 筍3d・ e ・ f彬 刈｝；• 0, 7 197 :l6.1 四．o 231. I 邸．6 7 d. 2 4,1. 5 75. 9 26,09 12. 53 28. 18 0. 80 出来ib 木造 197 

198 13ペルト（内て場） LX C-74 筍3d• e • f屑 微繹机渾,1/j・ 5、8 198 229. 5 177. 9 1362. I ・185. •I 訊0.9 33•1. 5 638. I 24, 28 13.06 27.06 0. 77 /11来島 木辺 198 

199 13ペル ト＂じて場） IXC-7-1 筍3d・ • ・ f ~ ー：次加じH/i• M.I 1叩 260. 7 193. 7 1526. 3 515. 9 551. 8 348. 3 632. 6 25, 15 12. 69 27. 01 0. 77 II！来島 人近 199 

200 13ペルト（袷て場） IX C-74 芍Jd · c · f~、i 一次il[IT．料）； I 5 20-0 217. 2 187 0 1501 3 508. 2 569. l 351. 6 651.4 24 13 12. 4:1 27. 36 0. 78 Ill来品 木沿 200 

201 13ペルト（店て場） IX C-14 筍3d• e • f柑 剥｝； (; 5 201 112. 1 130 4 IOIR I 359 9 •117.6 259. 5 48 1. 5 23. 70 12. 81 27. 50 0. 77 Ill来島 木込 201 

202 栴て出08トレンチ Wl附-69 第Wi 剥｝;• R 8 202 2祁．8 180. 9 1397 9 489 6 r,13. 6 331. I 655. 5 24 17 12. 91 26糾 0. 11 Ill来品 木込 202 

203 枯て叫 ¥I V-67 布11~111料 一次/JIii：材片 15. 5 203 193. 9 111. 6 1 1 12, 9 396, 8 MO.・I 281. 9 517.1 24, 25 13. 00 26. 91 0. 76 Ill来島 A＜辺 203 

201 13ペルト（恰てlij) IXl!-73 ¥'ll2 • :l~ 剥片 17.0 201 235. 7 178. 0 1375 3 ,196. 6 517. 6 316. 8 638. 4 24, 17 12. 95 26. 99 0. 77 III来i.1 Ac迅 201 

205 S163 II Y-14 堆積1; 剥li― 2 5 205 213. 5 144 3 1136. 4 106. 3 453. 5 2邸．6 523 7 24 33 12. 70 27. 15 0. 73 911来仙 AJ迅 205 

206 S162 II Y-76 堆iai: 剥｝i― 0 4 206 201. 7 155 5 1254 9 452. 0 486. 0 3~.6 581 5 24 72 12. 39 26. 59 0. 79 911来幼 小迅• 206 

207 3ペルト（枯て場） ¥I T-6" 第3eJr! 剥h• o. 3 207 179. 6 139 5 1132. 9 378. I 151. I 252 6 ,,61 6 24 45 12. 31 四 17 0. 80 出来u:， 木込 207 

碑 3ベルト(I令てJlj) ¥I T-61 第3eki ．．次1月IJ:必IIt 8. 8 2郎 289. 3 195 6 1520. 7 5-05.0 639. 3 315. 7 税沿．2 23 07 12.師 公．20 0. 72 IJ.＂①， AJ磁 208 

209 3ベルト（代て柑） ¥I T-61 第3eIii 剥｝；• 0. 7 209 邸．6 66, 9 5'16.7 115. 0 213. 9 116. 8 219. 6 21. 13 12. 23 公1.19 0. 79 出来i]， Ad滋 碑

210 岱て均 II R-63 布3k寸 剥片 I I 210 274. 2 110 I 3779 4 550 8 70. I 496 8 3305 0 12 45 2 91 1.58 I 14 八森111 森浦 210 

211 13ベルト（枯て沿） IX C-7:l 第3Kh射 微繹必l階れ1);• I 5 211 2,18. 9 186. 8 1465 I 517.1 575. I 351. 3 677 6 24. :JS 12 75 27 II 0. 77 tl1来島 木滋 211 

21l 13ペルト（枯てtij) LX C-73 筍：ld・ e ・ f /l'i 必l)；• 1:1. 7 212 2（'8. 8 1切 6 125t 0 12~ 7 481 2 291. I 546. 6 2,1.o1 12 s:i 26. 87 0. 78 出来島 木迅 212 

21~ 代て均 II X-70 筍3M れ1)1• 8 7 213 251. 6 191 3 1527 7 517. 5 607 8 318. 5 651 1 2,1．公 12 72 加 52 0. 78 "1来品 木辺 213 

21.1 岱て出 II S-63 第：lA'! 微細i'I渾i'I）ヤ 3, 3 2 1』1 170. 6 13•1, 0 101!. 3 352.6 387. 0 217, 0 •I茄． 2 24.H 12. 87 26, 82 0. 79 IJi来島 木逸 211 

215 店て出 IX 11-75 布3妍 泊l}9 2 2 215 184 8 142 7 1109. 5 370. 6 117 4 257. 8 600. 0 23. 97 12 86 27. 00 0 78 III来島 木造 215 

216 枡て）り LXll-72 芍3駐i 禎J; 0 5 216 2:l9. 2 179 3 H22 7 499 2 515. 2 339. 6 628. 0 24 81 12. 60 27. 10 0 77 Ill来i?, 木造 216 

217 括て出 I●R-（辺 祁2妍 i1J;・ i 2 217 226. I 147 5 I 170 8 』119.I •15;1 8 285. 7 訟5.・1 24 87 12.60 26．か 0 71 Ill来島？ 木迅？ 217 
21R 枯て出 II S-(汎 筍2M 刈｝； 7 2 218 3,6. 0 213 3 1315 I 967 0 592. 5 4仰． I 7•M.8 35 6I 16.:l'l 21.81 .゚61 令ヶ鯰 男耗 218 

219 枯て叫 ¥I l'-61 ii¥2糾 必111・ 3, 0 Z19 250. I 197. 2 15四，8 502.0 512. 6 332. 9 ⑲1.4 25. 76 12．⑲ 26. 30 0. 79 Il1来島 木磁 219 

220 栴て出 IX A-70 第3!M ＿次加J：刈片 15. 8 220 以 I.9 151 8 1218. 6 ll9. 8 499. 5 288. 5 559. 9 23. 75 12. 70 28．ぉ 0. 77 111来島 A迄 220 

221 柁て出 III’-60 第3~1 ーり次加］達'". 1 0 221 225.8 172 9 1342 9 171 6 524. 2 326. 3 597. 5 24 57 12．邸 27. 31 0. 77 111来品 小；造 221 

222 13ペルト（袷て場） LX C-73 第2・ :lil'! 剥｝i― 0、1 222 192. 7 151 0 I 192 3 ,114 7 467. 2 邸5.4 525. 6 24 50 12. 67 27. 60 0. 79 Ill来島 木造 222 

223 13ペルト（枯て場） IX C-73 筍3•·1ヽ hi が1)i亭 1, 4 2'23 zoo. z 157. 8 1250, 3 1,12. 3 、191.7 310. 8 591. 2 24, 01 12. 62 26. 86 0. 80 出来島 水店 223 

221 13ベルト（恰てlij) IXl!-73 第3f・討 -．次）川l[:i-4fj• I.I 224 231. 5 182. 7 M35.5 ,194.8 511. 3 333. 4 61 I. 2 21. 98 12. 73 27. 33 0. 79 II＼来島 木辺 224 

225 枯て叫 ¥I Q-61 第2hVi -．次）月IJ:;,4片 12 I 225 116.4 87, 3 邸1.1 238. 5 266. I 172. 9 321. 7 23. 87 13. 20 26. 63 0. 75 tl＼来島 木造 225 

226 辺情外 ¥I K-61 筍2妍 -．次）月IT．潟ij• 4 5 226 I的．9 143 7 1083. 5 400. 3 456. 5 282. 0 S⑮ s 23 58 13. 26 26. 90 0. 76 Il1来幼 木迅 226 

227 店て掛 ¥I ll-62 第2附 湖｝； 5 5 227 176.4 131 9 I畷 3 312 1 416. 7 261. 5 493 8 24. 13 12. ¥>I 26．郊 0. 78 Ili来i:， 木込＇ 227 

2公 政情外 111}-71 第1UK9 湖片 •1 0 2,8 216. 5 185 I 1434 9 4A6. •I 約2.8 3凶．3 6 l :lヽ9 24 19 12 90 27. 16 0. 77 Ili来品 木追 ね8

2四 13ペルト（代てni) L'¥ C-73 筍3d・ e ・ r /1'1 ：次）XII’ぷIJ}ヤ 4, 5 2四 217. 9 163. 0 1286. I 161.0 5邸．2 3ZO. 7 610. 2 23. 52 12.邸 邸 99 0. 77 出来島 木逸 2公

230 捻て出 LX ll-76 !i!2M 剥片 I I l!.¥-231と1991ーか 230 201. I 160. 3 1293, 3 379.0 431. I 218. 9 ,165. 7 24. 8 1 12. 39 28. 42 0.80 Ij1来島 木迄 230 

231 栴て均 IXl!-75 第2k寸 剥｝；• 2 2 黒-230と1、nーか 231 221. 6 173 5 1363 6 482 7 537. I 333. 6 632 3 24 31 12 73 27 05 0. 19 Il1来島 小i3 231 
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表 2 分析石器観察表・測定値および産地推定結果表(6)
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.. 
分析石器観察表 測定値および産地推定結果表

分r出 図爵サ・ /iIL位沢 グリッド kilt 岱種 沿種繹分 ,1(1,l;(g) 伽行 分祈ヽ 0,
k強度 珈強度＇ I:＆姐 Rb浚度 Srガ1笈 ¥'強度' Zr強度

RI9分•お ¥h1*Fe 10<) Sr分乎•; log州 1•)げ1群 エリア 分祈No.
(cps) (cps) (,・ps) (cps) (C'ps) (cps) (<・ps) 

232 栴てり｝ 1直V喝 :'j1;3紺 材／i- I 6 232 191. 7 151. 3 1201 7 421. I 507. I 289. 5 687. 2 23. 33 12. 59 28. 09 0, 80 /11来島 木造 232 

233 栴てお 111 W-69 第3ll'i 胡｝；• 6 0 233 190.9 145 8 1117 2 405.ヽI 495. 5 28,1. 6 532. 6 23. 60 13.05 28.81 0 77 Ill来品 人迅• 233 

231 凶情外 111附-75 布 l1~IIIKi 材It I 6 23,1 226. 2 179 4 1386 7 195. 5 5-17 0 339.1 631. 0 24 62 12. 9-1 27. 18 0. 79 /11来品 人迄’ 234 

235 花て均 IIWー（凸 第3Rヽ こ次）IIllぶりt 2 5 2:l5 2:19 9 98 2 2516 9 5 7 3. I 釦 2 330. 5 I 107. 0 22, 80 3. 90 20 01 l 02 『t戸1J1 沢）了 235 

236 枯てIL} ¥Iし'-65 筍3/l'i 微繹“鐵対Ji• 2, 0 236 邸．2 157. 5 12公，8 、129.0 、110.2 凶s..1 "』1.1 24, 67 12. 80 21. 01 0. 78 出来島 木近 236 

237 杭て困 ¥IV-a 第3il'i 一次 JIIJ:'1/l・ 6. 9 237 251.0 197. 9 1522 1 、1877 531. 8 332. 3 619. 7 24, 33 13. 00 加．邸 0. 78 出来島 木沿 237 

238 3ペルト（怜てドij) 11 l’-67 第Jc • Jd~i 剥片 2 2 238 202. 9 155. 4 l2l9, 5 420. 0 467. 5 蕊． I 513. 3 24 <13 12. 7<I 27. 20 0, 78 Ill来島 人迄 238 

239 杓て場 II V-65 布：ikヽi 二次）月11・・,¥4/;・ I 7 239 225. 0 175 3 13邸 I 459. 6 519. 2 函．6 575. 5 24 67 12. 91 27. 87 0. 78 /i1来品 Aぷ沿 239 

240 3ペルト（枯て場） II‘Fu 筍伽K、1 次加 I”ì 片 8 4 240 23 1. 4 171 9 1：迅8．8 、154,I 幽．3 3れ）．3 572. 0 24 62 12. R•I 27. 61 o. 76 出来砧 木造 210 

24 l 辺I鼻外 II W-13 mrl~UI析 次加 I：れ／t 10. I 241 1 3 1. 8 101. 5 187 5 28 6. 4 :m.2 208. 8 381. 9 23, !）8 1:1. 27 26. J;(i 0. 77 出来島 木i3言 241 

212 迅1号外 ¥I l-75 :rlll~IU妍 44 }ヤ 3. 0 212 173. 6 132. 7 1010, 9 366. 5 101.•1 260. 0 505. 9 23. 90 13. 13 26. 17 0. 77 II1来島 木迅• 242 

243 3ベルト（枯て島） ¥IT噸 第3chi 剥／i• 6 7 243 235. 6 175 6 1383 4 472 6 62'1.:l 325. 7 591 4 21 69 12. 70 27. 39 0. 77 Il1来島 AJ3• 243 

244 3ペルト（枯て均） ¥IT→沿 第3phi 剥｝t 6 3 2<1 247. 9 181 6 1154 6 5-08 4 ⑯2. 3 348. 7 64 5 3 24 62 12 69 27. 21 0. 77 111来品 Ai3 241 

245 3ペルト（柁て均） ¥I l・-65 第沈 ．d糾 二．．次）月II滋I)；• 18. 8 245 21 I. 7 160 6 12:!8 8 ~:!0.6 467. 4 297. 9 548. 3 24 69 12 97 26. 80 0. 77 11¥来品 人ia 215 

246 3ベルト（枯てIll) IIじ-66 筍3c• d¥'1 '次）川 1．剥｝i I 0 246 (i91. ？ 50 I 397 5 129 1 1:lll. 3 86. I 151, 3 25 51 12 61 27, 21 0. 79 出来島 木辺 246 

24 7 3ペルト（れて場） II U—的 第3e・ dli'i 剥｝i 0, 8 217 273. 3 111. 6 865, 0 373.1 41<1.0 24 1.,1 455. 6 25.11 12. 91 27, 81 0. 50 Ill来島？ 木迄？ 217 

248 3ベルト（れて場） II U-66 第＆ ，dhi 一次）nl上必1)i I.I 218 232. 7 IS7. I M95. 2 5-01.1 邸1.I 34& 4 643. 0 21. 21 12. 52 28.09 0. 81 111来島 木辺 218 

249 3ベルト（柁て均） II l'-66 窮3c・ H1  剥｝1― I 8 219 262 7 IOI 3 切20I 605 9 527 0 338. 0 1142 2 23.19 3. 72 20. 17 1.02 置！りIJ 沢,; 249 

250 ltて出 111'-65 第2k，， 必1)1― I I 250 240. I 177 I 1355.1 182. 7 5-11 3 337. •I 619. 7 2~ 37 13 06 27. :12 0. 75 /h来品 人沿 250 

251 枯て出 111-fj6 筍2ki ：次加 I―．れ片＇ 6, 0 251 229. 9 91. 2 3011. 2 ,180. 7 62. 8 137. I 2957. 7 12. 21 3. 03 I.（氾 1.12 八森III 1'1:hll 251 

252 9わて心 ＼菖Y-71 筍2妍 材／1・ 7 I 252 222. 5 169. 7 1318 8 ・159.0 501. 3 31,1. 8 571. 2 24. 78 12.87 27. 23 0. 77 /11来島 木辺 252 

253 枕て心 111'-65 第3hYj ~/j· 1.0 253 358.8 181. 4 1,115, 7 512. 3 551. 3 346. 6 651. 4 24, 81 12. 76 26.85 0. 61 111来島’ 小迅？ 253 

251 栴て場 ¥I Y-74 筍3kiHI‘’1 剥,;・ 0 3 251 201.0 166. 9 1222 2 431 7 469. l 29-L 6 631. 6 24 95 12．訊 27. 11 0. 78 Ill来品 木沿 254 

255 括て出 Wl ¥.-12 第3MHIUi '次hur．渕｝； 25. 8 255 1 30 4 106. 2 802 I 258. 6 2~2.6 177.8 337. 0 24'18 13. 23 26. 76 0. 79 Ill来島 木込 255 

2祁 :,ペルト（枯て場） Wl V467 刃3ah91 剥｝;• 9 5 256 225. fi 116. 1 1366 2 小190 521. 3 302. 6 邸2.7 24 46 12. 91 認．40 0. 78 Ill来品 木込 256 

257 3ペルト(I↑て心） ¥I V-67 筍3dht 必l)i 1, 6 257 216.8 l祁．5 1-172, 8 507, 3 邸I.2 310. 9 631. 2 24, 82 12. 67 27.16 0. 78 Ill来島 A＜辺 257 

258 れて島 ¥I l-66 布北 ・91hi 剥片 0, S 蕊 190. 0 149. 4 1208. 8 380. 9 409.9 216. 7 471. 7 25. 24 12. 36 27. 16 0. 80 III来i.1 Ac迅 258 

259 枯て場 +191 剥li― 18 0 259 189. I 145. 2 1116. 9 388. 4 4-19. 2 271. 5 523 9 23. 78 13. 00 27. 51 0. 77 911来仙 AJ迅 259 

26-0 迫情外（⑥エリア） ；；；11Ki {i議： 慧1111 0 5 6鏃-207 260 265. 6 181 6 1132 5 869.8 533. 3 365. 9 670. I 35．茄 16.01 21. 86 0. 63 金ヶ鯰 男l'l! 260 

261 枯て均 ¥I I’462 筍 lit. 児形心•II'J 3. 7 261 170. 8 125 6 961 5 350 2 ：沿7.8 2・1、I.9 ,,59 7 24 28 13.oo 26. 88 0. 75 出来品 木追 261 

262 杭て出 LX',-70 第2k1 剥）；• 2.0 262 22,1. 8 170 I 1288. 7 158. •I sos. 9 318. 2 572. 3 211. 71 13. lO 21. 28 0. 76 IJ.1来品 AJ磁 262 

以沿 仕て坦 LX',-71 堆積 I: 剥｝；• 11. 2 263 2祁．3 171. 5 1355. 0 190. 5 515. I 315. I 628. 8 21.11 13. 10 21. 13 0. 76 "1来i1, Ad迄 263 

261 13ペルト（佑てttj) IX C-73 "12 ・ 3/¥<i 一次 JAiエ剥片 19.9 261 188. I 141 7 1099 8 認80 135. 0 271. 4 513 2 24. 14 12 88 27. 06 0. 77 tl＼来品 AJ迄 公刃

265 捨て場 IX C-79 第2kう 二次）月IT点11;- 6 5 265 205. I 150 8 1184 0 '114. 6 481. 3 2&5. 2 544 I 24 03 12 74 27 90 0. 76 tli来島 木滋 26.5 

2邸 枯て均16トレンチ 仄 ll-80 m2htm"i 必l)；• 4 0 2(お 238. i 177 8 1392 5 .,89. 6 510.9 331. 6 619 5 2,1.6:J 12 77 27 21 0. 77 出来島 木迅 266 

267 代て均 IX (.-82 筍2ki 次）AlI；剥片 9 6 2(¥7 237. 1 1部 9 1451 8 193 I M0.8 338. 0 612 7 2,1. 84 13 02 27 25 0. 79 "1来品 木辺 267 

2邸 岱て出 LX A-81 第 I・II析 ,Ill}ヤ 2. 8 2邸 202. 3 IS,1，4 1232. 5 •130. 7 533. I 301.1 枷 ．6 23.01 12. 63 28, •18 0. 78 111来,:, 木沼 2& 

269 店て出 IX C-85 布2/;1 泊1)9 3 1 269 357 7 192 3 1<192 7 530. 3 581 5 366.6 662. 2 24 77 12 88 27. 16 0 62 III来島？ 人・迅？ 269 

270 迫情外 11 Y-85 芍2駐i 禎J; 20. 5 270 2:l5.9 130 2 996. 7 373 5 106. 2 2鉛．6 485. 8 24 12 13. 07 26. 56 0. 63 ILL来島？ 人迅？ 270 
211 迫情外 111'-¥氾 第111Ki i1J;・ 0 7 271 2:16. < 189 5 1,151 7 •196.0 5'13. 2 332. i （氾I.9 25. 10 12.% 27. ・18 0 79 出来島 ,f<j;'/ 271 

272 枯て心 ¥``4沿I 第2M 禎I; 11. 7 212 215. 9 15'1, I 12~9 5 < 13, •I 191. 5 306. 5 578. 8 24, 36 12. 33 27.00 0, 76 Ill来島 人磁 272 ¥Ix-68 

213 杭て均 IX,1-79 筍2妍 児形ィ．i1 9, •I 213 1%.3 152 9 1185 6 :l90. 9 4,18, 4 270. 7 切2.3 2 1, 25 12. 89 21.81 0. 78 Ill来島 木辺 273 

274 2-IJII 18-5 Sl•l0l6 ↓t:,/ii イi匙 絞 67. 9 iり）」 S-8 274 188. 6 邸．6 1300, 5 522. 5 四6.I 256. 2 639. 5 30. 18 4. 35 17. 27 0. 81 9拓11 沢1; 271 

275 栴て場 IXC-81 第2lr1 剥片 2 7 275 235. 3 180 8 1397 5 、187.9 556. 8 33,1. 2 627. 7 24 31 12. 91 27. 75 0. 77 111来品 人造 275 

276 枯て場 IX B-81 第2糾 石鏃 熊IUJ 2 0 276 319.8 216. 0 1356.ヽI 1010 9 618. 2 4邸．9 779. 0 35. 63 15. 91 21. 79 0. 63 金ヶ鯰 男庇 276 

277 枡て島16トレンチ IX A-RI ”沈湘l"i .:..次/JUl-．州）； 0 2 277 ⑱ .9 119 7 979 2 352. 2 378. 3 236. I 469. I 24 53 12. 23 26 35 0. 50 Ill来島？ 水迅？ 277 

218 逍情外 II Y-85 第 1妍 呉形ィ，堺 2, 5 218 250. 2 191. 8 1'180.0 509. 9 釘S.3 35-0. 7 650. 8 24, 55 12.W 21. 22 0. 77 ill来島 A＜造 l18 

279 依て叫 lX A-78 第2hj 災形イ潔I 1, 5 279 179. 6 l38. 4 1126. 3 367 I 400. 4 217. 7 457. 7 24. 91 12. 29 27. 18 0. 80 ll1来ib 木造 279 

280 5-l符116-12枯て）じ LX ll-81 第3)M 石鏃 懇(IIJ 0.8 280 181. 5 111.1 I 163. 4 377. 5 •117.1 255.8 •165. 3 24. 90 12. <II 27. 53 0. 81 出来島 人造 280 

281 栴て）り "X E-87 芍Ih 石鏃 熊1111 09  281 295. I 118 0 1134 3 745 2 282. 2 366. 3 731. 0 35. 07 10. tO 13. 28 0. 58 J,！ヶ台 』,vJ 281 

岱2 枡て鳩 IX 8・78 第2ki 石鏃 熙1u1 06  282 165. 3 92 8 1961. 7 361 2 398. 9 339., 931. 3 17. 78 4 73 19. &l I 07 北 l；折屈2 北 UII 282 

公3 $14010 げ積ヒ 囀／i• 9, 2 μ.ilii焼 lこ(1) 2113 l15. 3 183. 7 l•M5.0 ・198. I 517. 7 313. 3 633. 5 24, 63 12. 71 27．郎 0. 77 II！米島 木迄 283 

28'1 SK-1001 Jg:lt'tlこ」・hi 渇It 2, 1 2~ 1 220. 7 170.1 1339. I ·16•1. 9 お2.5 32,1. 4 613. 8 23,6S 12. 73 公．62 0. 78 /1i米島 木迄 公M
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表2 分析石器観察表 ・測定値および産地推定結果表(7)
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分析石器観察表 測定値および産地推定結果表

分r出 図爵サ・ /iIL位沢 グリッド kilt 岱種 沿種繹分 ,1(1,l;(g) 伽行 分祈ヽ 0,
k強度 珈強度＇ I:＆姐 Rb浚度 Srガ1笈 ¥'強度' Zr強度

RI9分•お ¥h1*Fe 10<) Sr分乎•; log州 1•)げ1群 エリア 分祈No.
(cps) (cps) (,・ps) (cps) (C'ps) (cps) (<・ps) 

285 栴てり｝ LX,¥-78 :'j1;2ki 材／i- 1, 3 285 230. ・1 175 6 1387 6 479 7 528. 9 336.1 610.1 24 17 12. 66 26. 65 0, 78 /11来島 木造 285 

碗 栴てお 111 Y-11 第2ll'i 胡｝；• 0 5 286 158 9 120 7 996 2 338. 2 :189 7 23,1. 5 460. 8 23. 76 12. 12 27. 38 0 80 Ill来品 人迅• 286 

邸7 括て沿 IX A-80 第2~•i 材It 8 3 郊7 225.4 172 8 1347 8 162 9 501 8 321.8 610. 7 24 10 12. B'l 26.45 0. 78 /11来品 人迄’ 287 

2羽 辺情外（沢2) II Y-89 第3Rヽ 渕／t 4 5 288 216.4 lf5 3 1286 6 137. 0 4紺．7 が8.2 “8. 4 24し 12. 85 21. 62 0. 77 出来島 木造 2H8 

公灼 枯てIL} LX A-17 筍2)('j 剥／t 0, 6 289 36'1.8 I⑲. 6 1•182. 9 501, 7 555. 5 3'10.・1 6汲． I 24，⑱ 12. 79 21. 38 0.61 111来約？ 木硲？ 汲9

幽 杭て困 ¥I Y-80 第3il'i 剥片 I 8 函 2公l.1 1 13 2 "勾〇 173. 6 討4.8 3公l.9 616. 6 21 18 12. 12 27. 81 o. 80 出来島 木沿 凶0

29l 枯て場(Rエリア） 第3糾 剥片 I. 8 291 230. 2 181~ 4 1418. 0 496. 2 618.1 31-1.0 678. 8 23, 21 12. 79 邸．93 0, 79 Ill来島 人迄 四I

292 杓て均線）エリア） 布：ikヽi 剥｝；• 6 9 勾2 231. 9 174 5 1351 9 、181I 536. 9 3祁． I 611. 5 24 44 12. 88 27. 27 0. 77 /i1来品 Aぷ沿 292 

匹：l 括て均 LX E-81 筍3h，1 次加 I”ì 片 2 7 邸 i 2・11. 0 170. 2 13公，1 Iヽ郎．5 ~16. 9 321. 6 59•1. o 24 56 12. RI 27. 22 o. 71 出来砧 木造 四：｝

四 I 枡て出 LXIJ-16 筍：1!1-1 剥）r 0, 7 凶 I 232. 9 186. 0 1<180,7 ,198. 6 ~18. 0 331i. ・1 601. 8 25. 12 12．邸 27. 61 0. RO 出来島 木i3言 2¥)1 

295 迅1号外 ¥IX一郎 第Ill糾 44 }ヤ I. 3 295 1,10. 3 108, 2 872, 4 309. 8 312. 9 217. 2 107. 3 21.26 12.,10 26. 85 0. 79 II1来島 木迅• 295 

296 括て均 ¥I ¥'-79 布3k1 ：次）＇IT点Iii― 2 0 296 218. 5 167 2 1289 9 453. 7 6M.5 311. 9 593 8 21 21 12. 96 27. 46 0. 77 Il1来島 AJ3• 296 

297 怯てぬ IX ll-76 第2R，， 剥｝t 2 6 297 249. 8 190 0 1184 9 512. I 597. • 3<9. 6 6•1I 6 24. 38 12 80 28 41 0. 77 111来品 Ai3 297 

298 店て均 IX C-77 第3M 剥片 3 I 298 214. I 16'1 4 1286 I ~5 1. 7 570. 6 317. 3 618. 7 2:1. 18 12 78 29 09 0. 78 11¥来品 人ia 298 
29(） 枯て場 II ¥'-78 筍加i 剥片 0 2 匈 172. 4 11'1 6 933. 91 3,10.ij 3a3. 3 224. 2 •131, ,, 25 44 12窃 25 6:J 0. 13 出来島？ 木追？ がA

300 岱て出 IX ll-76 第2k寸 剥｝i 6, 7 300 170. I 1公，4 982. 9 351.1 403. 9 219. 8 472.,, 23. 78 13. 06 27, 3.1 0. 76 111来島 木迄 300 

301 岱て叫 IX C-81 第2妍（炭削） 微細必I催必1)i 6. 6 301 212. 7 160、O 1253, 6 小M.2 491. 3 311. 5 S79. 6 21. 32 12. 77 26. 90 0. 77 111来島 木辺 301 

302 S11013 堆偵J・ 二次｝月1T点l};• 6 7 302 141. 7 97 6 738 9 257. 5 280. 3 180.5 344 9 24 22 13 20 26. 36 0. 72 /11来島？ 木造？ 302 

303 ltて出 II ¥'-79 第3k，， 必1)1― 0 2 30:l 132 6 97 8 788. 4 265. 7 284 8 176. :1 325. 0 25. 26 12 41 27. og 0. 77 /h来μ, 人沿 303 

a，1 枯て出 Lx,1-HO 筍2ki 刈｝；• 6, 9 :10.1 196. 7 118. 7 117,1，5 ,103. 6 508.,, 281.3 516.4 23. 16 12. 66 29. 11 0. 78 出来ib 木造 304 

305 9わて心 LX I’一部 筍IJl"i 材／1・ I. 3 305 237. 5 188. I 1448, 7 504. 6 575. 8 319. 2 661. 6 24. 13 12. 98 27.53 0. 79 /11来島 木辺 305 

3OO 枕て心 IXl!-77 第2M ~/j· 16. 2 瑯 192.8 1.16,9 I IOI 3 収4,5 118. 8 2似．2 •I邸． 4 24. 73 13. 34 26. 93 0. 76 II！来島 人辺 306 

307 栴て場 ¥I Y-78 ~2屈 一次il[IT．料）； 12. 5 307 214. I 114 I l075. 9 s,15. I 523. 5 36-1. I 669. I 35. 19 16. 18 21.80 0. 59 金ヶ鯰 ”軋 初7

3⑱ 括て出 IX 6-18 筍2hi 剥｝； 16. 2 308 160. !¥ 122 6 948. I 339 9 39-L 1 2<0. :1 445. 0 23. 91 12. 93 27. 78 0. 77 Ill来島 木込 308 

：叙I 栴て均 IX 11-19 炭2州 ―l: 剥｝;• 28 2 姻 192. 3 1 47 2 I 102 6 379 2 ・124. 4 2(;2.2 、187.2 24 42 13. :)5 21. 33 0. 76 Ill来品 木込 ：姻

310 追情外（沢2) ¥I Y-89 筍3c削 必l)i 19. I 310 228. 3 I⑱. 9 818. I 2郎． 3 281. 0 1 7 3. 4 317.1 25. 72 12. 8・1 Z7. 22 0. 57 Ill来島？ 木恣？ 310 
311 れて出 IXl!-79 第2hi 麻9; 21. I 311 275. 4 201. I 1535. 5 545,8 598. 3 369. 0 672. 5 24. 97 13. 10 27. 37 0. 76 /11来島 Aぷ迅 311 

312 迫情外（沢2) II X-l沿 第3凶 ．．次）nn••;/1/j 6 5 312 230. 5 173. 0 1312 2 164 0 518. 3 325. I 609 7 24 20 12．的 27. 03 0. 77 911来仙 AJ迅 312 

313 S14040 II Y-78 iftfni: 湖｝i― 5 2 313 261. 3 193 4 151 I I 514 3 607. 0 353. 4 647 2 24 24 12. 80 邸．61 0. 76 911来幼 小迅• 313 

314 栴て出 IX化77 第2kヽi 剥h• 2. 8 314 221. 8 168、1 1 333. 3 920 9 156. 2 279. 0 514 2 25.20 12. 63 27. 31 0. 78 出来品 木込 3 1 4 

315 18ベルト（恰て場） LX B-BO 第3a • b ll'i ．．次1月IJ:必IIt I 9 315 2公．6 170. 3 1311 8 155. 8 S08.1 311. I 581.ヽI 2,1 17 12. 69 21．四 0. 77 IJ.1来品 AJ磁 315 

316 仕て叫 LX',-78 第2k、i 剥｝；• 0. 7 316 205. 3 1 64, 9 1304, 0 156. 8 額．3 310. 5 574.9 21.67 12. 65 21. 51 0. 80 "1来島 Ad迄 316 

317 岱て場 Lヽ B-79 炭柑 I•• 刺片 0 5 317 66. 2 19 2 ,179 0 172.6 91.0 80. 2 197 2 31 73 1 01 17. 27 0. 86 ImlI 置ri 317 

318 店て場 II l'-79 布 IK9j 必11,・ 0 6 318 20J3. 8 150 S 1215 8 438.I 469. 6 29•1 4 532 3 2S 26 12 38 27 07 0. 77 tl＼来島 木滋 318 

319 枯て場 LX C-76 筍2ki ．次）All；叔片 4 8 319 176. 0 IJ5 I 10-17 4 •\ 1 3 431 :l 2邸．2 、195,, 2,1. 19 12 89 27 36 0. 77 出来島 木迅 319 

:120 代て均 IXli-78 筍iki 必1)1• 0 4 320 191. 8 159 3 1316 1 138 5 48•1 9 291. 5 534 0 25.03 12 10 27 68 0. 83 "1来品 木辺 3以〇

321 岱て出 LX lo-8G m lh91 一次）月II池1)ヤ 9. I 321 147. 4 ＂沿， 4 8 36, 4 312.8 361. 4 228. I 4148. 7 23.15 13. 08 26, 75 0. 75 IJi来島 木逸 321 

322 店て出 II ¥'-80 布2/;1 ご次JJIIE剥片 I 1 322 209 5 162 3 1258 9 128 8 183. 3 四7.8 64 1. 2 24 44 12 89 27. 56 0 78 III来島 木造 322 

323 枡て）り LXll-79 芍3駐i ・次加T,¥111; 3 5 323 254. I 189 I ,so, 3 489 6 533. 8 328. 8 598. 7 25. 10 12. 59 27．沿 0 77 Ill来k, 木造 :l23 

321 括て出 LXIH9 祁2妍 ．．次加 r．絹1;・ 12. I 321 186. 7 1 4 1 4 1111 I 387 7 13,1 I 27:i. 8 50.1. 7 24 22 12. 73 27. 13 0 77 出来島 ,f<j;'/ 32・1 

325 枯て出 IXIH8 筍2M 異形ィj岱 5 7 :¥25 231. :) 1 13 0 1311 5 、177 5 5~6. I 328. 9 “'.3 21 56 12. 87 21. 5¥l .゚76 出来島 木砧 :)25 

326 枯て叫 LXIJ-77 ii¥2糾 スクレイハー 3, 2 326 191. I 112. S 10郊．9 <106. 3 、155.8 碑9.0 530. 5 24, 1 2 12. 99 27.12 0.,, Il1来島 木磁 326 

327 栴て出 IXl!-78 第2ki 剥)j・ 1 3 327 239. 3 183 I 1445 0 508. 9 618. 7 357. 5 茄•1.0 23. 3S 12. 67 29 77 0. 78 111来島 A迄 327 

328 柁て出 L~ A-79 第2~ 必11, 0.6 328 181.8 137 I 1102 6 389. 0 431. 4 267. 6 507. 4 24 38 12..1 3 27.0•1 0. 78 111来品 小；造 328 

329 迅情外（沢2) II X-88 第3ki 剥｝i― I 9 329 157. 3 124 0 ＂郎、 1 310. 5 367. I 209. 0 382. 6 24.47 12. 30 邸．93 0. 81 Ill来島 木造 329 

330 迅情外（沢2) ¥IX→化 第2hi が1)i亭 0, 8 330 201. 6 151. ~ 1236, 9 128. I 、182.7 が沿．8 531). 7 24, 58 12.18 27. 72 0. 79 出来島 水店 :)30 

331 SIヽ1043 Jfll/ll 剥片 1.5 331 265.4 106. 9 3祁3,S 557. 0 68. 2 503. I 3,12•1. 9 12. 23 3. 00 1.50 I. 13 八森111 汗ili 331 

332 Sl4010 LXIH7 第2hVi 異形イi喘｝ 3 0 332 217. 6 165, 0 12切 7 、113.4 490. 4 305. 8 577. 3 24.ヽII 13. 11 26. 99 0. 76 tl＼来島 A泌t 332 

333 S11040 p; I 23 堆積 1 剥｝9 2 6 333 226. 9 171 6 1332. 5 475. 2 527.1 327. 9 603 4 21.57 12. 87 27. 27 0. 77 Il1来幼 木迅 333 

331 店て掛 IX R-78 第2附 湖｝； 2 6 33ヽI 200. 8 151 8 I 197 2 426. 9 5•15. 5 301 1 5邸．I 23. 17 12．邸 29. 60 0. 78 Ili来i:， 木込＇ 334 

335 怯て均 LX R-80 炭2k1F 一次）川「必1};• " 5 335 20:l 0 151 2 1176 6 407.,, 451. 0 邸0.9 505 6 24 11 12 85 27. 1l 0. 76 Ili来品 木追 な35

336 SI,1011 J1flt'i 1; ;/JI)ヤ I, 9 3:36 271. 7 191. 7 1508, 6 515.1 邸I.:J 351. 3 651. 0 2,1.11 12. 70 26. 95 0. 7 I 出来島 木逸 3祁

337 S11010 l'it7 堆積し .:.次）月1」がり片 2. I 337 240. I 182, 2 1 4 29, 0 178. I 543. 9 331. G 606. 2 2,1. 40 12. 75 27. 75 0. 77 Ij1来島 木迄 337 

338 Sl10-IO 11 ¥'-78 堆UI: 剥｝；• 0. 9 338 119. 9 邸 6 683 0 262 6 337. 3 188. I 357 I 22 93 12 97 29 45 0. 76 Il1来島 小i3 338 
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表 2 分析石器観察表 ・測定値および産地推定結果表(8)
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分析石器観察表 測定値および産地推定結果表

分r出 図爵サ・ /iIL位沢 グリッド kilt 岱種 沿種繹分 ,1(1,l;(g) 伽行 分祈ヽ 0,
k強度 珈強度＇ I:＆姐 Rb浚度 Srガ1笈 ¥'強度' Zr強度

RI9分•お ¥h1*Fe 10<) Sr分乎•; log州 1•)げ1群 エリア 分祈No.
(cps) (cps) (,・ps) (cps) (C'ps) (cps) (<・ps) 

339 栴てり｝ ,flJI 材／i- 1 2 339 210. ・1 187. 6 1467 6 516. J 564. 9 353.6 臨． I 24 59 12. 78 26. 90 0, 79 /11来島 木造 339 

3•10 SI 1011 堆偵 1, ．．次加1̂．刹i; I 2 •柘 310 25'1.5 172. 4 1354 0 480. 6 525. 5 331. 0 618. 3 24 58 12. 73 26．邸 0 73 Ill来品 人迅• 310 

341 括て沿 IX!l-78 第2~•i 材It I 0 3'11 236.4 1認 I 1461,1 502 9 お3.4 3M.6 634. 8 24 58 12. B'l 27．印 0. 79 /11来品 人迄’ 311 

312 SI 10・10 ()(A-78 床lill 渕／t 0 7 :112 208. 9 162 0 12的 I 1$3. 6 515. :l 317. 6 593. 0 21 13 12. 57 21. 42 0. 79 出来島 木造 342 

313 SH013 HUn l-- 剥／t 0, 4 3・13 1•12. 2 116. 2 915, 6 279. I 303. 3 117. 9 326. 9 25. 67 12．沈 21. 90 o. ~2 出来島 木近 3•13 

3•14 ~11040 LX U-77 第2Jl'j 剥片 I 5 3914 238.8 187. I 1521 7 501 5 631. 2 3•16.8 653.1 23. •18 12．匹 公．69 o. 80 出来島 木沿 3-1-1 

345 枯て場 II Y-80 第21M 二次加］．．,/:1/,・ ,1 9 315 162. 2 4913, 2 23邸．9 2,14 5 681. 3 790. 2 728. 8 10. 00 207. 68 27. 87 I. 19 不I91 ,t'IJ] 31S 

346 杓て場 IXl!-79 第11kYj 剥｝；• 0 3 346 I 17. 0 811 7 689 9 235. 9 262. 8 157. 9 公r.l.l 25. 10 12. 57 27. 96 0. 77 /i1来品 Aぷ沿 316 

347 括て均 Lx (;-HI 筍3h，1 必l)r 89  347 222. 2 167 6 1痴 3 Iヽ915.8 ~19. :l 308. 7 567. 7 21 21 12. 9:1 28. 20 o. 77 出来砧 木造 3-17 

3•18 枡て出 LX 0-fi:l 笥2!1-1 剥）r 4 I :148 253, 4 197, I 1<180, I 528. 4 邸0.8 359. 7 696. 8 24 10 1:1. 32 26. 82 0. 77 出来島 木i3言 348 

319 約て叫 IX £-82 筍2~·; {-i鏃 応邪欠 0, 7 319 I卵． l 108. 3 i6-09, 0 3%. 2 521. 7 351.,1 1070. l 16, 93 1. 15 22. 30 l. 1 4 北 1り折k}1 北上）IJ 349 

350 括て均 IX I)-M 布2J.vi 剥／i• 3 9 360 270. 0 208 I 1620. 0 515. 5 611.0 372 6 684 9 21 31 12. 86 28 57 0. 78 Il1来島 AJ3• 350 

351 迫Ill外((l!)エリア） 不191 剥｝t 0 3 351 210. 0 60 6 1571 0 573. I 320. 5 2鉛．I 6随．8 31 57 3．郎 17. 65 0. 87 ’’iII I 『I.I' :151 

352 S14009 9•I 堆積上 二．．次）月I I滋I)；• 4 7 352 167. 9 131 7 1008 6 ：J-0.1 I 419. 9 260. 4 477 8 2:1 n 13 06 27. 59 0. 78 11¥来品 人ia 352 

353 迅Ill外 II I..-91 ,f-191 '次）川 1．剥｝i I I 353 釦．6 200 9 1275 0 937.•I 576. 0 3¥18. 7 751, 8 35. 11 15 76 21. 51 0，切 令．ケ鯰 り）脱 3氏｝

351 SI 1070 第IW -．次）Xll.'.必I/~ 1.3 351 函．3 91. 0 2022. 6 807.1 205. 8 瑯．4 618. 7 39. 42 I. 50 JO. 05 0.83 I‘I滝I f I滝 35"I 

355 迅9尉外 II K-100 ィく191 油1}i 8. 2 355 2.1I. 8 183. 5 1<158,0 5-01. 2 555.1 310. 2 64 1. 5 21. 70 12. t¥9 27. 21 0. 78 111来島 木辺 355 

356 SI 1068 1111-93 床Ihi 二次｝月1T点l};• 0 8 356 209. 8 161 5 1300 3 445 6 490. 8 31 I. 0 674 0 24 46 12 65 26. 95 0. 79 tl1来島 A,迅• 3祁

357 辺淋外 II F-85 ィくIJJ ．次）月I「．剥）r 2 6 357 211. 6 161 5 12邸．o ↓149 3 •194 7 313. 2 邸7.8 2~ 35 12 86 26.81 0. 77 /h来“' 人沿 357 

358 SI 1093 11H氾 筍2ki 刈｝；• 祁．4 :158 193.6 112. 0 110<), 6 396. 9 、14 2. 5 278. 6 516. 3 2 1, 29 12. 79 27．郎 0. 76 出来島 木造 :158 

359 逍Ill外 ＼冨11-90 筍lll!i'i 材／1・ 2 6 359 2•12.6 I即． I 1ヽI邸，2 508. 8 556. 9 316. 3 655. I 24. 61 12. 99 26. 91 0. 78 /11来島 木辺 お9

360 S11079 9ft1月J: ~/j· 8.ヽl 諏 206. 2 155. 0 1202 7 124. 3 118. I 298. 2 562. 7 24,06 12．卵 27. 11 0. 77 II！来島 人近 諏

361 辺情外 ¥I 1-96 ；；；1II凶 一次il[IT．料）； 6 2 361 230. 7 115 9 1320. 4 477 2 5-10. 2 332. 7 617. 6 24 25 13. 32 27. 45 0. 76 Ill来品 木沿 祁l

362 Sl l084 ¥I 11-92 筍2hi '次hur．渕｝； 2 8 祁2 257.8 199 9 1555. 0 535. 1 591. 2 373. 7 邸2.4 24 51 12. 86 27. 18 0. 78 Ill来島 木込 祁2

363 逍情外 II O-94 不'" 剥｝;• 0 2 祁3 93. fi 78 2 621 6 177 ¥) 1¥)3. I 11:l.9 215. 6 25. 39 12. !iS 21．邸 0. 82 Ill来品 木込 叩

361 追情外 ¥III4灼 第Ill妍 必l)i 2, 6 36'1 19、1.0 151. 9 1188, I 、11•1, 5 159. 0 285. 5 526. 6 24, 59 12. 19 Z1. 23 0. 79 Ill来島 A＜辺 36'1 

365 SII088 ¥II--91 床 剥片 2 Iヽ 晦 147. 5 112. 9 897, 9 300,7 330. I 210. 3 392. 6 24. 37 12. 57 26. 75 0. 78 III来i.1 Ac迅 涸

366 迫椙外 II 0-92 窄IIIEi ．次）＇17．．;/1/j I 0 366 217. 5 166 7 1潤II 129.6 489. 7 289. 9 550. 6 24 41 12. 07 27. 83 0. 80 911来仙 AJ迅 366 

367 SI 1067 堆fti: -．．次）J!IT．れ）： 2 I S-4 367 237. 6 180 7 1116. 2 490. 3 531. 2 339. 3 627 0 24 66 12. 76 26. 72 0. 78 911来幼 小迅• 367 

“ 追情外 ¥I F.-91 第1UM 必l)；• o. 2 瑯 187. I 149 5 1219. 9 :l86 0 122. 3 255. 9 ,161 0 25.:l l 12. 25 27. 6り 0. 81 出来u:， 木込 36lり

:!69 2—囚 I15-5 SI 1095 ¥I II--¥J1 堆積七 石鏃 熙1111 I. 7 祁9 函．2 197 1 1227.6 9'105 邸3.1 405. I 731. 3 35. 35 16．⑱ 21. 93 0. 62 金ヶ鯰 9)鹿 369 

370 逍Ill外 ¥I F-9'l 筍Illhi 剥）；• 1.,1 370 2OO. 3 155, 9 1209. 8 117. I 533. 0 四5.0 549. 6 23. 21 12.89 匹．70 0. 77 ""沿， 木造 370 

371 SI 1063 ¥I 11-94 休 ド 剥片 0 I 371 251. 0 75 4 1898 3 731 2 111. 5 3•10 8 862 7 31. 16 3 97 17. 54 0. 87 ImlI 置ri 371 

372 SI 1087 II F-91 第ikう 剥9;• 0 8 372 1 74 5 13<1 7 1051 6 39-L 7 484.'1 280. 7 523,i 23.15 12 SI 28. 78 0. 78 tl＼来島 木滋 372 

313 Sil JOI¥ 堆積l: 必l}；• 4 I 373 245. 4 l!!'l 7 1457 7 508 0 992 4 3•9•I. I 634 9 2,1. 91 1:1 01 27 O<J 0. 77 tJ＼火島 木迅 ;l73 

37•9 S/1081¥ II K-95 布IM 心l)1• I I 314 25 1. 0 11・1 7 917 9 325. 7 310. 7 206. 6 385 2 25．的 12 50 27 08 0．邸 IIi来島？ 木辺？ 371 

37S SI 1081 II G-92 Jft積 I: 油l}ヤ 0. 4 375 212. 8 131. 2 IOIG. 2 37'1.0 ll2. 9 252. 7 168. 0 24.81 12.M 27, 39 0. 63 出来島？ 木迄’ 375 

376 S11081 II G-93 布IA'! 泊1)9 0. I 376 95. 4 77 4 615. 4 205 4 225. 8 137. 3 255. 2 24 91 12 57 27.-11 0 81 III来島 木造 376 

377 SI 1090 II K•93 堆rt1: ・次｝JUT．渕1; 2 0 377 259.6 201 6 1578 4 5-15 l 604 6 371. I 697. 8 24 57 12. 77 27. 25 0 78 Ill来k, 木造 :177 

378 SI l0$0 I● l-91 Hrnk  i1J;・ t 5 318 205. 7 159 0 125~ 0 42 9)．9 •165. 8 288. I 527. 9 24 72 12．鉛 27．祁 0 79 出来島 ,f<j;'/ 378 

379 51<1013 紺積l'. 刈｝； 0 5 :)19 162. 2 t2:l I 97.，9 307 6 :m.r, 210. I :978. 2 24 8 1 12.的 21.（あ .゚78 出来島 木砧 :m 
380 3—図260-1 迅情外 ¥IG-86 第111hVi ィ，＇匙 横 20. 5 jl,j)j 認〇 125. :1 86. 4 670. I 252. I 276. 9 182. 9 3拓． I 24,OO 12. 90 26. 42 o. 73 Il1来島 木磁 お0

381 Sll087 IIG--91 u:If，i 6棺 /1茎駐部 18. 5 361 273. 4 95 4 169•1 9 657. 9 306. 6 328.8 685. 6 33. 24 5. 63 15. 49 0. 79 赤）I:川 赤JlcJII 認 l

382 辺情外 II K--95 イ199 剥1;・ I I 382 ⑳5. 9 166. 2 1346 5 154 7 514. 5 318. 0 596. I 24 15 12. 35 27. 32 0. 82 111来品 小；造 淀2

383 迅情外 II K-67 第 1/i'l 剥｝i― 0 3 ~3 拗 9 1().I 5 :l861 5 592 0 62. 2 522.R 3374. 4 13. 01 2. 71 I. 37 I 1,1 八森1J』 江nII :lll3 

38'1 迅情外 ¥11-76 第 I ~、i .，次JUI:,/か ＇ 3. I 甜,, 213. l 152. 0 1195. 5 118. 5 、16-0.9 が沿．3 533. 5 24, 57 12. 71 27. 06 0. 75 出来島 水店 祁I

385 迅Ill外 ¥I I.-76 第 IM 剥片 l. 4 385 186. 5 136. I 1081. 6 391. 2 ,152, 9 277. 8 525. 7 23. 74 12. 55 27.19 0. 76 出来島 木造 祁5

386 迅I~外 ¥I T-81 第111kりj 必l)t 2 :1 386 203. I 165. 6 1197, 9 382. 0 414.0 2お．6 1ヽ73.8 25. 02 12. 99 27. 12 0. 77 tl＼来島 A泌t ：386 
387 辺IR外 ¥I T-90 心91 剥｝9 I 0 387 223. 9 173 6 1357 I 170. 3 533. I 317. 3 593 8 21 56 12. 79 27. 85 0. 78 Ill米g, 木迅 認7

瑯 辺IR外 II 1'-80 第 1k" 一次）月IT．叔片 2 7 瑯 1紡．9 1邸 7 994 5 3'18 9 油4.6 2•7. 5 462 0 24. 18 12. 9"1 26. 65 0. 77 Ili来i:， 木込＇ 汲8

⑱ 迅情外 11 9-87 第1UK9 湖片 7 2 姻 2M.0 160 8 12,11 4 444 •I 瑯 ．9 312. 0 591 5 23 96 12. 92 27. 3:l 0. 76 II¥火i:， 木追 3ll9 

390 辺1暑外 IIじ羽 mlIhi ;/JI)ヤ 1. 8 3叩 201. 8 163. 0 1252. 9 107. 8 482. 9 211. 8 512. 7 2,1, 26 13. 01 28. 73 0. 79 出来島 木逸 390 

391 SI'45切 堆積し 湖片 2. 2 391 206. 2 150. 7 1179, 7 420.9 4祁．2 291. 8 513. I 2,1. 40 12. 77 27. 02 0. 76 Ij1来島 木迄 391 

392 辺111外 II S-86 第 1新 剥｝；• 2 5 392 189. 4 130 5 1007 4 351.8 3邸．2 235. 8 427 I 25. 11 12 96 27 57 0. 73 Il1来島 小i3 392 
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表2 分析石器観察表 ・測定値および産地推定結果表(9)
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•—` -- .. 
分析石器観察表 測定値および産地推定結果表

分r出 図爵サ・ /iIL位沢 グリッド kilt 岱種 沿種繹分 ,1(1,l;(g) 伽行 分祈ヽ 0,
k強度 珈強度＇ I:＆姐 Rb浚度 Srガ1笈 ¥'強度' Zr強度

RI9分•お ¥h1*Fe 10<) Sr分乎•; log州 1•)げ1群 エリア 分祈No.
(cps) (cps) (,・ps) (cps) (C'ps) (cps) (<・ps) 

393 SI'952 1 籍．f~ I: 材／i- 3 I 393 237. 3 185. 7 M48. I 509 6 568. I 355.1 651. 7 24 •15 12. 82 27. 25 0, 79 /11来島 木造 393 

39-1 追情外 ＼置l'-79 筍Ill凶 ．．次加1̂．刹i; I 7 391 208 3 1認 3 1223 0 133. 0 480. 4 301. 4 556. 4 24 IS 12. 91 27. 12 0 77 Ill来品 人迅• 394 

395 凶情外 111 Q-85 第11Iht 材It I 6 395 180. 7 135 2 1069 0 38 1 3 426. 9 2船．3 198. 8 24 24 12．岱 27. 13 0. 77 /11来品 人迄’ 395 

3% SISOO・I iftft J: こ次）IIllぶりt I I 396 2邸．5 80 8 1901 :1 781 8 205. 8 376. 9 632. 6 39 15 4. z, 10 30 0. 86 I'I滝I fl滝 396 

397 辺1鼻外 \I I:—& 筍IIIKi 剥／t 3, 7 397 210. ・1 161.9 1231. 3 、129.5 512.2 凶9.9 $72. 2 23. 68 13. 15 28. 2•1 0. 77 出来島 木近 397 

398 逍1鼻外 \I I:—邸 第111Ki 一次 JIIJ:'1/l・ 3 I 398 213.6 l65 9 1266. 7 421 4 516. 8 公・I.0 甜2.2 23. 23 13. 10 28.18 0. 77 出来島 木沿 398 

399 ,,1 I:ぶif骨・Ill（税鋲附）1 第1~3kt 剥片 0 8 399 8. 2 6. 2 46. S l2. 2 13.1 8. 3 16. 5 24 26 13. 21 26. 54 0, 76 Ill来島 人迄 399 

400 辺I鼻外 II II—邸 第111kYj 二次）月11・・,¥4/;・ 4 3 400 186. 3 141 5 1083 2 :188. 9 430. 6 272 7 495.4 24 50 13. 06 27. 12 0. 76 /i1来品 Aぷ沿 400 

~01 逍I内外 111’-87 第1UK1 必l)r 0 7 ~01 187. 2 131 6 10-18,0 3 3 (i. 2 祁2.9 219. 6 、MO.7 24 73 12．邸 26. 70 o. 75 出来砧 木造 401 

402 辺I鼻外 1111-'沿 第川Kヽj 剥）r :JI 402 “18. 9 151. 5 1217, 2 ,120. 9 163. 9 切：｝．2 535. 4 24 56 12. 69 27. 07 0. 77 出来島 木i3言 402 

103 Sl5050 第4h‘.i 44 }ヤ 0. 5 103 212. 0 169. 3 1338, 8 479. 0 536. 6 326. 8 615. 3 21.47 12. 65 27.11 0. 60 II1来島 木迅• 103 

、1().t 辺情外 ¥I F-85 ィ<i91 剥／i• I 8 9101 249. 0 189 6 1177 7 524 I 691. 0 36,0．4 661 I 21. 61 12. 83 27. 66 0. 77 Il1来島 AJ3• 101 

405 迫Ill/外 11-86 第Inki 剥｝t 2 7 405 244. 7 189 6 l•M9 7 5-02. 3 552. I 3<2 8 6邸 2 24 44 13 08 れ邸 0. 77 111来品 Ai3 405 

406 迫9鼻外 ¥11(-86 第1Uh 二．．次）月II滋I)；• 19 3 4OO 195. 4 141 5 1126 8 謁1.5 4 11. I 265. 3 494 3 24. I l 12 82 27．邸 0. 76 11¥来品 人ia 40<う

407 SK601Z Jfl積 I: 剥片 0. I 407 209. 6 80 6 胡195 ~26. 5 砂．9 紐：l.5 2551, I 12. 47 2. 86 1, 55 I. 13 八森1l1 沈i[ 401 

108 逍1柑外 II K-97 第111kYj -．次）Xll.'.必I/~ 0. 9 4⑱ 訟8.1 174, <1 1361, 5 185. 2 546. 5 3認．9 65•1. 4 23. 96 12. 78 26. 99 0. 78 111来島 木迄 408 

Iヽ⑲ SI 1070 II G-92 JILi/ti: 微細必I催必1)i 6. 9 4()<J 2加．4 170. •I 1379, 7 161.0 520. 3 3ね．3 587. 6 21. 50 12. 35 27. 47 0. 78 111来島 木辺 409 

,110 迫t1;外 II E-92 ィく191 剥｝1― 0 5 410 216. 3 171 4 13-10 8 48-1 6 539,1 335. 0 631,1 24 35 12 78 27 10 0. 79 tl1来島 A,迅• 410 

、Ill 辺淋外 II K-9:l ィくIJJ 必1)1― 28 4 411 183 3 141 2 1091.8 :l93 7 •134 5 277. 9 518. 9 2~ 23 12 93 26. 7-1 0. 77 /h来μ, 人沿 Ill 

412 迂t1号外 11 K-,!3 第lll!M ：次｝Jillぶがi' 9, 3 112 2.,,.8 1邸．5 ＂⑯， 8 502. 0 569. 1 338.8 625. 9 21，閲 12. 98 27. 91 0. 77 出来ib 木造 112 

113 9わて心 1菖X-68 筍2妍 -．次加＿[,1/j・ 4、7 413 150. 9 112. 8 909, 4 288. 3 312. 3 192. 4 3邸． I 25. 05 12. II 2:1. 13 0. 78 /11来島 木辺 113 

4 1 4 枕て心 II R-62 筍2MHI'’1 ~/j· 4, 7 41ヽI 208.6 1.17, 0 1138. 8 、107.8 169, 8 287. I 535. 0 23. 99 12. 91 27. 6・1 0. 7,i II！来島 人辺 111 

415 栴て場 IX!l-78 ~2屈 剥,;・ 0,1 415 273.0 l:l2 9 l037 9 388. 0 416. 9 262.0 491. 3 24 85 12. 81 26. 70 0. 58 III米島？ 人・沿？ 415 

41tj 括て出 ¥I X467 筍3M 石鏃 熙IUl 2 8 416 ぷ｝2.9 222 4 1370 2 1022. I 626. 0 430. :1 珈．8 35. 51 16. 23 2 1. 7 ・I 0.61 金ヶ鯰 りJI$ 4 16 

417 逍情外（⑥エリア） 第 11Wi 石鏃 熙IUl I 0 4 1 7 192. 6 ⑲ 4 962 7 403 I 凶1.0 230. :) 4叩．9 28. 24 9．認 れ．切 0. 70 不191 不191 4 1 7 

~18 13ペル）•（防て場） L¥ Il-73 筍31'≫t スクレイパー 3, 8 •118 214. 6 l肉．1 1321. 9 、113.5 l9 1. 3 303. 7 5?9.o 24, 36 12. 76 Z1. 15 0. 79 Ill来島 木辺 118 

419 13ペルト（わてlij) IXl!-73 第3rh寸 -4次｝JOI：対／i- I 9 419 181.0 139. 3 1058 3 390. 8 456. 9 275.8 531. 7 23. 61 13. 16 27. 60 0. 77 III来i.1 Ac迅 419 

420 S110001 第1屈 剥li― 0 8 420 212. 5 162 8 1281 8 147. 3 499. 4 310. 2 560. 9 24 61 12. 67 27. 47 0. 78 /JI米仙 A'迅• 420 

421 S110001 巧2h1 剥｝i― I 8 421 25-0. 8 164 8 1016. 7 755. 0 467. 2 326. 2 602 8 35. 10 16. 21 21. 72 0.61 金ヶ鯰 男1'l! •12 1 

422 追情外（⑦エリア） 1<191 必11;・ 3. 0 122 252. 7 187ヽI 118:J 5 517 6 61ヽI.2 351. :l 6邸．6 24 19 12. 63 28. 71 0. 11 tli来品 木追 <22 

123 逍惰外（⑦エリア） 4;991 剥｝；• 5 8 423 223 I 169 7 1308、7 464 8 S08. 3 311. 8 571. 2 2'1.88 12. 91 21. 21 0. 77 IJ.1来品 AJ磁 123 

9124 SPI0212 (SBI000-2) 堆積 I: 、．次）員IJ:剥｝；• 0. 3 121 郎．7 51. 5 117.8 135. I 146. 6 oo. 7 159. 5 25.H 12. 32 21.51 0. 80 "1来島 Ad迄 424 

9125 S1'10・102 堆I{t1, 湖片 I :1 425 232. 3 181 7 14 15 4 465. 6 511. 9 312 5 62.1 9 24 32 12 57 26. 73 0. 79 tl＼来島 AJ迄 425 

,126 SPI09'17 堆積ヒ 剥9;• 6 5 426 217. 5 165 3 1281 5 '155. 7 518_ 4 321. 4 591 2 24. 15 12 90 27_ 48 0. 77 tli来島 木滋 426 

<27 SPIIM-1 堆Rヒ 微綱必l確叔片 5 :i 、121 183. 1 110 2 1097 :i 393 9 451. R 沈I.I 511 8 2,1 00 12 78 27 52 0. 78 出来島 木迅 427 

42H SPI 129.， 堆積上 必l};• 0 3 、12s 212. 3 l阪 6 1343 4 169.6 515 I :9 1 1. 4 567 2 25. 16 12,o 27 60 0. l≪) "1来品 木辺 4公t

、129 SKIOOl9 填積I: 6瀑 ぶ祁欠 0. 7 4四 187. 5 1 4 6, 3 1182. 2 382. 7 121. 9 2ぉ． I 、170. •I 24. 99 12. 37 27, 56 0. 80 IJi来島 木沼 4匹

430 迫I/Ii外 II K-66 布 I~lll)M 泊1)9 I 7 130 214. 7 IS.I 8 l•M9.5 505 2 553. 4 318. 8 6蹄．2 23. 99 12 75 26. 28 0 77 /11来島 木造 130 

431 迫情外 II 0-71 +191 禎J; 2 8 4:l l 224. :l 173 2 1359 3 439 l 174 3 29-I.4 535. 3 25. 19 12. 75 27. 21 0 78 Ill来品 木造 131 

432 迫情外 IIG-12 第111Ki i1J;・ 09  432 139.6 107 7 819 8 3(）5. 3 :J:)7 8 ねJI.4 118. I 23 71 13. M 26. ia 0 77 出来島 ,f<j;'/ 132 

13:1 迅f暑外 1111-12 筍IIIKi 刈｝； 01 433 115.1 9:l 8 776. 0 252. 8 沈3.I 170. i 如． I 21 89 12. 00 21. 91 .゚83 出来島 木砧 133 

4 34 迅情外 ¥IG--93 第111hVi 必111・ 0, 3 43,1 2・12.8 75, 4 1760. 0 7卯．9 181.0 331.8 曲．2 39."5 4．認 10. 27 o. 86 I]滝I い滝 431 

435 辺情外 IIG-7'1 撹乱 剥)j・ 0. 7 435 磁 ．9 182 I 1146. 6 814 3 496. I 331.3 603. 7 36. 22 15. 89 22. 06 0. 63 金ヶ崎 男鹿 .135 

436 辺情外 1" L-77 第 JW, ーり次加］：叔片 7 I 436 231. 5 180 3 1371 0 504 5 551. 6 351. 0 669. 5 24 26 13. 15 26. 67 0. 77 111来島 小；造 •136 

4:l7 枡て均 LX C-77 ;fl I ・ II,1 剥｝i― 5. 8 437 200. 6 152 4 122:l 3 392 9 429. 8 271.(; -19-1. 5 24 73 12. 46 27.05 0. 79 Ill来島 木造 437 

4れ 枯て叫 IXIH9 第2hi スクレイパー 19, 0 1:l8 2,18. 2 1 8,1, 4 1444, 6 509. 0 （氾I.I 319. 2 668. 0 23, 24 12. 16 30. 32 0. 76 出来島 水店 138 

439 岱て料 IX C-79 第2k"i 剥片 0. 4 4:39 218. 6 1 74, 3 1415.8 ,167. 2 517. 3 313. 8 605. I 21. 51 12. 31 27. 18 0.81 II＼来島 木辺 139 

4•10 枯て'll16トレンチ LX A-80 第2hVi 必l)t 7 :1 440 219. 2 l邸，2 1330, 3 、MS.9 496. 3 307. 5 582. I 24. 31 12. 61 27. JO 0. 78 tl＼来島 木造 4 10 

4,1 1 岱て叫 IX'i-81 筍3妍 剥｝9 2 3 411 169. 3 126 9 981 I 363. 7 479. 3 258. 4 4認 3 22.88 12. 91 30. 15 0. 76 Il1来幼 木迅 1 1 1 

4,12 店て掛 IX C-81 第2附 (i鏃 熙尖 0 8 442 273 0 186 3 117!; 7 890.9 5•15. 4 377. 2 692 I 35“ 15. 85 21. 77 0. 63 金ヶ鯰 り）鹿 442 

、14 3 怯て均 LX R-8< 筍2kサ 石匙； 紐 26. 4 ,Ii）」 413 2:16. 4 %2  2414 2 印76 493. 9 317. 7 1102 8 22. 24 3．⑱ 20()6 I 01 沢｝りII 硲／1 ,113 

444 栴て叫 LX B-81 第2M ;/JI)ヤ 0. 9 "4 225. 8 171. 4 1335. 5 166. 6 521.1 322. 2 603. 3 2,1,:19 12.81 27. 25 0. 77 出来島 木逸 144 

914 5 捻て出 LXll-81 !i!2M 湖片 0, 5 145 151. 9 4 3, 5 1073. 9 羽2.2 211. 9 176. 0 437. 6 31 65 4. 05 17. 5•1 0. 8•1 lfrlll irt1 i 415 
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表 2 分析石器観察表 ・測定値および産地推定結果表(10)
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.. 
分析石器観察表 測定値および産地推定結果表

分r出 図爵サ・ /iIL位沢 グリッド kilt 岱種 沿種繹分 ,1(1,l;(g) 伽行 分祈ヽ 0,
k強度 珈強度＇ I:＆姐 Rb浚度 Srガ1笈 ¥'強度' Zr強度

RI9分•お ¥h1*Fe 10<) Sr分乎•; log州 1•)げ1群 エリア 分祈No.
(cps) (cps) (,・ps) (cps) (C'ps) (cps) (<・ps) 

4,17 栴てり｝ L¥ l!-85 :'j1;2ki イi鏃 熊1111 0.9 4 17 212. 3 164. 2 1277. 8 463. 7 534. 2 319. 7 614. 4 24 00 12. 85 27. 65 0, 78 /11来島 木造 147 

4 18 栴てお LX C-85 第2ll'i 微罐れ鑽刹i; 4 2 418 227.6 175 0 1381 7 173 3 523. 4 321. 4 592. 2 24 78 12. 67 27. 40 0 78 Ill来品 人迅• 、148

119 括て沿 IX ll-邸 第2~•i .fi鏃 懇1111 I 4 4•19 251.4 195 4 1539 9 5•13. I 590. 5 “9.4 666. 2 25. 08 12.69 27. 27 0 79 /11来品 人迄’ •149 

450 Sl550:I げftJ: 渕／t 2 9 450 263. I 199、1 1511 2 536. 7 r,o1 :l 祁6.0 618. 5 21 56 12.&1 27. 65 .゚78 出来島 木造 .，50 
,151 >1'12169 堆閉 I: 材It 4, S •1 5 1 180.8 111. 8 I函 ，2 379. 8 116. I 263. S 492. I 24, 48 12. 91 26.82 0. 7$ 出来島 木近 •151 
,152 ,り(＼整地 1・: \I ヽ—81 9!9ヽINj 必IIt 0, 9 452 ね2.1 J82 4 1,101 I 497 8 576.8 3'13. S 610. 9 21 17 12．的 28. 02 0. 78 出来島 木沿 152 

453 迅1骨外 ＼冒 ヽ—87 第111/i"i 剥片 0 6 453 279. 7 191. I 1201. 0 828. 0 509. 4 340. 4 631. 5 35. 85 15. 87 22. 06 0. 63 金ヶ鯰 男鹿． 153 

4団 辺I鼻外 k代 二次｝JIil・・,¥4/;・ 2 I 45.1 2,12. 2 182 4 1437 6 501 2 551. 3 310. 7 639. 8 24紡 12. 69 27. 12 0. 77 /i1来品 人沿 45-1 

455 8り・<t ＂「積上 必l)r 0 I 155 175. I 115. 3 736, 4 520, 2 :H6.0 219. I 385. I 36. II 15. 65 ll. 91 0. 62 令ヶ鯰 りJ,t 155 
,1邸 sヽ5501 布I• 2妍 剥）r 0, I 4お 7. 7 5. 5 ,14, 6 7. 4 8. I 1.6 8. 4 25. 91 12. 27 2ij. 43 0. 76 出来島 木i3言 156 

-157 逍1号外 ¥IT-的 心91 44 }ヤ I.I 157 237. 6 182, 9 1399, 0 502, 3 555. 3 319. 8 630. 7 24,65 13. 08 27. 25 0. 77 111米島 木迅• 457 

458 辺情外 ¥I T-76 第II妍 剥／i• 2 2 ,158 232. I 176. 2 1315. 2 476 I 638. :l 328 6 607 0 21. 12 13. 10 27. 60 0. 76 Il1来島 AJ3• 158 
、159 迫Ill外 ¥I ¥'-76 第Inki （；鏃 ぶ郎欠 I 7 459 21 I. 9 161 4 1262. 7 ~57 9 507. 0 317. 6 597ヽI 24. 36 13. 02 26 97 0. 78 111来島 Ai3 .159 
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463 盛1：迫情，Ill（廃菓11'1)7 111}-85 第4ki -．次）HI上必1)i 10. 4 463 113. 2 36. 6 171. 5 32<1. 7 91.0 I&!. I 281. I 37. 72 I. 71 10. 57 0.81 l• I滝I fI滝 463 

9164 迫t1;外 111)-89 第1)IKi 二次）月ITぶり）；• 2. 7 46,1 230. 8 176 4 1394 8 492 7 55-0. I 337. 2 626. I 24. 66 12 65 27、12 0. 78 tl1来島 A,迅• 461 

465 S15028 堆積J.: ．次）月I「．剥）r I 9 465 225. 6 175 0 1395 0 184 6 532. I 327. 5 615. 5 24 13 12 55 27. 15 0. 79 /h来“' 人沿 165 

466 S150•15 9’i u 椎積 1→̂ ：次｝Jillぶがi' 0, 7 4切 192. 7 1'19. I 1221. 2 3割．5 50 4. 5 272. 7 成．6 23, 69 12. 21 29．叩 0. 80 出来島 木造 166 

167 S15067 堆積 1: -．次加＿[,1/j・ 1、O ,167 230. 6 173 9 1375. 0 ・158. 2 500. 3 311. 3 576. 2 24, 82 12.65 2:1.10 0. 78 /11来島 木辺 467 

468 迅1'1外 ,flJ) ~/j· 1, 2 468 2•12. 4 1邸． I 1•155. 6 510. 7 563. 2 346. 7 6邸．6 24. 56 12. 9'l 27. 09 0. 78 II！来島 人近 468 

469 辺情外 ¥I 1-90 ；；；1II妍 一次il[IT．料）； 15. 0 469 259.0 192 6 1489 3 531 2 596. l 367. 9 675. 6 24 17 12. 93 27. 46 0. 76 Ill来品 木沿 469 

470 逍情外 ¥9 1-OO 筍III妍 '次!JUT.．渕｝； 7 9 410 ね7.8 182 9 1420. 4 ,184 :l 536. 7 332. 5 620. 2 24 5•I 12. 61 27. 19 0. 78 Ill来島 木込 170 

411 逍情外 II II_92 第111ki 、．次｝Jul：瀾｝； 3 2 471 217. 9 l(S 7 13凶 5 4切 8 516. • 31¥l. I 如．3 24 46 12. 69 21. 05 0. 79 Ill来品 木込 47 1 

412 迅情外 II 1-~2 第1UK‘.j 一次/JIii：材片 9, 0 •1 12 190.0 117. 6 1180.ヽI 、102,1 110.1 28 1. 4 515. 9 24. 10 12. 50 お． 15 0. 79 Ill来島 A＜辺 4 12 

473 迅1青外（州斜I'，1) ¥I E-72 第II妍 -4次）＇u：対／i- 16. 4 473 228. I 179. 0 1386 2 9180, 3 531. 3 3四．2 609. 8 24, 62 12. 92 27. 24 0. 78 III来i.1 Ac迅 473 

471 迫情外(i!!itl伯i) II A-16 布llKi 剥li― 10.,1 474 116.4 132. 9 1034 9 353. 7 4•11. 'I 255. 6 521 8 22. 74 12. 8-1 27.98 0. 77 911来仙 AJ迅 •11,1 

475 迫情外(l!i斜1/1i) 堆fai: 湖片 4 3 475 238. I 182 2 1422 I 、178.3 522. I 321. 6 588 0 25. 0-1 12. 81 27. 3:J 0. 78 911来幼 小迅• 415 

41ti 迫111外（西斜I紺） ＂げn-L: 微繍必1隧禎,: 6. 3 416 225. 1 169 6 1311 7 <59. 8 お7.3 317. 8 608 0 23. 5,1 12. 6'I 凶 05 0. 11 出来品 木込 476 

、177 逍情外（内斜I面） 維禎七 剥）；• I. 3 417 207.1 l邸 5 1279. 8 4公9,8 413. 4 四5.5 515.3 2,1.65 12.没 21. 11 0. 79 II1来品 AJ造 4 71 

、178 逍Ill外（丙斜ilii) 堆積 I: 児形ィi器 2. I 178 283. 2 I 15. 3 3773.、1 592. 2 15. 5 515. 9 3676. 2 12. 11 3. 06 1. 54 I. 12 八釦11 森ili 478 

•179 辺Ill外（北斜曲） 壌積 1, 湖片 0 7 479 216. 9 170 7 1318 6 46'1.3 額．8 320 5 580. 8 24 76 12 66 27. 18 0. 79 Il＼来品 AJ迄 479 

,1so iill村外(.It9，1川i) 堆1ltt 二次）月IT点11;- 10. 3 480 147. 3 109 7 8・16 7 290 2 35•1. 0 201. 7 372 8 23 81 12 96 29 05 0. 76 tli来島 木滋 480 

481 辺1号外（北斜Ihi) 堆積 1こ 剥）；• I 6 481 219. I 162、1 1291 8 150.,, 切I2 3 1 3. 3 595 0 22. 91 12 55 30. 78 0. 77 tli火島 木迅 481 

482 迅9杞外(Rエリア） 布lllkVj {i/fl つまみ 0 7 ~-11 482 316. fi 21(i 7 1361 0 郊21 598 8 112. 0 74り．I 35. 82 15曲 21 84 o. 63 令ヶ蛤 男鹿 482 

9183 辺情外 II I;-85 ィ<991 油l}f 0, 2 483 191. 8 IS3. 3 1258, 7 •101.2 4.15, 2 262. I 、175.I 25.18 12. 18 28, 06 0. 82 IJI来島 木沼 483 

、181 迎11;外 J,採 泊1)r 3 0 484 222. 3 171 8 1366. 2 173. 3 518 0 32•1.6 600. 5 24 70 12 80 27. 03 0 79 ii1来i.b 木造 181 
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水上(2)遺跡m
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水上(2)遺跡m

第 9節 土器付着物質の成分分析

第 1項 土器内面赤色塗膜の塗膜分析

1 はじめに

株式会社パレオ ・ラボ

水上(2)追跡より出士した土器内面の赤色塗膜について、塗膜蒋片を作製し、塗膜構造と材料につ

いて検討した。

2 試料と方法

分析対象は、縄文時代中期末の土器 表 1 分析対象

内面の赤色塗膜である (No.6、表l、

図版］．ー］）。内面塗膜部分を少梵採取し、

分析試料とした。

No I整理番号 1 時期 1 状態 1 グリノ ト 1府位
6 I 2140（赤4) 縄文時代中期末 内面に赤色膜 中央ベルト 2層

分析は、漆成分を調べるために赤外分光分析を行った。また、塗膜構造を調べるために苅片を作製

して、光学顕微鏡と走査型電子顕微鏡による観察、およびX線分析を行った。

赤外分光分析は、表面部分から一部削り取った試料を、押し潰して厚さ1mm程度に裁断した臭化カ

リウム (KBr)結晶板に挟み、油圧プレス器を用いて約7トンで加圧整形し、測定試料とした。分析

装置は日本分光（株）製フーリエ変換型顕微赤外分光光度酎FT/IR-410、IRT-30-16を使用し、透過

法により赤外吸収スペクトルを測定した。

塗膜観察用の薄片は、高透明工ポキシ樹脂を使用して包埋し、薄片作製機および精密研磨フィル

ム (#2000) を用いて厘さ約50μm前後に仕上げ、まず走査型電子顕微鏡（日本電子株式会社製JSM-

5900LV)による反射這子像観察を行った。さらに、主に赤色塗膜恩を対象として、電子顕微鏡に付属

するエネルギー分散型 X線分析装置（詞 JED-2200) による定性 ・簡易定砧分析を行った。その後、

再度精密研磨フィルム (#2000) を用いて1厚さ約20μm前後に調整した後、偏光顕微鏡を用いて塗膜構

造の観察を行った。

3 結果および考察

以下に、塗膜分析結果について述べる。なお、図 表2 生漆の赤外吸収位謹とその強度

1の赤外吸収スペク トルは、縦軸は透過率(%R)、横

軸が波数 (Wavenumber(cm・1)；カイザー）である。

吸収スペクトルに示した数字は、生漆の赤外吸収位

佃を示す（表 2)。

赤色塗膜屈は、胎部a屈と漆陪 cl屈、赤色顔料

恩、漆府 c2恩で梱成されていた（図版1-2、3)。赤

外分光分析では、生漆のウルシオールの吸収（図l、

吸収No.

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 ， 
10 

位骰

2925.48 

2854. 13 

1710.55 

1633.41 

1454. 06 

1351. 86 

1270.86 

1218. 79 

1087.66 

727.03 

生漆
ウルシ成分

強度

28. 534 

36. 217 

42.035 

48.833 

47. 195 

50. 803 り砂オー＂

46. 334 りルシオール

47.536 り砂オール

53.843 

75. 389 

生漆吸収No.7)が確認され、漆と同定された。下地にあたる層は観察されず、生漆が土器胎部に直

接塗布されていたと考えられる。漆阿 cl府と c2尼の間に観察された赤色顔料肪には、漆が混和され
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第4危 第 9節

ていなかった。実体顕微鏡観察においても、粉状の赤色顔料が漆屈の上にのっている様子が観察され

（図版1-4)、漆塗膜として存在していない。塗膜断面の観察では、図版1-1の右半分のように赤色顔料

の上層である漆層c2層が、赤色顔料層を境に剥落している箇所が多かった。赤色顔料のX線分析では、

鉄 (Fe203)が検出された（表3)。また、塗膜断面とは別に採取した赤色顔料を電子顕微鏡で拡大す

ると、パイプ状粒子が観察され（図版1-5)、パイプ状ベンガラであることが確認された。

表 3

＇ No. 
6 

赤色顔料肘の X線分析結果 (mass%）

35~~o;~o 
4
 
おわりに

水上(2)迫跡から出土した縄文時代中期末の土器内面の赤色塗膜について塗膜分析を行い、塗膜構

造や材料について検討した。 その結果、漆層が 2層観察され、赤色顔料は2層の漆層の間に存在した。

赤色顔料は、粉状になっており漆に混和された状態ではなかった。顔料の種類はパイプ状ベンガラで

あった。

（竹原弘展 • 藤根 久 ・米田恭子）
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図 1 土器内面塗膜の赤外吸収スペクトル

（縦軸：透過率、横軸：波数、数字：生漆の赤外吸収位罰）
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水上(2)遺跡m

1. 試料採取部位 2.塗膜断面構造 3.塗膜断面の反射電子像 4.塗膜表面の実体顕微鏡写真

5.赤色顔料の反射電子像

図版 1 土器内面塗膜の塗膜分析
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第 2項 士器黒色付着物のクロロホルム実験および赤外分光分析

株式会社パレオ ・ラボ

はじめに

水上(2)迫跡の調査では、縄文時代前期末～中期末の包含暦から黒色物が付着した土器が検出され

た。ここでは、アスファルトを簡易的に判定するクロロホルム溶融試験と赤外外分光分析を行った。

2 試料と方法

試料は、水上(2)辿跡の縄文時代前期末と中期後菜、中期末築の包含庖から検出された土器付行物

5点である（表 l、図版l)。

表 1 クロロホルム実験 ・赤外分光分析を行った資料
分析No. 整理番号 グリッド 層位 時期 特徴

1 2747 111! P-70 3層 縄文時代中期末葉 外面、黒色光沢

2 2733 ＼哺U-68 3a酌 縄文時代中期末葉 黒褐色光沢、縮み勘

3 2728 ¥'El Y-75 3届 縄文時代中期末築 黒褐色光沢、縮み霰

4 2732 IXC-73 3d・e・f層 縄文時代前期末葉 黒色光沢、薄い

5 2740 1'IllV-74 Il ・ Ill層 縄文時代中期後葉
外面：光沢のない黒色物、多孔質

内面：光沢のない黒色物、多孔質

分析は、最初に、アスファルトを簡易的に判定するクロロホルム溶漁試験を行った（高妻ほか，

2011)。試薬は、クロロホルム（純正ー級、純正化学株式会社製、CHC13)を用いた。方法は、試料

0.05g程度を採取して蒸発Jill.に入れ、クロロホルム試薬を5cc加えて、 1分程度放四した。その後、

エタノールで洗浄した。

赤外分光分析は、ク ロロホルム溶磁試験後の残漆から手術用メスを用いて試料を蒟く削り取った

後、押しつぶして、厚さ lmm程度に裁断した臭化カリウム (KBr)結晶板に挟み、油圧プレス器を用

いて約7トンで加圧整形した。測定は、フーリエ変換型顕微赤外分光光度計（日本分光（株）製FT/

IR-410、IRT-30-16)を用いて、透過法により赤外吸収スペク トルを測定した。

3 結果および考察

以下に、土器内付培物の特徴、クロロホルム溶融試験と赤外分光分析結果について述べる。なお、

赤外吸収スペク トル図（固1-1~ 5b)は、縦軸が透過 表 2 生漆の赤外吸収位置とその強度
率 (%R)、横軸が波数 (Wavenumber(cm-1)；カイザー）

を示す。また、各スペクトル図はノーマライズしてあ

り、吸収スペク トルに示した数字は生漆の赤外吸収位

置（表2)を示す。

［分析 No.1（整理番号2747、土器外面付着物）］

土器外面付着物は、光沢のある黒色を呈する（図版

1-la~lc)。

クロロホルム溶融試験では、 全く溶磁しなかった。

l | 止沐

吸収No.
9土 除

位憐 強度 ウルシ成分

l 2925.48 28. 534 

2 2854. 13 36.217 

3 1710.55 42. 035 

4 [633.41 48.833 

5 1454.06 47. 195 

6 l35l. 86 50.803 り砂オール

7 1270.86 46. 334 り砂オー，，

8 1218. 79 47.536 り砂オール， 1087.66 53.843 
10 727.03 75. 389 

赤外分光分析では、CH基に由来する2923.56(cmー1)、2854.13 (cm―'）の吸収が見られ、1272.79 (cmーI)
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にウルシオールの 1成分（図1-1のNo.7)の吸収が認められた。その他のウルシオールの 2成分の吸

収は確認されなかった。

クロロホルム溶融試験および赤外分光分析の結果から、アスファルトを含まない漆と考えられる。

［分析No.2（整理番号2733、土器内面付着物）］

土器内面付抒物は、光沢のある黒褐色を呈し、縮み跛が見られる（図版1-2a~ 2c)。

クロロホルム溶融試験では、全く溶融しなかった。

赤外分光分析では、CH基に由来する2923.56 (cm -i)、2854.13 (cm-1)の吸収が見られ、 1272.79 (cm―I) 

にウルシオールの 1成分（図1-2のNo.7)の吸収が認められた。その他のウルシオールの 2成分の吸

収は確認されなかった。

クロロホルム溶融試験および赤外分光分析の結果から、アスファルトを含まない漆と考えられる。

［分析No.3（整理番号2728、土器内面付着物）］

士器内面付着物は、光沢のある黒褐色を呈し、縮み徴が見られる（図版l-3a~ 3c)。
クロロホルム溶融試験では、全く溶融しなかった。

赤外分光分析では、CH基に由来する2923.56 (cm-1)、2854.13 (cm-1)の吸収が見られ、1272.79 (cm-1) 

にウルシオールの 1成分（図1-3のNo.7)の吸収が認められた。その他のウルシオールの 2成分の吸

収は確認されなかった。

クロロホルム溶融試験および赤外分光分析の結果から、アスファルトを含まない漆と考えられる。

［分析No.4（整理番号2732、土器内面付着物）］

土器内面付沼物は、光沢のある黒色を呈する（図版l-4a~ 4c)。
クロロホルム溶融試験では、全く溶融しなかった。

赤外分光分析では、CH基に由来する2923.56 (cm―1)、2854.13 (cm-'）の吸収が見られ、1272.79 (cm―I) 

にウルシオールの 1成分（図1-4のNo.6)の吸収が認められた。その他のウルシオールの 2成分の吸

収は確認されなかった。また、 1041.37 (cm―'）の劣化に伴うゴム質の大きな吸収が確認された（図

1-4)。

クロロホルム溶融試験および赤外分光分析の結果から、アスファルトを含まない漆と考えられる。

［分析No.5（整理番号2740、土器外面付着物 ・内面付着物）］

土器外面付培物は、光沢のない黒色の多孔質物である（図版l-5a~ 5c)。
クロロホルム溶融試験では、外而付着物および内面付珀物とも全く溶融しなかった。

赤外分光分析では、いずれの付着物も CH基に由来する2923.56 (cm-1)、2854.13 (cm-•) の吸収が

わずかに見られたが、ウルシオールの成分の吸収は認められなかった（図l-5a,5b)。

クロロホルム溶融試験および赤外分光分析の結果から、内外面の付稽物は煤類やタール物質などと

考えられる。
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4 おわりに

水上(2)迫跡の縄文時代前期末と中期後菓、中期末の包含居から検出された土器内外付荘物につい

て、アスファルトを簡易的に判定するクロロホルム溶融試験と赤外分光分析を行った。

この結果、分析No.1（斃理番号2747、土器外面付珀物）と、分析No.2（整理番号2733、土器内面付

着物）、分析No.3（整理番号2728、土器内面付着物）、分析No.4（整理番号2732、土器内面付着物）の

4点は、アスファルトを含まない漆であった。

また、分析No.5（整理番号2740、土器外而付着物 ・内而付珀物）は、煤類やタール物質などと考え

られた。

（藤根久）

引用文献

森妻洋成 ・ 赤田昌倫 • 本多費之 (201 1) 漆関連追物の調査． 青森県文化財調査報告書第464集「漆下

追跡」：112-120,秋田県教育委員会
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図 1 土器付着物の赤外分光スペクトル図

（縦軸 ：透過率、横軸 ：波数、数字 ：生漆の赤外吸収位置）

1.分析No.1（整理番号2740、土器外面付珀物） 2.分析No.2（整理番号2733、土器内面付沿物）

3.分析No.3（整理番号2728、土器内面付着物） 4.分析No.4（整理番号2732、土器内面付着物）

5a．分析No.5（整理番号2740、土器外面付着物） 5b．分析No.5（整理番号2740、土器内面付珀物）
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図版 1 クロロホルム溶融実験・赤外分光分析を行った土器と採取試料

la-le.分析No.1（整理番号2747、土器外面付特物） 2a-2c.分析No.2（整理番号2733、土器内面付培物）

3a-3c.分析No.3（整理番号2728、土器内面付珀物） 4a-4c.分析No.4（騰理番号2732、土器内面付珀物）

5a-5c.分析No.5（整理番号2740、土器外面付清物 ・内面付秤物）
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第10節 水上(2)遺跡検出礫石器の残存デンプン粒分析

弘前大学人文社会科学部 上條信彦

1 対象と分析方法

本分析では、本文掲載の全ての磨石 ・敲石類（敲磨器）、扁平石器（半円形扁平打製石器）、石Jll1.

台石類を観察した。その後に、状態の良い磨石 ・敲石類（敲磨器） 39点、扁平石器（半円形扁平打製

石器） 39点（石錘1点を含む）、石皿 ・台石類45点、計123点の残存デンプン粒分析を実施した。資料

は発掘後、全て洗浄され、コンテナ箱に入れられ室内で保管されていた。

本分析では持ち運びが難しい資料が多いうえ、検証可能かつできるだけ賓料を低めないよう、薬品

類の使用を控え、最も簡便でかつ効果的な方法を用いた（渋谷ほか2006)。試料と方法は以下のとお

りである。

① 試料の採取 試料は表而汚染の少ない礫孔の奥から試料を採取する。マイクロヒ°ペットにチップ

をはめ込み、桔製水を吸入し、採取する対象に注入する。洗浄しながら試料 (20μ1分）を吸引する。

デンプン残存の要因を探るために、破断面のある場合はその破断面からも試料を採取した。

② プレパラートの作成と観察 試料を遠心後 (1500rpm• l分）、試料8μ1を水性封入剤（アクアテ

ックス）で封入する。偏光 ・位相差顕微鏡（オリンパス BX50-P) を用い総合倍率200~800倍で銀

察する。 偏光顕微鏡は、直交 ・開放ニコルで観察する。なお、観察の際にはデンプンの形状、大き

さ、偏光十字の入り方、形成核の位骰、同紋、デンプンの残存状況、単粒 ・半複粒 ・複粒など粒の

状況を検討した。なお、デンプンの大きさについては、現生標本の傾向から、長径を超小型 (~7(1Ill)、

小型 (8~ 10(1Ill)、中型 (11~ 19(1Ill)、大型 (20~ 25(11n)、超大型 (26皿～）に区分している。

③ デンプン粒の同定 同定は②のデータに基づき、現生植物デンプン標本のなかから比較し、類似

性の高いものを候補として挙げる。なお候補は現時点(2016年）で収集しているデータであり、今後

変更される可能性がある。

2 デンプン粒分析の結果 （表1・図版1)

磨石 ・敲石類（敲磨器）14点、扁平石器15点、石錘l点、石Jlll.台石類9点、計39点より71粒のデン

プンを検出した。

なお、破損資料に関しては、割れ而からも試料を採取したが、デンプンは検出されなかった。

検出されたデンプンの大きさと形態、偏光十字の形に注目すると、以下の10グループにまとまる。

①長径4~9μ111の超小型～小型の円形、偏l句十字は十字形。24粒。

②長径12~16μmの中型の円形、偏伺十字は十字形。 3粒。

③長径 5~15μmの超小型～中型の短楕円形、偏光十字はX字形。 7粒。

④長径8~151111]の小型～中型の短桁円形、偏光十字は十字形。 5粒。

⑤長径12~25皿の中型～大型の長楕円形、形成核の位爵が一方に偏る。偏光十字は十字形。 7粒。

⑥長径8~lOμmの小型の長楕円形。偏光十字はX字形。 3粒。

⑦長径7~lOμmの超小型～小型の多角形、偏光十字は X字形。15粒。

⑧長径12μmの中型の多角形、偏光十字は十字形。 1粒。
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⑨長径約8~lOμmの小型の釣鐘形、偏光十字は X字形。 4粒。

⑩長径約 5μmの超小型の半円形、偏光十字は十字形。 2粒。

③には3粒分の塊、 ⑤には5粒分の塊がある。④には偏光十字が曲がっているもの（十字曲線）があ

る。②④には恩紋が明瞭なものがある。
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図版 1水上(2)遺跡検出デンプン
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表1 分析対象と検出デンプン観察表

翡
器9員 試料採所 大分き類さ

長径 短径 偏光十
形位成置核

デンプン
デンブ デンプ

出土位置 グリッド 器9夏
細分

傭考
取箇

形状 (μ●) (μm) 字
核形状 層紋

の状況
ン11!1版 ングル
番号 ーブ

5ー図150-8 捨て場 IX0-83 届石 I類 表面 円 超小型 6 6 十字 中央 黒点 無 1 ① 

5—図 1 57-1 捨て場 IXF-86 凹石 凹痕 円 中型 16 16 十字 中央 不明瞭 有 2 ② 

多角 小型 8 8 X字 中央 黒点 無 3 ⑦ 

5—図 1 59-3 捨て場 (l{C--S2 磨凹石 表面 多角 小型 10 10 X字 中央 不明瞭 無 4 ⑦ 

円 中型 12 12 十字 中央 不明瞭 無 5 ② 

か図159-9 捨て場 区0-84 騒1!!1石 表面 多角 中型 12 12 十字 中央 黒点 無 6 ⑧ 

5—図154-4 捨て場 VIW-67 磨石 n類 表面 短墳円 小型 8 6 X字 中央 黒点 無 7 ③ 

ふ図153-5 捨て場 区B-81 店石 n類 闊駐痕 表面 円 小型 8 8 十字 中央 不明瞭 無 8 ① 

3-ll!l287-5 遺構外 VIIX-88 磨敲石 表面 円 超小型 7 7 十字 中央 黒点 無 9 ① 

円 小型 ， 9 十字 中央 黒点 無 10 ① 
3ー図283-3 遺構外 ww-77 g石 11類 表面

短墳円 小型 ， 8 十字 中央 不明瞭 無
中央分解．

11 ④ 
複粒か

3ー図287-4 遺構外 VIG-92 居駁石 石鹸形 表面
長楕円 中裂 13 7 十字 儡 不明瞭 無 12 ⑤ 

釣鑓 小型 8 7 X字 中央 黒点 無 13 ⑨ 

長楕円 小型 8 5 X字 中央 不明瞭 黒 14 ⑥ 

3—図276-3 沢1 VIW-88 磨石 Il類 表面
半円 超小型 5 3 十字 中央 不明瞭 無 15 ⑩ 

釣錢 小型 8 7 X字 中央 不明瞭 無 16 ⑨ 

円 超小型 5 5 十字 中央 黒点 無 17 ① 

か図151-5 捨て場 VIV-69 居石 ［類 醒耗痕 表面 円 超小型 5 5 十字 中央 不明瞭 無 18 ① 

2—図131-3 SI 1084 VIH-92 因石 I類 発達した
届耗痕

表面 円 小型 8 8 十字 中央 不明瞭 無 19 ① 

2—図138-1 $15502 
磨凹敲石 表面 円 超小型 4 4 十字 中央 不明瞭 無 20 ① 炉2

2-図137-1 S15018 騒石 1類 表面 円 超小型 5 5 十字 中央 黒点 無 21 ① 

5—図164-6 捨て場
¥111Y-71 

打製石器 A1類 下面 円 小型 8 8 十字 中央 不明瞭 無 22 ① IXA-72 

多角 超小型 7 6 X字 中央 黒点 需 23 ⑦ 

5ー図168-2 捨て場 IXC-81 打製石器 01類 下面 円 小型 8 8 十字 中央 不明瞭 需 24 ① 

長楕円 小型 10 7 X字 中央 黒点 無 25 ⑥ 

多角 小型 10 10 X字 中央 黒点 無 26 ⑦ 

5--図166-7 捨て場 IXB-80 打製石器 B4類 下面 多角 小裂 8 8 X字 中央 黒点 無 27 ⑦ 

多角 小型 10 10 X字 中央 品点 無 28 ⑦ 

短楕円 超,1ヽ型 5 4 X字 中央 不明瞭 慧 3粒塊 29 ③ 

円 超,Jヽ型 4 4 十字 中央 不明瞭 撫 29 ① 

5-図168-3 捨て場 VIY-70 打製石器 C4類 下面
円 超ヽ Iヽ型 4 4 十字 中央 不明瞭 無 29 ① 

短楕円 超小型 1 5 X字 中央 不明瞭 無 30 ③ 

円 超小型 5 5 十字 中央 不明瞭 無 31 ① 

多角 小型 8 8 X字 中央 黒点 無 32 ⑦ 

多角 小型 8 8 X字 中央 黒点 需 33 ⑦ 

5—図167-1 捨て場 (l{B-77 打製石器 C4類
多角 小型 8 7 X字 中央 黒点 無 34 ⑦ 

下面
釣鐙 小型 8 8 X字 中央 不明瞭 無 35 ⑨ 

釣鰭 小型 10 9 X字 中央 不明瞭 撫 36 ⑨ 

短壻円 中型 12 10 X字 中央 器点 無 37 ③ 

5—図165-4 捨て場 ¥111U-69 打裂石器 81類 下面
円 超小型 6 6 十字 中央 黒点 慧 38 ① 

円 超小型 4 4 十字 中央 不明瞭 無 39 ① 

短楕円 小型 8 7 X字 中央 不明瞭 無 40 ③ 

か図148-8 13ペルト IXA-73 打製石器 B2類 下面 短1貴円 中型 15 14 X字 中央 不明瞭 需 41 ③ 

ふ・図167-4 捨て場 ¥IllY-70 打製石器 C4類 下面 円 小型 8 8 十字 中央 柔点 撫 42 ① 

5ー図165-3 捨て湯 IXC-72 打製石器 Bl類 下面 多角 超小型 7 7 X字 中央 不明瞭 慧 43 ⑦ 

5—図145-3 3ベルト WIV-67 打製石器 Bl類 下面
短楕円 超小型 7 6 X字 中央 不明瞭 需 中央分解 44 ③ 

短楕円 中型 11 10 十字 中央 不明瞭 無 中央分紹 45 ④ 

2-図135-5 S14040 IXB-76 打製石器 その他 凹痕 長楕円 大型 25 20 十字 偏 不明瞭 需 裂rt 46 ⑤ 

3-ll!l293-5 遺構外 ¥11L-95 石値 I類 表面 円 小型 8 8 十字 中央 不明瞭 無 一部分解 47 ① 

3-図276-4 沢I VIIL-92 打製石器 C4類 下面 多角 小型 8 8 X字 中央 柔点 無 48 ⑦ 

3ー図29()-3 遺構外 W!C-85 打製石器 B4類 下面 円 中型 15 15 十字 中央 不明瞭 有 49 ② 

3—図28()-3 西斜面 打製石器 C4類 表面
多角 超小型 7 7 X字 中央 不明瞭 無 50 ⑦ 

小型 9 十字 中央 不明瞭 無 51 ① 円 ， 
3-1図289-2 遺揖外 打製石器 B2類 下面

円 超小型 7 1 十字 中央 黒点 無 52 ① 

半円 超小型 5 3 十字 中央 不明瞭 無 53 ⑩ 

5—図177-2 捨て場 ＂！P.-59 台石 表面 多角 小型 8 8 X字 中央 不明瞼 無 中央分解 54 ⑦ 

を図136-1 S14040 台石 床面 内面 短楕円 中型 15 14 十字 中央 不明瞭 無 十字曲繰 55 ④ 

3—図295-1 遺織外({U遥江'）1) 石皿 内面 長楕円 小型 10 8 X字 中央 不明瞭 無 56 ⑥ 

4ー図90-1 5号墓 台石 表面 短楕円 中型 12 10 十字 中央 不明瞭 布 57 ④ 

長楕円 中型 17 13 十字 儡 不明瞭 無 5粒塊 58 ⑤ 

長楕円 中型 15 12 十字 儡 不明瞭 撫 58 ⑤ 

2-図132-8 SI 1125 石llil 床iili 内面
長壻円 中型 15 12 十字 偏 不明瞭 無 58 ⑤ 

長墳円 中型 12 8 十字 儡 不明瞭 無 58 ⑤ 

長楕円 中型 12 7 十字 儡 不明瞭 無 58 ⑤ 

円 超小型 7 7 十字 中央 不明瞭 無 59 ① 

5-図175-1 捨て場
VIW-68 

石皿 内面
円 小型 8 8 十字 中央 黒点 無 60 ① 

l'!U-74 多角 小型 8 8 X字 中央 柔点 無 61 ⑦ 

5—図174-3 捨て場
WIU-65 

石皿 内面 多角 小型 8 8 X字 中央 不明瞭 無 62 ⑦ 
VIIT-65 

を図177-3 捨て場 区C-80 台石 内面 短楕円 小型 8 7 十字 中央 不明瞭 有 十字曲繰 63 ④ 

2-図139-1 SI 10004 ¥111J-68 石皿 有脚 内面
円 超小型 5 5 十字 中央 不明瞭 無 64 ① 

捨て場 VIIW-67 円 小型 8 8 十字 中央 不明瞭 無 裂It 65 ① 

遺物分類は本文による。
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3 デンプンの由来植物の推定

人が食用などに利用したという条件で手元にある現生植物デンプン標本との比較を行い、現状での

由来植物を推定する。グループ①～⑩のデンプンのうち、グループ①に該当する植物はサンショウや

ハシバミなど多種にわたる。グループ②もタカサゴユリ、クマシデなど複数種が候補となる。グルー

プ③は中型で偏l旬十字がX字状にはいるという特徴からクリ、コナラなどのプナ科の堅果類である可

能性が邸い。

グループ④はコプシ ・トサミズキなど複数種ある。グループ⑤は形成核の位置から、ウバユリ、カ

タクリといったユリ科植物に多い。グループ⑥はタプノキやミクリ、ヤマフジなど複数種が候補とな

る。グループ⑦はイネ科に多く、そのうち長径平均が 7~lOμmであるのは、アワ ・キビ ・ハトムギが

ある。またグループ⑧の中型の多角形にはシソ科のイヌゴマ、オニグルミがある。グループ⑨⑩は形

が異なるものの、同一種で観察される場合がある。食料化可能な植物としてはクズが挙げられる。

4 デンプンの形態と礫石器の形態・使用痕との関係

上記で見られたグループを礫石器の分類ごとに検討した（表2)。敲磨器では、磨石 I類 ・凹石 ・側

面に磨耗面のある磨石II類にデンプンが多く検出されており、タタキなど敲打痕のあるタイプでは少

ない。表面に磨耗痕のある磨石I類から 表2 デンプンと礫石器の種類との関係

器種［ ‘̀ •9,呵- ^ ^ ＾ ^‘’ 分類 (.])②③④◎⑥⑦⑧⑨⑩ は①が多く、⑤⑧⑨が検出された。一方

凹痕がある凹石からは、磨石I類にはな

い②⑦が検出された。また側面に磨耗痕

のある磨石Il類からは同 I類と同じく①

が認められるのに対し、③④⑥⑩といっ

た他にはみられないデンプンが検出され

た。

扁平石器では①③⑦が比較的多い。そ

のほか②④⑥⑨⑩がある。①③④⑥⑨⑩

が検出された点は磨石II類に共通する。

また②⑦がある点は凹石に共通する。台

石からは④⑦が検出され、扁平石器や磨

石II類に共通する。石皿からは①⑤⑥⑦

が検出された。

敲磨器 磨石 I類

磨凹石

磨敲石

凹石

磨石1I類

敲磨器計

扁平石器打製石器A1類

打製石器B1類

打製石器B2類

打製石器B4類

打製石器C4類

打製石器D1類

打製石器その他

石錘 I類

扁平石器計

台石

石皿

5 デンプン粒と使用痕からみた各形態の機能と用途

4 

1 

2 1 1 

2 2 

3 1 1 1 1 1 

9 2 1 1 1 1 2 1 2 1 

1 

2 3 1 1 

1 1 1 

1 3 

5 2 5 2 

1 1 1 

1 

1 

11 1 6 1 1 1 10 0 2 1 

3 1 

4 5 1 2 

計

4 

1 

4 

4 

8 

21 

1 

7 

3 

4 

14 

3 

1 

1 

34 

4 

12 

敲磨器では使用痕ごとに異なるデンプンの傾向が見出せた。発達した磨耗痕のある磨石 l類ではグ

ループ①に多い微細な種子のほか、磨敲右にはグループ⑤のユリ科やグループ⑨のクズなどの根茎類

が対象となっており、微細な種子の粉砕のほか、根茎類のデンプン抽出に用いられたとみられる。グ

ループ①と⑤が石1II1に多い点や、石1II1の多くに敲磨器と同じ大きさの磨耗痕が観察される点から、下

石には石皿が用いられていたとみられる。
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敲打の集中である1l!]痕のある敲磨器にはグループ⑧にオニグルミが含まれており、オニグルミの殻

割りに用いられていたと判断される。扁平石器や磨石II類には、下面や側面に皿l凸の弱い磨耗痕が銀

察される。これは上條2015によれば、軟物例の敲打によるものと推定されている。これらの使用痕の

ある石器からはグループ①のほかナラ類を含むグループ③や、イネ科に多いグループ⑦が認められ、

敲打による殻剥き作業が椎定される。また打製石器C4類（5-図168-1)からはクズに多いデンプンが

検出されている点は注目される。

6 まとめ

デンプン粒分析の結果、敲磨器、扁平石器、石皿 ・台石類からデンプンが検出された。 したがって

これらの石器が植物加工に用いられたと推定される。さらに各石器の使用痕と検出されたデンプン粒

に一定の傾向があることが分かった。
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第11節 遺跡周辺に分布する巨石と基盤岩の関係について

弘前大学大学院理工学研究科 柴正敏

冑森県 ・西目屋村に所在する水上(2)追跡では、石棺墓A群に隣接した位四に、重械2tを超える

巨石の配石迫構 (60号配石）がある。この巨石の石材を理解するため、基盤を構成する岩石（基盤岩）

と追跡内に点在する巨石のうち、 60号配石と類似した岩石について、巨石と比較検討を実施する。60

号配石（巨石No.1)と基盤岩並びに追跡に点在するその他の巨石 3試料 (No.2 • 9 • 12)について薄

片を製作し、偏光顕微鏡を用いて記載を行った。これらの試料の顕微鏡写真を図 lから図 5に示した。

(1) 巨石 No.1 （図 1) 岩石名は、単斜輝石一斜方輝石デイサイト～安山岩。斑晶は、単斜輝石、斜

方輝石、斜長石、石英、不透明鉱物。石基は斜長石、火山ガラス、斜方輝石、単斜輝石、不透明

鉱物からなる。斑晶の斜長石には汚濁帯が認められ、マグマ混合が示唆される。また、石基の火

山ガラスは、変質作用を受け、スメクタイト化している。このため岩石は緑色を呈する。基盤を

構成する岩石に類似する。

(2)基盤岩 （図 2) 岩石名は、単斜輝石一斜方輝石デイサイト～安山岩。広く本辿跡の基盤をなす

岩石である。斑品は、単斜輝石、斜方輝石、角閃石（仮像：Amp)、斜長石(Pl)、石英、不透明鉱物。

石基は斜長石、火山ガラス、斜方輝石、単斜輝石、不透明鉱物からなる。斑晶の斜長石には汚濁

帯（斜長石周縁部に形成されている暗色部）が認めら、マグマ混合が示唆される。角閃石はオパサ

イト化し仮像となっている。また、石基の火山ガラスは、変例作用を受け、スメクタイト化して

いる。このため岩石は緑色を呈する。

(3) 巨石 No.2 （固 3) 岩石名は、単斜輝石一斜方輝石デイサイ ト～安山岩。斑晶は、単斜輝石、斜

方輝石、斜長石、石英、不透明鉱物。石基は斜長石、火山ガラス、斜方輝石、単斜輝石、不透明

鉱物からなる。斑晶の斜長石には汚濁帯が認めら、マグマ混合が示唆される。また、石基の火山

ガラスは、変質作用を受け、スメクタイト化している。このため岩石は緑色を呈する。基盤を構

成する岩石に極めて良く似ている。

(4) 巨石No.9 （図 4) 岩石名は、かんらん石ー単斜輝石一斜方輝石安山岩。斑晶は、かんらん石、

単斜輝石、斜方輝石、斜長石、不透明鉱物。石基は斜長石、火山ガラス、斜方輝石、単斜輝石、

不透明鉱物からなる。斑晶の斜長石は、他の5試料にくらべ細粒である。かんらん石は、単斜輝

石の反応縁を有する。また、石基の火山ガラスの受けた変質作用の程度は、他の4つの試料に比

較して低い。

(5) 巨石No.19 （図 5) 岩石名は、単斜輝石一斜方輝石デイサイト～安山岩。斑晶は、単斜輝石、

斜方輝石、斜長石、石英、不透明鉱物。石基は斜長石、火山ガラス、斜方輝石、単斜輝石、不透

明鉱物からなる。斑晶の斜長石には汚渦帯が認めら、マグマ混合が示唆される。また、石基の火

山ガラスは、変質作用を受け、スメクタイト化している。このため岩石は緑色呈する。基盤を構

成する岩石に極めて良く似ている。
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60号配石を構成する巨石No.1と基盤岩並びに造跡内に点在するその他の巨石(No.2 • 19)はともに、

単斜輝石一斜方輝石デイサイト～安山岩であり、岩型が同じである（図 1~5)。また、これら岩石が

受けた変質作用は、ともに沸石相に属する。

図 1 巨石 1 .l..rnm 
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図2 基盤岩 l.mm 

図3 巨石2 lmm 
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図4 巨石9 1 mm 

図5 巨石19 1mm 
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第 5章総括

第 1節遺構

第 1項竪穴住居跡

今回報告する竪穴住居については第1分冊第3章第1節の前段部分に概要を記した。本稿では第514• 

528集での調査成果も踏まえた計301軒について概括する。

［時期別軒数について］ 時期が1~2の土器型式期に限定された234軒について、内訳を因 1に示した。

最も検出数が多かった住居跡は大木10式併行期の40軒、次いで円筒上陪d式期の35軒、榎林式期の35

軒と、円筒上肘式の中盤及び中期後葉から末菓で検出数が増加する。物見台式、円筒下府 b~dl式、

十腰内 I式以降は土器の出土がみとめられるものの、対応する竪穴住居跡は検出されなかった。この

土器型式期別の竪穴住居跡検出傾向と、後述する土器型式別の出土重址傾向（第5章第2節第 1項）

とは比例しない結果が出ている。特に円箇下居dl・d2式、円筒上屈b式期での住居跡の少なさ、最花・

大木10式併行では住居の多さが対比を際立たせる。土器型式別の計最における方法的限界が正確な対

比を困難にしている可能性もあるが、集落全域を調査対象とした本調査において、居住施設数と土器

の生産 ・廃棄絋とは比例しないとする結果が適き出されたことは特筆すべきことと思われる。

牛ヶ沢～蛍沢式蛍沢式 下層d2式
1 2 6 上層a式

牛ヶ沢式
6 ----＼ _,,,- 2 

-—ー一 上層b式
4 

図 1 竪穴住居跡型式期別数量

9佃

8.5 

1.5 

6. 5 

5

5

5

 

5

4

 
短
軸

3. 5 

2.5 

＋ 

x-X ー ●円筒下層d2式

L ＋ゞ ，` ●円筒上層a式―ー ←
c x → 円筒上Iiib式

表~ . -= x;;~;:; 
午9 ＋ ●円筒上層e式• +:0- ＋榎林式

1.5 

＇ I 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5 5 5.5 6 6.5 7 7.5 8 8.5 9 9.510（罰）

•最花式

ー大木10式併行

長軸

図2 竪穴の短軸 ／長軸分布

［分布について］円筒下胴d2式期から最花式期では追跡北側の斜面縁辺部と追跡中央の段丘平坦部に

集中し、東西二列の帯状分布域を形成することは第1分冊第3章第1節で述べた通りである。各期の

軒数等では若干の偏りがあるものの、両集中域での住居構造 ・規模の上での大きな差異は認められな

い。榎林式期とした2軒の大型住居跡が両集中区で検出されたことからも、中期後築段階での居住区

への二分化意識が働いていたものと考えられる。以後、大木10式併行期には東西二列の帯状分布構造

が崩れ、集落配置上の画期を迎えたものと考えられる。これに先んじた榎林式期では、迫跡中央の段

丘平坦部の集中域で住居配置に変化が現れる。かつての住居密集域が盛土迫構形成後に空白域と化し

て（固3)おり、盛土範囲を囲む新しい配置傾向が生まれている。確証は得られなかったが、大木10
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榎林式期以降 図3 盛土遺構と竪穴住居の配置

式併行期からの石棺募構築開始以前、廃棄府の発達と非竪穴施設のエリア形成が集落構造変化の前段

階として位性付けられるのかもしれない。

［住居の規模］ 推定長を含めて長1.9m~l6. Omの竪穴住居跡が検出された。所属する土器型式期が限

定され、長軸と短軸が計測可能な竪穴住居跡について、時期ごとの長軸 ・短軸分布を図 2に示した。

各時期の分布は長軸 ・短軸比が偏らない、つまりP:J形に近い住居が多いことを示している。円筒上層

e式期で長2.5~4. 5mの幅内に偏りが認められるものの、各時期を通して3~6mに集中域を見いだせ

る。この他、時期が限定され且つ10mを超える住居は榎林式期のSI4040・ 5047で、所開ロングハウ

スの平面形状を呈している。最花式期ではSI62が、大木10式併行期ではSI3106が8mを超えていた可

能性がある。この他、円形柱穴列として確認されたSI5073a• bは10m近い円形住居になると推定さ

れる。

［平面形状］大きく分けて円形と楕円形の2種となり、長方形は例外的にSillOが該当するのみである。

2種としたが、本追跡の円形 ・楕円形住居はそれぞれ多様な形態であり、共通した独特の歪みが看取

される。これらを円形 ・楕円形の中での張り出し及び角形成ポイントの存在と、その数、位位、角形

成ポイント間のR緩和によるものと仮定して、平面形分類（図 4) を試みた。結果としては、各時期

で欠落する分類項目が異なるといった負の対応関係は認められたが、各時期で集中する分類が分かれ

る又は各時期を代表する分類、範型の抽出等には繋がらなかった（図 5)。この消極的な結果の要因

としては、後述する構築屈上の制限による施工段階での計画変更が生じた可能性が考えられる。
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［柱穴配醤と構築層］各時期の柱穴配悩については、配四構造が把握されたものについて回11~16の

集成図中に結線で示した。全く柱穴を持たない小型住居が各時期で見られる他、四角形又は台形、長

軸4m以上では五角形又は六角形、 6m以上では楕円形住居に見られる八角形や長方形配列が認めら

れらる。長方形配四は円筒下荊 d2式期のテラスー床面間で 1例認められる他、榎林式期の大型住居

(S15047)で認められたのみである。方形配骰は、不整なものも含めて榎林式期から大木10式併行期

で検出されている。同型式期内の5m以上の住居では六角形配四が顕在化する。榎林式期を中心とし

た長楕円形の大型住居では、大型の柱穴を壁周溝上に配した形態となる。また、S15047では構築初段

階で長方形柱穴列と壁柱穴列によって構成されていた主柱が、次段階以降では棟持ち柱も検出される

ようになる（図 6)。同型式期の大型住居である S14040では壁柱穴以外の主柱穴が検出されなかった

点と合わせて、板林式期の中で建築工法の変化があった事例となり得る。

なお本追跡では、ヒ°ットが規格的な配爵形に当てはまらない住居、 4本 ・6本が主柱認定されながら

も不整形配t雀をとる住居が多く存在する。この要因としては、構築土罰の特性が関係したものと考え

る。第V屈中の礫は粗大であるものが多く、第V屁中まで掘り込まれた竪穴住居では床面 ・壁面から

礫が突き出し、起伏を生み出している例が多く認められる。20cm以下の礫については抜き取りが想定

された例 (S15042等）も存在するが、独力では移動困難な大礫が構築居から削り出された原位隧その

ままで放匝されたと思われる例 (S15004等）も多く確認されている。大型の柱穴では対処可能であっ

ても、細い柱穴の計画的な配四は、V肪中の内に現れる礫によってたびたび阻害されたことは想像に

難くない。細めの柱による密な壁柱穴列、規格的な正方形 ・六角形配腔等が、竪穴住居内で少ない理

由の解釈として、平面形状の不整な理由とともに以上の推察を提示しておきたい。

［炉］ 炉の検出率、種類、石囲炉の形状と変遷については第1分冊第3章第1節と表4、本項図7で示した。

補足する点と して榎林式期から大木10式併行期の楕円形・長方形・大型方形・石囲炉には、直線的な一辺を

形成するD字型 (S11077• 1130 • 5034 • 4020等）が指摘できることが挙げられる。また、他の縄文時代中期

後菓の集落迫跡においてよく見られる土器片敷炉が認められない点は、本迎跡の特徴として指摘できる。

［その他施設］ 周堤状の土盛を持つ通称「特殊施設」は 5軒で検出された。円節下層 d2式期 (S1110)

といった比較的古い段階のものも含まれているが、青森市三内丸山迎跡（青森県教委1994・ 2000 • 

2005)や六ヶ所村富ノ沢(2)迫跡等（青森県教委1991)で主体であった円筒上屈式期では、円筒上恩

e式期としたS13014の1例のみであった。 うち掘り込み部が壁外に張り出すタイプは、最花式期の 1

例 (S13001)のみである。張り出すヒ°ットのみで周堤を伴わないタイプの特殊施設については、壁際

で六角形（亀甲形）に配四される主柱穴との区別が曖昧となる。 榎林 • 最花式期の特殊施設と六角形

柱穴配齢が伴う本迫跡での事例は、特殊施設の認定について再考する機会となろう。

［住居内埋設ー横位埋設土器について］炉としての使用が認められない住居内埋設の内、床面中央から

やや壁寄りの位附で横位に検出される事例が S11085• 1086 • 1099 • 1129 • 5002 • 5003 • 5006の7軒

で確認されている。いずれも円筒上恩c~d式土器で、圧壊を免れたほぼ完形で出土する。これを横

位埋設土器と仮称する。埋設としたが浅く曖昧な掘方で、全ての検出例で土器上面が床面より為く位

罹している。SI5002では意図的な礫囲いが伴うが床面の掘方は不明瞭で、直上堆積土の観察でも壁面

の立ち上がりが認められなかった。SI5003からも同様の横位埋設土器が2基検出されているが、それ

ぞれの土器型式は異なる。SI5003例は、横位埋設の時期と住居の存続時期が必ずしも一致しないこと
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を示しており、 S15002の事例は、横位埋設士器が住居埋没過程で生じていることを示すものと考える。

また、 SP1407・ 4226、SK5056の内部でも同様に円筒上@c~d式土器が出土している。これらはピッ

ト・ 土坑出土である点を除けば全く同じ特徴を有することから、横位埋設土器とは上述の痕跡をなす

埋設手法そのものであり、供伴追構を問わない同一性格の追構と理解される。他追跡では、 五戸町上

蛇沢(2)迫跡（青森県教委1995)の列状配置をとる2• 25 • 62号土坑募、 三内丸山迫跡の2個体が横位に

重なる45• 46号埋設（青森県教委1994)、浅い掘方底面で圧坂した690号埋設（青森県教委2003)等が類

例として挙げられる。これらは土坑、埋設と、迫構種別としての捉え方は異なるものの、いずれも埋

葬施設としての性格が想定されている。水上(2)追跡の竪穴住居内外の横位埋設土器も、同様の性格

をもつものと予想される。

以上、竪穴住居跡全体で把握された傾向 • 特徴をもとに、水上(2)迎跡で時期が限定された住居に

ついて各型式期での特徴と変造を以下にまとめる。

［円筒下層d1式期以前］ 確認されなかった。

［円筒下層d2式期］この時期に限定されたものは6軒である。最大長は4.2~6.9mで、平面形分類で

はB3b2・ B4a類の各 1例が該当するのみである。 B4a類のSillOはテラス樅造、壁周溝、周堤付の特

殊施設、長方形の主柱配硲を有する例である。確認された炉形態は地床炉のみである。背森県内の同

時期集落追跡で認められる、壁柱穴列が巡る B4タイプの住居跡は本追跡では確詔されなかった。

［円筒上層a式期］ この時期に限定されたものは2軒である。平面形、最大長が明らかだったものは、

長2mで B3a に分類された SI6のみである。 墜周溝 • 主柱配骰については不明で、炉形態は地床炉の

みである。

［円筒上層b式期］ この時期に限定されたものは4軒である。最大長は4.6~6. 5mで、平面形が明らか

だったものはB3bl• B3b2類に分類される2例のみである。壁周溝を持つ例はなく、 主柱配置について

も不明である。炉形態は地床炉に加えて土器埋設炉が認められる。また、炉以外の住居内埋設士器が

出現する時期でもある。

［円筒上層c式期］ この時期に限定されたものは18軒である。平面形はB3a類が2軒認められ、AO・

Al ・ A3b ・BO・ Blb ・ B3bl類は認められなかった。最大長が判明したものでは3.4m~5. 5mであるが、

残存長6.9mとなる例 (SI1106)がある。炉形態では石囲炉が出現し、地床炉、土器埋設炉の3形態と

なる。壁周溝の再出現と、住居内土坑、上述の横位埋設土器が伴うようになる。1例のみ、かつ部分

的検出ではあるが、テラス状構造も当期に伴う可能性がある。

［円筒上層d式期］ この時期に限定されたものは35軒である。最大長は2.8~6. 8mで、平面形はA2・ 

A3b類に2軒、B4a類に 3軒該当し、Al• Bl • B3b 1 • B4b類は認められなかった。主柱配齢では6本

の祖甲形配爵が認められた。 A4類については 4本の台形配置と思われる例も存在する。 壁周浙 • 特

殊施設 ・ 屋内埋設士器は検出されていない。 炉形態では地床炉 ・ 石囲炉 • 土器埋設炉が認められる

が、炉が検出されなかった住居も17軒存在する。住居内埋設では炉以外で複数の埋設がなされるもの

(S15007他）がある。追跡中央の段丘平坦部では重複が激しく、この時期幅内で最邸4軒が重複する

例もある。

［円筒上層e式期］この時期に限定されたものは17軒である。最大長が判明した範囲では2.9~4. 3m 

であったが、残存長で5mを超えるものが2例存在する。平面形分類ではA3a• A4 • Blb • B2a • B4a 
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類が欠落する。炉形態は地床炉 ・石囲炉 ・土器埋設炉の 3形態である。壁周溝 ・住居内埋設・土坑 ．

配石が検出された例は無い。以前の時期に比べてもピットの検出数が少なく、小型が主体となること

から、床面のヒ°ットを必要としない上屋構造が主流だったと思われる。また、この時期では円筒上層

式期で唯一の周堤付特殊施設が確認されている。

［榎林1~3式期］ この時期に限定されたものは35軒である。最大長は1.9mから16mまでで、迫跡の

南側では長l.8 ~ 2. Smの小型の住居が目立つ。平面形分類ではBlb・ B2b ・ B3b2類が2例、 A2が3例、
A3b類が4例認められ、AO・A3a・A4・B3bl類が欠落する。主柱配置は、長軸4m以下の住居で方形～台形、

5m前後で6本の祖甲形が目立ち、3m以下では炉を挟んだ2本主柱も認められる。一方で10mを超え

る長楕円形の大型住居が出現し、壁周溝中に 8~14本の主柱が配置される。大型住居においては、改

築過程で棟持ち柱工法が出現した可能性がある。炉形態では石囲炉と地床炉が主体となり、土器埋設

炉が消失、代わって複式炉が出現する。石囲炉ではD字形が顕在化する時期でもある。屋内配石 ・土

坑は検出されなかったが、床而ではテラス構造が認められる例がある。円筒上府 d式期飼様に追跡中

央の段丘平坦部で激しく重複し、この時期幅内で最森4軒が重複した例がある。

［最花式期］この時期に限定されたものは27軒で、最大長は2.6mから残存長7.5mまでである。平面

形はBOとBla類が2例で、AO• A3a • Blb • B2b • B3a • B361 • B4a類は欠落する。柱穴は、長軸4m以下

の小型では1基程度、4m超では方形又は6本の危甲形配性が認められる。6m超では、榎林式期同様

に壁周溝中での配列が認められる。この他、竪穴を伴わないと考えられる円形柱穴列が出現する。炉

形態は地床炉と、長方形又は楕円形平面の石囲炉に限定され、土器片敷炉については確認されなかっ

た。炉の位間については、住居の長軸上ではなく短軸上の壁寄りに構築される例 (SI63)がある。石

囲炉には立地による差異も存在し、追跡の南側に構築された竪穴住居においては他と比べて小型化が

顕著である。この他、周堤付きの特殊施設、二型の配石、住居内土坑、1例のみであるがテラス構造

の床面等の施設が、この時期の竪穴住居跡に伴う。

［大木10式併行期］この時期に限定されたものは40軒である。最大長は2.6mから9.5mである。平面

形ではA4類が 3例、B4a類が認められ、 A3b・ Blb ・ B4a類が欠落する。柱穴配置では5m未満で長方

形配置、4m以上で6本の亀甲形配置が認められる。最花式期までと違う点は、壁周溝とは重ならず、

壁際から離れた範囲で亀甲形配骰がなされる例が多くなる。最花式期に続いて円形柱穴列が存在し、

改築の結果9mを超えるものが現れる。竪穴住居の掘方内部でも壁柱穴列として同様の構造(SI5016新・

旧）が認められる。複式炉の検出例は最多となり、二型配石、住居内土坑等の施設がこの時期の竪穴

住居跡に伴う。追跡西側の段丘縁辺への分布が偏る時期でもある。

［牛ヶ沢期］6軒が検出された。平面形分類ではA2類と b2a類の各 1例が認められた。最大長は残存

長のみとなるが3.4mから4.7mまでである。主柱配四は不明だが、ヒ°ット配四の偏りから壁柱穴によ

る上屋梢造が想定される。炉形態は不整な礫配侶の石囲炉と地床炉のみとなり、長軸中央からやや壁

寄りに作られる。壁周溝 ・配石 ・住居内埋設 ・土坑が検出された例はない。分布の上では、迫跡中央

の石棺墓隣接域への偏りが認められる。

［蛍沢期］ この時期に限定されたものはSI5502• 5503の2軒のみである。最大長 ・平面形ともに不明

である。不整形の石囲炉と壁柱穴らしきヒ°ット配間が見られる。壁周溝等の施設は未確認である。
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第 2項掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は6棟確認した。しかしこれは、あくまで調査時に把握できた数で、これら以外にも

建物跡の柱穴としたものと規模 ・形状が類似する多数の土坑 ・ビットを検出した。そのため、この6

棟以外にも多くの掘立柱建物跡が存在したと考えられる。この内、挫理作業を経て建物跡の可能性を

指摘し得る土坑 ・ピットについては、第5項で抽出して検討を加えている。

時期は、榎林式期が1棟 (SBIOOl入榎林式～最花式期が 1棟 (SB1002)、中期後築～蛍沢式 (SB5001)、

大木10式併行期が2棟 (SBlOOOl• 10003)、牛ヶ沢式～蛍沢式期が1棟 (SB10002)である。

SB1002は柱穴配慨が租甲形となる。この柱穴配爵は当地域においては、本追跡の対岸に位閻する砂

子瀬造跡で多く確認されているように、後期に一般的な配骰である。これに掘立柱建物跡以外の可能

性を求めれば、本迫跡で確認した竪穴住居跡の柱穴配骰で亀甲形となるものは榎林式～大木10式併行

期で認められる。これはSB1002から出土した土器の時期とも一致するものである。加えてSB1002の

周囲は、調査時にはすでに遣物包含荊が失われていたことから、近世以降と考えられる削平が著し

い範囲であったと推察できる。以上のことからSB1002は、竪穴住居跡が削平により竪穴部分を失い、

柱穴部分のみとなったものである可能性が高いといえる。なお、 SB1002を除く 5棟の柱穴配位は、い

ずれも 6本を長方形に配したと考えられるものであった。

第 3項焼土遺構

焼土遥梢は112基確認した。その性格上、本来は竪穴住居跡の炉であったものを含むと考えられる。

時期を推定できたものは47基あり、円筒下思d式期から蛍沢式期の可能性があるものまでがある。

地床炉 • 石囲炉 ・ 土器埋設炉に分類した。 地床炉が68基と過半を占め、 石囲炉は43基、 土器埋設炉 1

基のみの確認である。

地床炉は、当時の地表面をそのまま被熱面とするものが大半を占める。また、捨て場中で確認し

たものの中には、捨て場堆栢屈の勾配と一致した 「傾斜する被熱面」をもつもの (SN3• 5 • 13 ・ 19 • 

65 ・ 66 ・ 4012など）がある。 これらは傾斜地に形成されていることから竪穴住居跡の炉とは考えにく

く、捨て場形成途中に単独で形成された可能性が高い。

石囲炉は、礫を方形に配腔したと考えられるものが多い。全形を把握できるものではさらに、正

方形に近いもの (SN21・ 68 • 125 ・ 4023 ・ 4026 • 5018 • 10001など）と長方形に近いもの (SN4025• 

5008 • 10007など）がある。また、数は少ないものの礫を楕円形に配値するもの (SN55• 4024など）

もある。このうちSN55は石囲部の内部中央に土器を埋設している。また、竪穴住居跡でみられる複

式炉に類するものが5基 (SN121~ 124・ 10006)あり、いずれも竪穴住居跡の炉であったと考えられる。
これらの時期は、複式炉を有する竪穴住居跡の時期から榎林式～大木10式併行期と考えられる。また、

石囲炉である SN70は隣接した位饂で土器埋設辿枯である SR92を確認した。それぞれ別迫構として調

査したが、SR92は最花式～大木10式併行の土器を埋設しており、位骰関係からも両者で土器埋設炉＋

石囲炉の複式炉（坂本氏のC類（坂本2002))を形成していた可能性がある。

第 4項 土器埋設遺構

士器埋設迎梢は174基確認した。埋設された士器の時期は、円筒下罰d式から蛍沢式の可能性があ
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るものまでがある。この内、型式まで細別できた139基についてみると、円筒下陪 d式期が96基、円

筒上附 a式期が8基、円筒上庖 c式期が7基、円筒上居 d式期が 9基、円筒上居e式期が 3基、板林式

期が 2基、最花式期が 5基、大木10式併行期が 9基となる。円筒下層 d式期のものが半数以上を占め、

以後は各期10基以下となる。なお、最も新しい後期初頭～前業の可能性のあるものは 3基であった。

埋設状態は正位、倒立、横位 ・斜位、不明の 4つに分類し、正立を111基、倒立を49基、横位 ・斜位

を11基、不明を 5基確認した (1基に複数の土器を埋設するものがあるため、合計は174基を上回る）。

土器の上部や内部、あるいは掘方内に礫を置くものは64基で確認した。

平面、断面いずれかの方法で掘方を確認できたものが143基ある。掘方を確認できなかったものの

大半が捨て場堆精府中で確認したものであることから、本来あるはずの掘方と、その埋め士を認識で

きなかったものが多数あると考えられる。一方で、掘方の認識が困難という理由だけでは説明しきれ

ないものもあり、掘方を伴わない埋設方法の存在も考駆する必要がある。

埋設される土器の器種は、円筒下陀 d]式から榎林式までは深鉢のみが用いられる。最花式以降に

その他の器種が加わるが、最花式の広口壺 (SR4502)、大木10式併行～蛍沢式の壺形 (SR1025)の2

例が加わるのみである。

SR109からはヒスイ大珠が出土した。SR109は浅い掘方底面に小形の土器を倒立に据えて埋設してい

た。土器の底部は確認時に失われており、ヒスイ大珠はこの欠損部からのぞく土器内部で確認した。

土器は底部を欠く 、推定器高lOclll前後の非常に小形の深鉢で、時期は最花～大木10式併行期と考えら

れる。

第5項士坑 ・ピッ ト

土坑は372基、ヒ°ットは6705基を確認した。これらの一部は本来であれば掘立柱建物を構成してい

たものと考えられる。しかし、士坑 ・ピッ トはその検出数の多さも相まって、調査段階で掘立柱建物

跡と認識して報告できたものは先の6棟のみであった。ここでは、整理作業時に土坑 ・ピッ トに検討

を加え、新たに建物跡を構成すると判断した土坑 ・ピットを抽出して示し、先に示した6棟以外にも

掘立柱建物跡が存在した可能性について言及しておきたい。

検討段階では、調壺時に確認した土坑 ・ピットの深さや底面標為を基に、新たに建物跡と成り得る

規則的な柱穴配四となるものを抽出した。これができたものに関しては、出土土器や周辺の追構の時

期等も勘案して建物跡の可能性を指摘し得るか検討した。柱穴配協を検討する際は、調査時に確認し

たものと同様の 6本が長方形に配置されるものを念頭に爵いていたが、これ以外にも 4本が方形に配

置されるものも存在することが検討過程で明らかとなった。なお、4本が方形に配置される掘立柱

建物跡は津軽ダム建設事業に伴う調査では、川原平(4)追跡で「中期末菓～後期初頭」（青森県教委

2013) とされる 2棟が確認されている。

以上の検討の結果、新たに掘立柱建物跡の可能性があると推定された土坑 ・ピット群については、

建物仮称として1~31の番号を付した。11と12については多数の土坑 ・ピットで構成されており、複

数棟の柱穴構成案が成立する。そのためここでは、枯成案の内のひとつを提示し、各建物跡には枝番

号を付して複数棟の存在を示唆した。また、 23は「6本の建物l棟」に加え 「4本の建物 2棟」の可

能性も考えた。
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推定された掘立柱建物跡の時期は、これを梢成する士坑 ・ピットから出土した土器の時期から判断し

た。基本的には出土土器の最新時期としたが、型式ごとの出土虻や周囲で確認した遺構の時期も考慮

した。

これにより、『新たに推定された掘立柱建物跡』の総数は34棟とした（表 l・図 1)。しかし、これ

は最低限の数で、頂複や柱穴配置案の捉え方ひとつで大きく変わるものである。加えて、まだ多くの

土坑 ・ピットがあり、これら建物仮称の番号を与えたもの以外にも、単純に配置を認識できなかった

ものや想定外の柱穴配置のため検討の対象とならなかったものなど、まだまだ多くの建物跡が存在し

たと考えられる。

『新たに推定された掘立柱建物跡』34棟の内、推定柱穴配侶が6本となるものは、可能性のあるもの

を含めると14棟となった。時期別にみると最花式が12棟と多く、これ以外には大木10式併行の 1棟、

最花式～牛ヶ沢式の 1棟がある。

一方、推定柱穴配楢が4本となるものは、可能性のあるものを含めると23棟となった。時期別にみ

ると榎林式が 2棟、最花式が 1棟、中期後莱が 1棟、最花式～大木10式併行が 1棟、大木10式併行が

8棟、大木10式併行～牛ヶ沢式が 4棟、牛ヶ沢式～蛍沢式が 2棟、 蛍沢式が 3棟、不明が 1棟となる。

榎林式から蛍沢式の各時期で認められるが、大木10式併行以降のものが18棟と多い。

分布は、調査範囲全域で確認したが、各時期とも竪穴住居跡と重複するものは少なく 、分布域を異

にしているといえる。さらに分布を時期別にみると、集中的な分布を捉えられる時期がある。

最花式ではVIIIQ~W-75~88グリッドの範囲内で、長軸を東西方向とした8棟 (10・ 11-1 • 11-2 ・ 

ll-3 ・ 12-1 ・ 12-2 ・ 13 ・ 26)を確認した。この内10~12は長軸方阿に近接して一列に並ぶ様子が捉え

られた。

大木10式併行期になると、湯ノ沢川を臨む段丘縁辺部に集中域が移り、VIIIE~R-63~78グリッドの

範囲内で6棟 (15• 16 • l 7 • 19 • 23 • 24)を確認した。これに掘立柱建物跡として調査した S810001• 

10003を加えると8棟が位骰する。推定柱穴配置が4本となるものが多く 、軸方向の規則性は捉えられ

なかった。この集中域の中では土坑 ・ピットの配置にやや粗密があり、さらに掘立柱建物跡2~3棟を

ー単位とした群（例えば「14と15」、「17と19」、「23とS810001とS810003」など）に細分される可能

性がある。

続く、牛ヶ沢式 ・蛍沢式期になると、集中域は石棺臨A群と B群に挟まれたVIDO~ R-85 ~ 89グリ

ッドに移る。ここでは4棟 (27• 29 • 30 • 31)を確認し、 29~ 31は約3mの間隔で3棟が東西に並ん

でいる。なお、31を構成する SK5530はフラスコ状土坑であるが、これがヒ°ットであった、もしくは

フラスコ状土坑以前に柱穴が存在したと仮定して建物跡を推定した。

ここで示した『新たに推定された掘立柱建物跡』と他迫構の関係については、第3節で若千ではあ

るが触れることとする。
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表 1 新たに推定した掘立柱建物跡一翌表(1)

建物を柑 規模
II!J: t-＿硲か

建物 推定柱 建物の推 成する99[ 底I紺悦佑i

仮称 穴枯成 )Ell;y期 能性のあ
9(¢店 深さ

(m) 
ら推定され

る追桔 (cm) (cm) 
る的Jり1

建物を梢 規校
/I¥ I:」燐か

述物 推定柱 建物の推 成する99r
積liltfl深さ

底llli採屈
ら推延され

仮称 穴構成 定II・jJりl 能HCのあ (m) 
る11．ヤ期

る逍情 (cm) (c11) 

Sl'l352 126 118 178. 032 大人10 SP7709 55 3・1 177邸0 ,1,期後梨

大木JO
SP1353 63 123 178. 136 人:,,f<:10

1 4本 S1'1365 102 80 178 168 なし
式併行

SPl368 69 918 178 512 最花

SPl376 101 76 178 216 榎林

SP7712 I 18 75 177 008 1立花

SP771,1 70 44 l 77. 280 中Jり1後終

11-1 最花式
SP7723 75 52 I 77. 224 中JUI後然

SP7747 6•1 67 177. 080 大,l<IO

S1'1365 102 80 178. 168 なし SP7718 61 1,1 177 080 なし

2 4本 蚊花式
SPl375 83 72 [78. 328 中期後袋

SPl717 73 80 178. 128 li花

SP7985 101 43 177 31-1 なし

SP7992 56 26 177. 416 なし

Sl'I 740 79 67 178 288 ／I{花～大,!<10 S1'7712 118 75 177 008 I~化

SPI i28 76 62 178. 121 111 r.c SP77l3 93 、15 l 76. 792 Ju北～J.;.木10

3 4本 榎林式
SI'9598 61 55 178. 456 榎林

$1'9599 62 918 178. 680 板林

S1'9637 49 67 178 4'18 なし

11-2 最花式
SP7721 70 44 I 77. 360 最花

11-1 SP7719 92 56 l i7. 200 最花

~3で SP8624 82 45 177 200 なし

SPI i63 91 23 I i9. 552 Il1期後梨以降 6本 x SI'8669 96 67 176 808 i立花

SPI 784 95 48 179. 376 榎林 3軒以 SP7750 60 60 177. 128 1，と花

S1'9558 88 54 179. 424 中）りl後災 上か S1'7755 80 43 l77. l28 なし

4 6本 故花式 SI刃569 109 73 179 328 最花 SP7764 131 51 I 76. 728 中Jり1後菓

S1'95i0 L25 78 179. 421 榎林～人・木10
S1'8578 111 48 [77,072 最花

SI'9571 79 60 179. 504 中）り1後然以陥
SP8595 168 67 176 912 Ill花

SP9572 116 56 179. 496 殷花
SP8609 62 53 177 072 Ju花

SPl328 107 62 179 576 なし

S1'1329 85 4 i 179. 680 中期後菜
11-3 最花式 SP86l3 152 49 177. 024 1炉E

SP8615 6<1 69 I 76. 784 蚊化

5 6本 故花式
SPI 785 54 23 li9. 688 lり上d

SI'9559 I 16 70 179. 416 大,t-:10

S1'9560 93 52 179. 528 最花

S1'95i3 91 iO li9. 400 最花

SKI51 I 122 79 I i9. 352 復林

6 4本 榎林式
SK1523 166 107 179. 280 中）り1後菜以砕

S1'9503 139 78 179. 400 榎林

S1'9506 115 30 I i9. 320 なし

SP1952 86 35 I 79. 701 ,PJり後菜

S1'1953 93 65 179. 336 最花

7 6本 最花式
SP1955 66 29 179. 661 なし

S1'1959 99 50 I i9. 512 巾見l後菜

SP199I 79 13 179. 100 中期後然

SP1992 81 30 179. 688 なし

SPl951 74 49 179 520 なし

8 4本 不明
SP1990 48 37 I i9. 456 なし

SP950・1 99 71 li9. 088 なし

S1'9507 118 99 178. 680 なし

SP8617 91 31 177. 304 JI,(北

S1'8618 1 14 69 I 76. 728 Ii~化～火木10

SP862I 128 60 I i6. 861 大木10

SIで622 103 4 1 177 128 なし

SP8692 45 18 177 536 なし

SI冷602 149 49 176 808 ltl;花

SP8612 64 53 l 76. 736 蚊花

SP8623 9,1 91 li6.,tQO 最~E

12-1 最花式 SP8628 I ii 54 176. 736 ht花

SP861 l 83 52 176、164 I'と花

S1'8651 113 55 176. 736 大,t-:10～放沢

l 2-l. 
SP8696 83 30 176 736 なし

2で6本
X2軒

SP8630 119 55 176. 672 Jtit・ 

以上か
SP8615 l23 70 l 76. 528 品化

S1'8655 IH 42 I i6. 661 最花

12-2 最花式
S1'8638A 127 83 176 520 なし

SP8638B 86 67 176 736 なし

SPI 788 97 4 7 177 741 なし
SP8643 127 52 176. 66-1 J立花

， 
4本
中期後 S1'1816 105 、12 177. 776 ,,,下d2
築 SPL819 69 45 li7. 896 lりJ..:C 

Sl'8670 55 45 176 661 中J91後梨

SP8689 96 74 176. 448 J立花

SPL825 90 77 I 77. 512 中期後菜 SI’4524 76 61 li7 2i2 円 l・.Jり1

SP4192 51 70 177 440 h：花
SP1593 72 60 177 210 1立花

SP1193 107 82 177. 160 最花

SP<ll96 92 60 1 7 7. 4 8 8 人・木10
13 6本 最花式

S1'4594 82 50 177. 296 なし

SP4595 73 43 177. 272 J,l:化

Sl'1250 45 32 I 77. 528 最花 SP4597 72 76 l 77. 056 人木10

SP•1281 63 70 177. 400 J,HE S1'4599 66 45 177. 296 中Jり1後袋以降

6本x SP,1292 65 71 177. 38•1 最花 最花式 SP696 103 47 l i6. 232 仙花

10 2軒以 最花式 SI)4 36 1 50 51 li7. 488 なし

上か SP,1365 60 48 177. •180 なし
14 4本

～大木 S1'698 125 69 175 968 Ii}花

10式併 SP737 135 S2 176 043 1炉E

SP4405 70 38 177.600 J立花 行 SI'929 110 58 176. I IS 大,t,:10

sr,1106 52 22 177. 656 最花 SP863 121 12 I i5. 923 中員9後梨

SPi617 l16 79 Iii. 181 最花～人・木10

SPi734 133 36 177.6'18 中期後炎
15 4本

大木10 SP891 13・1 4 1 I i5. i88 1l1Jm後娯

式併行 SP891 158 35 I i5. 9il 人木10

S1'8541 44 41 177.560 なし SP899 182 48 175 911 1l1JUI後艇
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表 1 新たに推定した掘立柱建物跡一翌表(2)

建物を柑 規模
Ilii: t-＿硲か

建物 推定柱 建物の推 成する99[ 底I紺悦佑i
仮称 穴枯成 )Ell;y期 能性のあ

9（ぼIll深さ
(m) 

ら推定され

る滋桔 (cm) (cm) 
る的Jり1

紐物を構 規校
出ヒt器か

氾物 推定柱 建物の推 成する可
表Ii又鰭 探さ

底1i1i傑，i:i
ら＃誼され

仮称 穴構成 正時Jり1 能性のあ (m) 
るB,F)01

る逍I柑 (cm) (cm) 

SP248•t 127 61 Li5. 216 最花 SI.94 6 1 5 93 64 178. 168 最北：

大木10
SP2487 Ill 54 17fi 296 l'I 1.: C 

16 4本 SP2488 132 7 1 li5. 061 円 f-.C 
式併行

S1'2505 175 73 l 75 264 大,t-:10

SP2534 9l 64 l75, 200 なし

最花式
SP4616 135 68 178. 352 大木10～牛ヶ沢

SP58 l l ll 162 78 178. 392 不りl
27 6本 ～牛ヶ

S1'5835 89 178. 424 なし
沢式

162 

S1'5856 I2l 66 178. 400 人・木JO

SP10526 191 63 176 280 大,t-:10 SK5568A 138 26 178. 776 イ消ll

大木10
SPl0527 55 l5 I 76. 320 中期後然

17 4本 SP10821 99 63 176 120 なし
式併行

S1'10823 131 81 175 920 k,t-;10 

Sl'5613 123 53 178. 408 ）しド10以降

SP5614 116 53 178.12,J なし

28 4本 蛍沢式 SK55l9 113 52 178. 320 蛍沢

SP10938 131 61 176 240 なし SK5520 117 60 178. 407 ,,,ヶ沢

大木10 Sl'i0809 113 4 7 176. 640 牛ヶ沢 SK552I 126 61 178.34'1 イくりl

18 4本
式併行 SP1081 I 165 76 176、640 人・木10

～牛ヶ SP10891 159 71 176,416 なし

沢式 SP10969 123 56 176. 880 なし

S1'5905 138 66 178. 800 火木10以降

29 4本 蛍沢式
SPS906 132 97 178. 440 後JOI初頭

S1'5909 86 87 178.172 放沢

S1'10529 141 76 I 76. 456 大,l<IO SP5934 118 88 178.-528 人1木10～牛ヶ沢

19 4本
大木10 SP10538 138 78 176,568 人木10

式併行 S1'10896 163 邸 176 568 大,t-:10

SPI 1010 L40 82 176, 312 なし

S1'5711 119 54 178. 712 放沢

30 4本 蛍沢式
S1'5935 133 79 178. 536 'I'?"沢

SP5991 183 73 178. 560 蛍沢

SP10222 201 61 177 216 牛ヶ沢～放沢
牛ヶ沢

SP10230 I 19 63 I 77. 288 牛ヶ沢～蛍沢
20 4本 式～蛍

S1'10232 牛ヶ沢～徴沢
沢式

173 80 177. 136 

SPI0256 152 68 I i7, 216 人・木10

大木10 SPiOO 1 48 57 177. 468 中Jり1後菜

51'12073 176 77 1 78. 584 火木10以降

SP5736 1'19 120 177. 976 牛ヶ沢～敬沢
牛ヶ沢

SK5527 137 126 178. 032 人:,t,;10
31 4本 式～蛍

沢式
SK5528 1•18 82 178. 512 後期初頒

SK5530 17S 126 177. 980 ’lカヶ沢

21 4本
式併行 SP73S 132 76 177 444 ,,,ヶ沢

～牛ヶ Sl'IOOH L28 63 li7. 6•10 人木10

沢式 SPl0068 99 72 177 512 中期後菜以砕

大木10
SP10772 124 101 I ii. 160 最花

式併行
SPl0788 101 86 177 632 大木10

22 4本 人木10～牛ヶ
～牛ヶ S1'10789 l50 88 I 77. 392 

沢
沢式

SPI0792 94 8 177 560 Ju花～牛ヶ沢

SPl0136 56 100 I iS. 208 人木10

Sl'10306 76 100 177. 872 大,t-:10
6本も

SPl0309 108 127 I 77. 632 人・木10

23 
しく は 大木LO

SPl0361 88 140 177 648 なし
4本 X2式併行

SP10390 59 68 liS. •Iヽ10 lりI・.期
軒か

SP1039•1 91 108 177 648 なし

SPI 1292 128 73 l78 275 人＊10

SP8081 128 102 179 352 大木10

S1'9102 99 58 179 168 なし

4本 S1'917S 85 11 179 208 なし

24 
（建て 大木lO S1'9178 Ill 46 179. 152 なし

替えあ 式併行 S1'9262 135 90 178, 720 なし

りか） SP10460 101 79 179. 208 なし

S1'10168 127 8 179 000 大,t-:10

SK5066 117 62 179,271 kA-10 

SP7928 120 61 177 368 なし

大木10 SP7972 68 28 l77 62~ なし

25 4本
式併行 S1'8502 102 7 1 Lii.312 なし

～牛ヶ SP8586 104 70 177 152 大,l-:10~’トヶ沢

沢式 SP8588 82 1ヽ0 I 77. 360 巾JりI後然
S1'8596 65 41 177 552 中期後袋

SI9、1522 86 71 177,600 なし

SP7873 63 77 177 576 なし

26 6本 最花式
SP7896 li9 90 I i7. 248 最化

Sl'7899 90 54 177. 712 円 I:C 

SPi932 89 48 I 77, 712 なし

Sl'8606 61 38 177 656 時期心り1
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第5危第1節

第 6項石棺墓と配石遺構について

水上(2)追跡の石棺葛 ・配石遺構の調査では、これまでに明確に意識されることの少なかった埋葬

主体部の外側に拡がる整地土や盛土の存在、また埋葬主体部の構築方法においては、一般的に知られ

ている幽坑内に壁石を納める方法ではない、士盛りと併行して壁石を固定する工法（＝構築方法B)

の発見、石棺墓構築に伴う数々の配石迎構の存在など新たな知見が得られた。特に密集する石棺墓群

において整地土や盛土の存在は、必ずしも埋葬主体部自体が直接重複しない場合でも石棺砥どうしの

府位的な検討を可能とし、この重複状況の観察からその一部については土器型式よりも細かい時期幅

での新旧関係が押さえられたこと、またこれにより梢造 ・構築方法、石棺藻群の部材選択の時期的な

推移や、羞域の形成過程を追えたことに当遺跡の石棺墓調査の意義がある。

石棺墓や配石追構の屈性ごとの概要と傾向性については報告文（第4分冊第9 • 10節）にて既述の

ため本項では、 (1)石棺磁 ・配石辿栴の可能性のあるその他の遺柚、 (2)石棺墓群の時期と新旧関係、

(3)石棺墓屈性の時期的椎移、(4)石棺墓の分類と構造の変化、 (5)石棺墓A群の追梱変遷、 (6)石棺墓

の性格の6点について検討する。

(1)石棺墓 ・配石遺構の可能性のあるその他の遺構

調究時に石棺墓や配石迫構と確定できなかったが、整理での検討を経てこの可能性が森いと判断さ

れたものについて表lに記す。まず①石棺墓の可能性のある逍構として、長1耳ないしは長方形の掘方

の堆積土周囲に礫抜き取り痕が観察されたSK1067とSK1502の2基がある。前者は石棺墓c群の23• 

24号紬の西側に隣接する位四に、また後者は26号紬の東側隣接地にあり、 C群はこれらも含めた6基

（以上）の石棺抵で構成されていた可能性がある。

次に②配石迫構の可能性のあるその他の追構として土坑9基、ヒ ッ゚ト1基を挙げる。SK5590は石棺幽

A群に隣接する大木10式併行期のフラスコ状土坑で、堆積土中屁に小型礫を集積し、上府に大型礫を設

置する配石面をもつ。立石(51号配石）も隣接し、募坑の可能性も考えられる。石棺幕B群の隣接地では

SKI 115 • 1117 • 5570 • 5571の4基がある。同群では列石状の配石遺構は確認されているが、本来立石や

集石も存在していた可能性を示す。ただしSlll36（縄文時代中期後菓～後期初頭期）の貼床下のSK1115

は、竪穴住居跡に関連する配石追構の可能性もある。石棺墓A群と B群の中問地点にはSK5542A• 

SK5568Aの2基がある。ともに出士土器からの時期は不明であるが、周囲は石棺砒形成期の迎構群で占

められることから、これらに関連する配石迫構と推定するのは十分可能である。SK1505は石棺墓C群に

表1 石棺墓 ・配石遺構の可能性のあるその他の遺構

遺構名 位岱 時期 備考 <l'l(3-ll:) ,h¥ih 

①石棺鞘の可能性のある追横

SK1067 石棺茄c群 中期後葉以降 緑辺に礫抜き取り痕あり 68 194 

SK1502 石棺墓c群 不明 縁辺に礫抜き取り痕あり 73 199 

②配石迫構の可能性のある迫構

SK5590 石棺墓A群 大木l0式併行式
フラスコ状土坑の中居に礫集積面、上居に大型礫設骰面。 89 

218 
51号配石（立石 ）と煎複する。 4ー図74

SK5542A 石棺茄A-B群 不明 集石？ 礫2個を並べて縦置き。 85 213 

SK5568A 石棺墓A-8群 不明 集石。直軸15~ 30cmの礫50点を桟い土坑に集租。 87 216 

SKll 15 石棺認B群 中期後策 立石状。Slli36床面下。 73 L99 

SKlll 7 石棺秘B群 大木10式併行～蛍沢式 立石状？ 73 199 

SK5570 石棺硲B群 大木l0式併行式 俯石？ 花岡閃緑岩の偏平礫使用。 87 216 

SK5571 石棺硲B群 牛ヶ沢式 集石？ 大型の偏平礫を北栢。 87 216 

SKJ505 石棺墓c群 中期後業以降 集石？ 大型の偏平礫2個を立てて並骰。 73 200 

SK10031 迫跡西側 大木10式併行式 立石？ 大型の相馬安山岩を立てる。57配 S-1に類似。 99 227 

SPJOlOl 迫跡西側 大木10式併行式 立石？ 117 249 
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隣接する大型礫を立てて並四した配石迎構である。調査段階では同群に伴う配石迎構を確認できなか

ったが、本来ならこれが伴っていたことを示すのかもしれない。SK10031• SP10101の2基はいずれの石

棺砥群にも近接しない、これらより西側に位腔した立石状の配石迫構である。 SK10031は土坑上部に大

型の相馬安山岩を衝立状に立てた造構で、石棺墓A群の57号配石S-1と類似する。

これらを含めた迫構数は石棺墓27基、配石迫構72基となる。石棺募の分布に大きな変更はないが、

配石迫構は石棺砿群からやや離れた西側にも存在したことになり、大局的には迫跡中央付近に東西方

向の帯状となって分布している。

(2)石棺墓群の時期と新旧関係

表2に石棺墓A~C群の石棺墓の時期と新旧関係を示した。時期の特定ができたのは全25基のうち

18基で、その内訳は大木10式併行期が14基、牛ヶ沢式期が3基、蛍沢式期が 1基である。造墓がどの

群から開始されたか定かではないが、石棺墓A~C群の各群の消長としては、大木10式併行期にはA

群と B群が併存し、A群は牛ヶ沢式期まで、B群ではこの時期は不明だが蛍沢式期まで石棺墓を構築し、

A群では蛍沢式期は配石行為のみとなる。一方C群の時期は特定できなかったが、 23号墓や25号墓な

どに A・B群における大木10式併行期の構造 ・構築方法の特徴がうかがえることから、 三群は前後の

関係ではなく、少なくとも大木10式併行期には併存していたものと考えたい。

これらの三群のうち、追存状況の良好な石棺蒻A群では石棺砥どうしの重複状況から、表 1のよう

に直接的な新旧関係が追えた。一つはA群ー1とした北半域における3号砥→2号薔→4号砥→13号墓の

4基、二つはA群-2とした南東部における1号笙→15号墓→16• 8号募の4基、三つはA群ー3とする南

西域における7号磁→5• 6号砥→9号墓→14号蒻の5基という新旧関係で、 石棺磁A群15基中13基の構

築順序が押さえられたことになる。

表2 石棺墓群の時期と新旧関係

縄文時代中期末葉 後期初頭

（大木10式併行期） （牛ヶ沢式期）

石棺蘇A群ー13号硲→2号蘇→4号秘→13号蘇

石棺蘇A群ー2
1号墓→15号墓=_>16号墓

-8号墓

石棺砥A群-3 7号_..,.?7＼；；；一5号墓 ; 9号廷→14号募

6号益

石棺猛8群 17 ・ 18 ・ 20 ・ 22号硲
石棺;gc群

14基 3基

(3)石棺茎属性の時期的推移（表3)

後期前葉

（蛍沢式期）

19号硲

1基

不明

（中期後菓以降）

11 • 12号蘇

22号硲

23 ・ 24 ・ 25 ・ 26号秘

7基

6基

4基

5基

6基

4基

上記の新［日関係をもとに石棺碓 A 群15基の、 ①構造 ・ 構築方法（埋葬主体部の規模 • 平面形や砥坑

の有無、壁石の設佃や底面の敷設方法、配石逍梢の有無等）と②梢築部材（石材と構築土）を示した

のが表3である。時期と新旧関係によりおおむね左から右へ新しくなるよう追構を配列している。各

屈性の時期的傾向とその相関について以下に述べる。

① 構造と構築方法

埋葬主体部の規模 埋葬主体部の長軸と深さには一定の相関があり、深さは当然壁石石材の規模とも

連動する。このほか長軸や深さは埋葬された故人の身長や埋葬体位とも関連したと見られる。以上を
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踏まえた上で石棺砥の規模は、古いものは200cmを超えるものが多く、新しいものはこれを超えない

傾向がある。16号墓の130co)という規模は平均的な傾向からも逸脱し、埋葬された故人を反映してい

る可能性がある。一方深さは長軸規模以上に時期的な傾向が顕著に現れ、古いものは深く新しいもの

は浅い傾向があり、後述する栴築方法Bの尊入や壁石石材の小型化と相関するものと考えられる。

平面形状 時期的な頷l古］が顕著に表れる屈性で、古いものでは台形が多く 、新しいものでは長方形や

紡錘形となる。東西方向の石棺墓では、東壁より西壁に大型の石材を用いたり (3・ 6 ・ 7号葛）、長辺

でも東側より西側により大型の石材を用いる (7号築）等、平面配置のみでなく石材選択によっても

「西広東狭」を表現している。なお石棺硲A群で唯一南北方向の9号癌は、平面形は長方形でも短辺の

壁石石材の規模を南北で明瞭に区別している。紡錘形は計画された形状というよりは、後述する構築

方法Bや壁石に列石状の配石迫構を取り込む構造と関与した、結果としての平面形と見られる。

埋葬主体部の構築方法 本追跡における石棺葛構築方法の特色のひとつに、磁坑を掘削せず土盛りと

ともに壁石を設懺した構築方法Bがある。より新しい時期の石棺墓5基 (6• 16 • 9 • 14 • 8号墓）での

み確認される時期的な傾向の現れたエ法ではあるが、b群の19号座（蛍沢式期）ではこれが見られな

いこと、また既存の 7号墓の石材を新規の 6号墓石材と して壁石に取り込む状況、既存の石棺藝に隣

接させながらも、これを損なうこと無く土を盛り上げた4号墓や8号墓の様子からは、既存の石棺幽

への配磁や心理的な措四も読み取れる。なお構築方法Bの右棺秘5基のうち、6号砥と16号幽（大木

10式併行期）では盛土のみによる壁石設四方法では無く、6号蘊では既存の石棺墓盛土に直接壁石を

設置し、 16号墓では既存の石棺墓 (15号塙）の構築土を一部切り土する様子も見られ、構築方法Bの

発現ないしは過渡的様相と見ることもできる。

表3 石棺墓属性の時期的推移
Aタイプ その他 Bタイプ Cタイプ Dタイプ Eタイプ Fタイプ

石棺墓の屈性
l茎 3塞 2墓 4茎 15募 7窒 6茎 5墓 12菩； 13墓 16茎 9茎 14茎 8茎 11窒

備 考

主体部 長軸(cm) (190) 210 ほ邸） (200) 185 215 210 (200) 20; 160 130 180 190 185 

規模 深さ (cm) 45 40 40 50 40 40 35 40 30 35 25 25 30 35 

台形(A)． ． ． ． ． ． ． ． 
平面 長方形(B) ． ． ． 
形状 紡錘形(C) ． ． 
その他(D) ． ． 

埋葬 構築方法A． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 茎坑掘削、内部に壁石設匿
畠造
主体部 構築方法B ． ． ． ． ． 土盛裏込めとともに壁石固定

縦骰き ． ． ． ． ． ． ． ． 
壁石

横置き ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 
! 
設骰

平趾き ． ． 
姐石 大型礫(A) ． ． ． ． ． 両脇の脇石に架け渡す
設匠 小型礫(B) ． ． ． 主体部上に敷き並ぺる

A列石 ． ． ． ． ． ． ． ． 
8.立石 ． ． ． 

配石 C.丸石 ． ． 
遺構 0．集石 ． ． ． ． ． ． ． 

E．骰石 ． ． ． ． ． ． ． 
その他 ． 
相馬安山岩 ． ． ． 

墜石
花岡閃緑岩 ． 。． ． ． ． ．゚ 

＇ 
緑色凝灰岩 ．゚ ゚． ． ． ． ． ． ． ． 
その他 ．゚ 凝灰岩、安山岩、玄武岩等

構築士
黄褐色土 ． ． ． ． ． ． ． 
黒褐色土 ． ． ． ． ． ． ． ． 

時期（土器型式） 大木lO式併行 牛ヶ沢式
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楠築方法Bの石棺磁は、埋葬主体部に列石状の配石追構が付設されるのを特徴とする。付設状況は二

通りあり、一方は 9号募と16号墓に見られる、埋葬主体部を基点に列石が派生するタイプ (9号墓の

32号配石、 16号葛の14・ 15 ・ 21号配石など、以下「列石接続型」）である。他方は8号砿や14号墓に

見られる、列石を基点に埋葬主体部が派生する（ように見える）タイプで、8号蘊における16号配石

S-1、14号磁における19号配石 S-1・ 2等、配石が壁石の一部として共有されるのを特徴とし、石棺募

が列石を取り込んだようにも見える（以下「列石組込型J)。この結果、列石組込型では埋葬主体部の

平而形状が乱れ、台形でも長方形でもない形状（紡錘形）となる。このように構築方法Bと列石状配

石の付設は強く相関し（そもそも砒坑内に壁石を設骰する構築方法Aでは成立し得ない方法ではある

が） 、 特に列石組込型と埋葬主体部構造の乱れ（紡錘形となる平面形、 墜石の縦置き ・ 横置き • 平置

きの混在）は直結している。

蓋石の設饂 大型の礫を両脇の脇石に架け渡す方法と、比較的小型の石を埋葬主体上にも敷き並べる

方法の二者があり、前者から後者の時期的な推移がある。

配石遺構 もっとも古い時期の 1号墓や3号砿に伴う配石迫構はなく、石棺藻単体として構築されて

いる。 続く 2 号羞、 4 号墓では大型礫 l 石 (61号配石•40号配石）や小型礫の集石 (24号配石） 、 立石 (63

号配石、36号配石）を伴う。7号築では隣接する石棺墓との境界や、12号築でも西側に列石が見えるが、

設位状況は平置き、間1隔も散漫で軸方向は不明瞭である。構築方法Bが採用される16号墓や9号墓に

は、縦樹きに連ねた列石が明瞭な軸方向をもって多重に石棺墓を取り巻く。前代の列石との明確な差

で、発達した列石による装飾効果もうかがえる。

② 構築部材

壁石の石材 壁石の主要な右材には、板状節理の相馬安山岩、花岡閃緑岩、緑色凝灰岩の三種がある。

単一の石材のみで構成される石棺臨はほとんど無いが、おおむね二種までの石材を組み合わせており、

相対する南北壁石に同一石材を対比させて並べた3• 7 • 12号築、また相対する長辺を全く異なる石材

どうしで揃える 5号蘊等、表現方法にこそ違いはあるが強い石材の選択性が見て取れる。表3にも現

れたように、その時期的傾向は大きく相馬安山岩 (1号墓） →花刷閃緑岩 (15• 7号墓） →緑色凝灰岩

(16・ 9号絡）という椎移があり、最終段階の14号葛や8号磁では凝灰岩やそれ以外の石材が使用され、

それまでの石材の選択性は崩れている。

第2章第2節の水上(2)迫跡の概要でも触れたが、 三種の石材の分布状況は一様ではなく、迫跡内

や追跡周辺にも多数分布する緑色凝灰岩、石棺墓で使用されるような風化がなく大型扁平の良質なも

のは辿跡内には少ないが、迫跡周辺には多く分布する花岡閃緑岩、迫跡内にはなく 、また少なくとも

緑色凝灰岩や花岡閃緑岩の分布する追跡周辺にもほとんど確認できない相馬安山岩という違いがあ

る。時期を経るにつれ石材が調達しづらくなったためか、あるいはこの獲得に固執しなくなっただけ

か定かでないが、この選択性に顕著な時期的推移があるのは確実である。

構築土 石棺羅の主要な構築土には、追物をほとんど含まない黄褐色シルト士と、礫や炭化物、士器

小片を多く混入する黒褐色土の二種と、この中間的な様相を示す褐色土の三者があり、黄褐色シル ト

土は比較的古く、黒褐色土は新しい石棺砥の主要構成土となっている。構築土の採取地としては、 4

分冊第10節第4項の表4 (P67)から、石棺葛構築期以前の土器を含む黒褐色土は比較的周囲の旧表

土（迫物包含庖）を、また古い土器をほとんど含まない黄褐色土は基本思第W屈の砂質シルト土が想
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定された。集落が形成され1000年近く経た石棺磁構築頃の集落景観を踏まえれば、地表面付近は特別

な事情が無い限り黒褐色土で骰われていたと見られ、黄褐色土以上に調達し易かったものと考えられる。

上記の①構造 ・構築方法と②構築部材の時期的推移を整理すると「埋葬主体部自体の構造や部材調達

を重視する価値観」から、圧倒的な士虻や石材撼と配石造梢を効果的に取り込むことにより完成後の

見栄えを重視する方向性へ」の転換が読み取れるだろう。

(4)石棺墓の分類と構造の変化（図 1)

図1では石棺墓A群を中心とした比較的迫存状況の良い16基の石棺幽について、表3の①構造 ・構

築方法、②構築部材の観点から A~Fの6つのタイプを抽出した。A~Dタイプは主に構築方法Aの

石棺墓で、いずれも大木10式併行期、E• Fタイプは主に構築方法 Bの石棺墓で牛ヶ沢式期である。A

タイプは相馬安山岩＋台形の石棺募で1・ 3号墓の2基が該当する。縦骰きした壁石を墓坑底面に深

く突き剌して固定し、葛坑底面をそのまま埋葬面とはせず、底面を造り出すことに特徴があり、 1号

墓では板状礫の割石を敷いた底石をもつ。石材は大型である。Bタイプは花岡閃緑岩＋台形の石棺墓

で7 • 15号墓の2基が該当する。壁石は横骰きを基本とするが、埋葬主体部西側は帳尻を合わすかの

ように縦低きに挟み込むことも共通し、石材は総じて大型である。Cタイプは「花岡閃緑岩 ・緑色凝

灰岩の混在＋台形」の石棺墓で、7号臨の南北に隣接する 5・6号臨の2基が該当する。Dタイプは「緑

色凝灰岩主体＋長方形」の石棺藻で、石棺蒻A群北域の12• 13号砥の2基が該当する。平面形や石材

規模において 「西広東狭」を造り出さず、石材はA~Cタイプと較べ小型化する。底面を付設するこ

となく墓坑底面をそのまま埋葬面とする。また壁石は設置部を掘削することなく墓坑底面に直接設憫

する。12号墓の62号配石、13号臨の25号配石のように石棺墓の南東隅に配石追構を伴う点でも共通する。

Eタイプは葛坑を掘削しない構築方法Bの石棺墓で、16号墓と 9号築が該当する。平面形は長方形を

基調とし、横長の緑色凝灰岩を横置きした結果、埋葬主体部は浅い造りとなる。ともに埋葬主体部に

列石が取り付く「列石接続型」である点も共通するが、時期は16毎砥が大木10式併行期、 9号葛は牛

ヶ沢式期と16号墓がやや先行する。よって構築方法Bの出現は大木10式併行期の中でも最終段階と見

られる。Fタイプも構築方法Bの石棺雌であるが、列石を基点に埋葬主体部を造り出す 「列石組込型」

に特徴がある。この結果平面形は乱れて紡錘形となり、壁石設置面も安定しない。また平置きされた

壁石は埋葬主体部を浅い造りにしている。石材は主要の三種以外も多用され統一感に乏しい。 8号墓

と14号墓の2基が該当し、時期はともに牛ヶ沢式期である。

その他としたのは2号墓と4号墓で、ともに追存状況、出土土器や各部の様相から構築時の旧状を保

っていることが判然としない石棺鎚である。 2号蒻は3号葛に、また4号磁は2号幽に後続する。壁

石は西 ・南壁と北側とでは様相が異なり、相馬安山岩を縦個きに深く突き刺す前者は、1号墓や3号

砥等との構造上の流れを追えるが、設四状況や配置の乱れが著しい北壁については、これと異なるば

かりか、底面から浮いて貼り石状となる壁石が、果たして脇石や蓋石を支持するに足る栴造であった

か理解に苦しむ。実際、調杏当初その存在がわからず、壁石の検出により石棺墓との認識に至った南

側はともかく、 4ー固56G-G'断面を見る限り、北側の脇石が 4号幽構築時にはすでに存在しなかった

ことは明白である。一方隣接する 4号墓も構築時期の状況を想定するのが困難な、異質な石棺募で、

①壁石、②棺内堆和土、③配石追構との関わりにその他の石棺麻にはない「逸和感」がある。まず層

位的に縄文時代にすでに上半部が露出していたと見られる①壁石は、脇石や蓋石の設位を前提としな
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①構造 ・構築方法 ②構築部材

分類 石棺墓
平面形 墓坑 壁石

壁石掘 底面付
配石遺構 壁石の石材 構築土

時期

削 設

A l ・3号墓 台形 有 縦置き 有 有 無 相馬安山岩主体 黄礼託色士 大木10式併行

8 7・15号墓 台形 有 横置き 無 有 有 花閾閃緑岩主体 黄掲色土 大木JO式併行

C 5・6号墓 台形 有 縦・横置き 無 無 有 花岡閃緑岩＋緑色凝灰岩 黒褐色土 大木10式併行

D 12・ 13号墓 長方形 有 横置き 無 無 隅角に設置 緑色凝灰岩主体 褐色土 大木10式併行

E 16 • 9号墓 長方形 無 横置き 無 無 ・有 列石接続型 緑色凝灰岩主体 黒褐色土 大木IO式 ・牛ヶ沢式

F 8・ 14号墓 紡錘形 無 縦・横•平置き 無 有 列石組込型 緑色凝灰岩＋その他 黒褐色土 牛ヶ沢式

他 2・4号茎 台形？ 有 縦・横置き 有 ・無 無 有 花箇閃緑岩＋緑色凝灰岩 褐色土 大木10式併行

図 1 石棺墓の分類

-130 -



第5危第1節

い構造である。次に②棺内堆籾士には蓋石（と当初は考えていた）と見られる大型礫が多数落ち込ん

でいるが、これが各屈にわたる（時期を隔てて崩落が繰り返される）出土状況は、単純な自然の崩落

だけでは説明できない（そもそも蓋石では無いかも しれない）。さらに③層位的には南壁裏込めに伴

う24号配石は、壁石上端よりも低く、仮にそのまま脇石、蓋石が設四されれば直ちに地中へ埋没する。

同様に埋葬主体部内の唯一の配石迎構である63号配石も、蓋石を設骰してしまえば見えなくなる構造

で、原則的に地表に露出させているその他の配石追構と様相は異なる。以上より2号磁と4号葛は、後

世に改変を受けたか、枯築当初期よりその他の石棺墓とは異なる枯造をもっていたかのいずれと考え

られ、樅築時の属性を重視する表3や図1の検討では注意すべき存在である。

このほか石棺募B・C群からも追存状況の良好な2基を掲載した。25号築は壁石設置部の掘削や底而

の付設はないが、「相馬安山岩の縦爵き＋台形」とする構造はAタイプに近い。また18号墓は 「緑色

凝灰岩主体＋長方形」の石棺墓で、壁石は縦岡きを基本とするが Dタイプに類似する。出士土器から

18号墓の時期は大木10式併行期と見られ構造上の年代観との矛盾は無い。一方25号墓は最花式以降と

しか言えないが、石棺葛A群の時期的傾向を参考にするなら大木10式併行期と言えるかもしれない。

(5)石棺墓A群の遺構変遷（図2)

石棺墓構築以前の周辺景観 水上(2)迫跡は縄文時代前期末葉以降、ほとんど途切れることなく集落

が継続する。造枯の分布密度は概して高く、至る所に士坑 ・ピットが形成されるが、石棺蘊A群近辺

にはそれ以前の追構がほとんど見当たらない。この追構分布の粗密が生じた理由のひとつには、基盤

岩（第Vl層）が地表面に迫り出し、露出していたことと関係する。本地点に限らずとも、第VI層の基

盤岩や同V)罰の砂礫荊の地表面付近での分布状況は造構分布との相関を見せる（第1分nIt22頁の写真

3-5)。また石棺総A群では直下にそれ以前の追物包含層も確認できなかったことから、石棺墓構築以

前の1B表土を除去していた可能性もある。選地状況はそれ以前の迎構分布地点が選ばれた石棺墓B・C

群と、また旧表土の除去は、石棺墓直下に第rn屈の残る B群との相違点である。

回2には石棺墓の重複状況から15基中13基の新旧関係が明らかになった石棺墓A群の追構変遷 (I

~VT期）を示す。追構の重複状況が見られたのは、VIII0ラインを境に北側の群 (2号墓以北、「北群」）

と南側の群 (1号藻以南、 「南群」）内であったため、追構の表示は直接的な新1B関係を基軸とし、こ

れの無い北群と南群の併行関係については、前段までの諸属性の時期的推移（表 3)や石棺磁の分類

（図3)をもとに推定した。

I期： ～大木10式併行以前① 1 ・ 3号墓

石棺募A群おける造築開始期である。VIII0-83 • 84グリッド近辺にAタイプ（相馬安山岩主体＋台形）

とした 3号墓と 1号募の 2基が長軸を東西方向に向けて構築される。 3号砿の長軸線上に巨石 (60号

配石）が位協する関係は、両者の新旧関係は不明ながらも構築時に意識が働いていたものと推察され

る。なお60号配石も含め固示した50・ 51 ・ 53号配石、沢3、SP12002、並びに36号配石下部の柱痕は必

ずしも当期に特定されるわけではなく 、それぞれ以降の構造物に毅われるまでの時期幅で理解される。

北群の36号配石下部の柱痕と南群の SP12002は、これと組み合う同規模の柱痕が無いことから単独の

木柱と見られ、掘削深度から推してもそれなりの規模の木柱が蒻域の北東と南西の隅に存在したもの

と見られる。なお前述のように SK5590のフラスコ状の土坑は墓の可能性もある。
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水上(2)遺跡m

11期：大木10式併行期② 2号墓、 15・ 7号墓

1期の石棺器を基点とし、 3号墓の南東斜、1号葛の北側に 2号幽が、また ・1号墓の南西斜の位置

に15号墓、この西側に直列するように7号墓が造られる。2号墓は 3号墓と、また15号墓は 1号墓と

直接重複するが、7号磁とは直接の重複は無く 15号幽の構造 (Bタイプ）からの類推である。なお構

造上違和感を鈷え、分類も不明瞭な2号墓は、後世の何らかの改変も考えられる。同墓の傍らには、

追跡内でも最大級の相馬安山岩の一枚岩を設置する61号配石も造られる。

m期：大木10式併行期③ 4号茎、 5・ 6号墓

前時期の石棺墓を基点とし、 2号総の北側に 4号磁を、また 7号墓の北側には5号磁、南側には6

号羞を並列させる。 5 • 6号器は 7号築と、また 4号墓は3 • 2号型と直接的な新旧関係がある。石

棺葛の構造は4号磁も含め 「花廊閃緑岩 ・緑色凝灰岩の混在＋台形」であるが、前述の通り 4号蒻は

各所に違和感を党える石棺葛である。 6号磁は幽坑をもたない構築方法Bの石棺器で、隣接し合う石

棺墓群の中でも7号墓との、極端に寄せた位置関係、7号墓に伴う大型礫 (54号配石）を基点に埋葬

主体部を配四する状況、7号葛の盛土上に被せるように設置した壁石、また脇石どうしを重ねた状況

等は、両者のただならぬ楼l係を想起せずにはいられない。

6号墓南側には立石と丸石、石皿を含む集石 (3号配石）が、また 7号墓と 5号筵間には小規模な

列石 (20号配石）が設佃される。前者に配石逍構の大規模化がうかがえるが、後者に次期以降に見ら

れる、礫を縦儀きに連ねる設悩状況はない。北群では4号墓構築に伴い、36号配石下部の柱痕（木柱？）

が立右 (36号配石）に憫き換わる。

w期 ：大木10式併行期④ 12 • 13号墓、 16号墓

北群では前時期の石棺葛を基点とし、北方に藻域を拡張し、 1号藻から11号葛までの 6基を並列さ

せる南北列が完成する。13号臨は隣接する 4号臨と直接重複するが、12号臨は13号臨との構造上 (C

タイプ）からの類推である。一方南群でも既存の石棺募の隣接地に16号募を構築する。埋葬主体部は

いずれも「緑色凝灰岩主体＋長方形」で共通し、平面形や石材配骰から台形を形作る意識は失われる。

12・ 13号墓には南東隅に配石追描を伴う点も共通する。

南群の16号墓は14・15・21号配石の配列から 6号蘊に後続すると判断されたが、ともに明瞭な葛坑を

持たない点で共通する。埋葬主体部梢築の際、北側 (15号磁）の構築土の一部を切り士する16号蘊は、

構築方法Bの発現ないしは構築方法Aからの過渡的様相を示しており重要である。埋葬主体部に多数

の列石が接続するのも、墓坑を伴わない構築方法Bと無関係では無い。列石は縦置きにした石材を盛

土でしつかり固定したものになり、以降列石はこの枯造が増える。北側の列石 (33号配石）と、西側

の列石 (14・15・21号配石）の配列には、同一の墓域に形成されながらも既存の石棺蒻 (15号募や6号葛）

と区画する強い意識が読み取れる。なお16号墓に伴う33号配石は、次期には8号葛に伴う16号配石と

接続しているが、この段階では途切れており東側の行方は不明である。

V期：牛ヶ沢式期 8号墓、 9・ 14号墓

石棺羞A群における造築自体の最終段階で、8 • 9 • 14号墓が相当し、南群の東西両側に羞域を広

げた格好となる。前時期までの 6・ 16号砿で発現した構築方法Bが各石棺砥で展開し、原い整地上に

壁石を設留し、列石をはじめとする各種の配石迫構を伴うようになる。3碁の石棺幽に土器型式上で

の時期差は無いが、 9号墓→14号墓には直接的な新旧関係がある。また構造上では9号墓は、前時期
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の16号臨と類似したEタイプで、8号砥は14号磁と同じFタイプであることから、直接新旧関係は無

いものの、 8号臨は9号墓に後出し、14号器と同じ頃とする推測も成り立つ。

南群西側ではまず6号墓西側に本石棺砿群では唯一長軸を南北に向けた9号葛を構築する。北側延

長線上には巨石 (60号配石）が位置する。広い整地土や多数の配石追構を伴い、前時期に較べ作業且

は増大する。また迫跡全体でも数点しかない線刻礫が2点出土する点（線刻礫はその他の石棺墓でも

出土していない）、追跡内でも最大級の石材 (57配S-1の相馬安山岩や58配S-3の花岡閃緑岩）が用い

られる点など造墓に多大なコストがかけられる。9号墓以前に存在している SP12002は、掘り込み面

が整地土で疫われながらも柱痕自体はこれを突き抜けることから、少なくとも本時期までは木柱が樹

立していたと推測される。それだけでなく後続の14号墓に伴う19号配石が柱痕自体をかすめる状況は、

木柱がこの時期までも存在していたことも充分に推測されうる。9号墓脇石設骰に伴う 4号配石は、

この段階では立石と丸石の下部の一部が配され、上部の丸石は次期に付加される。

後続して 9号墓南側に造られた］4号幕は 「列石組込型」を特徴とする Fタイプで、埋葬主体部に列

石が付設する点では9号墓と共通するものの、配石追構が基点となる点で構造その他に違いが生じて

いる。14号墓の構築順序は、 19号配石がもっとも古く、同配石S-1• 2を基点として埋葬主体部が、ま

た外側には18号配石や17号配石が付加される。14号葛の構築以後に、既に埋葬の完了した9号葛の隣

接地での土器の供献（4-図88-9)や既存の配石への追加 (4号配石の上部の丸石）、集石と土盛りを

伴う新規の配石構築と炭化種実の供献 (56号配石）のあることは、造蘊 （故人の死と埋葬）とは異な

る段階における石棺墓への働きかけとして重要である。

一方南群の東側では、15号墓と直列、1号葛に並列するような位岡に8号砿が構築される。 1号葛

関連土上に厚い整地や盛土をした結果、壁石上端部での標裔差は50cmほどになる。14号葛同様、構造

は「列石組込型」を特徴とする Fタイプで、壁石南東隅から16号配石が派生し、壁石とともに裏込め

される。16号配石は8号磁の南側を画すように既存の33号配石へと接続し、ここに16配ー33配ー14• 

15・21配という大きな石列が完成する。 8号磁の隣接地には、掘り込みと三段階の配石面をもつ9号

配石や台石1点、石棒2点を含む43• 64号配石が設四される。

VI期：蛍沢式期 5 ・ 6 ・ 39号配石、 10~ 12 • 22号配石、 26号配石

石棺葛の造墓自体は終了するが、墓域の外側に配石追構を付加し、既存の石棺墓への改変行為の見

られる段階である。配石追構が付加されるのは臨域南側 (10~12号配石と22号配石）と西側 (5・ 6 • 

39号配石）の2箇所である。既存の石棺墓 (15号墓）への改変行為は、①蓋石や｝協石を外す、②棺内

堆粕土を掘り返す、③壁石を倒す、④燕石や脇石を復旧する、⑤隣接地への配石行為、という各種の

行為が26号配石として確認される。鋸出していた盗石を後世に認識できないとは思われないこと、ま

た改変行為が執拗であることも26号配石が不時による行為では無いことを物語る。

このほか6・ 7号墓の棺内堆積土の上部では、石棺墓構築時期よりも新しい時期の土器片 (6号藝

では4ー図82-27~29、6号型では同一囮83-1)が出土している。ともに最上部には自然流入土が存在

するため、意固的行為と断じることはできないが、燕石の西側が欠落することも関わるのだろうか。

ただし棺内堆積土に掘り返した形跡はなく、その様相にその他の石棺臨との相違は見られない。

上記の石棺錨の時期と新旧関係、並びに構造 ・構築方法や構築部材の変化を模式化すると図 3のよ

うになる。
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(6)石棺墓の性格、特に複葬（再葬・改葬）との関係について

これまで県内における当該期の石棺臨群は、石棺臨7基と人骨の入った壷型土器が複数個体納めら

れた石室6基が、谷部を挟んだ東西両斜面で見つかった山野峠追跡（青森市）や、石棺募内に残され

た散乱骨と士器棺蘊が併存して発見された堀合田号追跡（平川市）等の発見から、土器棺による再葬

を前提とした一次葬の施設とする考え（葛西2005)があり 、この検討は本迫跡でも避けて通れない。

水上(2)迫跡の石棺碓内では追体は一切残存せず、また集落のほぼ全面を調査しても石棺塙群と併行

する時期の土器棺は出土しなかった。 しかしながらこの事実をもって一次葬の施設とする考えを否定

できるとも思われない。そこで以下では、複葬（改葬・再葬）を判断するための考古学的事実を示し、

本辿跡における石棺墓の性格について検討する。

◆石棺墓群に併行する時期の墓について

まず石棺藻以外の砿の様相であるが、本追跡において出土状況その他により葛の可能性を指摘でき

た遣構はほとんどなく、石棺墓と併行する時期となればそれはさらに限られる。図4に示す土坑2基

はこの可能性のある数少ない迫構である。SK5590は石棺堂A群の南西隅に隣接するフラスコ状の土坑

で、堆和士中居に小型礫の集籾面、この上位には蓋をするかのように大型礫の設岱面が見られる。検

出而では立石 (51号配石）が隣接し、恩位と出土状況の両面から大木10式併行期と見られる。一方

SK6017はこの南西10mの地点（＼IJllJ-79グリッド）にある大型の方形土坑で、底面から10~15cm程度

浮いた面で、柱状節理の自然石棒（3-図318-1) と士器片が出土している。また検出面付近ではこれ

より細い柱状節理の自然石棒（同 -2) も出土する。また図化こそしていないが、土坑西側の検出面

付近（図中の 部）の立石状の自然礫はSK5590との関連も連想させる（写真固版222)。
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図4 石棺墓に併行する時期の墓の可能性のある遺構

◆石棺蘊群に併行する時期の土器棺とこれに相当する施設について

前述の通り本追跡ではいわゆる土器棺と呼べる資料は出土していない。石棺墓群と併行する時期の

土器埋設追構としては大木10式併行期の9基、後期初頭頃の 3基がある（第3章第5節参照）。このう

ちSR1025に類似する SK名義の追構2基 (SK10039・10049) と、 完形に近い同時期の土器を納めた士坑
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2基 (SK10007• 10006)を図5に示した。

本迫跡における完形（に近い）土器を埋設する追構として、大木10式併行期は前時期からの流れを

汲む、土器よりやや大きい掘方に深鉢を埋めるものを主体とするが、後期初頭期には大きめの掘方の

底面ないしはやや浮いた位置に小型の壺を納めるもの (SR1025 • SK10039 • 10049) と、やや大きめの

土坑状の掘方底面に土器を納めるもの (SK10007 • 10006) の二者がある。SR1025とSK10049には赤彩

が施された特別な土器が用いられる。また後者の土器も極めて異質で、追跡内にも類例が乏しく、使

用痕のある深鉢が多く選択された、大木10式併行期までの土器を埋設する追構の様相とは明瞭に異な

る。また出土状況としては SK10006の深鉢（3-図181-1)は土器内面を上に向け入れ子状に出士して

おり、意因的な破壊後に納められたものと見られる。いずれにせよ水上(2)追跡では、いわゆる土器

棺もこれに相当する施設も見つかっていない。完形土器を埋設する迎構としては、大木10式併行期ま

では前時期からのいわゆる土器埋設迫構が確認できるものの、後期初頭期にはこれがほとんど欠落

し、特殊な土器を埋納する施設（幽の可能性もある）が出現する。特に10mの至近距離にある前述の

SK5590とSK6017の位饂関係も含め、 SKI0006とSK10007(VIJIN-77)、SK10039とSK10049(＼叫UL-64)

いった類似迫構が隣接する位置関係は、 当該時期の集落内の場を考える上で重要である。

◆棺内堆籾士の様相について

と

児玉 (2006)は、石棺墓を一次葬器として特定するための根拠のひとつに 「少なくとも石棺内の土

層が自然堆秘でなければならない」とし、追骨を取り出した後の空洞状態を示す事例として堀合 I追

跡と餅ノ沢迎跡を挙げている。本迎跡の石棺蕊の棺内堆籾士は、蓋石が完存する8• 9 • 14 • 16号臨、

-137 -



水上(2)遺跡m

一部の欠落する 3• 6 ・ 7号臨、まったく残存しない13号蘊のいずれについても尼理構造が発達しない

ことから蓋石の迫存状況を問わず、いずれも短時間による人為的な埋積が想定され、自然堆積と見ら

れるものは存在しない（第4章第6節参照）。また9号墓では堆籾土の類似から棺内の埋め戻しは脇石

の設四段階に前後するもの（すなわち構築当初期の形成）と想定されている。このほか棺内堆籾士の

最上部に自然流入土のある 3• 6 • 7号墓や、堆栢土上に蓋石を敷き並べ、中恩には蓋石の落ち込んで

いる 8• 14 • 16号葛等は、いずれも蓋石設四以前にはすでに棺内が埋め戻されたことを証明している。

よって本石棺羞の棺内堆積土の様相に自然堆積のものは無く、複葬を想起させる状況は見られない。

◆複葬を判断するためのその他の考古学的状況（ア～エ）

このほか必ずしも直接的な証拠とはならないが、本追跡の石棺墓群に現れた下記ア～工の状況はは

いずれも、再葬目的の単なる一次葬埋葬施設以上の、故人の生前の姿や集団内の社会的な関係が反映

された、属人的な施設のようにも思える。

ア 24号墓や16号墓等の小規模な石棺墓

イ 異なる長軸方向や多大なコストを投下することで他との差別化を図る9号；；；

ウ 7号羞と6号墓の「距離感」

工 既存の石棺墓群と列石で画された16号墓

まずアであるが、当迎跡の石棺墓の長軸がいずれも160cmを超える中で、 24• 16号器の2基のみが極

端に小型である。特に16号墓は深さもないことから、これが埋葬姿勢を反映したとも思われない。イ

の9号雌は石棺墓A群の中でも特に異質で、長軸方向を南北に阿け、他との差別化を図るだけでなく、

広範囲の賂地や多くの配石造構を伴い、迫跡内最大の石材（相馬安山岩と花岡閃緑岩）や2点の線刻

礫を用いる等、その他の石棺砥には見られない特徴を数多くもち、もっとコストがかかっている。

ウの 7号蒻と6号墓は、密集した石棺墓の中でも一際近くに造られた。 6号墓は 7号砥に極端に寄せ、

同墓に伴う大型礫 (54号配石）を基点に埋葬主体部を配骰し、壁石は7号墓盛土上に被せるように設

佃し、脇石どうしも重ねる等、他には無い状況が観察された。エの16号墓は多数の列石を伴う石棺墓

のひとつで、同じ墓域に造られながらも、既存の石棺墓群とは列石により厳然と画されている。後に

造られた 8号墓が列石の内側に造られたことを踏まえれば、 16号葛に伴う33号配石や14• 15 • 21号配

石の列石に、石棺砥どうしの単純な区画以上の意味を想像したくなる。

このように水上(2)追跡では、土器棺やこれに相当する施設のない点、多くの石棺墓で構築当初期

から棺内が埋め戻されている点、加えて砿域に表れた故人の生前の姿（ア ・イ）や、集団内における

社会的な関係（ウ ・エ）からは、再葬を前提とした一次葬のための施設というより、個人に帰する恒

久的な単葬の施設と見る方が自然である。

◆複雑な水上(2)追跡の石棺墓、既存石棺墓への働きかけ

こうした状況があるなかで、埋葬終了後も既存の石棺幽 (15号墓＝大木10式併行期）を掘り返し、

旧状に復旧した26号配石（蛍沢式期）、構築時（大木10式併行期）の旧状を留めたとは思われない、

後世（蛍沢式期か）の改変の可能性のある 2・ 4号築、一部の蓋石が欠落し、棺内堆積土上部から新

しい時期の土器片が出土する 6• 7号墓（出土土器は牛ヶ沢式～蛍沢式期）等、埋葬終了後も躁への

働きかけのあることは看過できない事実である。類例の無い現状でこれらの事例を読み解くことは困

難で、結論は単純に出せないが、当迫跡の石棺募群の複雑な様相を示すものとして指摘しておく。
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第 1項土器

1 量的傾向について

第5危第2節

［出土総重量と出土型式幅］ 今回の報告範囲において、早期中築の物見台式から後期末築の十腰内

V群と見られる縄文土器と、弥生時代前期の砂沢式土器が出土した。重位にして27,992.2kgであ

り、第514集報告分の32.4kg、第528集報告分の281kgと併せて、水上(2)追跡の発掘調査では総重量

28,305.6kgの縄文土器が出土したことになる。今回の報告範囲では、土器の49.6％が台地の北側縁

辺に形成された捨て場から、12.2％が竪穴住居内から出土（図 2上段左）しており。 うち総出土醤

27,992.2kgの5.7％にあたる1,588.8kg(2697点）の土器を図化 ・掲載した。

［グリッド別・土器型式別重量の計星法について］ 今回の報告範囲の土器は追構単位・グリッド単位で、

捨て場出土土器に限っては更に土器型式別に計量を行っている。捨て場出土土器の計量方法は各グリ

ッド ・府で取り上げた袋毎に、円箇下府 c式から仮称蛍沢式までの13型式と単一型式に限定できなか

ったその他に分けて計絋して台帳を作成するものである。捨て場以外の範囲及びその他迫構内の出土

土器については悉皆的な型式別計拭は行っておらず、掲載土器を中心とした型式別計鼠がなされてい

る。図l~ 3で示した型式別の重砧休］訳 ・分布医は、こうした抽出法の異なる計此結果が重ね合わさ
れたものであり、捨て場 ・追構密集域では各型式において他より翻い数値が出やすい構造となってい

る。以下に型式別韮絨比 ・分布の傾向をまとめるが、上述の集計上の偏りについて未補正である点を

留意して頂きたい。

［各土器型式の出土比率］単一の型式に帰屈できた土器は1,683kgで、総重量27,992.2kgの6％にあ

たる。各土器型式の出土比率について図 2右の円グラフに示した。最も多くを占めるのは23.5％の円

筒下層 d2式で、16.1％の円筒上層 c式、11.5％の榎林式と続く。円筒上層 b式と最花式以降の型式

はいずれも5％以下であった。この出土型式比率が全体を反映していると仮定すれば、例と して円筒

下屈d2式の本来の出土砧が約6.6トン、円筒上思 c式が約4.6t、榎林1~ 3式が約3.3tであった等の
推計もなされる。

［総重醤分布］今回報告分の27,992.2kgについて、各グリッ ドでの土器重砧総計をもとに平面分布

を表したのが図 1である。重批の軽重はグリッド内に形成されたヒ°ラミッド高（高低差をコン トラス

トで表現）と、重械範囲を色分けする等高線によって示している。なお、分布図下段の棒グラフは上

図のグリッド縦列に対応しており、各列での総計を示している。図 lでは第514• 528集報告範囲の

313.4kg分が欠落しているが、今回の報告範囲においては各型式の累和状況が読み取れる。最大の分

布域は捨て場とした台地の北側縁辺で、追跡中央部の竪穴住居域が第2の集中域となる。沢1西岸及

び台地の西側斜面では、 1グリッ ド120kg以下の集中帯が認められ、捨て場 ・居住域の両集中域が結

んだ菱形集中域が形成されている。菱形内部では空白も目立つが、屎状に分布するヒ°ット群の外縁、

石棺墓A群とその東側において若干の集中が認められる。

［土器型式別重量分布］ 単一の型式に帰属できた土器1,683kgについては、土器型式別の直拮分布匝l

が作成されている（固2下段 ・図3)。図に現れた重秘分布の推移は各型式期での造構分布と歩調を

揃える部分も認められるが、円筒下層c～上層 b式で台地縁辺の捨て場中心、円筒上層c式からの南

北二極集中、最花式で南北二極集中の崩壊、大木10式併行での石棺砥範囲と中央部への若干の集中、
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牛ヶ沢m群期以降で分散化といった大まかな分布変遷が指摘できる。

2 各土器型式について

［文様の細分と施文順について］凡例（第 1分冊第2章第 5節第 1項）で示した通り 、本報告では独

自の土器分類は行っておらず、既存の土器型式での分類によっている。ここでは副分類項目として、

区画 ・配慨文様の細分とその施文順による文様形態分類も行うこととした（図4)。個々の土器につい

て隆帯 ・縄の側面圧痕文の重複を観察して施文順の把握に努めるもので、観察表では施文順番を矢印

で示 している。そのため「隆帯文」のように文様は一括表現されず、文様単位は最小単位に細分 ・仮

称されている。沈線文については図 4・ 5に分類模式図を用意しなかったが、観察表では施文順を示

している。これらの観点を加え、水上(2)迫跡出土の円筒下恩及び上居式を中心とした各型式の特徴

を以下にまとめる。

［円筒下層b式以前］迫構外から数点の物見台式と、5ー図50-1の円筒下府 b式 l点が出土した。

［円筒下層 C式］捨て場で少絋の出土が認められる。本迫跡で円筒下屈c式とされたものは幅広のロ

縁部文様帯に斜縄文が施されるもので、大平追跡第lV群士器（冑森県教委1979)が主体となっている。

［円筒下層d1式］ 捨て場13ベルト ・トレンチ3e荊、19ベルト ・トレンチ3e居等で良好な資料が認め

られる。胎土への繊維混入醤が多く 、それに起因してか器面の広範囲が剥離している例が目立つ。器

形は深鉢ではバケツ型で、口径と底径の差が小さい。他の器種では台付の浅鉢 ．鉢 ・深鉢がある。ロ

縁部文様帯は幅3cm前後と狭く 、区画する低隆帯を持たないものでは胴部と岡様の羽状縄文が施され

る場合が多い。縄の側面圧痕文による口縁部文様の施文形態は、側面圧痕la・ b類と2a・ b類が主体

で一部に3a• b類が認められる。胴部文様は、単軸絡条体第1類の縦位回転と結束第1種の横位回転が

交互になされる例が主体となり 、他に結節回転 ・単軸絡粂体第la及び2類が少数認められる。施文手

順の傾向としては、下位から上位の流れが顕著である。

［円筒下層d2式］ 捨て場3ベルト ・トレンチ3b~3e層、13ベルト ・トレンチ3b~3 f屈、SI102等で

良好な汽料が出土している。胎土への繊維混入はなされないか、少量であり、代わって砂粒の混入が

目立つようになる。器形は口縁部の外反 ・頸部での屈曲例が増え、球胴器形が出現する。幅広となっ

た口縁部文様帯には側面圧痕3a類～7類bが認められ、各種の隆帯垂下文が加わる。胴部文様は単軸

絡条体第1類、結束第 1・ 2種に加え、多軸絡条体と斜縄文、単軸絡条体la類が主流となる。円筒下

陀 dl式で低隆帯直下に認められた結節回転文は、胴部全体に縦横に施される例が現れる。オーバー

ハンド ・ノッ ト又は結束2種の結束部によるものが多いが、その他の結束方法不明の原体も存在して

いるようである。刺突文は、隆帯上や単位文様によって区画された中に充填される例が認められる。

また、大木6式の他に朝日下層式の影態が認められる例が存在し、SI5049では円節下層d2式と供伴

している。

［円筒上層a式］捨て場3ベル ト・トレンチ3b陪、SillO等で出土しているが、比較的出土絋は少ない。

隆帯による口縁部文様帯の区画が明瞭となり、文様帯内では横位隆帯による小区画が生じない段階を

ここに当てている。口縁部文様の施文形態は、側面圧痕 7a• 7b類、隆帯区画 la~3a類が認められ、

正四状態で左から右への施文指向が認められる。突起を区画する弧状隆帯が、縦位区画隆帯の後に貼

付される例が少なくない。文様構成要素には他に、横位 ・波状 ・鋸歯状と縦位の短線列等の縄の側面
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図4 文様区画・配置の各段階と分類 (1)
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円筒上層c・d式

陵帯文類

三].. 支 .. 
陸帯10a類

5• 11!188 

：̀ .. 声 .. 隆帯10b頚 3・11215・2 

ごご11!182芦誓/.. 

蔭帯10c類こ1111215-.. 2̀ ..疇彎
陸帯11類□(..，写II-il .. 

←邸ー3

図5 文様区画・配置の各段階と分類 (2)

圧痕、縄端を含む刺突列がある。口縁部文様帯を区画する隆帯は1条によるもので、胴部に垂下する

ように隆帯連弧文が付く例も含まれる。また、以上の特徴を持ちながら、刺突列、馬蹄形の側面圧痕

が伴う例が存在する。口縁形態は4単位の波状口縁をなし、突起形状は先割れ叉は先割れ気味の台形

をとる例が主体である。先割れ形状をとる例は、輪和みの最終段階で先割れと内面への隆起を作出す

る場合が多い。胴部文様は結束第 1種の横位回転が主体であり、非羽状となる組み合わせが他の型式

より多く認められる。

［円筒上層b式］ 捨て場他で出士しているが、比較的出士量は少ない。口縁部区画隆帯が2条となる例

が主である。区画内でも横位の連結隆帯が一般化し、隆帯 ・側面圧痕区画が多段化 ・複雑化する傾向

にある。「へ」の字区画の隆帯単位文 ・土偶様の顔面表現が出現するのもこの型式である。口縁部文

様の施文形態は隆帯区画3b~5d類が認められ、突起を区画する弧状 ・波状隆帯貼付→縦位隆帯貼付

の施文順が定着する。縦位隆帯で突起区画弧文と連結する例も現れ、これには剌突列が伴うことがあ

る。口縁形状は4単位の波状または平口縁で、突起形状は台形が目立つようになるが、上府 a式同様

の内面隆起も認められる。また、波状隆帯による口縁装飾が一般化する。胴部地文は結束第1種の横

位回転による羽状縄文が主流で、以後の型式にも受け継がれる。胴部地文における当型式の特徴を挙

げるならば、縄端の結縛（端部結束）が明瞭に残る施文方法がとられている点である。

［円筒上層 c式］ 捨て場及びSillO• ll08 • ll 14 ・ 1174 • 4006、SK09等で良好な賓料が出士しており、

出士且が豊富な一群である。口縁形状は4単位の波状口縁が主体だが、前型式に比べて平口縁の比率

が増加し、胴部が比較的大きく膨らむ例が増加する。口縁突起は台形突起が主体で、前型式より大型

化する傾向がある。突起内面には円形 ・楕円形の刺突が見られ、多くは3点に配置されて人面様の表

現となる。隆帯文様が器高の半分を占める例も増加し、剌突文の多用とともに当型式を特徴付けてい

る。施文形態は、隆帯区画5a~lOc類が認められ、文様帯内では縦位の区画・連結隆帯を持たない

例が現れる。縦位区画・連結隆帯を持つ例では、縦位隆帯貼付以前に山形の弧状隆帯を配し、突起区

画の弧状隆帯と連結する例が増加する。口縁部は折返し状の口縁が強調され、その上面に波状・鎖状

の隆帯文が施される。縦位隆帯を持たない例では、上下に対弧文が配され、 4~8単位が横位に連な

るX字形対弧文によって区画内が埋められる。胴部地文は前型式と同様に結束第1種の横位回転が主

だが、縄端の結縛に大きく瘤を形成する結び方が多く認められるようになる。
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［円筒上層d式］ 捨て場及びS11129• 1181 • 5028等で良好な賓料が出士している。地文施文後に隆帯

文様が貼付され、主文様から剌突が外れる一群である。口縁形状は同じく 4単位の波状口縁が多くを

占めるが、台形突起はやや小ぶりとなるイ項向がある。器形は胴部が直線的となり、胴部下位で小さい

底部に向かってすぼまる器形が目立つ様になる。突起外面の隆帯貼付が多段化し、内面に隆帯を持つ

例が増加する。隆帯文様はより幅広となって胴部下位に及び、隆帯区画5c・ 7a ~8b • 9b ~ 11類の施
文形態が認められる。隆帯文は対弧文 ・弧状文が主構成要素となり、 7a・ b ・ 11類では隆帯脇に強い

ナデまたは沈線が伴う場合が目立つ。確認例は少ないが、 2条の縦位隆帯で区画される場合に 1条を

先に配し、次に右方向に弧文等を充填し、 1周巡ってから縦位区画に1条を加える事例も認められる。

剌突と縄の側面圧痕は主たる文様構成要素から外れるが、口端突起・ロ縁刻みの中に現れる例がある。

胴部地文では結束1種に加えて、非結節の斜縄文が一群を形成する。

［円筒上層 e式］ 捨て場及びS11063・ 1066等で出土している。沈線文が施される一群で、胴部文様を

1条で横位区画する隆帯又は沈線が稀少化する。隆帯貼付は折返し状口縁の作出、口端突起の装飾及

び突起からの垂下文に、撚糸圧痕は口端突起内外と口縁刻みにほぼ限定される。明瞭な波状口縁は少

数となり、口縁突起は剣先状 ・棒状等と全体的に細身の形状となり、希に人面表現がなされる。胴部

地文で結束］種はほぼ消滅し、2段の縄の横位回転が主体となる。施文形態は隆帯11類の延長上にあり、

4方向の縦位垂下の後、横走、弧状沈線が充填される例が大部分となる。

［榎林 1~3式］捨て場、盛土辿構のIll（廃棄陀） 1、Sl1063• 1068 • 1070 • 1073 • 4040 • 5019でまと

まった絋が出土している。特にm（廃棄同） 1は榎林 1・ 2式段階の良好な一括汽料である。口縁部 ・

胴部の主文様が沈線による渦巻つなぎ弧文で構成される一群であるが、榎林l式では明瞭な渦巻つな

ぎ弧文が形成されず、観察表では円筒上同 e～榎林式と表記している。この榎林1式段階においてハ

の字状 ・カニ手状の沈線付加文と、足形の口端突起が認められる様になる。1~2式の口端では、透

かし構造を持つ涙滴形の立体的突起が現れる。破片賓料では胴部主文様が隆帯と隆帯脇沈線で構成さ

れる一群が伴い、大木8b式との識別が難しい。器種構成では深鉢 ・浅鉢の他、注口土器が加わるよ

うである。

［最花式］ Sl57・ 62 ・ 63 • 1125 • 4003 ・ 4010等でまとまった出土がある。器形では広口壺が多く認め

られるが、他迫跡で見られる台付器形は確認されなかった。文様構成においては口頸部の無文化が進

行し、胴部文様では今回「←形」と表現した沈線垂下文、逆U字文の沈線垂下文が主体となる。大木

9式的色彩の強い資料では、楕円形文、渦巻付垂下文、 H字形区画文の磨り消し縄文が認められ、希

に単軸絡条体5類の施文も認められる。赤色顔料の付着が目立つ段階でもある。

［大木10式併行］ SROl• 1010 • 1014 • 4501 • 10001、SK5565• 11027から復元個体が出土している。破

片量の多さに比して、完形まで復元された個体は少ない。器種は深鉢の他、胴部が強く張り出し橋状

把手が伴う壺形が見られる。文様は沈線波頭文で胴部が区画され、 J字 ・S字区画文が配置される例

の他、 主文様に子持ち状のJ字区画文が付加される例があり、後者は新相以降に屈するものと考えら

れる。ヒレ状貼付は口縁部と J字区画末端に見られ、 J字区画文肉が弧状沈線で区画される例では斜

向刺突又は短沈線列が伴う。文様施文の手順に関しては、地文施文後に指などで下描き線を引く段階

が想定される例が出土している。底面の網代圧痕が顕著となる型式でもある。

［仮称牛ヶ沢式］ 56号配石の直上と SK10007で良好な個体が出士している。八戸市牛ヶ沢(3)迎跡第田
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群土器（冑森県教委1984) と、それに併行すると考えられる一群が当てられている。本追跡では、断

面形が三角形となる隆帯によって頸部区画がなされる例が中心となる。器形は頸部で屈曲し、口縁

部が外反又は内湾気味に外反する深鉢が主体で、これにSK10007で出土した）l伺部が大きく膨らむ壺形

(3-182-2)が伴うものと考えられる。口縁断面形では四角形を呈する例が多く、分摩い折返し状やロ

端上面に斜縄文が伴う場合がある。口端部文様では、折返し口縁を形成する口縁併走隆帯の他、縦位

の隆帯と渦巻文、重弧文、縦位に斜位を組み合わせた樹状文等の隆帯文と、それら隆帯文と頸部区画

隆帯 ・ロ縁併走隆帯との接点に付される環状 ・ボタン状貼付が主文様となる。胴部文様には垂下 ・区

画隆帯と磨り消し縄文による所謂パネル文が認められ、地文では斜縄文の他に剌突文を用いる例があ

る。これらの特徴が台付士器の中で共存する例は認められなかったが、底部と脚部の境界に隆帯を持

つ破片 (3-240-24、5-108-1~ 3等）は、川原平(6)迫跡（青森県教2015)での事例から本型式に伴う
ものと考えられる。

［仮称蛍沢式］SK10006• 10049、SP5981から復元個体が、配石追構を中心に破片が出土している。螢

沢追跡後期3群土器（葛西勘1979)を中心として、牛ヶ沢以降から十腰内 I群直前を一括している。6

~8単位の波状口縁をなし、山形突起の頂部に刻みが伴う場合が認められる。断面四角形状となる厚

い折返し口縁の直下に、太い隆帯）協沈線 l~ 2条が伴う例が多い。沈線は太さ3mm以上となり、 口縁
に併行する数条の他、 三角形の単位充填文による組み合わせ、渦巻入り組み文、渦巻垂下文、横位の

長楕円形文となって施文される。沈線には地文が伴わないか、ポジ ・ネガ部の未分明な磨り消し縄文

が伴う。地文のみの土器では繊維が太く、撚りの緩い2段の縄、 単軸絡条体 l類及び同 5類の縦位回

転がなされる様である。当型式には下膨れ器形の壺形が伴い、その中に切断壺と考えられる例が含ま

れる。外面或いは内面に赤色顔料の付珀が多く認められる特徴もある。

［十腰内 I群以降］＋腰内 I群の壺・浅鉢等の他、十腰内V群、砂沢式と見られる破片が数点出土した。

3 その他特徴について

円筒下層 d2式 ・榎林式で化粧土（スリップ）の痕跡が確認されている（第4章第7節参照）。採取し

た切片の顕微鏡観察によって明らかになったもので、採取成形後の焼成、縄文施文以前に粒子の細か

い粘土が途布されている。肉眼観察による比定ではあるが、同様の特徴は円箇上屈 a • b式の中にも

認められる。

埋設に使われた円筒下附 d2式では、文様施文後に生じたヒビ割れを補修したと考えられるドベ状

の補修粘土（小杉康氏よりご教示、櫛原2004、他） が確認されている。最花式では、剥離面に縄文が

認められた例 (2-59-7)も確認されている。地文施文後にも、粘土の積み上げ成形がなされていたこ

とを示す例となろう。

士器そのものではないが土器から剥離したと思われる付培炭化物がある。薄い小破片であるが、士

器の内面側に付着していたことを思わせる曲面を持っており、土器内面に付着してと思われる面に織

物圧痕が認められている。これは炭素年代測定によって（第4章1節 1項）縄文後期初頭から前鋲の

年代幅が与えられており、レプリカ圧痕観察によって（第4章2節）織物の圧痕であることが確定的

である。織物の出現とその用途の研究において、大きく寄与する質料と思われる。
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第 2項剥片石器

本報告で対象となる調査範囲からは、石鏃4575点、石柏862点、石箆1859点、石錐3587点、石匙1913点、

スクレイパー 10541点、両面調整石器1096点、二次加工剥片37348点、楔形石器57点、微細剥離剥片

21763点、異形石器92点、剥片4176563.7g、石核8304点が出士した。出土位四を「追栴内」、「追構外

（第3章第9節）」、「捨て場（第3章第12節）」に3大別した出土位置別の出土数址を表1に示した。出土位

置による特定器種の出土の偏り等は出土数量上では明瞭に捉えられなかった。

表 1の総計の内、剥片を除いた器種別の組成比をみると、石器製作に係る石核（約9%）、 二次加工

剥片（約41%)で組成の約半数を占めている。これに加えて4000kgを超える剥片が出土しているこ

とからも、剥片石器製作が活発におこなわれていた様子がうかがえる。

以下、器種ごとの様相と黒色付着物、石材について述べる。

石鏃

4575点出土した。尖頭形状をした小型の両面調整石器で、基部形態により有茎石鏃と無茎石鏃に分

類し、さらに形状により細分した。細分した出土数枯の内訳は表2に示した。有茎石鏃凸基 (1641点・

約36%）、無茎石鏃尖基 (1227点 ・約27%）、無茎石鏃凹基 (911点 ・約19%）の3細分器種で全体の8

割以上を占めている。

基部を中心に、黒色付珀物が認められるものが多い器種である。4575点中、 1175点で認められた。

細分器種では有茎石鏃凸基 (543点）、有茎石鏃平基 (20点）、無茎石鏃凹基 (286点）において3割以

上で付着が認められた。

加えて、珪質頁岩以外の石材を素材とするものが多い器種でもあり、黒曜石、カルセドニー、鉄石英、

緑色凝灰岩がある。石材ごとの出土数量は、表3に示した。ここで示した珪質頁岩以外の石材を素材

とする石鏃78点の内、 44点が無茎石鏃凹基であった。

3ー図252-22は無茎石鏃凹基としたが、両側縁にも袂りが加えられる。両側縁に弱い袂りが加えら

れるものは、これ以外にもある（5-図116-23・ 24など）が、袂りが明瞭なものは、この 1点のみの

出土である。

石槍

862点出土した。尖頭形状をした大型の両面調整石器で、形状により木菓形、柳薬形、有茎基部に

細分した。細分した出土数量の内訳は表2に示した。

木葉形としたものには、薄手で大形のもの（5-図116-29など）とやや厚手のもの（3-図252-24• 

5—図116-28など）がある。 出土数駄は後者が圧倒的に多い。

柳葉形としたものには、基部が尖るもの（3-図252-31・ 5ー図117-11など）と円くなるもの（3-図

253-1 ・ 5ー因117-12など）がある。

有茎基部としたものには、有茎石鏃様の基部を作出するもの（3-困253-6・5ー図118-4など）のほか、

側縁に左右対称の袂りを加えるものも基部の作出と考え、本類に含めた。そのためバリエーションが

豊富で、石匙に形状が近いもの（5-図118-13など）も含まれる。快りは、側縁の下半に加えるもの

が多いが、中央近くのもの（5-回118-17• 18など）もある。
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石箆

1859点出土した。両面調整された石器の内、一端が直線状（直刃）あるいは弧状（円刃）となるも

ので、形状により短冊形、撥形に細分した。細分した出土数量の内訳は表2に示した。

短冊形としたものは、基部が平坦に作出されるもので、その幅が概ね刃部の 2分の 1以上となる

ものとした。しかし、5ー図119-2のように基部と刃部の幅がほぼ同じになるものを除けば、撥形とし

たものとの明瞭な線引きは難しい。刃部形状は直刃（3-図253-11・ 5—図ll9-7など）と円刃（3- 図

253-14 ・ 5ー図119-3など）がある。

撥形としたものは、基部が円弧状や尖頭状、あるいは平坦でも、その幅が概ね刃部の2分の 1以下

であれば本類とした。しかし、3ー図255-3のように基部の幅が狭いものを除けば、短冊形としたもの

との明瞭な線引きは難しい。刃部形状は直刃（3-図255-3など）と円刃（3-図255-8・5ー図120-8など）

がある。また菰l縁は直線状のもの(3-[図256-1・5ー図121-6など）とやや円みを帯びる曲線状のもの(3-

図256-8・ 5-図120-11など）がある。

石錐

3587点出土した。錐状の先端を作出するもので石鏃、石柏を除いたもの、または尖頭状の端部が摩

耗しているもので、形状により棒状のもの、つまみ部をもつもの、剥片端部を利用したもの、石鏃を

転用したものに細分した。細分した出士数姑の内訳は表2に示した。

棒状のものは、長さが2~ 5cm前後のものが多いが、中には7CUIを超えるもの（3-図245-9・ 3ー図
258-6など）もある。先端の摩耗がより顕著なものは、長さが短いものに多い。

つまみ部としたものは、軸状の錐部と独立するつまみ部をもつものを基本としたが、その境が明瞭

ではないもの（5-図123-16・ 19など）も含む。形状は、正面の形状が左右対称となるものと非対称

となるものがある。正面の形状が左右対称となるものは、つまみ部の中心線上に軸状の錐部がくるも

のを指し、5-(図123-21・ 27などがある。5ー図123-10・ 11などのように、比較的小形ものも含まれる。

正面の形状が左右非対称となるものには、つまみ部の横に軸状の錐部がくるものがあり（5-圏124-

10・5ー図125-5など）、つまみ部が比較的大形となるもの（5-図125-2など）もある。このほか、2カ所

を錐部として使用するもの（5-図124-16)、対になる袂りを加えて石匙様のつまみを作出するもの (5

ー図124-17)がある。

剥片端部を利用したものは、剥片の端部をそのまま、もしくは簡単な二次加工で錐部のみを作出す

るものとした。用いられる剥片の形状は様々だが、つまみ部をもつものと似た形状の剥片を意図的に

選んだと考えられるもの（5-図125-6・7など）がある。このほか、2カ所を錐部として使用するもの (3

ー図248-8・ 3ー図258-22)がある。

石鏃を転用したものでは、有茎石鏃凸基を転用したと考えられるものが多い。

石匙

1913点出土した。素材剥片の一端につまみ部の作出される石器で、つまみ部に対する刃部の位協で、

縦形のもの、横形のもの、斜軸形のものに細分した。なお、刃部調整についても観察し、片面からの

ものを 「片刃」、両面からのものを「両刃」、これを行わないものを「非調整」とした。細分した出士
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数絨の内訳は表2に示した。

縦形のものは、つまみ部に対して刃部が縦に長いものとした。下端が槍先形となるもの（2-図

113-6・3ー図259-10など）、刃部が曲線状で下端も円くなるもの（3-図259-3・5ー図126-17など）が多い。

このほか、刃部の片側が直線状で、もう一方が曲線状となるもの（5-図126-15など）、下端が平坦に

なるもの（3-図259-1・ 5-1図126-5など）がある。このほか、出土数は極めて少ないものの、下端が

錐状に細くなるもの（5-図111-5・ 5—図127-10など）がある。

また、縦形としたものには、いわゆる「松原型石匙」（秦1991) とされるもの（5-固126-7~ 9) 
が含まれる。捨て場からのみの出土で、数も極めて少ない。石材はいずれも珪質頁岩だが、他の多数

を占める珪質頁岩の石器とは異なる印象を受けるものである。津軽ダム建設事業に伴う調査では、川

原平(4)迫跡でも出土している（青森県教委2013)。なお、製作時期が 「早期最終末の一型式から前期

前顛」（秦1991)とされている石器であるが、本追跡では当該時期の土器の出土は無い。

横形のものは、つまみ部に対して刃部が横に長いものとした。正面形状が円みを帯びるもの (5-

図129-4・6など）、頂部を持ち三角形に近いもの（5-図128-9・12など）が多く、出土数絋は少ないが、

正面形状が四角形に近いもの（3- 図260-3 · 5—図129-7など）もある。 このほか、刃部が内湾するもの (5

一回129-11• 12 • 13)もあり、異質な印象を受ける。

斜軸形のものは、つまみ部に対して刃部が斜め方拘のものとした。縦形、横形としたものと分離し

がたいものもあったが、そのようなもので左右の刃部形状が対称ではないものは、ひとまず本類に含

めた。刃部が曲線のみで構成されるもの（5-図130-9・ 5ー図131-6など）、刃部が曲線と直線で構成さ

れるもの（5-図130-6・ 7など）がある。このほか、 3ー図260-14は刃部の下辺が大きく袂られており、

形状が異形となる。

スクレイパー

10541点出土した。剥片の緑辺に連続的な剥離により刃部を作出するものを基本とするが、二次加

工が連続しないものでも使用痕が明瞭なものは本器種に含めた。従来の削器、掻器及び不定形石器と

されるものも含む。

3ー図264-8～図265-2、5ー医137-5~ 10などは、刃部が急角度で作出されるもので、いわゆる
掻器とされるものである。

2ー図109-2• 2ー圏111-4• 2ー図116-9• 5ー図110-2• 5ー図136-3~ 10などは向かい合う二辺に対に
なるように扶りが加えられるもので、三内丸山追跡の報告書中では、「四角形の短辺部分に袂りを有

し長辺部分を刃部とする」（冑森県教委2012ほか）石匙とされるものであるが、ここでは 「袂り入り

の削器」（同）と理解して、ここに含めた。出土数量は少ない。

3ー図248-17は、「一側辺が弧を描く」（君島2012)形状及び丁寧な剥離が施される点を「嘴状石器」（秋

田県教委1989) との類似点として指摘した。しかし、嘴状石器の最大の特徴である先端の鉤形が明瞭

でないため踏躇する部分もあるが、「基部に張出をもつ」「B2類」（君島2012)に分類できる。加えて、

出土したヒ°ット (SP5101)から共伴する土器が大木10式併行で、君島氏の「中期末菓～後期前業が多

い」という指摘とも一致している。他追跡を含む出土例も多くない石器で、本追跡からも可能性の指

摘できるものは、この 1点のみの出士である。
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5ー図137-3・4は、出士数拡が極めて少ないため、ひとまず本類に含めたが、 「つまみ状の基部を有する」

「大石平型石箆」（青森県教委1987)の可能性がある。「中期末から後期初頭にみられる」（高橋2013)

石器とされており、出土した捨て場の時期とも矛盾しない。

両面調整石器

1096点出土した。上記の石槍か石箆のどちらかと考えられるが、欠損のため分類ができないもの（今

回、図示していない）及び 「大型の剥片または原礫を両而調賂剥離したもので、上記分類に含めるこ

とのできないもの」（山田（2)追跡（胄森県教委2011)）とした。これには、それ自体で機能したと

考えられるもののほか、大形石器の素材剥片、失敗品を含む未製品、もしくは石核などとして使用さ

れたものを含むと考えられる。ここでは、後者について述べる。

2ー図103-8・ 2ー圏118-1は大形の剥片を槍先形に整形したもので、この調整剥離も比較的大きいこ

とから石核の可能性もある。また、3一図245-1]も石核の可能性を考えたが、側縁に調幣目的と考え

られる剥離が連続することから、本類に含めた。

5一固ll3-10は、平面形状は石柏に近い。しかし、大きさは他の石槍と比べて大形であることから、

石核あるいは素材の可能性も加味して本類とした。薄手で側縁に比較的小さな二次加工が連続的に施

される5ー図138-5、5ー図140-3などはスクレイパーと同じ用途で用いられていた可能性がある。

これらの大部分は珪質頁岩を素材とするが、これと異なる石材を用いる5一回110-1（流紋岩） ．5-

図140-2（凝灰岩） • 5- 図141-1 （緑色凝灰岩）などもある。

二次加工剥片

37348点出土した。剥片の一部に加工が施された石器で、定形石器の未製品、欠損品のほか、器種

の判断出来ない定形石器の破片を含む。

どの器種も捨て場からの出土数紘が最大となる中で、 二次加工剥片に限り、迫構外出土のものが捨

て場での出土数量を上回っている（表l)。

楔形石器

57点出土した。両極剥離痕のあるもの。これまでに両極石器、ヒ°エス ・エスキーユ等とされている

ものを含む。出土数紐は少ないもののこれは、両極剥離痕による階段状の剥離が明確なものだけを分

類対象としたためとも考えられ、両極打法によるものは、剥片、あるいは二次加工剥片としたもの中

にも多く含まれると考えられる。また、剥片石器の素材となった可能性のある本器種は、そもそも多

くがそのままの形で残らないためともいえる。

微細剥離剥片

21763点出土した。側縁部に微少な剥離が認められる剥片である。剥離は刃器としての使用により

形成されたものと考えたが、その性格上、偶発剥離によるものを含むと考えられる。

本器種に特徴的な形状等は見出せなかったが、刃部が直線状のもの（5- 固 1 10-3·5—図113-13など）、

刃部が外湾するもの（2-回107-4など）、刃部が内湾するもの（5-図142-4など）がある。
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異形石器

92点出土した。剥片石器の中で、定形的ではなく特殊な形態となるもの。珪質頁岩以外の石材を索

材とするものが23点 (25%)と商い割合を示す器種である（表4)。

形状が「衣類ハンガー状J（三内丸山造跡 （冑森県教委2012)）のもの（3-医1266-4• 5ー図142-8な

ど）、「プーメラン状J（同）のもの（3-因266-6・ 5ー図111-llなど）、「く」の字状のもの（2-図118-

11 · 5—図143-5) 、 不整な菱形もしくは十字形のもの（5- 図143-8~ 10)などがある。加えて、他の器
種との共通性をうかがわせるものもあり、5＿図ll3-2は石錐、2ー図96-9は石匙となる可能性もある。

また、 5—図 142-9は衣類ハンガー状とされるものだが、 左先端に錐部の先端様の突起が作出されている。

また、形状が二等辺三角形で側縁が内湾する「三脚石器」（榎本2012)に形状が近いものがある。

4点の出土を把握し、3点（2-図114-4(S11084(～円筒上屈 d式）） ．2-図119-11(S14019（榎林～

最花式）） ．5-図143-8（捨て場））を図示した（函示していない 1点は西斜面から出土）。津軽ダム建

設事業に伴う調査では、大川添（2)造跡でも1点出土している（青森県教委2013)。

剥片

4176563. 7g出土した。二次加工がなく 、微細剥離も見られない剥片 ・砕片である。捨て場から多

く出土することは調査時から意識できたが、追構内 ・追構外からも相当量の出土がある。出土位爵別

の器種組成比も他の器種と同様の傾向を示し、出土位岱による有意な違いは見出せなかった。

石核

8304点出土した。素材剥片を作出後の残核と考えられるものである。

極小まで小さ くなった残核に加え、2寸図115-3や5寸図112-4のような大形のものも多く出土してい

る。原礫面を大きく残すもの（5-回143-11)や船底形のもの（5-図144-1・2)がある。

黒色付着物

剥片石器に付箔する黒色の物質について「黒色付沿物」と表記した。これには、これまで一般にア

スファルトとされてきたものを含むと考えられる。本報告ではこれらの物質についての分析等は未実

施で、結論が得られていないため、こちらの名称を用いることとした。また、黒色付倍物としたもの

の中には、これを微細な斑点状に観察できるものがある。これには一般にアスファル トとされている

ものとは異なり、意図的な付着物ではないものを含む可能性がある。これらには自然状態での鉄分の

沈着等、土壌屎境の影孵による付着物を誤認した可能性も考えられる。しかし、意図的な付着物でも、

剥落等によって斑点状にしか残存しないものもあり、その判別は難しい。以下では、意図的な付培と

判断したものを中心に様相を述べる。

剥片石器とした13器種で黒色付将物が確認されたのは、8器種1267点である（表2)。石鏃が1175点

と大半を占める。以下、石錐 (59点）、石匙 (16点）、石槍 (11点）と続き、これ以下の器種では数点

が確認されるばかりである。

石鏃 ・石槍では、基部で確認できるものが圧倒的に多い。石錐では、つまみ部、石鏃転用としたも

のでは石鏃時の基部で確認されるものが多い。石匙では、つまみ部で確認されるものが多い。なお、
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黒曜石では黒色付沼物を確認できたものは無い。これには出士数祉の少なさと共に、表面が滑らかで

付珀物が剥落しやすい性質にもその一因があると考えられる。

石材

石材別の出土数址を表3に示した。剥片を除いた12器種の出土総数91997点中、珪例頁岩を素材とす

るものは91397点である。その割合は99％以上の圧倒的多数となり 、珪竹頁岩が卓越する状況がとら

えられた。剥片も総重紐4176563.7g中、珪質頁岩が4165592.7gとなる。こちらもその割合は99％以

上となり 、石器製作時から珪質頁岩が集中的に選択されていたといえる。その背最には、珪例頁岩の

似富な当地域の環境があることが、すでに津軽ダム建設事業に伴う他追跡の調査報告書中でもたびた

び指摘されている（大）1|添(4)迫跡（青森県教委2014)など）。本迫跡でも、珪質頁岩を多用する様相

が捉えられ、本地域共有の特質を示しているものと思われる。

珪質頁岩以外の石材には、黒曜石、カルセドニー、鉄石英、緑色凝灰岩、水晶、石英、凝灰岩、チ

ャート、流紋岩、粘板岩、花岡岩、片岩、泥岩がある。この内、黒曜石は本迫跡から出土した全524点（第

528集報告範囲から出士した3点を含む）中、521点について産地推定分析をおこなった（第4章第8節）。

黒曜石の産地推定分析で得られた結果から、黒曜石産地別の出土数此表を表4に示した。北海道 ・

青森県 ・秋田県 ・岩手県 ・山形県 ・長野県の6道県の産地が推定された。県内の産地としては、木造 ・

出来島と深浦 ・八森山が推定された。木造 ・出来島と推定されたものには原石があり 、加えて剥片及

び二次加工剥片も定拡出土していることから、原石が持ち込まれた上での石器製作の可能性が指摘で

きる。これ以外の県外を含む産地では、わずかの剥片 ・ニ次加工剥片も認められるが、基本的には完

成した石器が持ち込まれた可能性が高い。県内の産地のもう一方、深浦 ・八森山については出土数砧

自体が少なく 、木造 ・出来島エリアとは対称的な様相を示す。器種別では、剥片及び二次加工剥片を

除くと石鏃の出士が多く (30点）、中でも無茎石鏃凹基 (21点）の割合が高い。この中には長野県の

諏訪 ・星ヶ台のものも4点含まれている。石槍としたものは有茎状の基部を作出するものが2点あり、

共に北海追の赤井）1|・赤井川のものであった。石匙の縦形のものは、県内産地と北海道産地のものが

あり 、北海道産地には大形のもの（置戸 ・所山、2ー図118-5) も含まれる。一方、異形石器とした9

点は、いずれも県内産地のものであった。

また、極めてわずかであるが琥珀の可能性のある小塊を確認した。分析等は未実施で、種別 ・用途

も不明な点が多いが、ここで触れておく。捨て場のIXB-74グリッド(3附）と追構外のVITIG-93グリッ ド

(Ill層）から出土したもので、それぞれlgに満たない出土昂である。共に色調は赤橙色で、最大直径8

mm程度の小塊が複数ある。
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第 3項礫石器

本密で対象とする調査範囲から出土した礫石器は、磨石 I類1644点、同1I類254克‘、 [!!]石6297点、

敲石 I類333点、同II類76点、磨凹石2212点、磨敲石155点、凹敲石330点、磨凹敲石265点、打製石器

A類194点、同 B類344点、 C類61点、 D類100点、その他の打製石器86点、石錘 l類134点、同II類188点、

台石658点、石Jlil.216点、砥石38点、磨製石斧303点で、表lには出土地点別の数絋を示した。本迫跡は

縄文時代前期末築から後期前築の長期にわたるが、おおむね「縄文時代中期一括」と捉えれば、当該

時期の山間地集落の石器組成を充分表していると言える。

地点別では、捨て場（縄文時代前期末築～中期後菓）出土の比率は、各器種40~ 60％が多く、これ
より比率が極端に高ければ斜面捨て場に多く捨てられたことを、またその逆であれば段丘平坦部の、

迫構内を含む迫物包含屈中に残されたことを示す。器種別では打製石器類でこの比率がやや高く 、逆

に石錘II類では極端に低い。

器種組成としては、敲磨器類が全体の83％出土しており圧倒的な数砧を誇る。なかでも凹石は敲磨器

類のおおむね半数(53%）を占め、次いで磨凹石(19%）、磨石(15%）という比率となる。この数値は打製

石器類や石錘等の他器種に残された磨痕、凹痕は含まないことから、実際に石器に残されたこれら使用

痕は、この数値以上である。なお砥石は、溝状砥面と凹レンズ状に極端に磨り滅る磨面をもつもののみ

としたため、磨痕Cや磨痕Bをもつ比較的小型の賓料は磨石I類に、また大型のものは台石等に振り分

けられており、他追跡と比較する際には数拡が小さく出ている可能性があり注意が必要である。

以下では器種毎の様相について記述するが、礫石器はその出土絋の多さから、整理当初あるいは調

査中より大半の賓料が非掲載となることが予想された。このため①分類と数量による傾向性の把握（一

般性）、②変異の幅や例外資料の抽出（特殊性）の二点に照準を据え、石器群の様相を捉えることとした。

礫石器の整理作業は、器種分類は全点実施したものの、数量の膨大な敲磨器類については、一部屈性

の観察は行えていない。表2~8は各種礫石器の属性傾向について集計したものであるが、この数納

は観察を実施し得た範囲での数址である。全器種の使用石材（石質）については表2に示したが、石質

鑑定は掲載追物の全点と非掲載預料は傾向性を知るために必要な数量分を行った。

敲磨器類 磨痕、凹痕、敲痕の三種のみで構成される石器群で、このうち一種のみが観察されるもの

を単独器（磨石、凹石、敲石）、二種以上が確認されるものを複合器（磨凹石、磨敲石、凹敲石、磨凹敲石）

とした。単独器(8604点）と複合器(2962点）の出士比率は74: 26である。また痕跡別では、磨痕をもっ

石器（磨石、磨凹石、磨敲石、磨凹敲石）4530点、凹痕をもつ石器([!!]石、磨凹石、凹敲石、磨凹敲石）

9104点、敲痕をもつ石器（敲石、磨敲石、凹敲石、磨凹敲石）1159点で、凹痕が多い。

敲磨器類の器種別の石材形状と使用痕跡については表3に示した。単独器では敲石 I類は母数も少

なく不明瞭だが、磨石 I類は厚みのある長円形ないしは円形の石材(B2• Bl)、また凹石では原みのあ

る石材(B2)も用いられるが、薄い石材(Cl• C2)を多用する。なお両者の複合器である磨凹石では、犀

い石材(Bl・ B2)と茄い石材(Cl・ C2)が拮抗し、両器種の中間的な様相が表れている。

特定の石材形状を選択した磨右II類と珪質頁岩製の敲石II類を除く破磨器7器種の石質は、いずれ

の器種でも緑色凝灰岩と凝灰岩が5~7割を占め、前者がやや多い。また安山岩や粗粒玄武岩も組成の

一角を担う。追跡内や周辺に包含、分布する石材様相とも整合し、剥片石器類の99％を占める珪質頁

岩同様に、盟富な石材環境にある本迫跡でももっとも獲得しやすい石材のひとつであったと見られる。
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こうした中、 一方で破損礫の使用や破損後の継続利用を示す賓料（2-図130-7の即石や2ー図131-7、3-

図287-7の磨凹石）は、当時の石器利用のあり方を示しており興味深い。

磨石I類 1644点出土した。磨痕A（ツルツルの平滑な磨面）、磨痕B（擦痕）、磨痕CO線状痕）のみで構成さ

れる石器で、必ずしも特定の対象や機能に限定しない器種である。本来的には磨痕A~Cにより器種を区

分すべきであったが、多くの場合磨痕Bは磨痕Aと共存し、また磨痕Cには磨痕Bが共存するため、これ

は困難であった。磨痕Cの形成されるものには本来的砥石となるべきものを含んでいる。右材形状は厚み

のある Bl・B2形状が多く、一方の長いB2やC2形状では、短軸方向の擦痕が圧倒的に多い。

磨石II類 254点出土した。礫の側面に（剥離を伴わない）磨痕をもつ石器である。磨痕の多くは磨痕D

であるが、ごく稀に磨痕A(2ー図239-9)や磨痕Bをもつが例外である。また凹痕と共存するものもある

(3-図283-3)が極めて稀で同じく例外である。側面の磨痕 Dには微細な剥離がわずかに伴うものも多

く、打製石器B5類とは連続的かつ漸移的なものもある。石材形状は82かC2にほぼ限定され、強い石

材選択性が働いている。機能面の幅はC2形状で20mm前後、 C2形状で30nun前後である。器体表面は3ー図

283-1のように磨痕を伴わず原礫面を残すものもあるが、器面の状況をAー未整形（磨痕無し）、 B一部分

斃形（磨痕はあるが部分的で弱く 、素材礫の形状が残るもの）、 C-全体整形（原礫面を残さない明瞭な

磨痕）としたとき、その数批は A-41点、B-90点、 C-116点となり、未賂形の少なさや器面に何らかの磨

痕を残す汽料の多さ（明瞭ではない磨痕もかなりの数星あること）が理解される。特に磨面が全面にお

よぶCは「研磨」と表現するに相応しく、図上で表現させにくいが、機能面に寄った位骰（機能面を下に

向けたときの下半部）を、平坦面を形成するかのように顕著に磨くものも多く、特にこの付近を入念

に「研磨」した結果と見られる。また器体表面の状況として凹痕の多さも指摘できる。本器種のおよそ

6割で凹痕が残される状況は単なる転用とも思われず、予めこれが計画されていた可能性がある。

本器種に分類された特殊な石器として、5ー図154-5・ 6、図155-1~ 3は断面三角形の石材を用いた石

器で、図154-5、図155-3では稜部の2面を機能面とする。3ー図279-5は断面方形の角柱状石材の稜線部

に磨痕Dが形成された衷料である。類例は無く本例のみである。また他種別、他器種との関連が深い

ものとして、 3—固279-3は片側端部が面取りしたようにも観察され、石冠 F類 b3との類似を指摘できる。

凹石 6297点出土した。礫の表裏而に凹痕のみをもつ石器で、組成上もっとも多い器種である。第2

章第5節の凡例④でも示した通り、必ずしも「凹み」である必要はなく、断面図に表れない程度の浅さ

(Al~ Cl)でも、深いもの(A2~ C2)と同等の位四にあればこれに含めている。使用面数では 1面のも

の492点(26%）、2面が1358点(70%）、3面以上が79点(4%）で表裏2面を利用した石器が多い。また

痕跡別では使用面数換鍔で、C2（広範囲 ・深い）がもっとも多く722面で、 A2（中央 ・深い）646面がこれ

に次ぐ。その他はおおむね拮抗しており、 B2が215面、Alが277而、 Blが206面、Clが294面である。位

置別では、中央(Al• A2)が923面、偏在(Bl・ B2)が421面、広範囲（Cl・ C2)が1016面である。深さ別で

は、浅いもの(Al~ Cl)が777面、深いもの(A2~ C2)が1583面でおおむね1: 2で深いものが多い。ま

た使用面2面での位置の組み合わせでは、表裏広範囲(C-C)が563点ともっとも多く 、次いで表裏中央

(A-A)が366点となる。石材形状と使用痕の関係（表4)では、D形状のような細長い石材では、中央(Al・

A2)が少なく、中心から外れた位樅に形成されるもの(Bl• B2)や、 Cl・C2であっても縦方向に連続し

ないもの（2- 図127-1 、 5—図162-3等多数）が多く、遠心力を利用した使用法を想定できる。

敲石I類 333点出士した。端部ないしは側面に敲打痕のある石器である。
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敲石II類 76点出士した。珪質頁岩の一部に敲痕をもつものを一括した。素材別に分類した A~Eの

内訳と数砧はA類（原石利用）26点、B類（石核利用）10点、C類（剥片転用）33点、D類（剥片石器利用） 3点、

E類（その他） 4点である。A類はいわゆる多面体敲石で、敲石 I類を含めた数量は40点である。

磨凹石 2212点出士した。素材礫に磨痕と凹痕を残す石器で、複合器ではもっとも数籍が多く 、単独

器の凹石に次ぐ。もちろん転用も多く含まれてはいようが、これが明瞭に捉えられる例(3-285-7や5-

図161-7等）は少なく、磨痕と凹痕の形成の連続性（作業の連続性）を示す器種かもしれない。両痕跡の

共存状況は凡例⑥のように表し、 A~Dでは磨痕と凹痕が共存し、 Eではこれが共存しない。それぞ

れの数量はA（磨l＋凹1.共存）118点、 B（磨l+凹2・共存）367点、 C（磨2+[!!]1・共存） 158点、D（磨2

＋凹2・共存）599点、E（磨l＋凹1.共存なし）58点である。Eでは意識的な使い分け、また Aではあえ

ての共存と読むこともできるが、多く の賓料(B~D)でこの区別が意識されていないことは箆要であ

る。 他種別や他器種との関連の深いものとして、 3—図285-9は表面が平坦に整形され、凹痕自体が整

っているなど石製品との関連が指摘できるほか、3ー図286-1は石冠F類b3と類似する。

磨敲石 155点出土した。素材礫に磨痕と敲痕のみを残す複合器能の石器である。

凹敲石 330点出土した。素材礫に凹痕と敲痕のみを残す複合器能の石器である。

磨凹敲石 265点出土した。素材礫に磨痕と凹痕、敲痕のみを残す複合器能の石器である。本器種に

分類された石器のうち、 5ー図161-8は石冠F類 b3との関係が指摘できる。

打製石器類 素材礫に剥離を加えた石器を総称する。このうち長軸15cm前後、厚さ3~4cm程度の扁平な

礫を素材とする石器については特に、使用痕や加工の程度に様々なバリエーションが見られたため、既

存の器種分類への直椴な同定は避け、凡例⑦に示すように使用痕3種（無しを含め4種、A~D類）、加工

痕4種の（無加工を含め5種、1~5類）に分類した上で、この組み合わせにより「打製石器Al類」や「打製

石器D3類」のように表記し、既存の分類との対応関係は、これら細分器種の数拡比と類縁関係を捉えた上

で検討することとした。なお理論上は20種の組み合わせができるが、このうち D5類（使用痕無し・無加工）

に相当するものは自然礫、C5類（剥離の無い磨痕・無加工）は磨石II類（既述）、D4類（使用痕無し・袂入のみ）

は石錘I類（後述）であり、これらを除く 17器種の数量を表6に示す。なお総贔478点はこの細分器種分類に

特定できた数紐で、C5類相当（磨石1]類）、D4類相当（石錘I類）器種も、総紐には加えず表示した。

器種別の数絋は濃いアミで示した B4類 ． B5類がもっとも多く、次いで Al類 • Bl類が多い。 これら

の器種ではイメージの共有される特定の型が存在したことを示す。一方でアミ無しの A3類やCl~3 

類の少なさは、当該器種が組成の一部を担うものではなく 、ある器種の亜種ないしは変異幅の中で理

解される。使用痕別にはA~D類が抽出され、加工痕に注目すれば1+2類は半円状扁平石器、 3+4類

では袂入扁平石器となる。しかしながら袂入は、これが比較的明瞭なもの（5-図166-7、図167-3、図

168-1 ~ 3)や不明瞭なもの（5-図166-1・ 4、図168-4)、形態上では1+2類との識別が困難なものまで

程度は様々ある。加えて端部の両側で程度が異なるものもあり漸移的かつ連続的である。単に製作技

法として残された、結果としての袂入（ただの打ち欠き）と明確に袂入を意図したものが存在したと見

られるが、この区別と時期的な推移は明らかにできなかった。

D類を除く使用痕別の数砧と比率はA類が109点（27%）、B類が251点(63%）、C類が40点(IO%）と

なる。C類の比率が少ないのは、磨石II類(242点）が組成の主体となっていたためと考えられる。ま

た石冠 G 類も打製石器 B類 • C類に相当する機能面をもつことから、この組成の一部と見られる。
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打製石器A類 機能面となる礫側面に、磨痕がないまたはほとんど無く 、剥離による機能面をもっ―

群で、194点出土した。板状節理の相馬安山岩との強い相関があり、 Al類ではそのほとんどがこの石

材である。分類したもののA2類と Al類に大きな境界は無かったと見られ、 Al類と同等に機能すれば、

縁辺は必ずしも全面加工する必要は無かったのかもしれない（5-園164-1• 2)。また Bl類でも相罵安

山岩製は概して磨面の幅が狭く 、これらについては本類と併せて考えるべきかもしれない。このほか

器体に磨痕 ．凹痕がほとんど形成されない、平面形や大きさの豊窟なバリエーションも相鳥安山岩製

の特徴のひとつである。打製石器 Bl類まで含めれば、左右対称の半月形（5-図163-1~ 3)、一方が

他方より広い半月形（5-図164-4• 6)、台形（2-図125-9)、撥形（5-図164-7)などがあり 、5ー図163-1

はもっとも小型の資料である。機能面は直線、中央が反る弧状（2-図271-6)、両端が反る弧状（5-図

164-1 ・ 2)があり、 2面となるものはほとんどない。

袂入のある A3+A4類の数給は少なく 、特に A3類の出士械は少なくとも本辿跡においては「器種」と

して成立しないことを示す。またやや数砿のある A4類でも、袂入の程度はさほど明瞭ではなく（3-図

277-3、 5ー ~ 166-5) 、使用痕 A類と扶入(3+4類）の親和性の低さが指摘できる。

打製石器B類 機能而となる礫側而に、剥離を伴う幅広の磨痕Dが形成される一群で、344点出土した。

半円状となる Bl+B2類(72点）、袂入のある B3+B4類(98点）、無加工のB5類(81点）と出土数拡が安

定し、いずれも「器種」として充分成立し得る。石材は板状節理の相馬安山岩製は少なく 、その他の石

材の比率が高い。器体の表面に磨痕や凹痕が形成されるものも多く 、全体における出現比率は集計で

きた275点中磨痕112点(41%）、凹痕80点(29%）である。特に磨痕は不明瞭なもの（「磨り」と断言でき

ないが、原礫面とも思われない表而の滑らかなもの、図中アミ表現はしていない）も多い。

機能面の磨面幅は20~ 300llll程度が基本で、A類に較べ機能面が 2面となる汽料がやや多い（5-図

166-4等）。 また3—図290-4は機能面中央に稜線が斜に形成された異なる二面からなる 「持ち替え」 を示

す事例で、本例を含み2点出土した。また破断面に磨痕の形成される賓料は既報告（第528集 SK-14出

土賓料）も含め4点が出土し、本報告対象範囲では 1点出士した（3-医1290-5)。

打製石器C類 機能面となる礫側面に、剥離を伴わない磨痕 Dが形成される一群で、61点出土した。

半円状となる Cl+C2類 (5点）、袂入のある C3+C4類(35点）で、 C5類相当の磨石II類(242点）の数を

踏まえれば、 C3+C4類を籾極的に 「器種」とするには躊躇するし、 Cl+C2類にいたっては誤差でし

かない。使用痕c類と半円状の加工(1• 2類）には負の相関があり、原則無加工 （磨石II類）である。
打製石器D類 使用痕の無い一群で、 100点出土した。内訳は半円状となる D1類は35点、02類は24点、

扶入のある D3類は19点で、その他の器種として表中 D4類に相当する石錘I類は114点である。D2類は

剥離部を縁辺部加工と見るか、機能面の作出と見るかにより打製石器A5類との境界不明瞭な賓料を

含むが、縁辺全体を弧状に整形する Dl類に関してはAl~Cl類のいずれかの未製品、同様に 03類も

A3 ~ C3類の未製品と考えられ、「器種」と呼ぶかはともかくも未製品という括りとして存立する。

打製石器A~D類と既存分類との対応関係 上記の打製石器A~D類の分類を、 当該器種全般をもっと

も体系的に取り扱った上條(2014)の分類との対比で理解する。まず本分類では大きく 、袂入のある3類＋

4類と、これがなく全体として半円状に加工する(2類のように部分的な加工であっても同等の機能があれ

ばこれに含まれたものと考える）1類＋2類に区分でき、使用痕の無いD類を除けば、前者が 「袂入扁平打

製石器J、後者が「半円状打製石器」に相当する。細分器種の関係では、そのまま一対一の関係を示すもの
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に本分類C3類と C4類があり、それぞれ「扶入扁平打製石器D類」と「同A類」に相当する。また同じ扶入扁

平打製石器では、本分類A4+B4類が「同B類」に、またA3+B3類は「同C類」に相当する。一方半円状扁平

打製石器では、周辺部を加工しない本分類A5+85類が「半円状扁平打製石器A類」、全体を整形したAl+

Bl類が「同C類」、また幅広の磨面のある Cl~C3類が「同D類」に相当する。なお上條(2014)分類の「左右

側辺のみ直線状に整形された」半円状打製石器B類は、本分類に直接相当するものは無いものの、 A2+82 

類の一部に加え、本文中や前述でも触れた、扶入(3類＋傾員）とは判断したものの「不明瞭なもの」、「形態

上では1+2類との識別が困難なもの」、「端部の両側でその程度が異なるもの」等、本細分器種間を横断す

る一群が存在する。また使用痕の無いD類のうち D1類は半円状扁平打製石器の、またD3類は扶入扁平打

製石器の末製品と見られ、 D2類は（扁平石器以外の器種も含む）いずれかの末製品と考えられる。

きれいな一対一の関係を示すものもあれば、双方で複数細分器種を含むものもあるのは、使用痕を重

視するか、周辺加工を重視するかによる差異である。とりわけ上條(2014)の分類は、機能面の状況も

加味しながら特に周辺加工を重視した（機能面の態様を限定しない器種分類が存在するのは、おそらく

は道具のライフサイクルを踏まえ、加工直後のもの、使用後一定期間経過したもの、メンテナンスされ

たもの等を総括した、機能面を動的に捉えている）ものと思われる。こうした中、本追跡では、 Al類は

必ずしもその他細分器種のある段階の一部ではなく、特定の「器種」として理解されたことは重要である。

次に 「扶入扁平磨製石器A類」（上條2014)は、本分類上これに完全に対応する一群は存在しないが、

上記3類十4類のうち器体表面に磨痕をもつものが該当する。集計上、 3類は9/42点(21%）、4類は

74/103点(72%）が存在し、特にB4類とC4類では「磨製」の比率が森く (73/91点＝80%）、規格化された「器

種」として存在していた可能性がある。また上條(2014)が「典型的」とする「扶入扁平磨製石器 B類」は、

このフォルムを想起させる資料（5-図145-4)は 1点存在するが、同一のものは皆無である。

このほか「北海道式石冠」は石冠G顆（石製品の項参照）、また「側面摩耗系磨石」は本文類の磨石II類

に相当する。なお「特殊磨石」は3ー回279-5、5ー図154-5・6、図155-1~ 3の6点（全点掲載）が該当する。

打製石器（その他） 打製石器A~D類には含まない剥離をもつ石器群を一括した。素材礫の剥離位世

により、 A—礫短辺の一辺、 B—礫長辺の一辺、 C—縁辺部等に整理はできるが、打製石器 A~D類のよ

うに石材形状やサイズにまとまりはない。このうち縁辺部を剥離し橙形となるもの（3-図292-4・ 5、

5ー図173-3・ 6)は打製石斧に相当する。

石錘 素材礫に剥離を加えた石器のうち、礫の対向する位位に剥離を加えた石器である。礫の短辺（長

軸方向の対向する位置）を剥離するものを 1類、長辺（短軸方向の対l旬する位附）を剥離するものをII

類とした。それぞれの大きさ（長軸と重量）分布を表7に示す。

石錘 I類 134点出土した。主な石材形状はC2であるがその他も含む。後述の石錘II類に較べ石材の大

きさ ・重量の分布が散漫で、磨痕を形成するものも多い等、必ずしも名称と機能が一致しないものを

多く含む。特に長軸の左右が非対称となるもの（3-回280-5、図290-6)は、袂入のある打製石器の未製

品である可能性が高い。また分類上本類に含めた3ー図293-5ではグループ①のデンプンを検出している。

石錘II類 188点出土した。分銅形となる石器で、全出土数量のうちの半数以上が石棺砥A群（縄文II寺

代中期末顛から後期前菓）周囲で出土する。一方で石棺墓B• C群では分布の集中はなく、捨て場（縄

文時代前期末業から中期後菓）でもほとんど出土しない。加えて湯ノ沢川対岸の砂子瀬追跡の、縄文

時代後期前菜期の包含尼（特に沢）で多数出土する状況は、石棺臨A群での石錘Il類の集中分布が、墓
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域との結びつきではなく、時期的な出土傾向を表したものと言える。石材形状の多くはC2、次いで

Clが選択される。大きさも規格性が極めて強く 、長軸は5.l ~ 19. 5cmまで見られるが、 7.l ~ 11. 0cm 

の幅に全体の8割以上が収まる。また重量も25~ 1383gまで認められるが、 51~ 350gの幅に全体の9

割が収まる。上記の様相は本器種の分類が、特定機能と結びついていることを示している。

袂入部の多くは剥離のみによるが、剥離後の敲打のものが一定拡見られる。また31点に磨痕か凹痕

が形成され、磨痕9、凹痕23（磨痕と凹痕の共存l)である。

石皿 ・台石類 磨痕や敲打痕をもつ石器のうち、その痕跡が置いた状態で形成されたと判断しうるも

ので、縁や脚を作出するものを石1Ill、素材礫を加工することなく使用したものを台石とした。表8に

は台石と石皿の大きさ（長軸と重砧）を示した。

石皿 216点出土した。完形の汽料は少なく、破損品が多く 、破片資料も含む。大きさは40cm程度までの

ものが多いが、70cm近くの大型のものもあり、多くは捨て場で出土する（5-阿174-1~3、図175-2等）。形

状は素材例の形状を活かして縁を作出するもの、全体形状を整えるものとがあり、大型のものは前者が多

く、後者は中～小型に限定される。形状を整えたものでは、方形基調のほか円形基調（5-図176-2・3)がある。

縁部の造り出しでは、2ー図132-8は高く幅狭に造り出す特異な形状で、裏而の縁辺部も浅い隆帯状

に造り出す。また縁部の一部を開口させ注口状となった5ー図175-3も本辿跡では唯一の例である。5-

図146-1は円形基調の石皿で、片側に楕円形の突起が作出され、底面は平坦に造り出す。捨て場3ベル

ト3b恩出土で、同恩の年代観は円筒上恩前半期頃であるが、その他の石1Illの年代観とは符合しない。

最花式期以降の追構群に多数掘り込まれる出土地点付近の状況から、後世の混入ないしは認識できな

い迫構が存在していた可能性もある。

有脚の石1Illは破片も含め13点出土している。 3—図295-5は本追跡では唯一の三脚の石皿である。 脚の付

く裏面に弧状の隆帯をもつ事例は3点（3- 図274-1、 3—図295-7、 5ー医1176-3) 出士している。 いずれも破損

品ではあるが、前二者は台形、後者は楕円形基調である。3寸図295-7は隆帯が低く、5ー図176-3は隆帯幅

自体がほとんどなく稜線状となる。弧状の対向する隆帯をもつ事例は、岩木）II上流部の砂子瀬造跡（第543

集）の沢4第 l陪（後期前業の土器群が出土する屈）出土資料のほか、）1|原平(6)追跡第2号竪穴住居跡（中

期末菓から後期初頭）で出土例がある。2ー図139-1は全体形状のわかる数少ない有脚の石皿で、 SI10004（大

木10式併行）と捨て場出士賓料が50m離れて出士した。このほか小型の石1Illも数多く出土するが、 3ー図

176-7 ~ 9や5— 図149-I等、 容器状石製品との境界は不明瞭である。

台石 658点出土した。石材は長軸40cm程度、 重量は30kgまでのものが多いが、 60cmを超える大型のもの

もある。素材礫の形状は板状礫（3-図277-5、5ー図177-1)、扁平な礫(2寸図136-1、5ー図177-3)、厚みのあ

る礫（5-図145-5、図177-4)、角柱状（4-圏95-4)、三角柱状（3-図296-4)、円柱状（3-図271-7)、棒状(5-

図149-2)と極めて多様である。使用痕は磨痕が主体で、磨面の状況は平坦なものや磨り減るもの、線状

痕や擦痕を形成するもの等多様で、多くは平坦面を使用面とするが、曲面部を使用面とするものが少址

含まれる（3-屈271-7等）。このほか凹痕を形成するものが50点以上あり（4-図94-2、5ー囮296-1等）、両痕

跡が複合するもの（2-図128-5、3ー図296-1)もある。

砥石 38点出土した。磨痕をもつ石器のうち、運動方向のわかる一定幅の溝．状の磨面（＝溝状砥面）

や凹レンズ状となる磨面、極端な平坦面や明瞭な稜を形成する磨面を「砥面」とし、これをもつ一群を

砥石とした。よって磨痕C（線状痕）をもつ比較的小型の資料は磨石 I類に、また大型のものは台石
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等に分類されており、他迫跡の「砥石」と比較する際には数星が小さく出ている可能性が商い。石材は

流紋岩が多い。また凝灰岩でも質感的に流紋岩に近いものが選べられたものが多いことは、両者が区

別されていなかったか、どちらでも充分機能していたことを示す。

5ー図178-1 ~ 1 79-2は溝状砥面をもつ砥石である。なかでも図178-1は本辿跡でもっとも顕著に砥
面が発達した賓料で、同一3の砥石と同一のグリッド・同位で出土している。供伴迫物は無いが、大

木10式併行期以降の竪穴住居跡を検出する以前の土層（おそらくは竪穴堆和土の上層に相当する層）

出土とする庖位的な状況から、時期は大木10式併行期以降と見られる。このほか溝状砥面をもつ砥石

のうち、時期の追える質料としては、最花式期（⑥Sll・2ー図124-1)、大木10式併行～蛍沢式期(SN5501・

3ー図267-5)、牛ヶ沢式期(56号配石 ．4-図92-3、石棺墓A群検出面付近 ．3-図297-2)等がある。

凹レンズ状の砥面をもつものは2ー図138-4、2ー図126-6、3ー図297-5等がある。いずれも使用面は

極端に磨り減り、前二者は両面が使用された結果、断面形状は分銅のようになっている。肘位的な出

土状況から、大木10式併行期(SI109・ 2寸図126-6)、牛ヶ沢～蛍沢式期(S15504・ 2ー図138-4)があり、

溝状砥面の発達する砥石の推定時期とおおむね同様の傾向を示す。その他の砥石として礫側面に直角

に近い稜と極端な平坦面のある砥石（5-図179-4、図180-2)がある。

磨製石斧 研磨により整形し、端部側に刃部を作出する石器で303点出土した。石材は緑色岩が圧倒的

に多く、次いで閃緑岩（花糊岩 ・花樹閃緑岩含む）、緑色凝灰岩、青色片岩、片麻岩等が見られる。また

遠隔地石材として蛇紋岩製の定角式磨製石斧(5寸図180-5)もしている。

緑色岩の賢料では、擦り切り痕跡を残すものが多数見られる。閃緑岩（花聞岩 ・花蘭閃緑岩含む）製

は30点出土した。断面形状が楕円形で稜線を作り出さないことに特徴がある。打製石器に分類したが、

関連査料に SI1065（大木10式併行期）出土の2—図127-6があり未製品の可能性がある。 なお同様の打製石

器をその他の石材でも数例確認し、いずれも掲載しているが磨製石斧の石材とみられるものは無かった。

残存デンプン粒分析 敲磨器類39点、打製石器類38点、石錘l点。石.llll.台石類45点の計123点の残存

デンプン粒分析を実施し、敲磨器類14点、 打製石器類15点、石皿 ・台石類9点より71粒のデンプンを

検出し、使用痕ごとの異なるデンプンの抽出傾向から、下記の機能が推定された。

磨石II類ではグJレープ①に多い微細な種子の他、グループ⑤のユリ科やグループ⑨のクズなどの根

茎類が対象となっており、微細な種子の粉砕のほか、根茎類のデンプン抽出に用いられたとみられる。

また石.llllに同様のデンプンが観察されるものが多いこと、敲磨器と同じ大きさの摩耗痕が観察される

点から、下石に用いられたとみられる。凹痕のある敲磨器にはグループ⑧のオニグルミが含まれてお

り、この殻割りに用いられたと判断される。凹凸の弱い摩耗痕（本杏分類の磨痕 D)はグループ①の

ほか奈良類を含むグループ③や、イネ科に多いグループ⑦が認められ、敲打による殻剥き作業が推定

される。また打製石器C4類（5-図168-1)からはクズに多いデンプンが検出された。

赤色顔料付着資料 本迫跡出土石器で、赤色顔料が付着したものは2点である。2ー図124-1は⑥S11（最

花式期）凝灰岩の砥石で、幅の狭い溝状砥面が密集した表裏両面の全面に赤色顔料が顕著に付沼する。

また5ー図159-3は捨て場出土の磨凹石で、表面の一部に赤色顔料が付珀する。残存デンプン粒分析で

はグループ⑦ ・②を検出しており、転用されている可能性がある。出土位爵 ・層位から縄文時代中期

後紫以降と見られる。赤色顔料の塗布の対象として、本遺跡では最花式以降の縄文土器や縄文時代中

期後莱以降の土製品があり、推定される石器の時期とおおむね一致している。
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表1 礫石器地点別数量
敲磨器類 打製石器類 石錘

台石 石皿 砥石 開分● 出士地点 磨 1磨 ＂ 凹敲 l敲n 磨凹磨敲凹敲磨1!!1戴 A類 B類 c類 D類その他 1類 II類
2竪穴住居跡 280 33 676 35 IO 319 24 47 32 IO 40 7 8 7 ， 5 119 35 6 41 
3第3分冊関連遺構 128 9 267 22 2 Ii I 3 18 21 5 6 3 I 5 7 18 46 12 2 11 

4石棺瑳 ・配石遺構 18 I 56 4 I 56 5 

゜
4 

゜゚ ゜゚
I I 13 26 8 I I 

5捨て場 893 144 4254 215 37 1075 65 155 106 159 231 41 76 46 79 14 306 81 18 155 

3遺構外 325 67 1044 57 26 591 58 110 102 20 67 10 15 27 38 138 161 80 II 95 

1644 254 6297 333 76 2212 155 330 265 194 344 61 100 86 134 188 658 216 38 303 13888 

表3 敲磨器類の器種別の石材形状

形状 磨 l 凹 敲 I

A 球 41 30 23 

Bl 円・厚 191 286 35 

82 長円 ・厄 360 5l9 43 

Cl 円・薄 95 344 10 

C2 長円 ・薄 136 779 23 

゜
棒 42 l l 2 13 

磨凹 磨敲

21 5 

273 13 

436 34 

178 11 

340 12 

77 14 

凹敲 磨凹敲

I 3 

26 36 

58 49 

16 13 

79 63 

16 26 I I I 

124 

860 

l499 

667 

1432 

300 

865 2070 147 1325 89 196 190 4882 

表4 凹石の石材形状と使用痕
1•u~11fii IIIJ版 2!ti 

Al A2 Ill I辺 Cl C2 
Al J¥2 Ill ll2 Cl C2 

Al A2 Bl 82 Cl C2 A2 Bl 82 Cl C2 Bl B2 Cl C2 1!2 Cl C2 Cl C2 C2 
A 球 ,1 ・I I 4 2 I I 2 I 2 I I 

3面
以上

3 

UI 円・n. 1 4 3(; 5 6 6 8 3 20 I I 2 2 6:! 2 n, I 22 2 I n f :14 18 

屈
132 長l'I 1'1. 27 ,15 27 28 18 I i 12 6 2 7 3 ,19 6 8 6 28 10 3 7 、1 ,, 3 16 9 15 103 37 

Cl l'l ・薄 26 34 6 9 I M 16 18 I 5 7 I 94 2 9 4 17 2 4 I ［ 6 2 6 42 5 
C2 長1-'1.iば 2<1 32 21 16 32 23 12 18 5 5 10 5 45 8 9 8 25 7 7 30 15 17 6 32 ,19 30 233 6 
D 棒 2 3 9 2 5 I 2 I 2 2 I I 、1 I 2 2 2 3 6 1 19 10 

27 

261 
191 

333 
733 
81 

97 154 71 62 62 46 42 70 lo 15 27 11 254 20 33 21 95 23 1:.1 43 21 24 10 58 72 59 432 79 1929 

表5 敲石 I類の石材形状と使用痕
使用痕

Al 
Al A2 Bl 82 

Bl 82 

A 球 3 3 

Bl 円 ・厚 II ， 6 1 2 
閤
B2 長円 ・厄 14 17 4 2 

Cl 円 ・薄 4 3 1 

C2 長円 ・薄 5 '1 7 2 2 

D 棒 6 3 I I 

43 39 18 4 7 

表7 石錘の大きさ
長軸(cm)

石錘I

石錘n
～丁 ~9.: 

A2 

Bl B2 

多面

体

13 

I 

19 

30 

37 

I 

I 

8 

21 

12 

I I 14 127 

表 6 打製石器類の分類と数豆
加工痕

I枯辺全面 2栓辺部分 3快入＋呵ク）

A 磨痕ない
剥離のみ

40 26 3 

使 B 剥雑伴う 48 24 23 

悶
磨痕D

C 剥雌ない
聞痕のみ

2 3 5 

D 無し 35 24 19 

9快入のみ

14 

75 

30 

(114) 

5慧加 L

26 

81 

(242) 

自然罪

109 

251 

40 

78 

125 77 50 119 107 478 

※ 確実1こhu蝸でさたものの数偵である。参Xとして¢製（原石II箪） ．01?/I（石鰈I類）
しよぶしたが総量にIt加えてない

面
石錘n

~50H+>:I ~4却：I～95[I~6↑:I~75:：I ~8↑:I ~950:I ~10]I ~1 15]I ~125:I ~135:I 1351~ ； ,JI-110 
187 

表8 台石・石皿の大きさ

長軸(cm) ~20 ~30 ~40 ~50 ~60 61~ 計

台石 41 96 40 12 10 2 201 

石皿 ， 11 23 lO 11 4 68 

重最（kg) ~5 ~10 ~20 ~30 ~40 ~50 51~ 計

台石 133 36 15 13 2 l 1 201 

石・111l 24 10 17 ， 6 I I 68 
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表2 器種別使用石材

点分 小区分 石材
敲磨器類

閥 (i鍾II 台石 石皿 砥石 磨斧 総計磨 凹敲石I敲石D磨凹磨敲凹敲即凹廠

流紋岩 L3 10 3 21 5 1 2 ， l2 6 4 86 

デイサイト 63 38 3 47 7 8 3 12 22 4 l 8 216 

火山岩 安山岩 173 152 21 166 14 22 25 59 27 84 14 6 763 

半深成岩 相馬安山岩 2 167 76 245 

凝灰質安山岩 I l 

益岩
玄武岩 7 12 2 6 1 l 4 I 34 

斑岩 8 2 I 3 1 I 4 20 

半深成岩 ひん岩 15 3 I 3 I I 24 

粗粒玄武岩 69 90 l9 87 3 12 5 29 ， 3 8 334 

花岡岩 7 2 2 3 2 16 

深成岩
花刷閃緑岩 12 I I 4 I l 5 19 II 55 

収I緑岩 4 1 2 3 2 l 7 29 

蛇紋岩 I I 

泥岩 7 I l 3 3 10 4 29 

頁岩 I I 2 

粘板岩 I 22 23 

岩屑岩 シルト岩 l l 2 

砂岩 5 ， 3 1 16 4 7 45 

堆
凝灰質砂岩 5 5 10 I 1 3 II 2 1 39 

誓 礫岩 2 2 l 5 

凝灰岩 170 426 35 269 12 44 35 124 77 127 129 19 14 1481 

緑色凝灰岩 205 563 47 430 23 71 67 319 61 213 42 5 30 2076 

堆火砕租岩性 溶結凝灰岩 2 3 5 

砂質凝灰岩 3 4 17 5 l 2 32 

角礫凝灰岩 l l 

珪質堆積岩 珪質頁岩 3 76 l l l 82 

千枚岩 I l 

片岩 1 l l 3 

変広成域岩 古色片岩 23 23 

喜 黒色片岩 l l 

岩 角閃岩 5 5 

片麻岩 12 12 

変接成触岩 ホルンフェルス 1 5 6 

緑色岩 103 103 

めのう 1 l 
鉱

鉄石英 l l 
物

珪化木 2 2 

計 767 1322 139 76 1074 67 161 145 774 180 585 191 32 291 5804 

総点数 1644 6297 333 76 22 ] 2 155 330 265 785 l88 658 216 38 303 13884 

石質鑑定率（％） 47 21 42 100 49 43 49 55 99 96 89 88 84 96 42 

※石質鑑定は、行森県埋蔵文化財調査センターの「石材揉本（杉野森2014、柴 ・諸星2015)」を参照しながら行った、
肉眼銭察によるものである

※石質不明な賓料、 またはひとつの石質に特定できない汽料については本表から除外した。

杉野森滓子 2014「行森県埋蔵文化財調査センターにおける石材標本作製」 『研究紀要』第19号
宵森県埋蔵文化財調査センター

柴 正敏 ・諸星哲也 2015「胄森県埋蔵文化財調査センターにおける石材標本作製の慈義」『研究紀要』第20号
冑森県埋蔵文化財調査センター
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第4項 士製品・石製品

本迎跡からは、多数の土製品。石製品が出土した。本項では今回の報告分について各種類の特徴や変

遷等についてまとめる。なお、土製品と石製品は素材の違いはあるが、形状などに共通点が多く見られ

るため、形状や文様などにより共通のものについては素材にかかわらずまとめて図版を作成したもの

もある。図版に記した各迫物の帰属時期については、迫構内で土器との供伴関係が明確なものの他、迎

構外や捨て場における土器の分布状況と出土層位を参考に、和極的に帰屈時期を推定している。

土製品① 土偶

全体の概観：199点が出士した。本報告ではA~Jの7類に分類した。A類15点、B類23点、C類l点、D類13点、

E類40点、F類22点、G類12点、H類の41点、I類17点、J類1点で、E類の出土秘が多い。以下に分類ごとの特徴

等を記述する。なお、図中の●は追構外出土、＊は捨て場出土であることを表している。

A類：細沈線及び細剌突文が主文様の一群（図1)

全体形：3-305-10、5-187-1と5-186-5により全体形を判断すると、逆二等辺三角形状で腕部と頭部が

小さく突出する形状と推定される。下端部は丸みを帯びるものと、3-304-12のように四角張るものがあ

る。 体部表現：頭部は5-187-2のように突出し側面に鼓状の耳飾がついたり、3-312-7のように螺髪状

の貼り付けがみられるものがある。乳房と朦は低い突起で表現されている。3-305-10では口を浅い凹み

で表現している。 文様：乳房下半から脇にかけて弧状の圏線や、その下位から胴付近まで垂下する3本

一対の沈線や刺突列の他、腑から体部下端に向けた三角形状のモチーフ等が正面文様の特徴である。乳

房より上位の文様にはあまり共通性が見られない。背面側には主に脇から下側に矢状のモチーフが横

位多段にみられる。 胎土•製作：胎土中に繊維を含むものが多く 、 内部が黒色を呈するものが多い。

帰属時期： 捨て場等での出土状況より円箇下層d2式～上層a式に帰屈する可能性が邸い。また、3-304-

12、3-312-7などには背面に太正中線がみられることなどからやや新相である可能性が高い。
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図 1土偶A類

B類bl・E類d:2本束と渦巻き状の縄押捺が主文様の一群（図2)

全体形：5-188-1により全体形を判断すると、おおむね十字形であると推定される。 体部表現： 頭部
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の形状は不明である。腕部は丸みを帯びつつほぼ水平に突き出ている。下端部は丸みを帯び、5-188-1の

ように端部の前側がつま先状に突出するものがある。乳房と開は低い突起で表現されている。3-304-11

と5-184-2では口を浅い凹みで表現し、底面と体貫通孔がつながる。 文様： 乳房下半の弧状圏線はな

く、乳房下位から胴付近まで垂下する2本一対の縄押捺がみられる。胴から体部下端に向けた三角形状

のモチーフがみられる。椀部とJI齊下位を中心に渦巻状の縄押捺がみられる。背面側は5-188-1では中心

に太正中線がみられ、その両側に横位多段に縄押捺がみられる。E類dでは縄押捺が沈潜に置き換わって

いる。 胎土 •製作：胎土中に繊維を含むものもあるが絨はごく少ない。破断面にミルフィーユ状に薄く

粘士の接合痕が観察されるため、素材粘士を何度も薄く延ばし、低んで板状に斃形したものとおもわ

れる。 帰属時期：捨て場等での出土状況より円筒上陪a式～上罰c式に帰属する可能性が高い。また、

5-184-2、5-190-11、3-304-11等には口の凹みと連結した体貫通孔がみられるためやや新相である可能

性が高い。
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図2 B類 bl・E類 d

B類a・C類：3本束の縄押捺が主文様の一群（図3)

全体形：合計3点確認されたが、どれも大型品である。3-302-1、5-187-7はB類aに分類される。3-302-1

は下端に脚部が表現されている。5-189-1はC類に分類される。全体形は、頭部と腕部の突出がA類と比べ

顕著で、十字形に近づいている。 体部表現：頭部の状況を把握できるのは5-189-1である。頭部は突出

し頂部がごく弱く前傾しつつ凹んでいる。頂部から後頭部へ貫通孔が見られ、側頭部～後頭部には何か

の剥離痕がみられる。顔の表現は不明瞭で、口が円形の凹みとして表現されている。乳房と開は低い突

起で表現されている。B類aの2点では、 背面下部に臀部が円形で低い突起により表現されている。 文

様：乳房下半の弧状圏線はなく 、乳房下位から腑付近まで垂下する3本一対の縄押捺がみられる。謂から

体部下端にはいわゆるパンツ状のモチーフがみられる。背面側には中心部に太正中線がみられる。ま

た、主に脇から下側に横位多段の縄押捺とC類には半月状の刺突列もみられる。3-302-1には細い体貰通

孔が見られる。 胎土・製作：胎土中に繊維を含むものもあるが含有絋は少ない。破断面にミルフィーユ

状に苅＜粘土の接合痕が観察されるため、素材粘土を何度も蒋＜延ばし、昼んで板状に整形したものと

おもわれる。 帰属時期：捨て場等での出土状況より5-187-7と5-189-1がおおむね円筒上翔b~c式に、

3-302-1も円筒上居b~c式に帰属する可能性が邸い。
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図3

B類b2:2本束の縄押捺が疎にみられる一群（図4)

全体形及び体部表現：5-182-1のような十字形を呈するものが多いが、 頭部に関しては5-187-8のよ

うに突出が弱いものもあるため、 様々な種類が包含されている可能性がある。 腕部も明瞭に突出し、

5-182-1のように四角張るものや3-306-2のように丸みを帯びるものがある。3-306-1・2については、体

部と腕部の接着痕が明瞭に観察できる。3-303-11は脚が明瞭に作出されている。乳房や謄は円錐状に明

瞭に表現されている。 文様：2本束の縄押捺が疎に施文され、3-306-1背面に見られるような欅掛け状

の文様などの他、背面側への施文が少なくなる傾向が見られる。また、5-187-8には乳房下の垂下文様や

背面太正中線が見られる。多くの個体に体貰通孔がみられ、5-182-1では口の凹みとつながっている。ま

た、5-182-1や3-306-1には乳房付近に左右一対の貰通孔がみられる。体部下半の資料は3-303-11だけで

あるが、股間付近にはパンツ状文様がみられる。 胎土・製作：おおむね板状を意識して製作されている

が、3-306-1は写真のように体貰通孔の周囲に粘土の接合痕が円形にみられる。おそらく円柱状の粘土

を芯として、左右に棒状の粘土を貼り付けるような製作方法を採っていると考えられる。 帰属時期：

5-187-8は諸特徴や出土状況から円箇上層a~c式期に、5-182-1は円節上層c式期以降に、3-306-1は円筒

上恩d式以降に帰侃する可能性がある。
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図4 土偶 B類b2

B類C:1本の縄押捺が主文様の一群（図5)

全体形及び体部表現：頭部・腕部が突出する十字形を呈する。腕部先

端と体部下端は丸みを帯びる。顔面及び頭頂部は板状の粘士を十字形

の体部パーツに接着して整形している。乳房と謄は円錐状に表現され

ている。 文様：縄押捺で体部側縁を縁取り、背面及び正面の中心に縄

正中線がみられる。 開下部にはパンツ状文様がみられる。 胎土 • 製

作：腕部の剥落痕から、長方形板状の体部パーツに腕部を接培し、胸と

背側に粘土を引き延ばして整形していることがわかる。 帰属時期：

出土状況から円筒上層d・e式に帰属する可能性が高い。

誓 上層d・e式期

2-144-9 

図5 土偶B類c

D類a~c：多裁竹管状工具による刺突列が主文様の一群（図6)

全体形及び体部表現：十字形を基本とする。頭頂部は前傾しつつ凹むもの(5-184-1)、横位溝状に凹む

もの(2-141-18)などがある。5-184-1の頭頂部には赤いガラス状物質が付着している（図6写真参照）。目

は刺突列で、口は凹みで表現されるが、体貰通孔とつながるものと凹み単独のものがある。乳房と胴は
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水上(2)遺跡m

円錐もしくは円錘台状に表現されている。これらの例外として3-315-13がある。貰通孔が2カ所にみら

れ、中央部に口状の凹みが見られるため、土偶の可能性がある。 文様：剌突列によりモチーフが描かれ

る。剌突の形状やモチーフは円節上層c式にみられるものと類似している。5-182-2は乳房から垂下する

剌突列と胴下部の放射状文様がみられる。3-312-15と5-192-5は脚部であるが、出土状況等から本類かE

類のものの可能性がある。 胎土・製作：胎土に繊維を含むものはない。板状を意識し製作されている。

帰属時期：体部文様や出土状況から円節上層c~d式期に帰屈するものが多い。
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E類a：沈線文が主文様の一群で、カニ手状文がみられるもの（図7)

全体形及び体部表現：十字形を基本とする。頭部は筒状もしくは角状に突出し、3-306-5では頭1頁部が

Jll1状に凹み、内面に同心円文が見られる。顔面は、5-190-6では三角形状の貼付に目 ・ロその他の表現が

見られる。腕部はほぽ水平に突出し、先端部が細く丸＜ 、脇から胴にかけて貫通孔がみられる。乳房は
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3-306-5では円錐状に表現されている。』齊は3-307-1では低く表現されている。体部断面は丸みを帯びて

いる。 文様： 細めの沈線文を主文様に用い、カニ手状文が特徴的である。3-307-1の胴下部にはカニの

ような文様がみられ、体部下端に2カ所の孔がみられる。断面図では浅く刺さっているように図示した

が、X線写真では底面から垂直に胴近辺まで到達している様子がみられる（図7写真）。この2つの孔は陰

部と肛門を表現している可能性がある。 胎土・製作：図7写真では体部に縦割れがみられるため、板状

にたたんだ粘土ではなく 、 棒状の粘土を複数合体させて体部を整形している可能性がある。 帰属時

期：出土状況等から上附e式～榎林式に帰属する可能性が高い。

い冒
□
92 

• , ！ 

二*Cロ-ノ*
C「一 、rbocrr臼ぐ1ら- C』17!̂； l *’ 5-190-3 ◇ か190-1

}口~ □Q尺三0-ロ
図7 土偶E類a

E類b・F類a：沈線文が主文様の一群で、剣菱付渦巻き文がみられるもの（図8)

全体形及び体部表現：十字形を基本とし、腕部や頭部の形状はE類aと近似する。ただし、頭頂部の皿状

凹みは明瞭なものが多い。三角形の粘土板を貼り付けて整形される顔面の表現で特徴的なのは、目とロ

を棒状工具でやや深めに刺す手法である。この手法は、土器の突起内面にもみられる(3-201-10、榎林

式）。3-309-1等のようにアスファルト状の物質で充填している例も複数見られる。また、顔の傾きにつ

いて、捨て場出土の5-191-2等は顔をやや上に向ける傾向がある。乳房や）j齊は低い円錘台状に表現され

る。体部下端の形状には2種類見られ、3-308-1のように丸みを帯びるものや、5-190-8のように裾広がり

になるものがある。 文様：沈線による剣菱付の渦巻き文が特徴である。地文縄文の有無でE・F類を分類

している。沈線はE類aと同様2本一対で細めなものとやや太いものがみられる。細めのものは3-308-1や

3-309-1や5-190-8などのように、曲線文様が主体の個体にみられ、やや太めのものは5-190-1や3-307-3

などのように、沈線が疎なものにみられるようである。その他、沢lや追構外で出土しているもので、背

面に十字形のモチーフがみられるものもある。胴下部には方形の区画内を横位沈線等で充填した文様

がみられる。 胎土・製作：図8写真は3-307-5と3-309-1の破断面である。粘土の接合痕が1｛字状にみられ

る。板状粘士を2枚重ねた後、左右に棒状の粘士を貼り付けた跡と考えられる。 帰属時期：体部文様や

出土状況からおおむね榎林式期に帰属すると思われる。曲線文様主体のものとそうでないものでは若

干の時期差が想定されるが、新古については現状では明らかではなく今後の課題である。
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図8 土偶 E類b・F類a

E類c・F類b：沈線文が主文様の一群で、枝分かれ状文様がみられるもの（図9)

全体形及び体部表現： 頭部から上半身の破片が少ないが、おおむね十字形であると考えられる。体

部下端は丸みを帯びる形状と裾広がりの形状がみられる。 乳房と謄は円錘台状に整形されている。

5-192-6には体貰通孔がみられ、3-303-5では体部下面から垂直に孔が穿たれている。 文様：2本一対の

沈線による枝分かれ状文様が体部側縁に沿ってみられる。E類Cの背面には臀部上端を表現したと思わ

れる沈線がみられる。3-303-5の胴付近には赤色物質が塗布されている（写真）。 胎土•製作： E類b等と

同様の粘土接合痕がみられる。 帰属時期：体部文様や出土状況から円筒上層e式～榎林式に帰屈する

ものと思われる。
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E類c
SI効 71 SII067 t夏林式？，． ぷ’●,̂- -J：一、芦疇

sf82類b 榎林式？ m-括

。いi；巳ーニ） 3-303-5

図9 土偶 E類c・F類b

3-303-5 隣Ill囲の赤色物質

＊
 

_>l/
’

5-191-5 5-192-6 

E類d：沈線文が主文様の一群で、体貫通孔がみられるもの（図10)

特徴：体貰通孔がみられるものでE類などに分類できなかったものをまとめているため複数の時期や

種類を含んでいると思われる。全体形は不明であるが、2-143-1では三角形状の粘土を貼り付けた顔面

がみられる。2-143-22では3本一対の沈線の一部が枝分かれしている。2-144-10等では背面に沈線で啓

部上端と思われる表現がみられる。 胎土・製作：おおむねE類と近似する。 帰属時期：出土状況等から

おおむね円筒上屈e式期に帰属する可能性が高い。なお、図11にはE類とF類で細分類できなかったもの

をまとめた。5-190-12は乳房周辺と背面に赤色物質が塗布されている。一部炭化しかけているが、漆の

可能性がある。2-142-12は顔面の破片である。三角形状の粘土板で顔面を整形しており、目の剌突とそ

の周辺には黒色物質が充填されている。頭頂部はおそらく皿状に凹むとみられ、衷面には側頭部へ向け

た貫通孔がみられる。この個体の特異な点は、三角形状パーツの下に輸科み痕がみられることである。

頭部周辺を整形する際に芯の部分に粘土紐を巻き付けた後に顔面パーツを圧培しているようである。

中空土偶である可能性は低いが、あまり例のない接合痕跡である。
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5-192-4 図10 土偶 E類d

F類c・d：地文縄文に縄の押捺が主文様となるもの（図12)

全体形：十字形になると思われる。2-142-4の乳房と1開は円錘台状に整形されている。下端から体貫通
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E類 *.:._、
翻 5 , ＊ 

攣冨心〗
戸 tぶミ/へ

＊戸ー140-1 戸 5-190デ＿以さ?)]:1-L
ニC'tI：］委 --=―- 0 • 、一

八 SIII？ 最花式期？

• 類 か1921 c-.., 3306-4 2璽9〗- 2 142 12 裏面の綸積み痕

三□t□□□ Sり竺ごー）
図11 土偶 E・F類

F類c

こ っ

" ^ O・~\<［ ..:=J F類d
一-ヽ
3-308-5 ロ

2-142-4 

ロ＊、い：
 

ご:~- 5-192-3 

2-142-4破断面-図12 土偶 F類C・d
孔が胸部付近まで達している。 文様：乳房から謂付近までは地文縄文がみられ、その部分には縄押捺

がみられる。モチーフとしてはD類の剌突列に類似している。腕部と胴周辺は地文があまりみられず、枝

分かれ状の沈線がみられる。5-192-3はF類dに分類される。下端部分の破片で縄押捺によるパンツ状文

様がみられる。 胎土・製作：体部は板状に成形されている。 帰属時期：出土状況や文様から円箇上層c

~d式期に帰属する可能性が裔い。

H類a~d：刺突列を主文様とする一群（図13)

全体形及び体部表現： 体部と頭部が接合した例がないが、おおむねI類eの突出した顔面を持ち、両腕

が斜め上に突出する形状が基本である。下端部は丸みを帯びるもの(3-310-1等）と裾広がりのもの(3-

310-3・3-310-2等）がみられる。乳房と胴は円錘台状で低く整形されている。脇から肩へ買通孔がみられ

る。 文様： 多裁竹管状工具や細い棒状工具などによる刺突列による文様が描かれている。正面側の文

様梢成によりa~dに分類した。aは腕部から胸部を通過し下端へいたる剌突列が謄部分で合流するもの

である。3-310-3の背面にはE類eの3-308-10に類似した文様がみられる。bは正面に細い沈線による正中

線がみられるものである。正中線は乳房よりも上へ延びており、おそらく喉のあたりまで到達するもの

と考えられる。刺突列は2列一対でみられ、aと比べると簡索な感じがする。cは正面に太い沈線による正

中線がみられるものである正中線はb同様喉付近まで到達すると考えられ、）j齊の部分で途切れ、I牌下位
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から下端まで達するようである。これらも刺突列はaよりも簡素である。d類はa類に類似するが、首筋付

近からの刺突列が乳房まで曲線状に降りてくるものである。 胎土・製作：板状を意識して整形される。

首と体部との接合は、3-312-14にみられる様に首の根本部分をソケッ ト状に整形し、体部に差し込んで

いる可能性がある。 帰属時期：追構内での出土状況等から大木10式併行期から牛ヶ沢式期までの範囲

が想定される。本迫跡では大木10式古段階に並行する迎物・迫構は明確ではないため、大木10式併行中

段階～新段階と牛ヶ沢式に相当する時期に帰属する。4つに分類されたもののうち、b・cは正中線の太さ

以外の特徴が似ている等、時期細分できる可能性がある。

E類e：細く伸びたS字文様が連結するもの（図13)

全体形及び体部表現：破片のみであるため不明であるが、板状で腕部があまり突き出ず、突出する顔

面を持つと思われる。 2-145-1 • 3-299-1 5は出土状況から本類の頭部と考えられる。体部は他追跡の例を

みると逆三角形状になるものが多い。腕部には貫通孔が斜めにみられる。 文様：3-301-8に代表される

ように、S字沈線文が細長く伸び、次のS字と連結し、全体として格子状の文様が描かれていると思われ

る。 胎土•製作：板状を意識し製作されている。 帰属時期：迫栴内の出士状況等から蛍沢式期に帰属

する可能性が高い。

6類：体部文様が無文のもの（図14)

全体形及び体部表現と文様：2-141-20と2-143-6が上半の形状を窺える個体である。2-141-20はやや

腕が上方に突き出し、 体部中央には口状の凹み底面と体貫通孔が連結している。2-142-11も同様であ

る。2-14,3-6は小型・十字形の土偶で、上部に口と思われる刺突がみられる。 胎土・製作：板状ではある

が、破断面にはE類等と同様の痕跡がみられる。 帰属時期：出土状況等から2-141-20等は円筒上層d・e

式期に、2-143-6は榎林式期に帰属する可能性がある。

ex- ;〗\I□□9ロ一三全
こ 2-141-2゚ ・／ ¥i I 

ot□ □0C! ［/］！］,_［.--ヽ：］心。9? 330310c 
3-309-6 5-192-6 こ二〉

図14 土偶G類

J類：四脚を持つ特異なもの（図15)

個体の特徴については、第5分冊で述べたので、ここではその特徴から判断されるこの士偶の性格や

系譜について、簡単に述べることとする。第5分冊では、顔面などの特徴から円筒上阿d・e式～榎林式に

かけての所産であることと、腕部の断面形や肩パッ ト状の突起、膨らみを帯びる腹部などの諸特徴か

ら、中部裔地にみられるポーズ士偶との関連性を指摘した。その際、四脚と腰回りのスカート状板状
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パーツの説明はしていなかった。結論から言うと（多分に主観的ではあるが）、四脚と肩パットは二人の人

間？を表している可能性を指摘しておく。脚部は椅子ではなく、一人の人間にもう一人あるいは別の人格

が憑依している状態を示しているのではないだろうか。これは筆者のオリジナルな考えではなく、瀬口奨

司による一連の土偶の性格論に大部分を依拠しているものである（瀬口箕司2013)。瀬lコは中部高地の土

偶装飾付土器とポーズ土偶を題材に土偶の性格を論じているが、本例の眉パット状の突起は十字形の土

偶の手を表しているとしている（図15)。なお、腰回りのパーツについては表現されている人物がシャーマ

ンであった場合、その衣装の一部（腰蓑のようなものを想定）である可能性はあると思う。ただし、本迫跡

では、3-315-18や5-240-3の様に、四脚付の製品も出士している他、石1II1などの器物を表現したものだとい

う意見もあり（大島直行2016)。本土偶については、今後様々な方面から検討されることを望む。

:`) 5-192-7 
山梨県錆物師屋遺跡出土土偶

5-192-7のX線写真

図 15 土偶 J類と関連資料

石製品① 岩偶：板状の素材を研磨整形し、人状の形を作出したもの（図16)

岩偶は、出土状況からすべて縄文時代中期に帰屈すると考えられる。2-146-7はいわゆる肩パットを

持つ岩偶で、頭部と腕部が明瞭に突出している点が土偶A類(5-186-5)と類似している。2-152は全体を

剥離整形しており、頭部の突起が二叉状である。二叉状ではあるが、又部分の湾曲が土偶E・F類頭頂部の

皿状凹みの断面形に類似しているため、これは皿状の凹みを表したものと捉えておきたい。腕部の突き

出しも先端が尖り気味であることから、 士偶を模したものと考えられる。3-323-3は三角形状の形状で

あり、本来石製品②三角形岩版に分類されるべきであるが、刻線の状況が特異であるため岩偶とした。

円筒上層a式期 1 円筒上層e式期

□□〗「― づ 2-146-7

iヽ ― ----1_＿＿ロ＿ 2-152-1

1時期不明 （円筒上層期？）

：凰占，＂］
1 こ 3-323-4

L --- - - - -
I • 大木10式～

□□ 榎林式期～ ． 

こニニニ〗 3-323-1 こ
5-202-2 

5-202-1 

図 16 岩偶
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特に正面及び背面の上位にみられる縦位の刻線はE・F類の腕部の沈線を模している可能性がある。ま

た、背面下端の刻線は臀部の表現の可能性がある。3-323-1は一見円筒下府式期の肩パット岩偶にみえ

るが、出士状況や頭部突出が弱いことと、全体が三角形で左右側縁に細い刻線がみられることなどか

ら、中期後葉（榎林式期）に帰属するものとした。左右側縁の刻線は三角形岩版などに同様のものがみら

れ、榎林式以降に帰属する可能性がある。その他、3-323-4は下端部の締め込み状の刻線等が中期前～中

菓期の士偶(B類）のパンツ状文様に類似しているため円箇上層式期の可能性がある。3-323-2は腕部に

見えるが三角形岩版の一部である可能性もある。

土製品⑤その他の土製品A類三角形土製品：粘土を逆三角形状に整形したもの（図17)

5-200-1は刺突文と縄文がみられる。 全体形は不明であるが、 中央部に孔がある可能性がある。

5-200-2より右は逆三角形状で背面側に湾曲するものである。3-315-14の上部には突起がみられる。

2-144-3は正面に隆線により目や口のようなモチーフが描かれている。3-315-12は同様のモチーフが沈

線と刺突で表現されている。これらは省略形または三角形士偶の類似品の可能性がある。出士状況から

左側3点は円筒上層c式期以降に、2-144-3は大木10式期以降に帰属する可能性がある。

三角形土製品 l l 
時期不明

円筒上層C式期～ 1 大木10式期～ 1 • ···- ~ 

喜和：~ラ ＊＇門00-:9〗1: ！疇゜［口 ！ ． :]←17
l 二］ 2-144-31] Q3-315-12 

三角形岩版 榎林式～

盲信□／［ロニ〗□誓ー[09鰐
---＾▽工］ W《汽

1v ゞソ ＼ノ
5-202-7 

←97-2 c-==:., 
L 

3-318-8 

図17 三角形土製品・岩版

石製品② 三角形岩版：板状の素材を研磨整形し、逆三角形状の形を作出したもの（図t7) 

出土状況等から図のような時期を想定した。2-148-11は円筒上庖d・e式期に帰属する可能性がある。

三角形というより隅丸の逆台形状で、正面側に刻線がみられる。この刻線は三角形土製品の2-144-3の

モチーフに類似しており、顔面表現のように見える。榎林式以降のものは逆三角形状のものが多い。刻

線があるものとないものがあり、2-148-11に類似する文様と、3-318-8のような左右側縁に沿う刻線が

みられるものがある。5-202-8だけは背面が湾曲し、刺突列によるモチーフがみられる。大木10式以降の
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ものには5-202-7・4-97-2がある。5-202-7は正面に盲孔と刻線による文様がみられ、中央部には飾り矢

状のモチーフがみられる。

土製品④土器片加工品A類a~c：前期末～中期前葉期の土器片を円形に整形したもの（図18)

212点出土し、aが60点、bが34点、cが116点であった。貫通孔をもつものの割合が約半数となる。円筒下

層d式～上層c式に至る時期の土器破片を利用しているが、口縁部付近を利用する例はあまり多くない。

形状は円形を基本とするが、 I~男丸方形や五角形状などもある。製作については目的的に土器から破片を

切り出しているかどうか不明であるが、土器片加工品C類の破片を利用しているものはある。孔の有無

や盲孔の存在理由については製作工程上の理由も考えられるが、初めから貰通させる意思がなかった

場合も含め今後検討の必要がある。

土製品④土器片加工品A類d~f・B類：中期中葉期以降の土器片を円形等に整形したもの（図19)

344点出土し、A類が210点、B類が134点である。A類dは78点で円形以外の割合が森いことがわかる。円

筒上岡d式～蛍沢式期頃にいたる長い期間製作されている。円形・三角形、王角形、六角形、半円状などが

みられ、三角形は全期間でみられる。榎林式以降は特に数が増える可能性があり、先に述べた三角形岩

版と連動しているようである。製作され始めるのは円節上層d式期と考えられるが、その時期の土偶顔

面が三角形状の粘士板を貼付して成形されていることもあり、 三角形状もしくは半円状のものは士偶

顔面を意識している可能性がある。

土器片加工品C類：土器から切り取った大破片を短冊状等に整形したもの（図20)

円筒下屈d式～上屈b式にいたる期間に製作された。主に捨て場から103点が出土した。目的は短冊状

または石斧状の土製品作成で、①土器からの切り取り→②切り取った素材の分割→③側縁の研磨整形

を経て完成というプロセスのすべてが確認された。 ②で得た破片はA類の素材としても利用されてい

る。完成品の形状と製作技術は時期により少しずつ変化しており、円筒下層d式には細長い短冊状が多

く、口縁部が上端部として利用されている例が多数ある。下端部は鋒状でやや反り気味のものもあり、

この時期に存在する扁平素材の石刀がイメージである可能性を指摘しておく。土器からの分割は擦切

技術が用いられることが多い。円筒下恩d2式～上恩a式期には口縁端部が利用されなくなり、完成品形

状は膨らみを帯びるようになり、石斧刃を初彿とさせる。土器からの分割技術は擦切も用いられるが、

敲打による割り取りの可能性がある。円筒上層a~b式期には横幅が広くなる。理由として口縁部端部の

利用を復活し、且つ、波頂部の突起を狙って土器片を割り取っていることがあげられる。この時期のイ

メージはあまり明確ではない。また、数最も激減している。円節上層b式期と確実にいえる個体は実はな

いが、円筒上恩c式期の士器で関連する興味深い事例があった。5-48-5は底部を欠く深鉢形土器であり、

4単位の波状口縁をもつ。大きく4つの破片に縦割りしたものが置かれたような状況で出土している(7-

写真図版350)。この土器の波頂部直下には2つの貰通孔がみられ、さながら人の顔のようにも見える。波

頂部中心にほぼ等間隔で縦方向に割り取られた破片は円箇上庖a式期の5-185-llに状況が類似してい

るため、上層a式期以降も違った形でこのような行為が存在した可能性がある。
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①土器からの切り取り
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石製品③ 円盤状石製品（図21)：板状の素材を剥離や研磨整形で円形に整形したもの（図21)

円節下恩d式期～大木10式併行期頃のものが合計42点出土した。最花式期まではおおむね全面研磨さ

れ、やや原めなものが多いが、大木10式併行期以降周縁を打ち欠いただけのものが目立つようになる。

石製品④ 石棒・石刀類B類 •C類：いわゆる端部彫刻形石棒と有頭石棒（図22)

石棒B類は破片も含め87点出土した。 そのうちB類aが32点、B類bが22点、B類cが5点、B類dが10点であ

る。被熱しひび入りまたは破断した状態で出土したものが多く、完形品で出土したものは僅かである。

図22にはその変遷圏を示した。B類の本遺跡での初見はB類aの円箇上層b式期である。太めのエンタシス

柱状で榎林式期には細長い柱状に変化し、最花式期までは製作されていた可能性がある。B類bは届）時期

にみられる可能性があるが、端部の凹み状況が榎林式期のものと酷似するため、変造図には出土事実と

して掲載するが、実際はこの時期に帰屈しない可能性がある。円箇上層d式期にはB類aに加え、bとcが製

作されるようになる。太めのエンタシス柱状で、端部の凹み内面を石1111状に平坦に加工するのが特徴的

である。B類cは板林式期にはみられなくなり、B類bが細長く変形し、端部の凹みが椀状になる。最花式期

にはB類bも作られなくなるようである。B類dとした片方の端部がすぼまるものは榎林式期あたりから

最花式期まで製作された可能性がある。C類の有頭石棒は10点出土した。円箇上荊b・c式期には既に存在

し、榎林式期まで少ないながら製作されている。最花式期は様相が不明で、大木10式併行期には角柱状

の自然礫の先端部分のみ敲打でくぴれさせ頭部を作出したものがみられる。このように円筒上恩b式～

榎林式期までは端部彫刻形石棒の範略で捉えられるものが製作され、最花式期以降あまり製作されな

くなる状況が確認された。有頭石棒についても、榎林式期までは太めで断面円形のものが製作され最花

式期に存在が不明瞭になるようである。

石製品④ 石棒・石刀類D類：石刀とみられるもの（図23)

D類は58点出土した。完形で出土したものは僅かで、多くが被熱しひび入りもしくは破断状態で出土

した。全体形状が判明したものはD類bとdで合計5点のみである。柄頭を作出するものは有頭石棒との分

別が難しく、今回の報告では違いを明示できなかった。本辿跡で特徴的な石刀は3-356-1のような刃部

が強く突出するものである。円筒上屈b式～e式頃まで製作された。柄頭が作出されないことや、太く長

いことから通常の石刀とは異なり、石棒の一類型の可能性もある。柄頭が作出されるものは円箇上恩b

式頃からみられ、その頃のものはバットのグリッドエンド状に作出され端面が傾斜する。榎林式期には

端面に凹みがみられるものがあり、石棒B類b端面の状況と類似している。その他、扁平素材のものは各

時期を通じ製作されているが、特に円箇上陀d・e式～榎林式期には刃部の片面に盲孔と刻線による線刻

石冠に類似した文様が描かれるものが出土している。このうち5-209-1・2は硲側の端面に溝線がみられ

るのが特徴的である。刃部側側縁が直線状であるのに対し、峯側の側縁は膨らみを帯びていることも見

逃せない特徴である。E類としたものは8点出土した。青竜刀形石器に似ているものである。本迫跡から

は確実に青竜刀形石器と認定できるものは出土していないが、路側が膨らむ・内反りの刃部などの特徴

がみられるものが大木10式併行期頃に少批みられる。
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石製品⑤ 石冠類A~E類：石斧刃上の頭頂部をもつもの（図24・25)

全体形：合計89点出土し、A類が8点、B類が9点、C類が61点(a28点、b24点、c6点）、D類10点、E類l点であっ

た。A・B・E類は頭頂部側面観が前後対象形で、その他は傾斜しており、頂部が前側に傾斜するものが本迫

跡の石冠の特徴であることがわかる。図25には変遷図を示した。円筒上恩b式期にはC類がみられ、榎林

式期までは確実に製作されているようである。初期段階から刻線もしくは隆線等の文様がみられるが、

これらの発生について解明できる資料は本追跡内で得ることはできなかった。榎林式期にはD類がみら

れるようになり、最花式期までは残るようである。D類の系譜は不明であるが、5-211-2のような底面近

くに刻線を伴う隆線がみられるものを想定しておきたい。榎林式期にはA類が、最花式期にはB類がみら

れるようになるがC類は榎林式期でほぼ製作が終わる可能性がある。大木10式併行期にはE類が1点のみ

出土している。これらA・B・E類についてはC・D類と系譜が異なり、他地域からの影評で成立した可能性を

指摘しておく。なお、図24には線刻のみられる石冠を集成した。

石製品⑤ 石冠の類品（図26)

全体形：F類合計で66点出土し、aが35点、bが31点であった。 本遺跡内では円筒上肪b式期～大木10式

期頃まで製作されていた可能性がある（大木10式併行期については3-317-3の出土状況が不明である。

従ってこの時期には製作していない可能性があるため確実には最花式期までとなる）。固26には変遷図

を示した。円筒上陪b式～から最花式期までF類al・2が双方存在する可能性がある。 円筒上胴b・c式期の

5-201-3は刻線こそないものの、正面縁辺の縁が明瞭であり、届j時期の石冠c類の隆線文様との類似性が
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見いだせそうである。続く円筒上屈d式～榎林式期にはF類alの側面に刻線が明瞭になる。側面に刻線が

多用されることも、同時期の石冠と連動している可能性がある。最花式期にはF類bがみられるようにな

る。これまでの二等辺三角形状の形状に、石鹸状あるいは楕円形状の形態が加わるが、それもおそらく

最花式期までで、大木］0式併行期には石冠の類品も製作されなくなるようである。
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ちなみに石冠G類は29点出士したが、これについてはおそらく利器（磨り石として使用）であり、石製

品に分類されるべきではない。製作された時期については円箇上肪b~e式期が多い。

このように、石冠と石冠の類品はほぼ同時期に出現し、同時期に衰退を迎える可能性があることを本

追跡の賓料から推定した。2者の大きな違いは、形状と大きさである。類品の方が一回り大きく作られて

いることは明らかである。共通点は同様の文様施文手法により変化していく点である。さらに、石冠の

底面が平坦もしくは凸状に湾曲するのに対し、類品の正面側は凹み状に内湾するものが多い点も注目

すべきであろう。あたかも、石冠がスリ石、類品が石皿をイメージしている様である。それぞれの起源に

ついては定かではないが、スリ石と石皿が関係すると考えたい。これらの性格については、女性器をイ

メージした祭りの道具という考えがあるが（西脇対名夫2007、齊藤岳2009)、強い相関性を持ち変遷する

ことは、今後の注意すべき点である。
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図27 各時期のミニチュア土器
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土製品② ミニチュア土器（図27)

340点出土した。図27に変遷図を示した。各時期ともに深鉢形が主体となるが、それぞれに特徴的な

器形がみられるので列記していく。円節下層～上層b式期には楕円形の浅鉢形が特徴的である(5-192-

23等）。平底で長軸端部の口縁が低い波状口縁となる。円節上肪c~e式期には丸底・楕円形の浅鉢形(5-

193-1等）と柱状の底台を持つ器形が特徴的である(2-144-5等）。榎林式～最花式期には三脚付きの深鉢

形がみられる(5-193-4等）。大木10式併行期以降では閥台付の器形が特徴的である(3-313-13等）。

土製品③ 土製装飾品類（図28)

18点出土した。円箇下恩式～大木10式併行期にかけてのものがみられる。主に耳飾が主体である。石

製装飾品に比べ、種類・址ともに少ない。円筒上庖式期のものには、鼓状(3-304-7等）や笠状(3-313-20

等）に加えそれらが合体したような特異な形状(5-193-6等）がみられる。

円筒下層d2式期？

n,：上層C~e式期？＊ ．`） ＊` 沢2

亭c麟ヽ`飢言り189亨9
榎林式期～ 1 0 2-142-2 后合 ◎3-3石一`吋3-6 ：期不明

::□□＠〗戸 ＊oo 貸3：芦
3-314-19 5-195-8 3-303-1 

{ZS:) 5-193-8 

戸 り＼l（i SI〗©□〗
、合。•O-5 (IDた142-19

心□｝
工 5-193-7

゜2-140-10 

大木10式併行期～

}>\｝ら
Q 3-304-3 

弐
リ
。
2-140-23 

図28 土製装飾品類

石製品⑦～⑨ 石製装飾品類（図29)

187点出土した、⑦垂飾品が89点、⑧有孔石製品が57点、⑨環状石製品が41点である。各分類の代表例

とその時期について図29に示した。 長期間にわたり採用される形状や時期限定のもの等様々である。

5-219-5は決状耳飾りの模倣品である。本来三角形状の映状耳飾りは多くが破損もしくは分割され、破

断面近く に貰通孔をあけ垂飾として利用されることが多いが、これはその状態を模倣したものと考え

られる。似たような形状の素材を準備し、穿孔しており、裏面に盲孔がみられるのも、5-218-9のように

複数孔があるものを模した可能性がある。

土製品⑤その他の土製品（図30)

25点出土した。石棒や石皿等々の道具を模倣したものがみられる。5-200-3は四脚付きの皿状で、石皿

もしくは木器の模倣品と考えられる。
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石製品⑩•⑪その他の石製品 （図30)

142点出土した。土製品と同様模倣品が多い。容器状のものが円筒上恩から榎林式期にまとまってみ

られる。3-21-7は仮面状の石製品の可能性がある。

石製品⑩C類線刻礫（図31)

10点出土した。図31に刻線部分を集めた。直線の組み合わせで三角形等を描くものや、曲線も組み合

わせて何らかのモチーフが描かれるものもある。

遺物の長距離接合について（図32)

土器・礫石器・土偶・石棒の4種類で19点が長距離で接合した。長距離の定義は決めていないが、それぞ

れに意味合いが異なる可能性がある。特別注意すべき接合関係は抽出されなかったが、遣物の廃棄後、

掘削と土の運搬などにより原位置から移動したものが接合したものが大半であると考えている。強い

ていえば、追構外（今回の調査区中央から南寄り）にからむ土偶等が離れた場所で接合する傾向がある

かもしれない。

まとめ

本追跡の土製品・石製品を通覧してきた。土偶・石棒類・石冠類では時間的変遷の中で出土姑や特徴の

大きな変化がみられることがわかった。特に、最花式期における虻の減少や種類の変化は注目すべき点

である。その中で、土偶は表lに表したとおり最花式期の土偶が明らかではない。円筒下層d2式頃から連

綿と作られ続けてきたものが突如として作られなくなった可能性がある。最花式士器とその時期の追

構は存在するが、直前まで製作されていた土偶は確実なものが認識できなかった。固様の現象は端部彫

刻形石棒の消滅や石冠C・D類の減少とA・B類の出現などにもみられる。なお、追物の分布状況では、榎林

式期～最花式期までは追跡の南北に分布が集中し、大木10式併行期以降では遺構の分布状況と伺様に

土・石製品の分布も全域に散在するようになる。このように、現状で理解できる範囲では集落の動向に

合わせ、製作される追物の種類や内容にも大きな変化がみられるようである。今後、土器編年の見直し

等も含め本迫跡の最花式～大木10式併行期における変化の原因を探る必要があろう。

表 1 土偶・岩偶の変遷表
一一 .. - .. - 一 冑

土偶
岩偶

A Bbl Ba Bb2古体貫通孔 C Bb2新 Da Be Fc・d G 脇貫通孔 Ed Ea Ee Fb Eb Fa J Ha-d Ee 
円筒下廣d． 
円筒上屈a． ． ． ． ． 
円筒上屈b ． ． ． ． ． 。
円筒上層c ． ． ． ． ． 

゜円筒上層d ． ． ． ． ． ． ． 
゜円筒上層e

゜
． ． ． ． ． ． ． ． 

榎林式

゜
． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 

最花式 ？ ？ ？ 

大木IO式併行 ． ． ． 
牛ヶ沢式 ． ． 
蛍沢式 ． ． 
●;（(;（I：する 0:(i(I'するiiJ能性称い？：（i(I：する’'9能性はある
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4ー図98-1

ヌ元

3— 図 331 -17

4ー図99-1

図31 線刻集成図
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第 3節集落

本報告密に第514集 • 第528集の成果を加えた土器型式期ごとの追構配置図を示し、 集落変遷図（図

1 ~ 3) とする。これを用いて各土器型式期の集落の様相を中心に、以下にまとめておきたい。
土器型式期ごとの造栴配四図では、時期が不明なものに加え、複数の土器型式に跨がる時期が推定

されたもの等、一部着色していない迫構もある。そのため、文章との不一致が生じている可能性もあ

るが、変遷因は傾向性の抽出に重点を四いて作製したものとご理解いただき、お許しいただきたい。

なお、 文章中の迎構数は、 本報告密の成果に第514集 • 第528集で報告したものを合算したものであ

る。また、追構の土器型式期別の数量については、基本的に各土器型式期まで絞れたものについて記

載している。そのため、追構種別ごとの総数とは合わない。

［縄文II寺代早期～前期中顛］

集落形成以前で、造物の出土のみを確認した時期である。

・物見台式期

本追跡で出士した士器で最も古いものが、早期中葉の物見台式である。遺構外からの出士で、出士

品も少ない。

・早期末策～前期前築

早期末薬～前期前築とされる松原型石匙（秦1991)が出土するが、同時期とされる土器の出土はな

かった。

・円節下層 b.C式期

捨て場等から土器が出土するが、出土鈷は少ない。

［縄文時代前期後策～後期前築］

迫構が構築される時期である。迎構の構築は円筒下恩 d式期に始まり、以後、蛍沢式期まで土器型

式期の断絶は無く 、連綿と集落が営まれる。

・円筒下府d式期

迫構の構築が始まる。竪穴住居跡6軒、焼土迫構5基、土器埋設迫構96基、土坑7基、ピッ ト90基を

確認した。なお、円筒下府 d式をさらに dl式と d2式に細分してみると、竪穴住居跡以外の追構はdl

式に構築された可能性があるものを含むが、竪穴住居跡だけは d2式から枯築されるようになる。斜

面に捨て場の形成が始まる時期でもあり、捨て場を含む北側の斜面縁辺部と追跡中央の段丘平坦部に

迫枯が構築される。土器埋設迫構の多さが特筆され、特にその立地については捨て場との強い関連性

もうかがえる。 一方で、捨て場の土器出土量に対して追構の数の少なさが指摘できる。捨て場は、形

成の始めである本型式期から多くの追物が廃棄される。

・円節上層a式期

竪穴住居跡2軒、焼土追構1基、土器埋設追構8基、土坑l基、ヒ°ット18基を確認した。竪穴住居跡は

前型式期から減少する。基本的な分布も前型式期と変わらない。捨て場は、前型式期から引き続き、

多くの追物が廃棄される。
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・円筒上貯 b式期

竪穴住居跡2軒、焼土追構が1基、ヒ°ット10基を確認した。竪穴住居跡は前型式期から減少する。

基本的な分布も前型式期と変わらない。捨て場は、前型式期から引き続き、多くの追物が廃棄される。

・円筒上恩 c式期

竪穴住居跡18軒、焼土迫構が3基、土器埋設迎構8基、土坑9基、ヒ°ット91基を確認した。竪穴住居

跡は前型式期から増加する。基本的な分布は前型式期と変わらないが、その主体が北側の斜面縁辺部

から迫跡中央の段丘平坦部に移る移行期とも捉えられる。捨て場は、前型式期から引き続き、多くの

造物が廃棄される。

・円筒上附d式期

竪穴住居跡35軒、焼土追構が 1基、土器埋設追構9基、土坑 7基、ピット67基を確認した。竪穴住

居跡は前型式期から増加する。北側の斜面縁辺部にも追構は構築されるが、その主体は追跡中央の段

丘平坦部に移り、竪穴住居跡が帯状に並んで構築されるようになる。このように集中域が見出せる一

方で、竪穴住居跡の分布範囲は追跡中央からの南側へ広く拡大する。また、段丘平坦部では盛土追構

の形成が明確になる。捨て場は、その開始期から形成範囲に大きな変化が認められなかったものが、

ここに来て出土の集中する範囲が東西2ヶ所に離れて認められるようになる。追物の出土枇も、前型

式期までと比較すると減少する。

・円筒上恩 e式期

竪穴住居跡17軒、土器埋設追構3基、土坑4基、ヒ°ット29基を確認した。竪穴住居跡は前型式期か

ら減少する。基本的な分布は前型式期と変わらないが、竪穴住居跡の分布範囲はさらに南側へ拡大す

る。捨て場は、前型式期から引き続き、ヒ°ーク時からは減少した迫物の出土贔となる。

・榎林式期

竪穴住居跡35軒、掘立柱建物跡 1棟、焼土迫構 l基、土器埋設迫構 2基、土坑20基、ピット93基を

確認した。竪穴住居跡は前型式期から増加する。掘立柱建物跡が梢築されるようになる。それに合わ

せるようにピットの数も大きく増加した。分布は前型式期から大きく変わる。分布は北側の斜面縁辺

部と追跡中央の段丘平坦部のそれぞれに10mを超えるいわゆるロングハウスが構築され、その周囲に

は中 ・小形の竪穴住居跡が配佃される。このように追構が密集して構築される範囲もあるが、特に小

形の竪穴（主居跡は前型式期と同様に迫跡南側等のように散漫な分布状況を示す範囲もある。また、西

斜面縁辺部を意識した配爵がみられるようになる。盛土追構は、その範囲 ・出土量が最大となり、こ

れを囲むように竪穴住居跡が梱築されている。なお、盛土追糀はそのまま本型式期で形成を終える。

捨て場は、追物が多く出土する範囲が前時期同様、東西に離れて認められるが、直心が東側に移るよ

うにも捉えられる。本型式期からは、辿物の大批廃棄が認められなくなる。

• 最花式期

竪穴住居跡27軒、焼士追構3基、士器埋設追構6基、士坑27基、ヒ°ット528基を確認した。竪穴住

居跡は前型式期から減少する。ロングハウスはみられなくなる。ピッ トの数は前型式期からさらに大

きく増加した。このヒ°ットに検討を加え、掘立柱建物跡の存在を推定し、これが列状に 8棟並ぶ範囲

がある（図中の点線部分）。分布は前型式期から大きく変わる。その主体は北側の斜面縁辺部に移り、

竪穴住居跡が縁辺部に並ぶ。この南側に先に述べた推定した掘立柱建物跡が並ぶ範囲が隣接する。こ
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のように迎構が密集して構築される範囲もあるが、特に小形の竪穴住居跡は前型式期と飼様に迎跡南

側等のように散没な分布状況を示す範囲もある。捨て場は、前型式期で東西にあった追物が多く出土

する範囲が東側のみとなる。

・大木10式併行期

竪穴住居跡40軒、掘立柱建物跡2棟、焼土迎構が 7基、土器埋設迫構9基、土坑81基、ヒ°ット629基、

石棺磁14基、配石追構10基を確認した。竪穴住居跡は前型式期から増加し、ロングハウスが再び現れ

る。石棺墓はこれ以前に構築された可能性があるものもあるが、ここで数を大きく増やす。配石迫構

も同様である。ヒ°ットの数は前型式期からさらに増加した。このヒ°ットに検討を加え、掘立柱建物跡

の存在を推定し、これが集中する範囲がある。（図中の点線部分）。この範囲は、榎林式期でみられた

ものと同様の西斜面縁辺部を意識した配爵といえるかもしれない。分布は前型式期から大きく変わり、

辿跡内の広範囲に散漫に配悩される。これは円筒下恩 d式期からここまで、形態を変えながらも連綿

と繰り返し迫構が構築されてきた北側の斜面縁辺部と迫跡中央の段丘平坦部の分布域に追構が構築さ

れなくなるという点では大きな画期といえる。特に北側の斜面縁辺部では追構がほとんどみられなく

なる。この変化に合わせるように、捨て場も本型式期には、ほぼ利用されなくなる。

・牛ヶ沢式期

竪穴住居跡6軒、 土坑8基、ピット49基、石棺墓3基、配石追梢14基を確認した。竪穴住居跡を含

む追構数は配石追構を除き、前型式期から急減する。 ピットに検討を加え、掘立柱建物跡の存在を推

定し、これが集中する範囲がある。（図中の点線部分）。この範囲は蛍沢式期の可能性を含むもので、

石棺臨A群と B群に挟まれた範囲で3棟が東西方向に並んでいる。分布は前型式期の広範囲の散没な

配四から大きく変わり、わずかな追構を除き石棺蘊A群と B群の周囲に集まっている。

・蛍沢式期

竪穴住居跡2軒、土坑5基、ピット49基、石棺募1基、配石迫構3基を確認した。追構数は、前型式期

からさらに祓少する。基本的な分布も前型式期と変わらない。

本型式期で、継続的な造構の構築は終わる。

［縄文時代後期前額～弥生時代］

集落廃絶後の時期である。追物の出土のみを確認した土器型式期がほとんどで、迎構は十腰内式期

とされるヒ ッ゚ト1基のみである。これは、当該土器型式期の追物出土量の少なさもあり、継続的な利

用に伴うものとは考えがたい。

・十腰内 I式期～後期末棄

迫構外等から土器が出土するが、出土枯は少ない。

・弥生時代

砂沢式とされる士器が、迎構外から 1点出士している。また、中期の可能性のある土器も出土して

いる。
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第4節まとめ

先に刊行された第514集と第528集の内容を加えた水上(2)追跡の調査内容について、簡単にではあ

るが、ここで項目ごとにまとめておきたい。なお、各項目の数量は第514集と第528集のものを加えた

総数を示している。

遺構

．竪穴住居跡

縄文時代前期末策から後期前業 (P:J筒下層 d2式期から蛍沢式期）までの竪穴住居跡を301軒検出し

た。居住域は大きく斜面縁辺部と段丘平坦部に分かれ、東西方向の帯状に分布している。

榎林式期にはS14040・ 5047等、長軸が14mを超えるものが出現する。

住居内の横位の埋設土器は、円節上層 c式期から d式期の 7例を検出した。屋外の土器埋設追構を

含めても当該時期の横位埋設例は無く、時期的にまた空問的に限定された土器埋設行為と して特箪さ

れる。

うち6軒の出士木炭と埋設土器の付珀炭化物からは放射性炭素年代が測定されており、測定例の少

なかった後期初頭を含めた年代値が得られている。

．掘立柱建物跡

6棟検出した。時期は、榎林式期から蛍沢式期の可能性があるものまでがある。柱穴配四は6本を

長方形に配したと考えられるものが多い。

また、調査時に把握した 6棟以外にも、掘立柱建物跡の柱穴としたものと規模 ・形状が類似する多

数の土坑 ・ピットを検出した。整理作業時にこれらに検討を加え、新たに34棟について掘立柱建物跡

の可能性を指摘した。

・焼士追構

119基検出した。 地床炉 • 石囲炉 ・ 土器埋設炉がある。 その性格上、本来は竪穴住居跡の炉であっ

たものも含むと考えられる。時期は、円箇下層 d式期から蛍沢式期の可能性があるものまでがある。

• 土器埋設造構

177基検出した。時期は、円筒下冠d式期から蛍沢式期の可能性があるものまでがあり、円箇下層

d式期のものが半数以上を占める。出士造物では、 SR109から出士したヒスイ大珠が特節される。

• 土坑

426基検出した。形状や規模等ヒ°ットとしたほうが適切と考えられるものを含み、柱と思われる痕

跡（柱痕）を捉えられたものもある。また、竪穴住居跡の柱穴の可能性があるものも含むと考えられ

る。時期は円筒下層 d式期から蛍沢式期のものがあり、大木10式併行期のものが突出して多い。

・ピット

6741基を検出した。時期は円筒下屈dl式期から十腰内式期とされるものまでがある。最花式期に

至り、顕著な増加が認められる。この数は続く大木10式期においても維持されるが、牛ヶ沢式期以降

は、大きく数を減らす。

• 石棺砥 ・ 配石追構

縄文時代中期末葉から後期初頭（大木10式併行期から蛍沢式期）の石棺墓を25基、配石迎構60基を

-218 -



第5危第4節

検出した。石棺羅はA群 (15基）、B群 (6基）、C群 (4基）の三つのまとまりからなる。このうち石

棺墓A群は東西16m X南北18mの約300対に多数の配石瑣構を伴い、長軸方向を東西方向に揃えて整

然と配骰されている。整地土や盛土といった埋葬主体部外側に広がる石棺墓関連土層の重複状況から、

石棺墓どうしの新IB関係が押さえられ、土器型式より狭い時期幅での構造 ・構築方法の変化や、磁域

の形成過程が明らかとなった。

配石追構の多くは石棺砥に隣接ないしは近接し、石棺鉦の構築過程の各段階に伴う。列石、立石、

丸石の集積等が見られ、順次墓域に付加され装飾的になっていく。

石棺募群に伴う士器棺やこれに相当する施設はなく 、また棺内堆秘土は構築当初期から人為的に埋

められており、複葬（改葬 ・再葬）の痕跡は直接的にも間接的にも確認できなかった。また石棺砥と

配石迫構の織り成す関係は、複葬を前提とした一次葬の施設と見るより、単葬の施設と見る方が自然

である。集落内（居住域と同居して）に藻城が形成され、維持 ・管理されている点に本石棺葛群の特

質がある。

．捨て場

追跡北側斜面で検出され、円箇下mid式期から最花式期にいたる廃棄行為が確認された。

円筒下肪 d式期から円筒上膀 c式期までは主に西側半分が利用され、個体土器、土器埋設迫枯も多

い。この時期は竪穴住居跡廃絶後の窪地への廃棄行為が捨て場形成のきっかけとなっている可能性が

ある。

円筒上屈d・e式期にはやや東に主たる廃棄範囲が移動し、個体土器と土器埋設迎構は減る。

榎林式期から最花式期にはさらに東側へ主たる廃棄範囲が移動し、基本的に追構内への大量廃棄を

行わなくなる。

大木10式併行期以降には捨て場としての利用がほぼ無くなる。

遺物

・土器

土器は縄文時代早期中薬の物見台式～縄文時代晩期後薬の大桐A式までの、28.3トンの縄文土器が

出土した。特に円筒下屈 d2式、円筒上屈 c式、榎林式の出土絋が多い。東北南部の大木系など異系

統士器の出士が目立ち、住居肉からは北陸系の士器も出土している。胎土分析による異系統土器と併

行在地型式の比較も行っており、使用粘土の違いと化粧土の存在が指摘されている。また各種圧痕を

持つ士器が出土しており、ミズキ・マメ科等の種子の他、 オオバコ花序、ヒメ フナムシが同定された。

土器そのものではないが、織物の圧痕が認められ、炭素年代測定によって後期前薬の年代が与えられ

た炭化物が出土している。

．剥片石器

石鏃、石槍、石箆、石錐、石匙、スクレイパー、両面調整石器、二次加工剥片、楔形石器、微細剥

離剥片、異形石器、剥片、石核が出土した。石核、二次加工剥片で組成の約半数を占め、これに加え

て4000kgを超える剥片が出土していることからも、剥片石器製作が活発におこなわれていた様子が

うかがえる。

石器に用いられる石材は、珪例頁岩が卓越する状況がとらえられた。剥片も99％以上が珪質頁岩で、
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石器製作時から集中的に選択されていたといえる。その背景には、珪質頁岩の豊富な当地域の環坑が

あると考えられる。また、黒曜石の産地推定分析では、北海道 ・青森県 ・秋田県 ・岩手県 ・山形県 ・

長野県の6道県の産地が推定された。

．礫石器

敲磨器類（磨石、凹石、敲石の単独機能3種、磨凹石、磨敲石、凹敲石、磨凹敲石の複合機能4種）、

打製石器類、 石錘、台石、石lilL、砥石、磨製石斧が13888点出土した。組成としては敲磨器類の占め

る割合が多く、中でも凹石の出土数砧は圧倒的に多い。また打製石器類の出土数秘も多くバリエーシ

ョンも豊窟である。

敲磨器類、打製石器類、台石 ・石皿等の残存デンプン粒分析を実施した結果、磨痕 Aをもつ石器は

微細な種子の粉砕や根茎類のデンプン抽出、凹痕はオニグルミの殻割り、扁平石器や磨石Il類は軟物

例を対象とした敲打による殻割り作業を想定できるデンプンを検出し、使用痕と抽出デンプンの傾向

が見られた。

磨製石斧の石材は緑色岩がもっとも多く、青色片岩や閃緑岩（花廊閃緑岩）のほか蛇紋岩 1点も含

まれる。

• 土製品

土偶 ・装飾品類 ・土器片加工品、その他の土製品等が約1450点出土した。特記事項としては以下が

あげられる。

土偶は前期末薬から後期初頭期に帰属するものが出土した。

中期中葉から後策にかけての土偶には、いわゆる河童形土偶の影密を受けたものがある。

四脚を持つ特異な土偶は、中部高地のポーズ土偶の影評が見られる。

土器片加工品のうち、 C類としたものは、土器から目的的に大きな破片を分割し、利用している状

況が見られた。

中期中莱以降の土器片加工品は、 三角や半円、多角形などの様々な形状がみられた。

石製品（石棒や石皿）を模倣した土製品も出土した。

• 石製品

岩偶、岩版、石棒 • 石刀類、石冠、容器状、装飾品類、その他が約1000点出土した。 特記事項とし

ては以下があげられる。

岩偶は前期末築から中期に帰属するものが出土した。

石棒 • 石刀類では端部彫刻形石棒がまとまって出土した。おおむね円筒上層 b 式から榎林式に帰属

するものが多い。

石冠は刻線のみられるものを含め約180点出土した。これまでにない出土最である。主体となる時

期は円筒上恩 c式からd式であると考えられる。

装飾品類では、耳飾 ・垂飾品等に加えヒスイ製の玉が5点出土した。

線刻礫が9点出土した。直線を組み合わせ三角形等の図形が描かれるものや、その他の図像が描か

れるものがみられた。
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（対）
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所収造跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

竪穴住居跡 246 縄文土器 （早期中菜～ 斜面部に長さ120mの
掘立柱建物跡 6 後期末葉） 捨て場、土器出土紐は

焼土造構 112 石器 （石鏃、石槍、石匙、 13. 8 t （全出土砿の半
土器埋設迫構 174 石錐、二次加工剥片、数）。
土坑 372 微細剥離剥片、敲磨器 同時期の土器埋設辿構
ピット 6705 類、打製石器類、石錘、 が群在。

水上(2)遺跡 集落跡
縄文時 石棺墓 25 台石、石皿、砥石、磨 中期末築～後期前業の
代 配石迫構 60 製石斧） 配石遺構を伴 う石棺墓

盛土追構 l 土製品 （土偶、耳飾、 群。北陸系 ・大木系の

捨て場 l 土器片加工土製品） 異系統土器、蛇紋岩製

石製品 （石棒、石刀、 磨製石斧、大型脚付板

石冠、垂飾品） 状土偶、四脚土偶、 擦

弥生土器 （砂沢式） 切士器片、ヒスイ大珠、

線刻垂飾品、線刻右冠

水上(2)迫跡は岩木川の最上流部の右岸、その支流の湯ノ沢川との合流点に位置する遺跡
で、本井は主に平成24~ 26年度までの第6~8次調査の成果についてまとめたものである。
発掘調査の結果、縄文時代前期末菜から後期前築期までの追構 ・遺物が多品に発見され、

長期間にわたる大規模集落であることが明らかとなった。特に集落の前半期（縄文時代中期

後葉頃まで）には、北側の斜面地に捨て場が形成され、多蘇の追物が廃棄された。斜面縁辺

部には多数の竪穴住居跡や土器埋設迫構も群在する。

竪穴住居跡はこの斜面縁辺部と辿跡南側の段丘平坦部に、東西にひろがる二列の帯状の集

中分布域を形成し、長期にわたりこの居住域が守られる。縄文時代中期中葉以降には、それ

以前の竪穴住居の窪地を埋め、広範囲の土盛りや迫物の廃棄を伴う盛土逍構が形成されるほ

要約
か、中期後葉には10mを超える大型住居も出現する。
集落の後半期（大木10式併行～蛍沢式期）には、南北の居住域に挟まれた遺跡中央部に、
25基の石棺蘇が三群にまとまって分布する。このうち遺存状況の極めて良好な群では、東西
16m X 南北18mの約300rrfの範囲に15基の石棺臨が、多数の配石遺構を伴い、長軸方向を揃
えて密集する。埋葬主体部の外側に広がる石棺墓関連土の籠複状況から、石棺墓どうしの新

1日関係が明らかになり、士器型式より狭い時期幅での構造 ・構築方法の変化や墓域の形成過

程が捉えられた。

出土遺物では、縄文時代前期末葉期には北陸系、中期後半期では東北南部の大木系などの

異系統土器のほか、北陸系と見られる蛇紋岩製の磨製石斧やヒスイ製の石製品も出土してい

る。また黒耀石の産地推定分析では、北海道、秋田県、岩手県、山形県、長野県からの搬入

状況も明らかにされた。
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